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明
治
大
学
の
創
立
者
は
岸
本
辰
雄
、
宮
城
浩
蔵
、
矢
代
操

の
３
名
で
あ
る
。
現
在
、
３
名
の
胸
像
は
、
駿
河
台
キ
ャ
ン

パ
ス
の
陽
だ
ま
り
広
場
を
囲
む
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。

岸
本
の
胸
像
は
、
１
９
２
８
年
に
竣
工
し
た
「
記
念
館
」

内
に
設
置
さ
れ
た
。
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
彫
刻
家
の
北
村

西
望
で
あ
る
。
戦
時
中
の
金
属
供
出
に
よ
り
仮
像
と
な
っ
た

も
の
の
、
１
９
６
５
年
に
復
元
さ
れ
た
。
１
９
９
８
年
、
駿

河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
た
な
教
育
拠
点
と
し
て
リ
バ
テ
ィ
タ

ワ
ー
が
竣
工
し
、
そ
の
第
２
期
工
事
で
陽
だ
ま
り
広
場
が
整

備
さ
れ
る
と
、
同
地
に
移
設
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
創
立
者
の

宮
城
と
矢
代
の
胸
像
が
新
造
さ
れ
、
現
在
の
配
置
と
な
っ
た
。

岸
本
は
１
８
５
１
年
に
鳥
取
藩
士
の
子
と
し
て
誕
生
し
た
。

藩
校
で
の
修
学
を
終
え
た
岸
本
は
、
１
８
６
８
年
４
月
、
戊

辰
戦
争
の
さ
な
か
、
藩
か
ら
京
都
警
衛
部
隊
へ
の
従
軍
を
命

じ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
10
月
ま
で
務
め
た
後
、
新
設
さ
れ
た
藩

軍
・
新
国
隊
に
所
属
。
同
部
隊
の
一
員
と
し
て
１
８
６
９
年

９
月
に
上
京
し
た
。
以
後
、
東
京
で
「
仏
学
修
行
」
に
励
ん
だ

岸
本
は
、
１
８
７
１
年
１
月
に
鳥
取
藩
の
貢
進
生
に
選
ば
れ

大
学
南
校
に
入
学
。
し
ば
ら
く
し
て
司
法
省
に
新
設
さ
れ
た

法
学
校
に
移
り
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
ら
か
ら
フ
ラ
ン
ス
法
学
を

学
ん
だ
。
成
績
優
秀
で
あ
っ
た
岸
本
は
、
１
８
７
６
年
国
費

で
パ
リ
大
学
に
留
学
し
、
１
８
７
９
年
に
法
学
士
号
を
取
得

し
た
。
１
８
８
０
年
の
帰
国
後
は
司
法
省
の
官
僚
と
し
て
法

典
編
纂
な
ど
に
従
事
す
る
傍
ら
、
１
８
８
１
年
１
月
に
明
治

大
学
の
前
身
で
あ
る
明
治
法
律
学
校
を
開
校
。
法
学
普
及
に

生
涯
を
捧
げ
た
。
法
学
部
か
ら
開
学
し
た
明
治
大
学
は
、
現

在
10
学
部
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
な
っ
て
い
る
。

創
立
者
・
岸
本
辰
雄
の
胸
像
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大
学
職
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チ
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用
組
！
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学
連
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ｈａｏ
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取
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テ
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多
様
性
、
公
平
性
、
包
摂
性

の
あ
る
大
学
を
目
指
し
て

ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー

　

 

法
政
大
学
総
長

法
政
大
学
憲
章
は
、「
地
球
社
会
の
課
題
解
決
」

を
使
命
と
し
、
多
様
な
視
点
と
先
見
性
を
備
え
た
研

究
と
、
自
由
な
思
考
・
行
動
を
貫
く
自
立
し
た
市
民

の
育
成
を
社
会
に
約
束
し
て
い
る
。
そ
の
実
現
に
は
、

教
育
や
研
究
の
充
実
に
加
え
、
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
多
様
性
・

公
平
性
・
包
摂
性
）
に
富
ん
だ
環
境
が
不
可
欠
で
あ

る
。
２
０
２
４
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｄ
Ｅ
Ｉ
セ
ン
タ
ー

は
、
啓
発
、
居
場
所
づ
く
り
、
相
談
、
学
生
と
の
協

働
を
通
じ
て
、
大
学
の
構
成
員
が
社
会
的
な
格
差
を

感
じ
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
創
造
的
に
学
び
、
働
け

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
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は
じ
め
に

敬
和
学
園
大
学
は
新
潟
県
、
新
発
田
市
、
聖
籠
町
、
キ
リ
ス
ト

教
諸
教
会
よ
り
多
大
な
支
援
を
受
け
て
１
９
９
１
年
に
開
学
し
た
、

キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
に
よ
る
全
人
教
育

を
行
う
大
学
（
人
文
学
部
設
置
）
で
あ
る
。「
神
を
愛
し
、
隣
人
を

愛
す
る
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
本
学

で
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
を
神
に
愛
さ
れ
た
存
在
と
し
て
尊
重
し
、

「
人
権
・
共
生
・
平
和
」
に
価
値
を
置
く
キ
リ
ス
ト
教
教
育
・
地
域

貢
献
教
育
・
国
際
理
解
教
育
を
行
い
、「
真
理
を
探
究
す
る
と
と
も

に
心
の
教
育
を
実
践
し
、
国
際
的
教
養
豊
か
な
良
心
的
人
材
の
養

成
」
を
教
育
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
こ
10
数
年
は
「
実
践
す
る
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
を
掲
げ
、
教
室
内
の
学
問
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
や
海
外
に
出
て
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
を
教
育
の
中
軸
に
据
え
て

き
た
。
本
稿
で
は
、
地
方
小
規
模
大
学
が
地
域
と
連
携
し
て
行
う

教
育
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
う
。

1
．
敬
和
学
園
大
学
の「
実
践
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」

本
学
は
、
開
学
時
よ
り
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
大
学
」
と
し
て
、

被
災
地
支
援
や
地
域
の
教
育
活
動
等
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
実
績
を
も
と
に
、
学
び
の
要
素
に
重
点
を

置
い
て
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
へ
と
深
化
さ
せ
、
演
習
等
で
の
学
習

を
地
域
で
の
実
践
活
動
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
の
「
ま
ち
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス
化
」
構
想
に
お
い
て
は
、
行
政
、
社
会
福
祉
団
体
、
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
、
学
外
の
方
々
と
関
わ
り
な
が
ら
チ
ー
ム
で
協
働
し
、

学
生
は
知
識
の
修
得
と
実
践
活
動
に
よ
る
循
環
の
中
で
、
確
か
な
学

び
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
修
得
し
た
知
識
の

地
域
と
と
も
に
歩
む
地
方
小
規
模
大
学 

―
敬
和
学
園
大
学
の
「
実
践
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
教
育
―

金
山 

愛
子
　

敬
和
学
園
大
学
学
長

し

　ば

　た

　し

せ
い
ろ
う
ま
ち

10

応
用
・
再
評
価
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
汎
用
的
能
力
を

高
め
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
学
生
た
ち
は
、
社
会
と
つ
な
が
り
地
域

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
活
動
が
目
に
見
え
る
成
果

を
生
ん
で
い
る
と
実
感
で
き
、
大
き
な
や
り
が
い
を
得
て
い
る
。
同

時
に
、
自
己
肯
定
感
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ゼ
ミ
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
学
生
が
、
さ
ら
っ
と
「
僕
、
不
登
校
だ
っ
た
ん

で
す
」
な
ど
と
話
し
て
く
れ
る
の
を
聞
く
と
、
時
間
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
要
す
る
学
び
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
彼
ら
の
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
す
る
。
さ
ら
に
、
学
生
た
ち
が
彼

ら
独
自
の
発
想
で
固
定
観
念
を
破
り
、
創
造
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
点
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
特
色
を
体
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
々

に
関
心
を
向
け
、
共
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
キ
リ
ス
ト
教
精

神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
活
動
に
は
、
学
長
裁
量
費
に
よ
る
資
金
援
助
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
新
発
田
市
か
ら
貴
重
な
補
助
金
支
援
を
受
け
て
い
る
た

め
、
地
域
に
還
元
で
き
る
活
動
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
卒

業
時
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
95
％
近
い
学
生
が
「
地
域
社
会
の
中
で
、
他

の
人
に
仕
え
る
意
欲
と
寄
り
添
う
力
が
身
に
つ
い
た
」
と
答
え
て
い

る
。
国
際
文
化
学
科
、
英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、
共

生
社
会
学
科
の
特
色
あ
る
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
活
動
の
う
ち
、
こ

こ
に
３
例
を
紹
介
す
る
。

⑴
映
像
作
品
制
作
、ラ
ジ
オ
番
組
制
作

　（国
際
文
化
学
科 

情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
）

映
像
作
品
制
作
と
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
力

を
社
会
に
発
信
す
る
挑
戦
で
あ
る
と
考
え
る
。
夏
冬
の
集
中
講
義

や
ゼ
ミ
活
動
で
地
域
を
取
材
し
、
歴
史
、
文
化
、
現
代
課
題
を
深

く
掘
り
下
げ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
の
制
作
を
行
っ
て
い
る
。

作
品
に
は
、
佐
渡
金
山
と
朝
鮮
人
強
制
労
働
者
の
問
題
や
沖
縄
県

営
平
和
祈
念
公
園
内
に
建
て
ら
れ
た
新
潟
県
民
の
慰
霊
塔
を
め
ぐ

る
調
査
な
ど
社
会
問
題
を
扱
っ
た
作
品
が
多
い
。
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
作
も
生
ま
れ
て
お
り
県
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ジ

オ
番
組
は
、
地
元
ラ
ジ
オ
局
と
連
携
。「
エ
フ
エ
ム
し
ば
た
」
と

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
で
毎
週
放
送
し
、
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
学
内
外
の

多
様
な
話
題
を
発
信
し
て
い
る
。
７
月
初
め
に
は
放
送
３
０
０
回

を
数
え
た
。
制
作
活
動
を
通
じ
、
学
生
は
社
会
へ
の
視
野
を
広
げ
、

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
鍛
え
、
学
び
を
力
に
変
え
て
い
る
。

⑵
こ
ど
も
の
ま
ち

　（英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　英
語
教
育
コ
ー
ス
）

市
民
性
教
育
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
ゼ
ミ
で
は
、
子
ど
も
の
権
利
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応
用
・
再
評
価
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
汎
用
的
能
力
を

高
め
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
学
生
た
ち
は
、
社
会
と
つ
な
が
り
地
域

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
活
動
が
目
に
見
え
る
成
果

を
生
ん
で
い
る
と
実
感
で
き
、
大
き
な
や
り
が
い
を
得
て
い
る
。
同

時
に
、
自
己
肯
定
感
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ゼ
ミ
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
学
生
が
、
さ
ら
っ
と
「
僕
、
不
登
校
だ
っ
た
ん

で
す
」
な
ど
と
話
し
て
く
れ
る
の
を
聞
く
と
、
時
間
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
要
す
る
学
び
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
彼
ら
の
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
す
る
。
さ
ら
に
、
学
生
た
ち
が
彼

ら
独
自
の
発
想
で
固
定
観
念
を
破
り
、
創
造
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
点
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
特
色
を
体
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
々

に
関
心
を
向
け
、
共
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
キ
リ
ス
ト
教
精

神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
活
動
に
は
、
学
長
裁
量
費
に
よ
る
資
金
援
助
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
新
発
田
市
か
ら
貴
重
な
補
助
金
支
援
を
受
け
て
い
る
た

め
、
地
域
に
還
元
で
き
る
活
動
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
卒

業
時
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
95
％
近
い
学
生
が
「
地
域
社
会
の
中
で
、
他

の
人
に
仕
え
る
意
欲
と
寄
り
添
う
力
が
身
に
つ
い
た
」
と
答
え
て
い

る
。
国
際
文
化
学
科
、
英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、
共

生
社
会
学
科
の
特
色
あ
る
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
活
動
の
う
ち
、
こ

こ
に
３
例
を
紹
介
す
る
。

⑴
映
像
作
品
制
作
、ラ
ジ
オ
番
組
制
作

　（国
際
文
化
学
科 

情
報
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
）

映
像
作
品
制
作
と
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
力

を
社
会
に
発
信
す
る
挑
戦
で
あ
る
と
考
え
る
。
夏
冬
の
集
中
講
義

や
ゼ
ミ
活
動
で
地
域
を
取
材
し
、
歴
史
、
文
化
、
現
代
課
題
を
深

く
掘
り
下
げ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
の
制
作
を
行
っ
て
い
る
。

作
品
に
は
、
佐
渡
金
山
と
朝
鮮
人
強
制
労
働
者
の
問
題
や
沖
縄
県

営
平
和
祈
念
公
園
内
に
建
て
ら
れ
た
新
潟
県
民
の
慰
霊
塔
を
め
ぐ

る
調
査
な
ど
社
会
問
題
を
扱
っ
た
作
品
が
多
い
。
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
作
も
生
ま
れ
て
お
り
県
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ジ

オ
番
組
は
、
地
元
ラ
ジ
オ
局
と
連
携
。「
エ
フ
エ
ム
し
ば
た
」
と

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
で
毎
週
放
送
し
、
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
学
内
外
の

多
様
な
話
題
を
発
信
し
て
い
る
。
７
月
初
め
に
は
放
送
３
０
０
回

を
数
え
た
。
制
作
活
動
を
通
じ
、
学
生
は
社
会
へ
の
視
野
を
広
げ
、

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
鍛
え
、
学
び
を
力
に
変
え
て
い
る
。

⑵
こ
ど
も
の
ま
ち

　（英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　英
語
教
育
コ
ー
ス
）

市
民
性
教
育
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
ゼ
ミ
で
は
、
子
ど
も
の
権
利
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保
障
の
周
知
と
啓
発
、
特
に
「
社
会
に
参
加
す
る
権
利
」
の
保
障
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
仮
想
の
ま
ち
で
遊
び
働

く
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
こ
ど
も
の
ま
ち
」
を
企
画
・
運
営
し
て
い
る
。
２

０
２
３
年
度
か
ら
新
潟
市
の
こ
ど
も
の
ま
ち
を
開
始
し
、
２
０
２
４

年
度
は
「
新
発
田
市
こ
ど
も
基
本
条
例
」
の
策
定
に
向
け
て
、
こ
ど

も
課
と
協
力
し
、
子
ど
も
の
声
を
聞
き
取
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、

学
生
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
２
０
２
４
年
度
の
こ
ど
も

の
ま
ち
「
ミ
ニ
し
ば
た
」
で
は
基
本
条
例
案
の
周
知
と
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
募
集
を
行
う
仕
事
を
設
け
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
動
か
せ
る
」と
い
う
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
子
ど
も
の
声
は
基
本
条
例
案
に
反
映
さ
れ
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
新
発
田
市
の
回
答
を
添
え
て
公
開
さ
れ
た
。

学
生
は
子
ど
も
の
権
利
保
障
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
市
民
と
し
て

の
意
識
と
実
践
力
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

⑶
地
域
活
性
化
・
農
福
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　（共
生
社
会
学
科

　ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
ス
）

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
活
動
の
座
学
や
実
践
に
お
い
て
、キ
リ
ス
ト
教

×
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
×
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
を
軸
に

お
い
た「
粟
島
浦
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や「
新
発
田
市
上
三
光

農
福
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
。
学
生
た
ち
は
、過
疎
化
が
進
む

粟
島
の
島
民
と
島
内
で
国
内
留
学
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
、ま
た
新

発
田
市
内
の
特
別
支
援
学
校
生
徒
や
社
会
福
祉
団
体
利
用
者
と
協

働
す
る
。
そ
し
て
Ｐ
Ｂ
Ｌ
学
習
を
も
と
に
明
ら
か
に
な
っ
た
地
域
課
題

に
対
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
解
決
策
を
探
し
、そ
の
活
動
の
成
果
や

利
益
を
当
該
地
域
や
福
祉
の
就
労
支
援
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
る
。例
え

ば
、粟
島
に
自
生
す
る
山
菜
を
原
料
と
す
る「
あ
ま
ど
こ
ろ
ミ
ル
ク
ア

イ
ス
」や
、上
三
光
の
耕
作
放
棄
地
で
の
農
福
連
携
活
動
に
よ
る「
一

人
娘
み
そ
」の
商
品
化
な
ど
が
あ
る
。ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
根
底
に

もっ
と
も
大
事
な
も
の
と
し
て
据
え
て
い
る
の
は
、広
い
視
野
か
ら
自
由

な
発
想
で
考
え
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
隣
人
と
共
に
生
き
る
キ
リ
ス
ト

教
の
学
び
で
あ
る
。

2
．
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
原
点
に
立
ち
返
る

敬
和
学
園
大
学
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
充
実
を
目
指

し
て
２
０
２
６
年
４
月
人
文
学
部
に
「
国
際
教
養
学
科
」
を
新
設
。

１
学
科
６
コ
ー
ス
制
（
歴
史
探
究
、
多
文
化
・
思
想
、
キ
ャ
リ
ア

英
語
、
地
域
経
営
、
国
際
社
会
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
）
へ
と
移
行
す

る
（
届
出
申
請
中
）。

本
学
開
学
の
年
、１
９
９
１
年
の
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
に
よ

り
、各
大
学
で
教
養
教
育
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
頃
、定
年
の

た
い
こ
う
か

あ
わ
し
ま
う
ら
む
ら

か
み
さ
ん
こ
う

12

近
い
あ
る
教
員
が
、「
私
が
大
学
教
員
に
な
り
た
て
の
こ
ろ
、教
養
部
が

ど
ん
ど
ん
で
き
た
が
、定
年
に
な
る
今
、今
度
は
教
養
部
が
な
く
な
っ

て
い
く
」と
話
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
って
い
る
。
そ
れ
で
も
本
学
は

専
門
学
校
進
学
率
が
常
に
全
国
１
、２
位
を
争
う
実
学
志
向
の
強
い

新
潟
県
と
い
う
土
地
に
あ
り
な
が
ら
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
に
腐
心
し
、そ
の
教
育
を
貫
い
て
き
た
。
卒
業
生
が
、

社
会
に
出
て
大
学
時
代
を
振
り
返
っ
た
時
に
、リ
ベラ
ル
ア
ー
ツ
の
本
質

を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
我
々
の
励
み
に
な
って
き
た
。

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
成
果
は
４
年
間
で
測
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、そ
の

人
の
生
涯
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
振
り
返
って
み
て
わ
か
る

よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高
齢
化
、
人
工
知
能
等
の
技
術
革
新
が

予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
、
先
行
き
が
不
透
明
な
今
こ

そ
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
当
た
り
前
を
疑

い
、
自
分
自
身
の
問
い
を
持
ち
、
分
野
の
異
な
る
学
問
に
よ
り
得

た
知
識
を
融
合
さ
せ
て
多
角
的
に
考
え
る
教
育
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
と
か
く
効
率
が
求
め
ら
れ
が
ち
な
こ
の
社
会
に
あ
っ

て
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
探
す
に
は
、
他
者
の
こ
と
を
思
い
や
る

に
は
、
何
か
創
造
的
な
こ
と
を
す
る
に
は
、
心
の
余
裕
と
考
え
る

時
間
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
学
科
で
は
レ
イ
ト
ス
ペ

シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
。
学
生
が
自
ら
の
関
心
や
将

来
設
計
に
合
わ
せ
て
主
専
攻
を
決
め
、
副
専
攻
の
選
択
や
興
味
の

あ
る
科
目
の
履
修
に
よ
り
、
分
野
を
越
え
た
横
断
的
で
多
様
な
学

び
が
で
き
る
設
計
と
し
た
。
21
世
紀
に
必
須
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
や
Ａ
Ｉ
技
術
に
つ
い
て
は
、
専
攻
や
学
年
を
越
え
て
初
歩
か
ら

学
べ
る
よ
う
に
し
た
。
知
識
や
自
分
で
考
え
る
力
、
判
断
力
を
用

い
て
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
実
装
の
機
会
を
得
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

予
測
不
可
能
な
時
代
に
は
、
既
存
の
社
会
の
流
れ
や
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
新
し
い
発
想
で
新
し
い
社
会
を
創
る
人
が
求
め

ら
れ
る
。
大
学
時
代
こ
そ
、
多
く
の
考
え
方
や
価
値
観
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
出
合
い
、
失
敗
も
許
さ
れ
な
が
ら
経
験
を
重
ね
て

自
分
を
磨
く
時
間
で
あ
る
。
人
と
し
て
成
長
し
続
け
る
た
め
の
基

盤
と
な
る
４
年
間
、
競
争
の
た
め
で
な
く
、
多
様
性
を
許
容
す
る

幸
せ
で
平
和
な
社
会
を
創
る
た
め
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

る
。
そ
し
て
地
方
大
学
の
使
命
と
し
て
、
人
口
減
少
に
直
面
す
る

地
域
に
、
地
域
を
愛
し
、
貢
献
し
よ
う
と
い
う
意
欲
と
実
力
を
備

え
た
良
心
的
な
人
材
を
送
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
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近
い
あ
る
教
員
が
、「
私
が
大
学
教
員
に
な
り
た
て
の
こ
ろ
、教
養
部
が

ど
ん
ど
ん
で
き
た
が
、定
年
に
な
る
今
、今
度
は
教
養
部
が
な
く
な
っ

て
い
く
」と
話
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
って
い
る
。
そ
れ
で
も
本
学
は

専
門
学
校
進
学
率
が
常
に
全
国
１
、２
位
を
争
う
実
学
志
向
の
強
い

新
潟
県
と
い
う
土
地
に
あ
り
な
が
ら
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
に
腐
心
し
、そ
の
教
育
を
貫
い
て
き
た
。
卒
業
生
が
、

社
会
に
出
て
大
学
時
代
を
振
り
返
っ
た
時
に
、リ
ベラ
ル
ア
ー
ツ
の
本
質

を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
我
々
の
励
み
に
な
って
き
た
。

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
成
果
は
４
年
間
で
測
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、そ
の

人
の
生
涯
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
振
り
返
って
み
て
わ
か
る

よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高
齢
化
、
人
工
知
能
等
の
技
術
革
新
が

予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
、
先
行
き
が
不
透
明
な
今
こ

そ
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
当
た
り
前
を
疑

い
、
自
分
自
身
の
問
い
を
持
ち
、
分
野
の
異
な
る
学
問
に
よ
り
得

た
知
識
を
融
合
さ
せ
て
多
角
的
に
考
え
る
教
育
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
と
か
く
効
率
が
求
め
ら
れ
が
ち
な
こ
の
社
会
に
あ
っ

て
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
探
す
に
は
、
他
者
の
こ
と
を
思
い
や
る

に
は
、
何
か
創
造
的
な
こ
と
を
す
る
に
は
、
心
の
余
裕
と
考
え
る

時
間
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
学
科
で
は
レ
イ
ト
ス
ペ

シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
。
学
生
が
自
ら
の
関
心
や
将

来
設
計
に
合
わ
せ
て
主
専
攻
を
決
め
、
副
専
攻
の
選
択
や
興
味
の

あ
る
科
目
の
履
修
に
よ
り
、
分
野
を
越
え
た
横
断
的
で
多
様
な
学

び
が
で
き
る
設
計
と
し
た
。
21
世
紀
に
必
須
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
や
Ａ
Ｉ
技
術
に
つ
い
て
は
、
専
攻
や
学
年
を
越
え
て
初
歩
か
ら

学
べ
る
よ
う
に
し
た
。
知
識
や
自
分
で
考
え
る
力
、
判
断
力
を
用

い
て
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
実
装
の
機
会
を
得
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

予
測
不
可
能
な
時
代
に
は
、
既
存
の
社
会
の
流
れ
や
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
新
し
い
発
想
で
新
し
い
社
会
を
創
る
人
が
求
め

ら
れ
る
。
大
学
時
代
こ
そ
、
多
く
の
考
え
方
や
価
値
観
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
出
合
い
、
失
敗
も
許
さ
れ
な
が
ら
経
験
を
重
ね
て

自
分
を
磨
く
時
間
で
あ
る
。
人
と
し
て
成
長
し
続
け
る
た
め
の
基

盤
と
な
る
４
年
間
、
競
争
の
た
め
で
な
く
、
多
様
性
を
許
容
す
る

幸
せ
で
平
和
な
社
会
を
創
る
た
め
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

る
。
そ
し
て
地
方
大
学
の
使
命
と
し
て
、
人
口
減
少
に
直
面
す
る

地
域
に
、
地
域
を
愛
し
、
貢
献
し
よ
う
と
い
う
意
欲
と
実
力
を
備

え
た
良
心
的
な
人
材
を
送
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
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ワ
タ
シ
た
ち
大
学
職
員
チ
ュ
ウ
ト
採
用
組
！

14

座談会
M E M B E R

大
学
業
界
へ
の
転
職

教
育
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
魅
力

音
　
現
在
、社
会
全
体
で
労
働
流
動
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、前
職
で

培
っ
た
ス
キ
ル
を
新
た
な
職
場
で
生
か
す
と
い
う
流
れ
も
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
私
立
大
学
に
お
い
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
お
り
、
職
員
の
中
途
採
用
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

大
学
の
主
た
る
使
命
は
研
究
・
教
育
で
あ
り
、
一
般
企
業
と
は
異

な
る
価
値
観
や
意
思
決
定
過
程
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
と
い
う

側
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
中
途
採
用
で
入
職
さ
れ
た

A 氏 日本私立大学連盟加盟大学職員
入職20年目

B 氏 日本私立大学連盟加盟大学職員
入職8年目

C 氏 日本私立大学連盟加盟大学職員
入職4年目

D 氏 日本私立大学連盟加盟大学職員
入職13年目

司会

音 好宏 上智大学文学部教授、
広報・情報委員会大学時報分科会分科会長
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大
学
職
員
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
転
職
し
た
理
由
や

入
職
後
に
感
じ
た
戸
惑
い
、
大
学
で
働
く
魅
力
な
ど
、
幅
広
い
話

題
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
今
回

は
お
名
前
と
お
顔
を
出
さ
な
い
覆
面
座
談
会
と
い
う
形
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
率
直
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
皆
さ
ん
が
大
学
に
転
職
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺

い
た
く
思
い
ま
す
。

Ａ
氏
　
私
は
大
学
時
代
に
教
員
免
許
を
取
得
す
る
な
ど
、
も
と
も

と
教
育
業
界
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
後
は
民
間
企
業
に
就

職
し
て
18
年
間
勤
務
し
ま
し
た
が
、
地
方
支
店
で
の
昇
進
が
頭
打

ち
に
な
り
、
東
京
へ
の
転
勤
を
意
識
し
始
め
た
頃
か
ら
転
職
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
が
先
に
大
学
職
員
に
転
職
し
て

い
た
こ
と
も
、
転
職
先
と
し
て
選
択
肢
に
入
れ
た
理
由
で
す
。

Ｂ
氏
　
私
は
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
で
５
年
半
、
営
業
職
を
担
当
し

て
い
ま
し
た
。
両
親
が
教
師
を
し
て
い
る
家
庭
で
育
っ
た
こ
と
か
ら

教
師
を
目
指
そ
う
と
考
え
た
時
期
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
人
に
何

か
を
教
え
る
に
は
ま
ず
社
会
に
出
て
お
く
べ
き
だ
と
考
え
て
、
民

間
企
業
に
就
職
す
る
道
を
選
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
家
族
が
急
病

に
か
か
り
、
当
た
り
前
の
日
常
が
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
本
当
に
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
と
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改
め
て
向
き
合
い
、
両
親
が
長
年
従
事
し
た
教
育
に
対
す
る
思
い

や
意
志
を
継
ぎ
た
い
と
考
え
て
教
育
業
界
へ
の
転
職
を
決
意
し
ま

し
た
。
高
校
ま
で
で
培
っ
た
集
団
意
識
や
基
礎
学
力
、
知
識
を
社

会
で
働
く
能
力
へ
と
昇
華
さ
せ
る
場
所
が
大
学
だ
と
考
え
て
お
り
、

社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
な
る
準
備
期
間
に
い
る
大
学
生
は
、
多

く
の
期
待
や
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
で
働
い
た
経
験

が
一
番
発
揮
で
き
、
身
近
な
存
在
と
し
て
学
生
に
寄
り
添
い
な
が

ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
大
学
、
そ
し
て
教
壇
に
立
た
な
く
て
も
、
多

角
的
に
教
育
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
大
学
職
員
は
、
私
に
と
っ

て
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
で
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

環
境
を
求
め
て

Ｃ
氏
　
私
は
外
資
系
航
空
会
社
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
地
元

の
支
店
に
就
職
し
、
予
約
管
理
、
収
入
管
理
な
ど
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。
約
20
年
勤
務
し
て
い
た
の
で
す
が
、
年
々
、
経
費
削
減
、

人
員
削
減
が
続
き
、
地
方
支
店
は
特
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
発
生
し
た
の
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
す
。
運
航
再
開
の
め
ど
が
立
た
ず
、
大
都
市
圏
へ
の

17
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異
動
の
話
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
転
職
を
決
意
し
ま
し
た
。
前
職

で
は
常
に
国
際
的
な
環
境
の
中
で
業
務
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
今

後
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
学

生
時
代
の
先
輩
が
大
学
職
員
に
転
職
し
て
い
た
こ
と
も
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。
大
学
は
多
様
な
国
籍
や
背
景
を
持
つ
教
職
員
・

学
生
が
集
ま
る
場
で
あ
り
、
そ
の
環
境
に
魅
力
を
感
じ
て
転
職
を

決
め
ま
し
た
。

Ｄ
氏
　
私
は
外
資
系
企
業
出
身
で
す
。
新
規
開
拓
業
務
な
ど
を
担

当
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
を
鍛
え
ら

れ
ま
し
た
。
大
学
業
界
に
転
職
し
た
き
っ
か
け
は
、
人
を
育
て
る

仕
事
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
大
学
は
研
究
に
携
わ
る
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
組
織
で
あ
る
一
方
、
国
や
社
会
に
対
し
て
多
く
の
人

材
を
育
て
、
送
り
出
す
組
織
で
も
あ
り
ま
す
。
最
高
学
府
で
人
を

育
て
る
こ
と
に
貢
献
し
た
い
、
と
思
っ
た
の
で
す
。

ス
ロ
ー
で
複
雑
な
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

感
じ
た
違
和
感

音
　
私
自
身
、
大
学
院
を
出
て
か
ら
、
一
度
、
民
間
の
研
究
機
関
で

仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
や
は
り
民
間
の
企
業
組
織

と
大
学
で
は
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
も
仕
事
の
進
め
方
も
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中
に
は
入
職
後
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ

を
感
じ
る
人
も
少
な
く
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
感
想
を
率
直
に
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ

う
か
。

Ｂ
氏
　
私
は
、
職
員
に
経
営
的
な
視
点
に
立
っ
た
意
思
決
定
権
や

18

裁
量
権
を
発
揮
す
る
場
面
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
学
内
の
多
く
の
組
織
で
教
員
組
織
が
上
位
に
あ
る
た
め
、
何

を
す
る
に
し
て
も
お
伺
い
を
立
て
て
、
決
め
て
も
ら
わ
な
い
と
進

め
ら
れ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教
員
に
最
終
意
思
決
定

が
委
ね
ら
れ
る
こ
と
で
、
積
み
上
げ
て
き
た
自
身
の
業
務
の
結
果

や
そ
れ
に
伴
う
影
響
に
対
す
る
責
任
感
が
薄
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
結
果
的
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

意
思
決
定
を
阻
害
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
意

思
決
定
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
も
見
え
づ
ら
く
、
当
初
は
業
務
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
誰
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
い
い
の
か
も
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
前
職
で
営
業
を
担
当
し
て
い
た
時
は
、
受
注
拡
大

や
新
規
開
拓
の
た
め
に
自
分
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
立
て
、
プ
ラ
ン
を

用
意
し
、
社
内
外
の
キ
ー
マ
ン
や
意
思
決
定
者
を
巻
き
込
み
な
が

ら
業
務
を
進
め
て
い
く
や
り
方
が
染
み
付
い
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
を
大
学
で
実
践
し
よ
う
と
す
る
と
、
与
え
ら
れ
て
い
る

裁
量
が
限
ら
れ
て
い
て
、
う
ま
く
機
能
し
な
い
場
面
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。
前
職
で
は
自
身
が
業
務
の
中
心
に
い
る
、
と
い
う
感
覚

が
強
く
あ
り
ま
し
た
が
、
転
職
後
に
そ
の
感
覚
は
薄
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。「
線
」
で
仕
事
を
し
た
い
の
に
、「
点
」
で
し
か
仕
事
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
況
に
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

Ｃ
氏
　
前
職
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
業
務
を

進
め
る
組
織
体
制
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
大
学
で
は
、
会
議
を

重
ね
な
が
ら
慎
重
に
意
思
決
定
が
行
わ
れ
る
た
め
、
業
務
が
進
む

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
点
に
、
こ
れ
ま
で
と
の
大
き
な
違
い
を
感

じ
ま
し
た
。
会
議
の
流
れ
や
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
独
自
の

ル
ー
ル
や
文
化
が
あ
り
、
日
々
そ
の
仕
組
み
を
学
び
な
が
ら
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
入
職
後
に
短
期
間
で
部
署

を
転
々
と
し
た
の
で
す
が
、
部
署
が
変
わ
る
と
転
職
し
た
く
ら
い

仕
事
の
内
容
が
変
わ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
職
員
の
多
さ
に
も

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
通
り
、
前
職
で
は
人
員

削
減
が
進
み
、
年
々
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
掛
け
持
ち
し
て
い
ま
し

た
が
、
大
学
で
は
業
務
が
分
担
さ
れ
て
い
る
た
め
、
負
担
が
軽
減

さ
れ
助
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し

た
対
応
が
で
き
る
他
、
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
相
手
が
い
る

安
心
感
や
、
業
務
改
善
に
向
け
た
意
見
交
換
も
し
や
す
い
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
も
感
じ
て
い
ま
す
。
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裁
量
権
を
発
揮
す
る
場
面
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
学
内
の
多
く
の
組
織
で
教
員
組
織
が
上
位
に
あ
る
た
め
、
何

を
す
る
に
し
て
も
お
伺
い
を
立
て
て
、
決
め
て
も
ら
わ
な
い
と
進

め
ら
れ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教
員
に
最
終
意
思
決
定

が
委
ね
ら
れ
る
こ
と
で
、
積
み
上
げ
て
き
た
自
身
の
業
務
の
結
果

や
そ
れ
に
伴
う
影
響
に
対
す
る
責
任
感
が
薄
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
結
果
的
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

意
思
決
定
を
阻
害
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
意

思
決
定
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
も
見
え
づ
ら
く
、
当
初
は
業
務
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
誰
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
い
い
の
か
も
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
前
職
で
営
業
を
担
当
し
て
い
た
時
は
、
受
注
拡
大

や
新
規
開
拓
の
た
め
に
自
分
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
立
て
、
プ
ラ
ン
を

用
意
し
、
社
内
外
の
キ
ー
マ
ン
や
意
思
決
定
者
を
巻
き
込
み
な
が

ら
業
務
を
進
め
て
い
く
や
り
方
が
染
み
付
い
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
を
大
学
で
実
践
し
よ
う
と
す
る
と
、
与
え
ら
れ
て
い
る

裁
量
が
限
ら
れ
て
い
て
、
う
ま
く
機
能
し
な
い
場
面
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。
前
職
で
は
自
身
が
業
務
の
中
心
に
い
る
、
と
い
う
感
覚

が
強
く
あ
り
ま
し
た
が
、
転
職
後
に
そ
の
感
覚
は
薄
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。「
線
」
で
仕
事
を
し
た
い
の
に
、「
点
」
で
し
か
仕
事
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
況
に
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

Ｃ
氏
　
前
職
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
業
務
を

進
め
る
組
織
体
制
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
大
学
で
は
、
会
議
を

重
ね
な
が
ら
慎
重
に
意
思
決
定
が
行
わ
れ
る
た
め
、
業
務
が
進
む

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
点
に
、
こ
れ
ま
で
と
の
大
き
な
違
い
を
感

じ
ま
し
た
。
会
議
の
流
れ
や
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
独
自
の

ル
ー
ル
や
文
化
が
あ
り
、
日
々
そ
の
仕
組
み
を
学
び
な
が
ら
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
入
職
後
に
短
期
間
で
部
署

を
転
々
と
し
た
の
で
す
が
、
部
署
が
変
わ
る
と
転
職
し
た
く
ら
い

仕
事
の
内
容
が
変
わ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
職
員
の
多
さ
に
も

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
通
り
、
前
職
で
は
人
員

削
減
が
進
み
、
年
々
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
掛
け
持
ち
し
て
い
ま
し

た
が
、
大
学
で
は
業
務
が
分
担
さ
れ
て
い
る
た
め
、
負
担
が
軽
減

さ
れ
助
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し

た
対
応
が
で
き
る
他
、
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
相
手
が
い
る

安
心
感
や
、
業
務
改
善
に
向
け
た
意
見
交
換
も
し
や
す
い
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
も
感
じ
て
い
ま
す
。
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出
る
杭
と
な
る
べ
き
か

郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
う
べ
き
か

Ａ
氏
　
20
年
前
に
入
職
し
て
驚
い
た
の
は
、あ
ま
り
に
も
緩
や
か
に

業
務
を
進
め
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
お
そ
ら
く
中
途
採
用
の
方
の

多
く
は
、「
自
分
が
仕
事
に
関
わ
る
か
ら
に
は
何
か
し
ら
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
給
与
の
対
価
分
は
し
っ

か
り
働
か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
意
識
を
強
く
持
っ
て
仕
事
を

し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
識
の
強
さ
が
、
民
間
企
業
の
経

験
を
持
つ
中
途
採
用
の
職
員
と
、
卒
業
し
て
す
ぐ
に
大
学
職
員
に

な
っ
た
職
員
と
で
は
大
き
く
異
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
入

職
当
時
、
各
部
署
の
説
明
が
あ
っ
た
際
に
「
大
学
は
４
年
間
の
繰

り
返
し
で
す
」
と
説
明
し
た
職
員
が
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
考

え
方
で
、
定
年
ま
で
安
泰
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
も
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
女
性
管
理
職
が
一
人
も
い
な
か
っ
た
こ
と
に
も
違
和

感
が
あ
り
ま
し
た
。
入
職
し
て
間
も
な
い
頃
、
褒
め
言
葉
の
つ
も

り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、「
女
性
で
こ
ん
な
に
働
く
人
を
初
め
て

見
た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る
た
め
に
私
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
常
々
、
考
え

て
い
ま
す
。

Ｄ
氏
　
私
は
入
職
し
た
時
に
管
理
職
か
ら
「
出
る
杭
に
な
っ
て
変

革
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
先
輩
方
か
ら

は
「
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
え
だ
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
仕
事
を
す
る
べ
き
か
悩
み
ま

し
た
ね
。
入
職
し
て
か
ら
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
こ
と
は
、
大
学
が

想
像
以
上
に
縦
割
り
文
化
が
強
い
組
織
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
部
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署
間
で
交
流
が
少
な
く
各
々
独
立
し
た
会
社
の
よ
う
で
、
異
動
す

る
と
全
く
違
う
立
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
れ
が
組

織
の
た
め
に
最
適
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

伝
統
と
文
化
を
持
つ
私
立
大
学
に

新
た
な
風
を
吹
き
込
む

音
　
ス
ピ
ー
ド
感
の
な
さ
や
組
織
の
縦
割
り
の
強
さ
は
、
民
間
企

業
で
の
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
課
題
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
視
点
を
大
学
の
変
革
に
ぜ
ひ
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
大
学
、
特
に
私
立
大
学
に
は
設
立
の
経
緯
や
歴

史
に
裏
付
け
ら
れ
た
伝
統
や
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
良
い

側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
と
改
革
の
足
か
せ
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
大
学
の
伝
統
や
文
化
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
氏
　
私
は
「
卒
業
生
で
あ
る
か
否
か
」
が
大
学
職
員
の
大
き
な
要

素
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
卒
業
生
は
建
学
の

精
神
や
伝
統
を
理
解
し
て
い
る
前
提
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
卒
業
生

で
は
な
い
中
途
採
用
の
私
は
、
所
属
部
署
に
よ
っ
て
は
ア
ウ
ェ
ー

で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｄ
氏
　
本
学
で
は
、
中
途
採
用
に
力
を
入
れ
た
時
期
が
あ
り
、
そ

の
時
期
に
採
用
し
た
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が
他
大
学
出
身
者
で
し
た
。

当
時
の
経
営
陣
が
、
い
ろ
い
ろ
な
血
を
入
れ
た
い
と
い
う
意
図
で
、

あ
え
て
そ
う
い
う
形
を
取
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
職
場
で
出

身
大
学
を
意
識
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
卒
業
生
と
や

り
と
り
を
す
る
際
、「
君
は
何
年
卒
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
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署
間
で
交
流
が
少
な
く
各
々
独
立
し
た
会
社
の
よ
う
で
、
異
動
す

る
と
全
く
違
う
立
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
れ
が
組

織
の
た
め
に
最
適
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

伝
統
と
文
化
を
持
つ
私
立
大
学
に

新
た
な
風
を
吹
き
込
む

音
　
ス
ピ
ー
ド
感
の
な
さ
や
組
織
の
縦
割
り
の
強
さ
は
、
民
間
企

業
で
の
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
課
題
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
視
点
を
大
学
の
変
革
に
ぜ
ひ
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
大
学
、
特
に
私
立
大
学
に
は
設
立
の
経
緯
や
歴

史
に
裏
付
け
ら
れ
た
伝
統
や
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
良
い

側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
と
改
革
の
足
か
せ
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
大
学
の
伝
統
や
文
化
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
氏
　
私
は
「
卒
業
生
で
あ
る
か
否
か
」
が
大
学
職
員
の
大
き
な
要

素
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
卒
業
生
は
建
学
の

精
神
や
伝
統
を
理
解
し
て
い
る
前
提
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
卒
業
生

で
は
な
い
中
途
採
用
の
私
は
、
所
属
部
署
に
よ
っ
て
は
ア
ウ
ェ
ー

で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｄ
氏
　
本
学
で
は
、
中
途
採
用
に
力
を
入
れ
た
時
期
が
あ
り
、
そ

の
時
期
に
採
用
し
た
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が
他
大
学
出
身
者
で
し
た
。

当
時
の
経
営
陣
が
、
い
ろ
い
ろ
な
血
を
入
れ
た
い
と
い
う
意
図
で
、

あ
え
て
そ
う
い
う
形
を
取
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
職
場
で
出

身
大
学
を
意
識
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
卒
業
生
と
や

り
と
り
を
す
る
際
、「
君
は
何
年
卒
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
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他
大
学
出
身
者
と
し
て
少
し
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
普
段

の
業
務
で
は
出
身
大
学
の
影
響
は
皆
無
に
近
い
と
言
え
ま
す
。

Ｂ
氏
　
私
も
同
じ
く
、
卒
業
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
気

に
な
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
派
閥
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
時
は
あ

り
ま
す
が
、
私
自
身
が
そ
う
し
た
こ
と
に
無
関
心
な
だ
け
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

Ｃ
氏
　
私
が
勤
務
す
る
の
は
地
域
に
根
差
し
た
地
方
大
学
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
伝
統
や
文
化
を
色
濃
く
感
じ
ま
す
。
新
卒
で
入
職

し
て
か
ら
ず
っ
と
勤
務
し
て
い
る
卒
業
生
の
職
員
が
多
く
、
地
場

産
業
を
経
営
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
と
交
流
す
る
機
会
も
多
数
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
つ
な
が
り
が
強
み
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
大

学
職
員
自
身
が
外
の
風
に
触
れ
て
い
な
い
、
新
し
い
風
を
吹
き
込

み
づ
ら
い
、
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
な
が
ら
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
も

知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
大
学
と
い
う
職
場

音
　
大
学
の
独
特
な
組
織
風
土
に
戸
惑
い
を
感
じ
る
一
方
で
、
民

間
企
業
に
い
た
か
ら
こ
そ
の
視
点
で
課
題
を
見
い
だ
し
て
改
善
に

導
い
た
り
、
他
の
人
に
は
な
い
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
企
業
に
は
な
い
、
大
学
が

持
つ
魅
力
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
い
う
経
験
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
氏
　
外
資
系
企
業
に
い
た
頃
は
競
合
他
社
と
の
競
争
が
激
し
く
、

敵
対
し
た
状
態
に
な
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
大
学
は
互
い
に
良
好
な
関
係
を
築
い
て
お
り
、
交
流
も

盛
ん
で
、
業
界
を
共
に
盛
り
上
げ
て
、
よ
り
良
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
意
識
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
職
員
も
他
大
学
の
同
様
の
部
署
と

交
流
が
あ
り
、
常
に
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
大
学
の

と
て
も
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
が
成
長
し
て
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い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
方
か
ら
最

新
の
研
究
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
て
知
的
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
た

り
、
他
の
業
界
で
は
味
わ
え
な
い
魅
力
が
大
学
に
は
あ
り
ま
す
。

業
務
に
、組
織
に

前
職
で
の
経
験
を
ど
う
生
か
す
か

Ｂ
氏
　
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

外
の
世
界
を
知
る
中
途
採
用
の
職
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
お
話
に
出
た
よ
う
に
大
学

は
縦
割
り
の
強
い
組
織
で
、
中
途
採
用
の
職
員
が
何
か
課
題
を
見

つ
け
て
改
善
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
が
異
動
す
る
と
元
に
戻
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
横
断
的
に
改
善

内
容
を
波
及
さ
せ
て
組
織
全
体
を
良
い
方
向
に
変
え
て
い
き
た
い

の
で
す
が
、
本
学
の
場
合
は
ま
だ
そ
れ
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
縦
割
構
造
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
他

の
部
署
へ
の
関
心
が
薄
れ
た
り
、
排
他
的
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど

の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
働
き
や
す
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
、
業
務
の
属
人
化
や
慣
習
化
を
生
み
、
業
務
の

合
理
化
や
平
準
化
、
組
織
横
断
的
な
思
考
を
阻
害
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
も
っ
と
裁
量
を
与
え
て
ほ
し
い

で
す
し
、
も
っ
と
大
き
な
絵
を
描
い
て
大
学
の
方
向
性
を
話
し
合

う
よ
う
な
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

Ｃ
氏
　
私
は
前
職
で
年
齢
や
職
業
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
客

さ
ま
と
接
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
で
も
学
生
や
教
員
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま

23

座談会 ワタシたち大学職員チュウト採用組！



い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
方
か
ら
最

新
の
研
究
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
て
知
的
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
た

り
、
他
の
業
界
で
は
味
わ
え
な
い
魅
力
が
大
学
に
は
あ
り
ま
す
。

業
務
に
、組
織
に

前
職
で
の
経
験
を
ど
う
生
か
す
か

Ｂ
氏
　
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

外
の
世
界
を
知
る
中
途
採
用
の
職
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
お
話
に
出
た
よ
う
に
大
学

は
縦
割
り
の
強
い
組
織
で
、
中
途
採
用
の
職
員
が
何
か
課
題
を
見

つ
け
て
改
善
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
が
異
動
す
る
と
元
に
戻
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
横
断
的
に
改
善

内
容
を
波
及
さ
せ
て
組
織
全
体
を
良
い
方
向
に
変
え
て
い
き
た
い

の
で
す
が
、
本
学
の
場
合
は
ま
だ
そ
れ
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
縦
割
構
造
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
他

の
部
署
へ
の
関
心
が
薄
れ
た
り
、
排
他
的
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど

の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
働
き
や
す
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
、
業
務
の
属
人
化
や
慣
習
化
を
生
み
、
業
務
の

合
理
化
や
平
準
化
、
組
織
横
断
的
な
思
考
を
阻
害
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
も
っ
と
裁
量
を
与
え
て
ほ
し
い

で
す
し
、
も
っ
と
大
き
な
絵
を
描
い
て
大
学
の
方
向
性
を
話
し
合

う
よ
う
な
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

Ｃ
氏
　
私
は
前
職
で
年
齢
や
職
業
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
客

さ
ま
と
接
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
で
も
学
生
や
教
員
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
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す
が
、
相
手
の
立
場
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ａ
氏
　
前
職
で
は
担
当
し
て
い
る
業
界
の
情
報
誌
の
企
画
・
編
集

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
大
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
学
生
向

け
に
就
職
支
援
の
情
報
誌
を
作
成
し
た
り
、
入
試
広
報
に
携
わ
っ

た
り
す
る
中
で
、
前
職
で
の
ス
キ
ル
が
生
か
せ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
学
生
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
や
面
接
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
内
容
を
企
業
目
線
で
確
認
し
た
り
、
採
用
面
接
の
経
験
も
生

か
し
て
面
接
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
な
ど
、
民
間
企
業
に
長
く

い
た
経
験
を
生
か
せ
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
ね
。
ま
た
、
現
在
は

人
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
特
に
専
門
知
識
の
必
要
な

部
門
に
お
い
て
、
中
途
採
用
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
民
間
企
業
で
求
め
ら
れ
る
柔
軟
な
発
想
や
中
長
期
的
な
視

点
を
身
に
付
け
た
人
材
を
採
用
し
、
全
体
の
意
識
を
向
上
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
に
欠
か
せ
な
い
、学
び
と
交
流
の
機
会

音
　
大
学
は
非
常
に
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
組
織
で
す
。
そ
の
点
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で
は
、
中
途
採
用
の
職
員
の
存
在
は
、
大
学
に
対
し
て
さ
ら
な
る
多

様
性
を
与
え
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
中
途
採
用
の
方
々
が
、
民

間
企
業
と
大
学
と
の
間
に
あ
る
壁
を
乗
り
越
え
て
も
っ
と
活
躍
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
こ
と
、

あ
る
い
は
大
学
に
望
む
こ
と
が
あ
れ
ば
お
話
し
く
だ
さ
い
。

Ｄ
氏
　
今
後
、
大
学
が
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
か
ど
う
か
は

職
員
組
織
の
「
人
」
次
第
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

や
は
り
教
育
や
研
修
を
通
し
て
も
っ
と
広
い
視
野
と
柔
軟
な
思
考

を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
学
で
は
年
配
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
視
野
が
狭
く
、
考
え
方
も
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
そ
こ
に
テ
コ
入
れ
す
る
に
は
、
や
る
気
の
あ
る
職
員

や
仕
事
を
し
た
職
員
が
報
わ
れ
る
給
与
報
酬
体
系
や
組
織
制
度
が

必
要
で
す
。
や
っ
て
も
や
ら
な
く
て
も
同
じ
で
は
、
ど
ん
ど
ん
楽

な
方
に
シ
フ
ト
し
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。
ま
た
、
裁
判
官
は
民
間

企
業
な
ど
で
研
修
を
行
う
派
遣
型
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
学
で
も
新
卒
の
職
員
に
民
間
企
業
を
経
験
し
て
も
ら
い
、
広
い

視
野
と
柔
軟
な
思
考
を
学
ん
で
も
ら
う
と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
氏
　
中
途
採
用
の
職
員
が
即
戦
力
の
つ
も
り
で
入
職
し
て
も
、

業
界
が
違
う
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
過
ぎ
て
、
自
分
の
ス
キ
ル

が
ど
う
生
か
せ
る
の
か
見
当
も
付
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
事
態
を
解
消
す
る
た
め
に
、「
こ
の
人
は
こ
う
い
う
ス
キ
ル

を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
人
事
側
が
責
任
を
持
っ
て
各
部
局
に
説
明

し
て
理
解
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
現
場
が
人
材
を
持
て
余
す
期
間
を
短
縮

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
新
卒
採
用
の
職
員
は

同
期
と
の
結
束
が
強
い
の
で
す
が
、
中
途
採
用
の
場
合
は
そ
う
し

た
人
間
関
係
を
得
に
く
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
い

面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
経
験
者
採
用
者
交
流
会
」
の

よ
う
な
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
気
軽
に
悩
み
を
相
談
し
合
え

る
よ
う
な
場
を
設
け
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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で
は
、
中
途
採
用
の
職
員
の
存
在
は
、
大
学
に
対
し
て
さ
ら
な
る
多

様
性
を
与
え
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
中
途
採
用
の
方
々
が
、
民

間
企
業
と
大
学
と
の
間
に
あ
る
壁
を
乗
り
越
え
て
も
っ
と
活
躍
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
こ
と
、

あ
る
い
は
大
学
に
望
む
こ
と
が
あ
れ
ば
お
話
し
く
だ
さ
い
。

Ｄ
氏
　
今
後
、
大
学
が
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
か
ど
う
か
は

職
員
組
織
の
「
人
」
次
第
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

や
は
り
教
育
や
研
修
を
通
し
て
も
っ
と
広
い
視
野
と
柔
軟
な
思
考

を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
学
で
は
年
配
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
視
野
が
狭
く
、
考
え
方
も
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
そ
こ
に
テ
コ
入
れ
す
る
に
は
、
や
る
気
の
あ
る
職
員

や
仕
事
を
し
た
職
員
が
報
わ
れ
る
給
与
報
酬
体
系
や
組
織
制
度
が

必
要
で
す
。
や
っ
て
も
や
ら
な
く
て
も
同
じ
で
は
、
ど
ん
ど
ん
楽

な
方
に
シ
フ
ト
し
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。
ま
た
、
裁
判
官
は
民
間

企
業
な
ど
で
研
修
を
行
う
派
遣
型
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
学
で
も
新
卒
の
職
員
に
民
間
企
業
を
経
験
し
て
も
ら
い
、
広
い

視
野
と
柔
軟
な
思
考
を
学
ん
で
も
ら
う
と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
氏
　
中
途
採
用
の
職
員
が
即
戦
力
の
つ
も
り
で
入
職
し
て
も
、

業
界
が
違
う
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
過
ぎ
て
、
自
分
の
ス
キ
ル

が
ど
う
生
か
せ
る
の
か
見
当
も
付
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
事
態
を
解
消
す
る
た
め
に
、「
こ
の
人
は
こ
う
い
う
ス
キ
ル

を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
人
事
側
が
責
任
を
持
っ
て
各
部
局
に
説
明

し
て
理
解
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
現
場
が
人
材
を
持
て
余
す
期
間
を
短
縮

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
新
卒
採
用
の
職
員
は

同
期
と
の
結
束
が
強
い
の
で
す
が
、
中
途
採
用
の
場
合
は
そ
う
し

た
人
間
関
係
を
得
に
く
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
い

面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
経
験
者
採
用
者
交
流
会
」
の

よ
う
な
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
気
軽
に
悩
み
を
相
談
し
合
え

る
よ
う
な
場
を
設
け
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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Ｃ
氏
　
学
内
の
研
修
会
や
教
職
員
合
同
行
事
な
ど
に
、
積
極
的
に

参
加
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
場
で
得
ら
れ
る
情
報

や
、
他
部
署
の
方
と
の
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
が
、
後
に
仕
事
を
進
め

る
上
で
大
き
な
助
け
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
本
学
で

は
、
新
卒
・
中
途
関
係
な
く
新
規
入
職
し
た
教
職
員
が
一
緒
に
受

け
る
研
修
や
、
先
輩
職
員
と
の
研
修
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
と

て
も
い
い
機
会
だ
と
思
う
一
方
、
そ
こ
で
の
議
論
や
提
言
が
そ
の

場
限
り
で
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｂ
氏
　
私
は
、
即
戦
力
の
定
義
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
が
問
題
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。「
今
の
仕
組
み
に
マ
ッ
チ
す
る
即
戦
力
が
欲
し

い
」
の
か
、「
今
の
仕
組
み
を
変
革
し
て
組
織
を
良
い
方
向
に
変
え

て
い
く
即
戦
力
が
欲
し
い
」
の
か
、
採
用
時
点
で
明
確
に
示
す
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
入
職
後
は
中
途
採
用
者
を
集
め
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
前
職
の
業
態
や
業
務
内
容
を
参
照
し
な
が
ら

大
学
経
営
や
業
務
に
つ
い
て
議
論
し
、
共
に
「
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
有
効
だ
と

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
中
途
採
用
者
が
配
属
さ
れ
た
部
署
内
に
は
何

か
し
ら
の
プ
ラ
ス
要
素
が
働
く
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
プ
ラ
ス
要

素
が
組
織
全
体
に
は
波
及
せ
ず
、
縦
割
構
造
の
中
に
埋
も
れ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
中
途
採
用

の
職
員
同
士
が
し
っ
か
り
〝
横
串
〟
を
通
し
て
部
署
間
を
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
て
い
か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
し
、
中
途
採
用
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
見
識
が
大
学
組
織
に
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と
っ
て
１
０
０
％
プ
ラ
ス
に
働
く
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
新
卒
者

と
中
途
採
用
者
が
協
働
し
て
方
向
性
を
議
論
し
、
自
分
た
ち
の
業

務
を
自
分
た
ち
で
創
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
組
織
横
断
型
の
業
務
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
な
ど
、
組
織
全
体
と
し
て

の
体
制
を
作
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
業
務
改
善
の
た
め

の
研
修
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
時
間
を
割
い
て
議
論

し
て
、
提
言
ま
で
持
っ
て
い
く
の
に
、
Ｃ
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
そ
の
場
限
り
の
話
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
で

す
。「
研
修
を
研
修
で
終
わ
ら
せ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
強
く
持
つ

こ
と
も
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
学
存
続
の
鍵
と
な
る
職
員
と
し
て

音
　
最
後
に
、
大
学
に
お
け
る
中
途
採
用
職
員
の
将
来
に
ど
の
よ

う
な
展
望
を
描
い
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
他
に
ご
意
見
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
氏
　
人
事
側
と
し
て
は
、
大
学
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
ん
で
く

れ
る
、
大
学
で
働
く
こ
と
の
意
義
を
高
く
持
つ
方
を
し
っ
か
り
選

考
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
人
材
を
募
集
す
る
際
に

も
綺
麗
事
を
言
う
の
で
は
な
く
、
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
が
学
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０
０
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検
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ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
な
ど
、
組
織
全
体
と
し
て

の
体
制
を
作
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わ
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Ｃ
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ど
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よ
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な
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を
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い
て
い
る
か
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る
い
は
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ご
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あ
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ば

お
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せ
く
だ
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い
。
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氏
　
人
事
側
と
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は
、
大
学
に
新
た
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を
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込
ん
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く

れ
る
、
大
学
で
働
く
こ
と
の
意
義
を
高
く
持
つ
方
を
し
っ
か
り
選

考
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
人
材
を
募
集
す
る
際
に

も
綺
麗
事
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言
う
の
で
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な
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、
教
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・
研
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・
社
会
貢
献
が
学
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校
教
育
法
で
定
め
ら
れ
た
大
学
の
使
命
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
し
っ

か
り
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
永
続
的
に
発
展
で
き
な
い
こ
と
も
伝
え
、

そ
の
上
で
応
募
し
て
く
れ
る
人
を
採
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
採
用
し
た
人
た
ち
が
生
き
生
き
と
働
け
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
私
た
ち
の
急
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｃ
氏
　
地
方
の
私
立
大
学
は
存
続
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
本
学
が
あ
る
地
域
で
は
、
私
立
大
学
の
ほ
と
ん
ど
が
定
員
割

れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
学
生
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
高
め
る
こ
と
が
大
学
の
魅
力
に
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
入
学

希
望
者
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
お

ろ
そ
か
な
対
応
を
し
て
し
ま
う
場
面
も
見
受
け
ら
れ
、
残
念
に
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学
生
に
親
身
に
な
っ
て
対
応
し
て
い
れ
ば
、

そ
れ
は
保
護
者
に
も
伝
わ
り
ま
す
し
、
そ
の
周
囲
に
も
伝
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
大
学
で
働
く
一
人
一
人
が
「
日
々
の
仕

事
の
積
み
重
ね
が
、
学
生
獲
得
や
大
学
の
評
価
に
つ
な
が
る
」
と

い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

大
学
職
員
と
し
て
の
矜
持
を
持
つ

Ｄ
氏
　
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
中
途
採
用
さ
れ
た
大
学
職
員
が

き
ょ
う
じ

28

「
大
学
は
ラ
ク
で
待
遇
が
い
い
究
極
の
ホ
ワ
イ
ト
業
界
だ
か
ら
ど
ん

ど
ん
転
身
す
べ
き
」
と
う
た
い
、
大
学
職
員
中
途
採
用
試
験
対
策

セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
開
講
し
て
い
る
の
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
少
子
化
が
進
行
し
て
お
り
、
甘
い
言
葉

で
転
職
を
勧
め
た
り
、
希
望
し
た
り
す
る
人
が
い
る
の
は
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
大
学
を
改
善
す
る
即
戦
力
と
し
て
期
待

さ
れ
て
お
り
、
将
来
の
社
会
を
担
う
人
材
を
育
て
る
と
い
う
気
持

ち
や
気
概
を
持
っ
て
教
育
業
界
を
志
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｂ
氏
　
わ
れ
わ
れ
は
〝
事
務
〟
職
員
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
教
育

を
担
う
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
全
て
の

業
務
に
当
た
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
、
Ｄ

さ
ん
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
面
か
ら
転
職
す
る
人
が
出
て
き
ま
す

し
、
そ
う
し
た
姿
勢
が
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
の
質
の
低
下
に
も
つ
な

が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
職
員
一
人
一
人
が
、
大
学
職
員
と
し
て

働
く
こ
と
に
対
す
る
自
負
や
誇
り
を
し
っ
か
り
と
持
つ
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
を
研
修
で
し
っ
か
り
植
え
付
け
る
こ
と
が
、
新
卒
・
中

途
採
用
に
か
か
わ
ら
ず
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

音
　
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
大
学
で
は
や
は
り
「
人
」
が
財

産
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
を
生
か
す
仕
組
み
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
大
学
は
ラ
ク
で
待
遇
が
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究
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ホ
ワ
イ
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業
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だ
か
ら
ど
ん

ど
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身
す
べ
き
」
と
う
た
い
、
大
学
職
員
中
途
採
用
試
験
対
策

セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
な
も
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を
開
講
し
て
い
る
の
が
散
見
さ
れ
ま
す
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大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
少
子
化
が
進
行
し
て
お
り
、
甘
い
言
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で
転
職
を
勧
め
た
り
、
希
望
し
た
り
す
る
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が
い
る
の
は
残
念
で

な
り
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せ
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。
や
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、
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を
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と
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、
将
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概
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。
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が
、
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の
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一
人
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が
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職
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働
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こ
と
に
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す
る
自
負
や
誇
り
を
し
っ
か
り
と
持
つ
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
を
研
修
で
し
っ
か
り
植
え
付
け
る
こ
と
が
、
新
卒
・
中

途
採
用
に
か
か
わ
ら
ず
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

音
　
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
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で
は
や
は
り
「
人
」
が
財
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で
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。
そ
れ
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。
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特  集
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近
年
、
欧
州
の
多
く
の
国
で
は
、
大
学
運
営
に
学
生
が
関
与
す

る
こ
と
が
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
世
界
の
高
等
教
育
に

お
い
て
は
大
学
運
営
に
学
生
が
参
画
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
国
内
の
大
学
に
お
い
て
は
、「
２
０
４
０
年
に
向
け

た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
答
申
）」
に
お
い
て
、「
現

在
、
高
等
教
育
機
関
で
学
ん
で
い
る
学
修
者
に
は
、
後
に
続
く
学

修
者
の
学
び
も
含
め
て
高
等
教
育
が
充
実
し
て
い
く
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
行
わ
れ
る
高
等
教
育
改
革
に
参
画
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
大
学
運
営
や
質
保
証
に
学
生
の
声
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

従
来
、
学
生
の
大
学
運
営
へ
の
参
画
は
広
報
活
動
や
試
験
監
督

補
助
等
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
を

大
学
運
営
へ
の
学
生
の
参
加

学
生
職
員
制
度 

―
学
・
教
・
職
で
目
指
す「
１
０
０
人
の
一
歩
」
―

藤
野 

圭

上
智
学
院
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
室
長

K
O

N
A

N
 A

m
bassadors 

―
広
報
活
動
を
行
う
学
生
団
体
―

髙
橋 

武

甲
南
大
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

C
O

N
TEN

TS
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は
じ
め
、
授
業
や
教
育
環
境
の
評
価
、
大
学
へ
の
企
画
提
案
、
さ

ら
に
は
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
学
生

が
大
学
運
営
に
参
画
す
る
試
み
が
活
発
化
し
て
い
る
。
学
生
参
画

に
よ
る
効
果
は
、
大
学
側
に
も
た
ら
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
学

生
に
と
っ
て
も
、
主
体
的
に
取
り
組
む
意
識
の
向
上
や
大
学
へ
の

帰
属
意
識
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
る
。

本
企
画
で
は
、
学
生
が
大
学
運
営
に
参
画
す
る
多
様
な
事
例
を

取
り
上
げ
、
学
生
の
参
画
が
も
た
ら
す
意
義
や
教
育
効
果
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
。

楽
し
ん
じ
ゃ
お
う
！ 

多
摩
Ｘ
ｉｎ 
Ｃ
ｈａｏ
！

佐
野 

竜
平

法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
教
授

学
生
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー 

―
東
京
大
学
の
取
り
組
み
と
そ
の
意
義
―

齋
藤 

智

東
京
大
学
デ
ィ
ベロッ
プ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
チ
ー
フ
エ
キ
ス
パ
ー
ト

学
生
の
声
を
生
か
し
た
学
生
参
画
型
の
質
保
証 

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」

山
咲 

博
昭

広
島
市
立
大
学
教
育
基
盤
セ
ン
タ
ー
講
師

日
本
の
大
学
に
お
け
る
学
生
参
画
の
現
状
と
今
後
の
可
能
性 

―
大
学
基
準
協
会
の
学
生
参
画
に
関
す
る
取
組
の
紹
介
―

田
中 

正
弘

筑
波
大
学
准
教
授

31
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は
じ
め
に

カ
ト
リ
ッ
ク
・
イ
エ
ズ
ス
会
を
設
立
母
体
と
す
る
上
智
大
学
は

教
育
精
神
「
他
者
の
た
め
に
、
他
者
と
と
も
に
」
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

２
０
２
１
年
７
月
に
は
学
内
各
所
で
行
わ
れ
て
い
た
そ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
整
理
し
、
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、
本
学
の
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
活
動
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
本
部
（
現
在
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
推
進
室
）
が
設
立
さ
れ
た
。
同
時
に
〝
学
生
・
教
員
・

職
員
〟
が
一
丸
で
取
り
組
む
た
め
に
、
学
生
を
職
員
と
し
て
雇
用

す
る
「
学
生
職
員
制
度
」
を
開
始
し
た
。
狙
い
は
大
学
生
の
目
線

と
発
想
力
・
想
像
力
を
活
か
し
大
学
運
営
に
新
た
な
価
値
を
創
出

す
る
こ
と
。
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
課
題
解
決
法
を
提
案
で
き

る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。

学
生
職
員
の
採
用
と
勤
務
環
境

1学
生
職
員
は
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
室
で
専
任
職
員
や
嘱
託
職
員
（
以
下
「
一

般
職
員
」
と
記
載
す
る
）
と
共
に
執
務
に
当
た
る
。
原
則
週
１０
時

間
（
授
業
と
し
て
は
６
コ
マ
分
）
以
上
出
勤
す
る
こ
と
と
し
、
規

定
の
給
与
を
受
け
取
る
。

社
会
人
と
し
て
の
責
任
感
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
採
用
時
は

書
類
審
査
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
選
考
を
行
う
。
２
０
２
１
年

の
第
一
期
生
募
集
で
は
、
約
１
２
０
人
の
応
募
者
が
あ
り
、
数
回

の
選
考
を
経
て
１０
人
が
選
ば
れ
た
。
こ
こ
数
年
は
約
５０
名
の
応
募

か
ら
、
１０
名
程
度
を
採
用
し
て
い
る
。「
こ
の
学
生
職
員
に
な
り
た

く
て
上
智
大
学
に
入
学
し
た
ん
で
す
」
と
い
う
応
募
者
も
複
数
お

り
、
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

一
般
職
員
と
の
協
働
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
、
執
務
室
内
は
フ

学
生
職
員
制
度

―
学
・
教
・
職
で
目
指
す
「
１
０
０
人
の
一
歩
」
―

藤
野 

圭

上
智
学
院
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
室
長
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リ
ー
ア
ド
レ
ス
制
を
導
入
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
当
日
の

業
務
内
容
に
応
じ
て
、
一
般
職
員
と
学
生
職
員
が
机
を
並
べ
て
業

務
に
当
た
る
。
ま
た
、
学
生
職
員
の
提
案
に
よ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
議
論
が
で
き
る
ソ
フ
ァ
ス
ペ
ー
ス
、
集
中
作
業
用
の
隔
離
ス

ペ
ー
ス
を
オ
フ
ィ
ス
内
に
設
け
た
。
よ
り
自
由
で
創
造
的
な
発
想

が
生
ま
れ
る
就
業
環
境
を
心
が
け
て
い
る
。

学
生
職
員
の
主
な
３
つ
の
業
務

2学
生
職
員
の
業
務
は
、「
学
生
職
員
主
導
型
」
と
「
一
般
職
員

主
導
型
」
に
分
け
て
い
る
。「
学
生
職
員
主
導
型
」
は
、
学
生
職

員
の
リ
ー
ダ
ー
２
名
が
中
心
と
な
り
、
教
職
員
の
助
言
を
受
け
な

が
ら
自
分
た
ち
が
考
案
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
行
す
る
［
写
真

１
］。「
一
般
職
員
主
導
型
」
は
、
一
般
職
員
の
指
示
の
も
と
大
学

が
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
補
佐
す
る
。
業
務
分
野
は
主
に
大
き

く
３
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
つ
い

て
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
紹
介
す
る
。

⑴
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
改
善

学
生
職
員
が
学
内
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
目
指
し
、
施

設
面
の
課
題
の
洗
い
出
し
や
そ
れ
に
基
づ
く
改
修
へ
の
意
見
提
供

［写真1］執務室で一般職員（手前男性）と打ち合わせしている学生職員
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リ
ー
ア
ド
レ
ス
制
を
導
入
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
当
日
の

業
務
内
容
に
応
じ
て
、
一
般
職
員
と
学
生
職
員
が
机
を
並
べ
て
業

務
に
当
た
る
。
ま
た
、
学
生
職
員
の
提
案
に
よ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
議
論
が
で
き
る
ソ
フ
ァ
ス
ペ
ー
ス
、
集
中
作
業
用
の
隔
離
ス

ペ
ー
ス
を
オ
フ
ィ
ス
内
に
設
け
た
。
よ
り
自
由
で
創
造
的
な
発
想

が
生
ま
れ
る
就
業
環
境
を
心
が
け
て
い
る
。

学
生
職
員
の
主
な
３
つ
の
業
務

2学
生
職
員
の
業
務
は
、「
学
生
職
員
主
導
型
」
と
「
一
般
職
員

主
導
型
」
に
分
け
て
い
る
。「
学
生
職
員
主
導
型
」
は
、
学
生
職

員
の
リ
ー
ダ
ー
２
名
が
中
心
と
な
り
、
教
職
員
の
助
言
を
受
け
な

が
ら
自
分
た
ち
が
考
案
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
行
す
る
［
写
真

１
］。「
一
般
職
員
主
導
型
」
は
、
一
般
職
員
の
指
示
の
も
と
大
学

が
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
補
佐
す
る
。
業
務
分
野
は
主
に
大
き

く
３
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
つ
い

て
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
紹
介
す
る
。

⑴
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
改
善

学
生
職
員
が
学
内
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
目
指
し
、
施

設
面
の
課
題
の
洗
い
出
し
や
そ
れ
に
基
づ
く
改
修
へ
の
意
見
提
供

［写真1］執務室で一般職員（手前男性）と打ち合わせしている学生職員
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な
ど
を
行
う
。
よ
り
広
い
視
野
で
課
題
を
見
つ
け
、
教
職
員
と
協

力
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
、
実
際
の
活
動
と
成
果
検
証
ま

で
行
う
。

具
体
的
な
取
り
組
み
例
と
し
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
案
内
サ

イ
ン
の
改
善
が
あ
る
。
本
学
従
来
の
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
や
案
内

サ
イ
ン
は
、
言
語
、
色
彩
、
角
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
認
識

し
づ
ら
い
情
報
の
バ
リ
ア
が
あ
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
学
生

職
員
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
企
業
に
相
談
し
、

色
覚
特
性
を
持
つ
人
の
視
界
を
体
感
で
き
る
ゴ
ー
グ
ル
を
用
い
る

な
ど
、
多
様
な
立
場
の
目
線
を
取
り
入
れ
な
が
ら
改
善
点
を
見
つ

け
、
新
し
い
案
内
サ
イ
ン
を
提
案
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

学
生
職
員
と
本
学
で
施
設
管
理
を
担
当
す
る
環
境
整
備
グ
ル
ー
プ

と
の
協
働
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
視
認
性
、
上
智

の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
と
の
調
和
性
、
多

言
語
へ
の
配
慮
等
が
考
慮
さ
れ
た
誰
に
と
っ
て
も
見
や
す
い
案
内

サ
イ
ン
が
学
内
の
主
要
な
場
所
に
設
置
さ
れ
た
。
完
成
度
が
評
価

さ
れ
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
［
写
真
２
］。

環
境
負
荷
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
の
利
用
促
進
が
あ
る
。
学
生
職
員
か
ら「
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち

歩
い
て
い
る
の
は
留
学
生
が
多
い
印
象
だ
が
、
日
本
人
学
生
の
健

康
意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
節
約
に
も
つ
な
が
る
の
で
ニ
ー
ズ

が
高
い
の
で
は
」
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
試
験
的
に
〝
気
軽
に

始
め
ら
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
取
り
組
み
〟
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
と
こ
ろ
、

想
定
以
上
の
大
行
列
で
１
日
に
３
０
０
０
人
以
上
利
用
す
る
成
果

と
な
っ
た
［
写
真
３・４
］。
そ
こ
で
急
遽
予
算
を
確
保
し
、
３
台

か
ら
１４
台
ま
で
増
設
。
学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
給
水
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
整
備
し
た
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
位
置
情

報
や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
削
減
に
貢
献
で
き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト ［写真2］学生職員の提案により生まれ変わった案内マップ
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を
動
画
に
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
も
し
た
。
調
査
に
よ
れ
は
、
本
学

学
生
の
マ
イ
ボ
ト
ル
の
持
参
率
は
既
に
５０
％
を
超
え
て
お
り
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
削
減
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

⑵
企
画
実
施

学
内
外
の
組
織
と
協
力
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＆
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
も
学
生
職
員
が

力
を
発
揮
す
る
分
野
で
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
上
智
大
学
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
取
り
組
み
を
新
入
生
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
消
え
た
ソ
フ
ィ
ア
ン
く
ん
（
上
智
大
学
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
）

を
探
せ
！
ソ
フ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ク
エ
ス
ト
」
が
学
生
職
員
の

ア
イ
デ
ア
で
昨
年
春
に
開
催
さ
れ
た
。
新
入
生
は
古
文
書
の
よ
う

な
謎
解
き
文
を
手
掛
か
り
に
、
学
内
を
探
検
し
な
が
ら
、
先
に
述

べ
た
案
内
サ
イ
ン
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
は
じ
め
、
学
内
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
取
り
組
み
ス
ポ
ッ
ト
を
次
々
と
巡

り
、
最
終
的
に
ソ
フ
ィ
ア
ン
く
ん
の
居
場
所
に
た
ど
り
着
く
と
い

う
企
画
で
あ
る
。
見
事
ソ
フ
ィ
ア
ン
く
ん
を
発
見
し
た
人
に
は
抽

選
で
豪
華
な
賞
品
も
贈
呈
さ
れ
る
。
累
計
の
ゴ
ー
ル
到
達
者
は
２

０
０
人
以
上
に
の
ぼ
り
、「
上
智
大
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
取
り

組
み
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
」「
大
学
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
意

［写真3］ウォーターサーバーに並ぶ学生達［写真4］ウォーターサーバーを利用する学生
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を
動
画
に
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
も
し
た
。
調
査
に
よ
れ
は
、
本
学

学
生
の
マ
イ
ボ
ト
ル
の
持
参
率
は
既
に
５０
％
を
超
え
て
お
り
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
削
減
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

⑵
企
画
実
施

学
内
外
の
組
織
と
協
力
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＆
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
も
学
生
職
員
が

力
を
発
揮
す
る
分
野
で
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
上
智
大
学
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
取
り
組
み
を
新
入
生
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
消
え
た
ソ
フ
ィ
ア
ン
く
ん
（
上
智
大
学
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
）

を
探
せ
！
ソ
フ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ク
エ
ス
ト
」
が
学
生
職
員
の

ア
イ
デ
ア
で
昨
年
春
に
開
催
さ
れ
た
。
新
入
生
は
古
文
書
の
よ
う

な
謎
解
き
文
を
手
掛
か
り
に
、
学
内
を
探
検
し
な
が
ら
、
先
に
述

べ
た
案
内
サ
イ
ン
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
は
じ
め
、
学
内
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
取
り
組
み
ス
ポ
ッ
ト
を
次
々
と
巡

り
、
最
終
的
に
ソ
フ
ィ
ア
ン
く
ん
の
居
場
所
に
た
ど
り
着
く
と
い

う
企
画
で
あ
る
。
見
事
ソ
フ
ィ
ア
ン
く
ん
を
発
見
し
た
人
に
は
抽

選
で
豪
華
な
賞
品
も
贈
呈
さ
れ
る
。
累
計
の
ゴ
ー
ル
到
達
者
は
２

０
０
人
以
上
に
の
ぼ
り
、「
上
智
大
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
取
り

組
み
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
」「
大
学
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
意

［写真3］ウォーターサーバーに並ぶ学生達［写真4］ウォーターサーバーを利用する学生
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識
し
て
い
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
知
れ
た
」
な
ど
、
好
意
的
な

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

⑶
情
報
発
信

上
智
大
学
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

に
関
す
る
活
動
の
発
信
に
お
い
て
も
学
生
職
員
が
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

大
学
公
式
の
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
」
更
新
の
ほ
か
、
課
外
活
動
団
体
の
学
生
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
り
、
教
員
の
研
究
や
大
学
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
記
事
を
書
く
。
専
用
のInstagram

ア
カ
ウ
ン

ト
も
運
営
し
、
当
室
の
日
常
を
頻
繁
に
発
信
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
発
信
に
加
え
、
年
次
発
行
の
「
学
校
法
人
上
智
学

院
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＆
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
」
の
編
集
に
も
携

わ
る
。
ま
た
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ(Tim

es H
igher Education)

の
イ
ン

パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
対
応
と
し
て
、
設
問
に
該
当
す
る
上
智

学
院
の
活
動
、
他
大
学
や
海
外
の
大
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
の
調
査

も
行
う
。

な
お
、
こ
の
情
報
発
信
や
広
報
活
動
に
関
わ
る
学
生
職
員
は
、

募
集
の
段
階
で
「
情
報
発
信
専
門
職
」
と
い
う
別
枠
で
採
用
し
て

い
る
。
各
人
が
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ａ
な
ど
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
制
作
ソ
フ
ト

の
操
作
に
長
け
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
全
国
レ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
た
経
験
や
学
生
新
聞
で
記
者
と
し
て
活
動

し
て
い
た
経
験
、
所
属
サ
ー
ク
ル
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
増

加
さ
せ
た
経
験
な
ど
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
即
戦
力
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。

学
生
職
員
か
ら
一
般
学
生
へ
の
広
が
り

3当
室
で
の
業
務
だ
け
で
な
く
、
一
般
学
生
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
わ
る
取
り
組
み
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
啓

発
活
動
に
も
学
生
職
員
は
力
を
入
れ
て
い
る
。

昨
年
、
学
生
職
員
か
ら
、
大
学
の
公
式
ア
パ
レ
ル
グ
ッ
ズ
を
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
素
材
に
し
た
い
と
提
案
が
あ
り
、「
ソ
フ
ィ
ア
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。
学
外

の
ア
パ
レ
ル
企
業
と
産
学
連
携
し
、
上
智
大
学
公
式
の
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。「
多
く
の
学
生
に

地
球
規
模
の
課
題
に
つ
い
て
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
機
会

を
提
供
し
た
い
」
と
い
う
願
い
か
ら
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
と

コ
ン
セ
プ
ト
は
学
内
の
学
生
か
ら
公
募
し
た
。
９０
以
上
の
作
品
が

集
ま
り
、
最
優
秀
に
選
ば
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
と
デ
ザ
イ
ン
で
実
際
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に
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
商
品
化
さ
れ
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ッ
ト
ン
を
使
用

し
、
人
権
に
も
配
慮
さ
れ
た
製
造
過
程
を
経
て
販
売
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
れ
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、「
こ
れ

だ
け
多
く
の
上
智
学
生
が
一
生
懸
命
考
え
て
く
れ
た
デ
ザ
イ
ン
や

コ
ン
セ
プ
ト
を
無
駄
に
し
た
く
な
い
」
と
い
う
学
生
職
員
の
意
見
か

ら
、
入
賞
作
品
以
外
の
デ
ザ
イ
ン
を
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

公
募
デ
ザ
イ
ン
展
示
会
」
と
し
て
校
舎
内
に
一
定
期
間
展
示
し
た
。

応
募
し
た
学
生
達
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を
願
う
想
い
が
多
く

の
学
生
や
教
職
員
の
目
に
触
れ
、
共
有
さ
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

本
学
の
学
生
職
員
の
活
動
が
学
内
外
に
認
知
さ
れ
る
に
つ
れ
、

有
難
い
こ
と
に
、
学
内
の
学
部
・
研
究
科
や
学
生
団
体
だ
け
で
な

く
、
学
外
の
企
業
や
自
治
体
か
ら
も
協
働
や
連
携
の
依
頼
を
多
く

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
、
学
生
職
員
に
は
、
当
室
の
業

務
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
多
く
の
人

を
繋
げ
る
関
係
案
内
人
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
し
て
い
る
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
に
お
い
て
よ
く
言
わ
れ
る
言
葉
に
「
一

人
の
１
０
０
歩
よ
り
、
１
０
０
人
の
一
歩
」
が
あ
る
。
意
識
が
高

く
知
識
も
豊
富
な
当
室
の
学
生
職
員
は
ま
さ
に
一
人
で
１
０
０
歩

進
む
こ
と
が
で
き
る
学
生
達
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
取
り
組
み

を
進
め
る
中
で
い
つ
も
課
題
と
な
る
の
が
「
い
か
に
し
て
よ
り
多

く
の
人
を
巻
き
込
み
、
１
０
０
人
の
一
歩
に
近
づ
け
る
か
」
で
あ

る
。
学
生
職
員
と
よ
く
話
す
の
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
高
尚
な
理
念
を

掲
げ
る
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
仲
間
は
増
え
な
い
、
正
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
も
、「
あ
の
人
は
い
つ
も
正
し
い
こ
と

を
言
っ
て
い
る
な
。
よ
し
、
も
っ
と
聞
い
て
み
よ
う
！
」
と
は
ま

ず
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
人
を
動
か
す
に
は
、
取
り
組
み
の
傍

に
「
か
っ
こ
い
い
」「
痛
快
だ
」「
感
動
が
あ
る
」
な
ど
、
何
か
も

う
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
。
引
き
続
き
、
学
・
教
・
職
が
垣
根
を
越
え
て
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
、「
１
０
０
人
の
一
歩
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
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シ
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商
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さ
れ
た
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イ
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「
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イ
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会
」
と
し
て
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舎
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に
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期
間
展
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し
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。
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し
た
学
生
達
の
サ
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テ
ナ
ブ
ル
な
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を
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想
い
が
多
く

の
学
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や
教
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の
目
に
触
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、
共
有
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機
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と
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お
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に

本
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の
学
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職
員
の
活
動
が
学
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に
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に
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、

有
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や
学
生
団
体
だ
け
で
な

く
、
学
外
の
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自
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協
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や
連
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の
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を
多
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た
だ
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よ
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に
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今
後
、
学
生
職
員
に
は
、
当
室
の
業
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だ
け
に
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ず
、
サ
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テ
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に
関
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る
多
く
の
人
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関
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案
内
人
の
よ
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な
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る
。
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推
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言
葉
に
「
一

人
の
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り
、
１
０
０
人
の
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」
が
あ
る
。
意
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が
高

く
知
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も
豊
富
な
当
室
の
学
生
職
員
は
ま
さ
に
一
人
で
１
０
０
歩

進
む
こ
と
が
で
き
る
学
生
達
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
取
り
組
み

を
進
め
る
中
で
い
つ
も
課
題
と
な
る
の
が
「
い
か
に
し
て
よ
り
多

く
の
人
を
巻
き
込
み
、
１
０
０
人
の
一
歩
に
近
づ
け
る
か
」
で
あ

る
。
学
生
職
員
と
よ
く
話
す
の
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
高
尚
な
理
念
を

掲
げ
る
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
仲
間
は
増
え
な
い
、
正
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
も
、「
あ
の
人
は
い
つ
も
正
し
い
こ
と

を
言
っ
て
い
る
な
。
よ
し
、
も
っ
と
聞
い
て
み
よ
う
！
」
と
は
ま

ず
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
人
を
動
か
す
に
は
、
取
り
組
み
の
傍

に
「
か
っ
こ
い
い
」「
痛
快
だ
」「
感
動
が
あ
る
」
な
ど
、
何
か
も

う
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
。
引
き
続
き
、
学
・
教
・
職
が
垣
根
を
越
え
て
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
、「
１
０
０
人
の
一
歩
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
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KO
N

A
N

 A
m

bassadors

と
は

1甲
南
大
学
で
は
広
報
活
動
を
行
う
学
生
団
体
「KO

N
AN

 
Am

bassadors

」
を
２
０
２
３
年
度
に
発
足
し
た
。
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
企
画
運
営
を
主
な
活
動
と
し
、
将
来
的
に
は
高

校
生
等
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
時
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
実

施
担
当
や
、
本
学
学
生
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ

た
学
生
団
体
で
あ
る
。
発
足
か
ら
間
も
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
２
０

２
４
年
１２
月
末
時
点
で
約
１
１
０
名
の
学
生
が
所
属
し
て
い
る
。

現
在
は
団
体
を
統
括
す
る
学
生
を
２
名
配
置
し
、「
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
班
」「
教
え
て
甲
南
生
班
（
学
生
に
よ
る
個
別
相
談
イ

ベ
ン
ト
）」「
企
画
班
」
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
リ
ー
ダ
ー
を
数
名

ず
つ
配
置
し
て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
を
除
く
メ
ン
バ
ー
は
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
活
動
を
す
る
。
入
会
要
件

は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
担
当
で
き
る
こ
と
」
で
あ
り
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
の
活
動
と
し
て
は
、
主
に
学
内
各
部
署
か
ら

の
広
報
活
動
に
関
す
る
依
頼
に
メ
ン
バ
ー
全
員
で
対
応
し
て
い
る
。

４
年
生
の
卒
業
と
と
も
に
世
代
交
代
す
る
た
め
、
２
０
２
５
年

４
月
時
点
で
の
所
属
人
数
は
一
時
的
に
減
少
し
た
が
、
新
入
生
勧

誘
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
度
よ
り
も
多
く
の
学

生
の
所
属
が
見
込
ま
れ
る
。

K
O

N
A

N
 A

m
bassadors

― 
広
報
活
動
を
行
う
学
生
団
体 

―

髙
橋 

武

甲
南
大
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

キャンパスツアー
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広
報
活
動
を
行
う
学
生
団
体
を
設
立
し
た
経
緯

2「KO
N

A
N

 A
m

bassadors

」
の
設
立
以
前
は
、
本
学
学
生

が
広
報
活
動
を
実
施
す
る
組
織
は
存
在
せ
ず
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
当
日
は
、
授
業
内
外
の
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
た
団

体
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
Ｌ
Ｓ
Ｔ
）」
の
中
に
設
置
さ

れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
班
が
中
心
と
な
り
活
動
を
行
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
Ｌ
Ｓ
Ｔ
の
所
属
メ
ン
バ
ー
の
み
で
は
人
員
が
不
足

す
る
た
め
、
毎
回
、
別
途
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集
を
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
職
員
で
行
っ
て
い
た
。
こ
の
対
応
で
は
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
の
み
の
活
動
と
な
る
学
生
も
多
く
、
個
々
の

学
生
の
能
力
向
上
や
広
報
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に
は
至
ら
な
い

と
い
う
課
題
も
生
じ
て
い
た
。
受
験
生
や
保
護
者
に
対
し
て
、
よ

り
質
の
高
い
広
報
活
動
を
行
う
に
は
、
高
校
生
に
近
い
目
線
を
持

ち
な
が
ら
も
、
継
続
的
な
活
動
で
経
験
を
蓄
積
し
、
自
主
的
に
行

動
す
る
こ
と
の
で
き
る
学
生
団
体
の
存
在
が
必
要
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
感
じ
て
い
た
若
手
職
員
６
名
が
、
学
生
主

体
の
広
報
活
動
団
体
の
設
立
を
構
想
し
た
。
他
大
学
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
学
内
で
の
検
討
を
重
ね
、
２
０
２
３
年
度
に
Ｌ
Ｓ
Ｔ
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
班
を
母
体
と
し
、
公
募
に
よ
る
学
生
を
加
え

た
形
で
学
生
団
体
「KO

N
A

N
 A

m
bassadors

」
を
設
立
。
２

０
２
４
年
度
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
。

現
在
の
活
動
状
況

3現
在
の
「KO

N
A

N
 A

m
bassadors

」
の
主
な
活
動
と
し
て

は
、
年
に
４
回
実
施
す
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
、
高

校
単
位
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
時
に
実
施
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
、
入
試
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
体
験
談
発
表
、
さ
ら
に
は
各
種

広
報
媒
体
へ
の
協
力
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
昨
年
度
の
夏
期

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
２
日
間
で
延
べ
１
５
２
名
の
メ
ン

バ
ー
が
当
日
業
務
に
あ
た
り
、
学
生
募
集
広
報
活
動
に
大
き
く
貢

献
し
た
。

本
年
度
は
活
動
開
始
か
ら
２
年
目
を
迎
え
、
昨
年
度
の
活
動
を

踏
ま
え
た
課
題
の
振
り
返
り
や
次
年
度
に
向
け
た
改
善
に
つ
い
て
、

学
生
が
主
体
的
に
議
論
し
て
い
る
。
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
が
定
期
的

に
集
ま
り
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
企
画
検
討
を
は
じ
め
、
研
修
準
備
や
全
体
会
の
運

営
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。
発

足
当
時
と
比
較
し
て
、
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
間
の
情
報
共
有
や
、
班
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広
報
活
動
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学
生
団
体
を
設
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し
た
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緯

2「KO
N

A
N

 A
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bassadors

」
の
設
立
以
前
は
、
本
学
学
生

が
広
報
活
動
を
実
施
す
る
組
織
は
存
在
せ
ず
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
当
日
は
、
授
業
内
外
の
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
た
団

体
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
Ｌ
Ｓ
Ｔ
）」
の
中
に
設
置
さ

れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
班
が
中
心
と
な
り
活
動
を
行
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
Ｌ
Ｓ
Ｔ
の
所
属
メ
ン
バ
ー
の
み
で
は
人
員
が
不
足

す
る
た
め
、
毎
回
、
別
途
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集
を
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
職
員
で
行
っ
て
い
た
。
こ
の
対
応
で
は
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
の
み
の
活
動
と
な
る
学
生
も
多
く
、
個
々
の

学
生
の
能
力
向
上
や
広
報
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に
は
至
ら
な
い

と
い
う
課
題
も
生
じ
て
い
た
。
受
験
生
や
保
護
者
に
対
し
て
、
よ

り
質
の
高
い
広
報
活
動
を
行
う
に
は
、
高
校
生
に
近
い
目
線
を
持

ち
な
が
ら
も
、
継
続
的
な
活
動
で
経
験
を
蓄
積
し
、
自
主
的
に
行

動
す
る
こ
と
の
で
き
る
学
生
団
体
の
存
在
が
必
要
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
感
じ
て
い
た
若
手
職
員
６
名
が
、
学
生
主

体
の
広
報
活
動
団
体
の
設
立
を
構
想
し
た
。
他
大
学
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
学
内
で
の
検
討
を
重
ね
、
２
０
２
３
年
度
に
Ｌ
Ｓ
Ｔ
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
班
を
母
体
と
し
、
公
募
に
よ
る
学
生
を
加
え

た
形
で
学
生
団
体
「KO

N
A

N
 A

m
bassadors

」
を
設
立
。
２

０
２
４
年
度
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
。

現
在
の
活
動
状
況

3現
在
の
「KO

N
A

N
 A

m
bassadors

」
の
主
な
活
動
と
し
て

は
、
年
に
４
回
実
施
す
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
、
高

校
単
位
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
時
に
実
施
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
、
入
試
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
体
験
談
発
表
、
さ
ら
に
は
各
種

広
報
媒
体
へ
の
協
力
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
昨
年
度
の
夏
期

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
２
日
間
で
延
べ
１
５
２
名
の
メ
ン

バ
ー
が
当
日
業
務
に
あ
た
り
、
学
生
募
集
広
報
活
動
に
大
き
く
貢

献
し
た
。

本
年
度
は
活
動
開
始
か
ら
２
年
目
を
迎
え
、
昨
年
度
の
活
動
を

踏
ま
え
た
課
題
の
振
り
返
り
や
次
年
度
に
向
け
た
改
善
に
つ
い
て
、

学
生
が
主
体
的
に
議
論
し
て
い
る
。
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
が
定
期
的

に
集
ま
り
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
企
画
検
討
を
は
じ
め
、
研
修
準
備
や
全
体
会
の
運

営
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。
発

足
当
時
と
比
較
し
て
、
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
間
の
情
報
共
有
や
、
班
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を
超
え
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
協
力
も
進
ん
で
お
り
、
学
生
自
ら
が

日
々
の
活
動
に
お
け
る
課
題
を
認
識
し
、
改
善
を
図
ろ
う
と
す
る

動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
教
え
て
甲
南
生
班
」

で
は
、
新
規
メ
ン
バ
ー
の
個
別
相
談
の
対
応
ス
キ
ル
向
上
を
目
的

と
し
た
研
修
を
学
生
主
体
で
企
画
・
実
施
し
た
。
経
験
者
と
新
規

メ
ン
バ
ー
を
混
成
し
た
５
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
形
式
の
個
別
相
談
を
行
い
、
相
互
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
行
う
と
い
う
実
践
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
度

の
春
期
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
高
評

価
を
得
て
お
り
、
新
規
メ
ン
バ
ー
の
対
応
に
対
し
て
も
個
別
に
高

い
評
価
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
新
入
生
歓
迎
活
動
に
お
い
て
は
、
他
団
体
と
一
緒
に
行

う
活
動
に
加
え
、
多
く
の
１
年
生
が
履
修
す
る
授
業
内
で
本
団
体

の
紹
介
を
行
う
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
活
動
の
魅
力
を
伝
え

ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
入
会
前
の
説
明
会
に
は
約
１
５
０
名
の
１

年
生
が
参
加
し
、
在
学
す
る
１
年
生
の
約
１
割
に
相
当
す
る
学
生

が
本
団
体
に
関
心
を
示
し
た
。
今
後
は
夏
期
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
向
け
て
、
入
会
手
続
き
や
研
修
を
実
施
し
、
甲
南
大
学
の
学

生
広
報
団
体
と
し
て
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

学
生
団
体
を
運
営
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題

4我
々
が
本
団
体
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
で
、
現
在
生
じ
て

い
る
課
題
は
主
に
３
点
あ
る
。

１
点
目
は
所
属
学
生
間
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
活
動
量
の
差
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
団
体
の
主
な
活
動
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

企
画
や
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
業
務
で
あ
る
が
、
実
態
と
し
て
、
オ
ー 教えて甲南生（学生による個別相談）
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プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
の
み
参
加
す
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。
い

わ
ゆ
る
「
働
き
ア
リ
の
法
則
（
２
：
６
：
２
の
法
則
）」
が
本
団
体

に
も
当
て
は
ま
り
、
①
リ
ー
ダ
ー
や
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
意
欲
的
に

実
施
す
る
学
生
、
②
依
頼
が
あ
れ
ば
応
じ
る
中
間
層
の
学
生
、
③

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
の
み
に
参
加
す
る
学
生
に
分
か
れ
て
い

る
。
特
に
各
種
依
頼
が
あ
っ
た
際
に
協
力
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー

が
固
定
化
し
て
お
り
、
活
動
に
偏
り
が
生
じ
て
い
る
。
現
在
、
こ

う
し
た
課
題
の
解
決
策
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
の

活
動
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
従
事
し
、
団
体
へ
の
帰
属
意
識
や
主
体
性
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
点
目
は
所
属
学
生
の
学
部
・
学
科
、学
環
の
偏
り
が
挙
げ
ら
れ

る
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
に
実
施
す
る
個
別
相
談
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
全
学
科
・
学
環
の
学
生
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
本
学
の
学
生
数
は
約
９
千
名
と
中
規

模
で
あ
り
、
か
つ
理
系
学
生
の
定
員
が
全
体
の
約
１６
％
と
少
数
で

あ
る
。
ま
た
、
定
員
が
２５
名
と
少
な
い
学
科
も
あ
る
た
め
、
全
学

科
・
学
環
の
学
生
を
満
遍
な
く
集
め
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
本
年
度
よ
り
全
学
科
・
学
環
の

多
く
の
１
年
生
が
履
修
す
る
共
通
教
育
科
目
の
授
業
内
で
本
団
体

の
紹
介
を
行
い
、
す
べ
て
の
学
生
、
主
に
理
系
学
生
の
加
入
を
目

指
す
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

３
点
目
は
職
員
の
関
与
の
あ
り
方
で
あ
る
。
本
団
体
は
職
員
主

導
で
設
立
し
、
そ
の
理
念
に
賛
同
す
る
学
生
が
入
会
し
、
発
展
し

た
組
織
で
あ
る
。
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
職
員
６
名
が
活
動
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
へ
の
同
席
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
の
サ
ポ
ー
ト
、

日
々
の
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
実
施
し
て
き
た
。
昨
年
度
は
１

年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
職
員
が
主
導
す
る
形
で
進
め
て
い
た

が
、
２
年
目
と
な
る
今
年
は
、
学
生
主
導
の
運
営
体
制
へ
の
移
行

を
目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
な

大
学
と
し
て
重
要
な
広
報
活
動
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
職
員

の
積
極
的
な
関
与
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
は
、
職
員
が
主
導
す
べ

き
部
分
と
、
学
生
が
主
体
的
に
考
え
・
行
動
す
る
部
分
と
を
明
確

に
切
り
分
け
な
が
ら
、
学
生
の
主
体
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
組

織
体
制
の
確
立
が
課
題
で
あ
る
。
我
々
は
、
本
学
の
重
要
な
柱
の

一
つ
で
あ
る
正
課
外
教
育
の
一
端
を
担
う
職
員
と
し
て
、
学
生
の

成
長
を
念
頭
に
置
い
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
団
体
の
持
続
的
な
発

展
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
の
み
参
加
す
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。
い

わ
ゆ
る
「
働
き
ア
リ
の
法
則
（
２
：
６
：
２
の
法
則
）」
が
本
団
体

に
も
当
て
は
ま
り
、
①
リ
ー
ダ
ー
や
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
意
欲
的
に

実
施
す
る
学
生
、
②
依
頼
が
あ
れ
ば
応
じ
る
中
間
層
の
学
生
、
③

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
の
み
に
参
加
す
る
学
生
に
分
か
れ
て
い

る
。
特
に
各
種
依
頼
が
あ
っ
た
際
に
協
力
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー

が
固
定
化
し
て
お
り
、
活
動
に
偏
り
が
生
じ
て
い
る
。
現
在
、
こ

う
し
た
課
題
の
解
決
策
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
の

活
動
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
従
事
し
、
団
体
へ
の
帰
属
意
識
や
主
体
性
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
点
目
は
所
属
学
生
の
学
部
・
学
科
、学
環
の
偏
り
が
挙
げ
ら
れ

る
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
に
実
施
す
る
個
別
相
談
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
全
学
科
・
学
環
の
学
生
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
本
学
の
学
生
数
は
約
９
千
名
と
中
規

模
で
あ
り
、
か
つ
理
系
学
生
の
定
員
が
全
体
の
約
１６
％
と
少
数
で

あ
る
。
ま
た
、
定
員
が
２５
名
と
少
な
い
学
科
も
あ
る
た
め
、
全
学

科
・
学
環
の
学
生
を
満
遍
な
く
集
め
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
本
年
度
よ
り
全
学
科
・
学
環
の

多
く
の
１
年
生
が
履
修
す
る
共
通
教
育
科
目
の
授
業
内
で
本
団
体

の
紹
介
を
行
い
、
す
べ
て
の
学
生
、
主
に
理
系
学
生
の
加
入
を
目

指
す
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

３
点
目
は
職
員
の
関
与
の
あ
り
方
で
あ
る
。
本
団
体
は
職
員
主

導
で
設
立
し
、
そ
の
理
念
に
賛
同
す
る
学
生
が
入
会
し
、
発
展
し

た
組
織
で
あ
る
。
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
職
員
６
名
が
活
動
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
へ
の
同
席
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
の
サ
ポ
ー
ト
、

日
々
の
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
実
施
し
て
き
た
。
昨
年
度
は
１

年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
職
員
が
主
導
す
る
形
で
進
め
て
い
た

が
、
２
年
目
と
な
る
今
年
は
、
学
生
主
導
の
運
営
体
制
へ
の
移
行

を
目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
な

大
学
と
し
て
重
要
な
広
報
活
動
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
職
員

の
積
極
的
な
関
与
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
は
、
職
員
が
主
導
す
べ

き
部
分
と
、
学
生
が
主
体
的
に
考
え
・
行
動
す
る
部
分
と
を
明
確

に
切
り
分
け
な
が
ら
、
学
生
の
主
体
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
組

織
体
制
の
確
立
が
課
題
で
あ
る
。
我
々
は
、
本
学
の
重
要
な
柱
の

一
つ
で
あ
る
正
課
外
教
育
の
一
端
を
担
う
職
員
と
し
て
、
学
生
の

成
長
を
念
頭
に
置
い
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
団
体
の
持
続
的
な
発

展
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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今
後
に
つ
い
て

5本
団
体
の
最
終
目
標
は
先
述
の
と
お
り
、
学
生
が
主
体
的
に
考

え
、
行
動
す
る
組
織
の
実
現
で
あ
る
。
職
員
が
指
示
し
た
こ
と
を

学
生
が
実
施
す
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
体
制
で
は
な
く
、
学
生
自

ら
が
企
画
・
提
案
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
職
員
が
助
言
・
支
援
を

行
う
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
組
織
体
制
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
、
２
０
２
５
年
度
は
次
の
４
点
を
進
め

る
予
定
で
あ
る
。

ま
ず
１
点
目
は
、
学
生
の
帰
属
意
識
の
向
上
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
で
着
用
す
る
全
員
統
一
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
（
Ｔ
シ
ャ
ツ
）
に
つ
い
て
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
発
注

ま
で
の
一
連
の
工
程
を
学
生
自
身
が
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
団
体

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
帰
属
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
全
体
の
活
動
意

欲
の
底
上
げ
が
期
待
さ
れ
る
。

２
点
目
は
、
同
様
の
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
る
他
大
学
の
学

生
団
体
と
の
交
流
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。
前
回
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
関
西
学
院
大
学
の
学
生
が
来
訪
し
た
際
に
、運

営
方
法
や
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
等
の
場
を
設
け
た
と
こ
ろ
、

非
常
に
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。
本
学
の
学
生
に
と
っ
て
も
、他

大
学
の
学
生
と
の
交
流
は
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

積
極
的
に
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

３
点
目
は
、
学
生
主
体
の
広
報
活
動
の
強
化
で
あ
る
。
現
在
、

高
校
単
位
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
時
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
は
職

員
の
み
で
対
応
し
て
い
る
が
、
今
後
は
本
団
体
の
学
生
が
そ
の
役

割
を
担
う
体
制
を
構
築
し
た
い
。
高
校
生
に
よ
り
近
い
存
在
で
あ

る
大
学
生
が
実
際
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
い
る
視
点
で
説
明
す

る
こ
と
で
、
親
近
感
を
持
っ
て
も
ら
い
や
す
く
な
り
、
大
学
生
活

の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
高
校
生
に
対
し
て
、
鮮
明
に
伝
え
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
学
生
が
自
身
の
卒
業
校
に
赴
く
、
学

生
に
よ
る
高
校
訪
問
の
実
施
も
検
討
し
て
い
る
。
甲
南
大
学
の
学

生
と
し
て
過
ご
し
、
実
際
に
感
じ
た
こ
と
を
母
校
の
先
生
に
対
し

て
直
接
伝
え
る
こ
と
で
、
学
生
の
「
生
の
声
」
を
高
校
教
員
へ
届

け
、
進
路
指
導
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
の
４
点
目
と
し
て
、
持
続
的
な
発
展
が
可
能
な
体
制
の
構

築
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
ご
と
の
単
発
的
な
活
動
で
は
な
く
、
継
続

的
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
は
学
生
自

身
の
成
長
だ
け
で
な
く
、
広
報
活
動
の
観
点
か
ら
も
熟
練
し
た
情

報
発
信
が
可
能
に
な
る
等
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
世
代
交
代
の
際
の
リ
ー
ダ
ー
間
の
適
切
な
引
継
ぎ
が
必

42

大学運営への学生の参加 特 集

要
不
可
欠
に
な
る
。
た
だ
し
、
引
継
ぎ
の
難
し
さ
は
社
会
人
の
世

界
で
も
み
ら
れ
る
課
題
で
あ
り
、
学
生
の
み
で
対
応
す
る
こ
と
は

困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
職
員
が
引
継
ぎ
に

関
し
て
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
円
滑
な
世
代

交
代
を
実
現
し
、
組
織
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
現
在
「KO

N
A

N
 A

m
bassadors

」
に
所

属
す
る
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
高
校
生
の
時
に
本
学
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
在
学
生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
個
別
相
談

に
参
加
し
、
次
は
自
分
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
個
別
相
談
を
行

い
た
い
と
い
う
想
い
を
も
っ
て
入
会
し
た
学
生
も
多
数
存
在
す
る
。

活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
学
生
は
さ
ら

に
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

所
属
学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
や
個
性
が
発
揮
さ
れ
る
場
所
と

し
て
「KO

N
A

N
 A

m
bassadors

」
が
存
在
し
、
そ
の
結
果
と

し
て
世
代
間
の
良
い
循
環
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

担
当
職
員
メ
ン
バ
ー
：
小
黒
夏
輝
・
酒
井
麻
莉
子
・
髙
橋
武
・
中
田
真

太
朗
・
森
川
茜
・
𠮷𠮷
廣
政
紀

2025年4月春期オープンキャンパスの集合写真
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キ
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す
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。
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、
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は
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ら

に
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こ
と
が
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れ
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。

所
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想
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や
個
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が
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揮
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れ
る
場
所
と
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て
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m
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し
、
そ
の
結
果
と

し
て
世
代
間
の
良
い
循
環
が
生
ま
れ
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こ
と
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い
る
。
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増
加
す
る
外
国
人
労
働
者
と
語
学
学
習
ニ
ー
ズ

1筆
者
が
所
属
す
る
法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
で
学
生
と
意
見
交

換
し
た
り
相
談
を
受
け
た
り
す
る
際
、
常
々
悩
ま
し
い
の
が
「
英

語
以
外
の
語
学
を
学
ぶ
な
ら
何
が
良
い
か
？
」
と
い
う
問
い
で
あ

る
。
ア
ジ
ア
の
障
害
分
野
に
お
け
る
国
際
協
力
に
長
年
携
わ
っ
て

き
た
経
験
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
単
純
な
「
損
得
」

「
有
利
・
不
利
」
の
み
に
基
づ
い
た
意
見
を
伝
え
る
こ
と
に
は
、
正

直
な
と
こ
ろ
抵
抗
が
あ
る
。

と
は
い
え
、
考
慮
し
た
い
重
要
な
視
点
の
一
つ
が
、
日
本
で
共
に

生
活
す
る
外
国
人
労
働
者
の
存
在
、
特
に
そ
の
産
業
別
の
人
数
で
あ

る
。
厚
生
労
働
省
が
２
０
２
４
年
10
月
末
に
発
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ

れ
ば
、
外
国
人
労
働
者
数
は
す
で
に
約
２
３
０
万
人
に
達
し
、
過
去

最
多
を
更
新
し
て
い
る
。
さ
ら
に
詳
細
を
見
る
と
、
国
籍
別
で
は
ベ

ト
ナ
ム
出
身
者
が
最
も
多
く
57
万
７
０
８
人
で
、
外
国
人
労
働
者
全

体
の
約
４
分
の
１
に
あ
た
る
24・８
％
を
占
め
て
い
る
。
特
筆
す
べ

き
は
、
本
学
現
代
福
祉
学
部

の
学
生
が
卒
業
後
に
従
事
す

る
可
能
性
の
あ
る
「
医
療
・

福
祉
」
分
野
に
お
け
る
外
国

人
労
働
者
の
国
籍
別
構
成
比

で
あ
る
。
以
下
の
デ
ー
タ
が

示
す
よ
う
に
、
東
南
ア
ジ
ア

出
身
者
が
全
体
の
７
割
以
上

を
占
め
て
い
る
［
表
］。

さ
ら
に
、
同
省
が
２
０
２

４
年
７
月
12
日
に
公
表
し
た
「
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
く
介
護
職
員
の
必
要
数
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
２
０
２
６
年

度
に
は
約
２
４
０
万
人
（
２
０
２
２
年
度
比
で
約
25
万
人
増
）、
２

０
４
０
年
度
に
は
約
２
７
２
万
人
（
２
０
２
２
年
度
比
で
約
57
万

人
増
）
の
介
護
職
員
が
必
要
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
介
護

を
中
心
と
し
た
現
代
福
祉
の
現
場
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
外

国
人
労
働
者
が
関
与
す
る
こ
と
は
も
は
や
避
け
ら
れ
ま
い
。

楽
し
ん
じ
ゃ
お
う
！

多
摩
Ｘ
ｉｎ 

Ｃ
ｈａｏ
！

佐
野 

竜
平

法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
教
授

［表］医療・福祉分野の外国人労働者数と割合

国 人数 割合
ベトナム 22,843 19.6%
フィリピン 21,652 18.6%
インドネシア 19,447 16.7%
ミャンマー 17,724 15.2%
タイ 1,437 1.2%
その他 33,247 28.6%
合計 116,350 100%
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生
き
抜
く
力
を
磨
い
て
い
る
現
地
の
大
学
生

2東
南
ア
ジ
ア
は
、
地
政
学
的
に
大
国
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。

そ
の
地
に
位
置
す
る
10
カ
国
で
構
成
さ
れ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
）
は
、
２
０
０
８
年
に
発
効
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章

第
34
条
で
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
作
業
言
語
は
英
語
と
す
る
」
と
明
記
し

て
い
る
。
２
０
１
５
年
末
に
正
式
に
発
足
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体

は
、「
政
治
・
安
全
保
障
共
同
体
」、「
経
済
共
同
体
」、「
社
会
・
文

化
共
同
体
」
の
三
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
ち
、
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い

て
も
共
通
の
作
業
言
語
と
し
て
の
英
語
力
は
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

実
際
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
英
語
学
習
へ
の
熱
意
は
衰
え
る
こ
と

を
知
ら
な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
発
足
以
降
に
生
ま
れ
た
世
代
が

成
人
を
迎
え
る
２
０
３
０
年
代
半
ば
に
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
大
学
生
が

一
定
レ
ベ
ル
の
英
語
力
を
習
得
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。

で
は
、
英
語
以
外
の
語
学
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
特
に
漢
字
圏
で

は
な
い
東
南
ア
ジ
ア
の
大
学
生
に
と
っ
て
、
日
本
語
学
習
は
ほ
ぼ

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
外
国
語

と
し
て
日
本
語
を
選
択
す
る
学
生
は
少
な
く
な
い
。
日
本
の
漫
画

や
ア
ニ
メ
と
い
っ
た
文
化
の
影
響
は
大
き
く
、
海
外
の
若
者
が
日

本
の
文
化
や
社
会
を
深
く
理
解
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
常
に
感
銘
を
受
け
る
の

は
、
現
地
大
学
生
が
持
つ
「
生
き
抜
く
力
」
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
方

で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
現
代
に
お
い
て
、
語
学
力

の
向
上
は
そ
の
顕
著
な
表
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

新
し
い
企
画
実
施
の
背
景
と
そ
の
展
開

3学
生
が
い
ま
だ
触
れ
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
語
学
学
習
の
機
会
を

求
め
て
い
る
と
い
う
感
触
が
明
確
に
な
っ
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
活
動
の
制
約
を
受
け
た
学
生
の
声
を
聞
い
た
と
き
だ
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
が
残
る
中
、
海
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
ゼ
ミ
生
と
意
見

交
換
し
た
際
、「
学
生
の
手
で
学
び
の
機
会
を
創
出
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
ず
は
福
祉
・
介
護
の
現
場
で
増
加
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人

労
働
者
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、『
英
語
で
ベ
ト
ナ
ム
語
を

学
ぶ
』
と
い
う
新
た
な
試
み
は
で
き
な
い
か
」
と
い
う
相
談
を
受
け
た
。

そ
こ
で
、
筆
者
が
全
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
委
員
等

を
務
め
て
い
た
つ
な
が
り
か
ら
、
本
学
多
摩
事
務
課
グ
ロ
ー
バ
ル

担
当
の
課
長
・
職
員
の
協
力
を
仰
ぎ
、
意
欲
あ
る
ゼ
ミ
学
生
と
と

も
に
最
初
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
場
が
設
け
ら
れ
た
。
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生
き
抜
く
力
を
磨
い
て
い
る
現
地
の
大
学
生

2東
南
ア
ジ
ア
は
、
地
政
学
的
に
大
国
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。

そ
の
地
に
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置
す
る
10
カ
国
で
構
成
さ
れ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア

ジ
ア
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国
連
合
）
は
、
２
０
０
８
年
に
発
効
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章

第
34
条
で
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
作
業
言
語
は
英
語
と
す
る
」
と
明
記
し

て
い
る
。
２
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１
５
年
末
に
正
式
に
発
足
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体

は
、「
政
治
・
安
全
保
障
共
同
体
」、「
経
済
共
同
体
」、「
社
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・
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共
同
体
」
の
三
つ
の
柱
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成
り
立
ち
、
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い

て
も
共
通
の
作
業
言
語
と
し
て
の
英
語
力
は
不
可
欠
と
な
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て
い
る
。

実
際
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
英
語
学
習
へ
の
熱
意
は
衰
え
る
こ
と

を
知
ら
な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
発
足
以
降
に
生
ま
れ
た
世
代
が

成
人
を
迎
え
る
２
０
３
０
年
代
半
ば
に
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
大
学
生
が

一
定
レ
ベ
ル
の
英
語
力
を
習
得
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。

で
は
、
英
語
以
外
の
語
学
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
特
に
漢
字
圏
で

は
な
い
東
南
ア
ジ
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の
大
学
生
に
と
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、
日
本
語
学
習
は
ほ
ぼ

ゼ
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の
ス
タ
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と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
外
国
語

と
し
て
日
本
語
を
選
択
す
る
学
生
は
少
な
く
な
い
。
日
本
の
漫
画

や
ア
ニ
メ
と
い
っ
た
文
化
の
影
響
は
大
き
く
、
海
外
の
若
者
が
日

本
の
文
化
や
社
会
を
深
く
理
解
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
な
っ

て
い
る
こ
と
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う
か
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え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
常
に
感
銘
を
受
け
る
の

は
、
現
地
大
学
生
が
持
つ
「
生
き
抜
く
力
」
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
方

で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
現
代
に
お
い
て
、
語
学
力

の
向
上
は
そ
の
顕
著
な
表
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

新
し
い
企
画
実
施
の
背
景
と
そ
の
展
開

3学
生
が
い
ま
だ
触
れ
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
語
学
学
習
の
機
会
を

求
め
て
い
る
と
い
う
感
触
が
明
確
に
な
っ
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
活
動
の
制
約
を
受
け
た
学
生
の
声
を
聞
い
た
と
き
だ
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
が
残
る
中
、
海
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
ゼ
ミ
生
と
意
見

交
換
し
た
際
、「
学
生
の
手
で
学
び
の
機
会
を
創
出
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
ず
は
福
祉
・
介
護
の
現
場
で
増
加
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人

労
働
者
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、『
英
語
で
ベ
ト
ナ
ム
語
を

学
ぶ
』
と
い
う
新
た
な
試
み
は
で
き
な
い
か
」
と
い
う
相
談
を
受
け
た
。

そ
こ
で
、
筆
者
が
全
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
委
員
等

を
務
め
て
い
た
つ
な
が
り
か
ら
、
本
学
多
摩
事
務
課
グ
ロ
ー
バ
ル

担
当
の
課
長
・
職
員
の
協
力
を
仰
ぎ
、
意
欲
あ
る
ゼ
ミ
学
生
と
と

も
に
最
初
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
場
が
設
け
ら
れ
た
。
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そ
の
結
果
、
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
に
拠
点
を
置
くEnjoyable 

English

（
代
表
：H

o Thi M
y Linh

氏
）
と
連
携
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
［
写
真
１
］。
２
０
１
７
年
に
設
立
さ
れ
た
同
団
体
は
、

語
学
を
学
び
つ
つ
、
地
域
社
会
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
大
学
生
を
中
心
に
８
０
０
名
以
上
の
若
者
に
英
語
お
よ
び

ベ
ト
ナ
ム
語
学
習
の
場
を
提
供
す
る
一
方
、
フ
エ
の
ろ
う
者
ク
ラ

ブ
と
協
力
し
て
、
対
面
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
話
の
ク
ラ
ス
を

開
催
し
て
い
る
。

以
下
で
は
、
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
ど
の
よ

う
に
発
展
し
て
い
っ

た
の
か
、
学
生
の
主

体
的
な
参
画
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
な
教
育

効
果
が
生
ま
れ
た
の

か
、
重
責
を
任
っ
た

初
代
幹
事
の
声
を
通

し
て
紹
介
す
る
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
現
代
に
お
い
て
、英
語
は
国
際
的
な

共
通
語
と
し
て
の
重
要
性
を
増
し
て
お
り
、そ
の
習
得
は
不
可
欠

で
あ
る
。
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
的
に
停
滞
し
た
も
の
の
、就
労

や
留
学
を
目
的
と
し
た
外
国
人
労
働
者
の
来
日
は
今
後
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
特
に
、ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
は
全
体
の
約
４
分
の
１
を

占
め
て
お
り
、介
護
を
は
じ
め
と
す
る
人
手
不
足
が
深
刻
な
業
界

に
お
い
て
、そ
の
労
働
力
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、来
日
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
が
日
本
語
に
不
慣
れ
な
こ

と
や
、頼
れ
る
知
り
合
い
が
少
な
い
た
め
に
、悩
み
や
困
り
ご
と
を

抱
え
て
も
周
囲
に
相
談
で
き
ず
、孤
立
感
を
深
め
て
し
ま
う
と
い

う
課
題
も
生
じ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、日
本
で
生
活
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
方
々
の
心
に
ベ
ト
ナ

ム
語
を
通
じ
て
寄
り
添
い
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、「
楽
し
ん

じ
ゃ
お
う
！
多
摩
Ｘ
ｉ
ｎ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｏ
！
」が
始
ま
っ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
に
あ
た
り
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
が
重
視
さ
れ
る
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、「
な
ぜ
日
本
の

大
学
生
は
、地
域
社
会
で
増
加
し
て
い
る
外
国
人
の
母
語
を
学
ぶ

機
会
が
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」と
い
う
疑
問
を
持
っ
た
。

そ
こ
で
、普
遍
的
な
語
学
で
あ
る
英
語
の
学
習
と
結
び
つ
け
、「
英

語
で
ベ
ト
ナ
ム
語
を
学
ぶ
」と
い
う
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
し

［写真1］初代幹事が現地のパートナーと行ったワークショップ
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た
の
で
あ
る
。
現
地
の
ベ
ト
ナ
ム
人
講
師
と
の
交
渉
、広
報
活
動
、

受
講
生
の
管
理
、満
足
度
や
理
解
度
を
測
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

と
い
っ
た
一
連
の
プ
ロ
セ
ス（
企
画
立
案
、準
備
、実
行
、評
価
、改

善
策
の
検
討
）を
学
生
主
体
で
行
っ
た
。
さ
ら
に
、現
代
福
祉
学
部

な
ら
で
は
の
特
色
と
し
て
、ベ
ト
ナ
ム
手
話
の
学
習
や
ベ
ト
ナ
ム

人
労
働
者
と
直
接
交
流
す
る
機
会
を
設
け
、単
な
る
言
語
学
習
に

留
ま
ら
な
い
、実
践
的
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
、４
年
間
と
い
う
大
学
生
活
の
有
限
性
を
考
慮
し
、本
学

現
代
福
祉
学
部
佐
野
ゼ
ミ
か
ら
幹
事
を
２
名
選
出
す
る
体
制
を
提

示
し
た
。
具
体
的
に
は
、２
年
次
に
受
講
生
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
学
生
が
、３
年
次
に
は
幹
事
と
し
て
運
営
に
携
わ
る
と

い
う
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
で
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
性
と
安

定
性
を
高
め
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
学
生
幹
事
が
中
心

と
な
り
、他
の
学
生
を
巻
き
込
み
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
、よ
り
共
生
社
会
の
形
成
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成

を
目
指
し
て
い
っ
た
。

　
な
お
、２
０
２
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現
在

４
年
目
を
迎
え
て
い
る
と
聞
き
、大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

多
摩
Ｘ
ｉ
ｎ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｏ
！
初
代
幹
事
　
竹
内
美
佳
子

●
学
生
と
い
う
立
場
か
ら
私
た
ち
が
幹
事
と
な
り
、ベ
ト
ナ
ム
人
講

師
や
日
本
人
学
生
受
講
者
を
巻
き
込
み
な
が
ら
築
き
上
げ
た「
楽

し
ん
じ
ゃ
お
う
！
多
摩
Ｘ
ｉ
ｎ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｏ
！
」。そ
の
軌
跡
か
ら
得

た
学
び
を
こ
こ
に
記
し
た
い
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
最
初
の
学
び
は
、ベ
ト
ナ
ム
人
講
師

へ
の
企
画
説
明
お
よ
び
交
渉
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
。
交
渉
相
手
が

日
本
人
で
は
な
い
こ
と
、そ
し
て
お
互
い
が
母
語
で
は
な
い
言
語

を
用
い
て
会
話
す
る
こ
と
か
ら
、立
場
や
環
境
に
左
右
さ
れ
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、定
期
的
か
つ
綿
密
な
確
認
が
求
め
ら
れ
た
。
ベ

ト
ナ
ム
人
講
師
と
の
授
業
内
容
や
日
程
の
調
整
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
目
的
と
目
標
の
共
有
に
お
い
て
、私
た
ち
の
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
込
め
た
想
い
や
理
想
像
が
し
っ
か
り
と
相
手
に
伝
わ
る

よ
う
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
上
で
の
細
か
な
や
り
取

り
を
通
じ
、相
互
に
一
致
し
た
解
釈
を
持
つ
こ
と
に
尽
力
し
た
。
個

人
で
は
な
く
組
織
や
チ
ー
ム
で
活
動
す
る
際
に
は
、共
に
働
く
相

手
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。

　
次
に
、学
生
幹
事
と
し
て
複
数
の
学
生
の
前
に
立
ち
、プ
ロ
グ
ラ

ム
を
進
行
す
る
中
で
得
た
学
び
を
記
し
た
い
。
企
画
運
営
に
留
ま

ら
ず
、受
講
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、そ
し
て
学
習
環
境
を
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た
の
で
あ
る
。
現
地
の
ベ
ト
ナ
ム
人
講
師
と
の
交
渉
、広
報
活
動
、

受
講
生
の
管
理
、満
足
度
や
理
解
度
を
測
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

と
い
っ
た
一
連
の
プ
ロ
セ
ス（
企
画
立
案
、準
備
、実
行
、評
価
、改

善
策
の
検
討
）を
学
生
主
体
で
行
っ
た
。
さ
ら
に
、現
代
福
祉
学
部

な
ら
で
は
の
特
色
と
し
て
、ベ
ト
ナ
ム
手
話
の
学
習
や
ベ
ト
ナ
ム

人
労
働
者
と
直
接
交
流
す
る
機
会
を
設
け
、単
な
る
言
語
学
習
に

留
ま
ら
な
い
、実
践
的
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
、４
年
間
と
い
う
大
学
生
活
の
有
限
性
を
考
慮
し
、本
学

現
代
福
祉
学
部
佐
野
ゼ
ミ
か
ら
幹
事
を
２
名
選
出
す
る
体
制
を
提

示
し
た
。
具
体
的
に
は
、２
年
次
に
受
講
生
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
学
生
が
、３
年
次
に
は
幹
事
と
し
て
運
営
に
携
わ
る
と

い
う
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
で
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
性
と
安

定
性
を
高
め
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
学
生
幹
事
が
中
心

と
な
り
、他
の
学
生
を
巻
き
込
み
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
、よ
り
共
生
社
会
の
形
成
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成

を
目
指
し
て
い
っ
た
。

　
な
お
、２
０
２
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現
在

４
年
目
を
迎
え
て
い
る
と
聞
き
、大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

多
摩
Ｘ
ｉ
ｎ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｏ
！
初
代
幹
事
　
竹
内
美
佳
子

●
学
生
と
い
う
立
場
か
ら
私
た
ち
が
幹
事
と
な
り
、ベ
ト
ナ
ム
人
講

師
や
日
本
人
学
生
受
講
者
を
巻
き
込
み
な
が
ら
築
き
上
げ
た「
楽

し
ん
じ
ゃ
お
う
！
多
摩
Ｘ
ｉ
ｎ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｏ
！
」。そ
の
軌
跡
か
ら
得

た
学
び
を
こ
こ
に
記
し
た
い
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
最
初
の
学
び
は
、ベ
ト
ナ
ム
人
講
師

へ
の
企
画
説
明
お
よ
び
交
渉
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
。
交
渉
相
手
が

日
本
人
で
は
な
い
こ
と
、そ
し
て
お
互
い
が
母
語
で
は
な
い
言
語

を
用
い
て
会
話
す
る
こ
と
か
ら
、立
場
や
環
境
に
左
右
さ
れ
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、定
期
的
か
つ
綿
密
な
確
認
が
求
め
ら
れ
た
。
ベ

ト
ナ
ム
人
講
師
と
の
授
業
内
容
や
日
程
の
調
整
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
目
的
と
目
標
の
共
有
に
お
い
て
、私
た
ち
の
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
込
め
た
想
い
や
理
想
像
が
し
っ
か
り
と
相
手
に
伝
わ
る

よ
う
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
上
で
の
細
か
な
や
り
取

り
を
通
じ
、相
互
に
一
致
し
た
解
釈
を
持
つ
こ
と
に
尽
力
し
た
。
個

人
で
は
な
く
組
織
や
チ
ー
ム
で
活
動
す
る
際
に
は
、共
に
働
く
相

手
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。

　
次
に
、学
生
幹
事
と
し
て
複
数
の
学
生
の
前
に
立
ち
、プ
ロ
グ
ラ

ム
を
進
行
す
る
中
で
得
た
学
び
を
記
し
た
い
。
企
画
運
営
に
留
ま

ら
ず
、受
講
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、そ
し
て
学
習
環
境
を
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整
備
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
付
か
さ
れ
た
。
単
に
幹
事
と
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
進
め
る
だ
け
で
は
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
真
の

目
的
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
行
す
る
中

で
、ベ
ト
ナ
ム
語
学
習
が
単
な
る
言
語
習
得
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
浮
上
し
た
。
目
的
を
全
員
で
共
有
し
、何
の
た
め
に
ベ
ト
ナ

ム
語
を
学
習
す
る
の
か
を
明
確
に
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、「
楽

し
ん
じ
ゃ
お
う
！
多
摩
Ｘ
ｉ
ｎ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｏ
！
」が
本
来
生
み
出
す

効
果
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
定
進
行
に
加

え
、実
際
に
ベ
ト
ナ
ム
介
護
人
材
と
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。

こ
れ
に
よ
り
、受
講
者
間
の
関
係
構
築
を
促
し
、学
習
し
た
ベ
ト
ナ

ム
語
の
活
用
機
会
を
創
出
し
、さ
ら
に
は
ベ
ト
ナ
ム
人
講
師
と
の

交
流
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
学
生
で
あ
り
な
が
ら
主
体
的
に
大
学
に
対
し
て
働
き
か
け
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、以
上
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
ら
れ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
運
営
を
通
じ
て
培
っ
た
、立

場
や
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
キ
ル
に
更
な
る
磨
き
を
か
け
、社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
と
な
る
べ
く
精
進
し
て
い
き
た
い
。

多
摩
Ｘ
ｉ
ｎ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｏ
！
初
代
幹
事
　
矢
花
あ
お
い

育
み
た
い
国
際
力
と
今
後
の
展
望

4学
生
主
体
で
始
ま
っ
た
本
企
画
は
、
明
確
な
目
的
意
識
と
主
体

的
な
運
営
体
制
、
そ
し
て
継
続
性
を
内
包
し
て
お
り
、
既
に
多
岐

に
わ
た
る
価
値
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
よ
り
一
層
加
速
す
る
現
代
に
お
い
て
、
学
生
の
国
際
的
な
視

野
と
実
践
力
を
涵
養
す
る
た
め
に
は
、
更
な
る
発
展
が
不
可
欠
で

あ
る
。
以
下
に
、
本
企
画
を
通
し
て
育
み
た
い
国
際
力
と
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
今
後
の
展
望
を
示
す
［
写
真
２
］。

［写真2］多摩Xin Chao！への参加を促すポスター
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ま
ず
、「
多
文
化
共
生
社
会
に
お
け
る
共
感
力
と
理
解
力
」
を
引

き
続
き
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
定
の
国
の
学
び
に
留
ま
ら
ず
、

地
域
社
会
全
体
の
多
様
性
を
尊
重
し
、
異
な
る
文
化
を
持
つ
人
々

が
互
い
に
理
解
を
深
め
、
共
に
生
き
る
姿
勢
を
育
む
必
要
が
あ
る
。

対
象
者
を
今
一
度
検
討
し
、
日
本
に
暮
ら
す
ベ
ト
ナ
ム
人
は
も
と

よ
り
、
他
の
国
籍
を
持
つ
学
生
や
地
域
住
民
も
積
極
的
に
巻
き
込

む
展
開
を
視
野
に
入
れ
た
い
。
す
で
に
ゼ
ミ
学
生
と
共
に
同
種
の

活
動
を
企
画
す
る
社
会
福
祉
法
人
が
存
在
す
る
。

次
い
で
、
学
生
自
身
の
学
び
の
深
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
単

な
る
語
学
学
習
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
多
文
化
理
解
、
共
感

力
、
主
体
性
と
い
っ
た
汎
用
性
の
高
い
能
力
を
意
識
的
に
育
成
す

る
。
具
体
的
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
学
習
に
加
え
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歴

史
、
文
化
、
習
慣
、
価
値
観
な
ど
を
学
ぶ
機
会
や
、
日
本
と
ベ
ト
ナ

ム
の
文
化
の
違
い
を
理
解
し
、
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
盛
り
込
ん
だ
ス
タ
イ
ル

を
検
討
し
た
い
。
ベ
ト
ナ
ム
手
話
を
学
ぶ
機
会
に
つ
い
て
は
、
障

害
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
く
と
い
う

点
で
、
特
に
踏
み
込
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

加
え
て
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
社

会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
大
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
の
日
本

語
教
室
と
連
携
し
て
ベ
ト
ナ
ム
語
を
学
ぶ
学
生
が
日
本
語
学
習
を

支
援
。
ま
た
、
自
治
体
や
地
域
の
国
際
交
流
協
会
な
ど
と
協
力
し

て
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
を
共
同
で
実
施
す

る
展
開
を
期
待
し
た
い
。
さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
を
雇
用

す
る
企
業
と
連
携
し
、
企
業
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
学
生
が
主
体

的
に
取
り
組
む
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
す

る
こ
と
で
、
学
生
の
実
践
的
な
学
び
を
深
め
る
と
同
時
に
、
地
域

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
は
、
企
画
運
営
の
中
核
を
担
う
学
生
幹
事
の
育
成
を
よ

り
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
過
去
の
幹
事
経
験
者
に
よ
る
メ
ン

タ
ー
制
度
の
導
入
や
、
幹
事
の
役
割
分
担
の
明
確
化
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
醸
成
な
ど
を
通
し
て
、
学
生
の
主
体
性
と
運
営
能
力
を

高
め
、
企
画
の
継
続
的
な
発
展
を
支
え
る
体
制
を
構
築
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
多
文
化
理
解
力
や
複
数
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
た

め
に
不
可
欠
な
国
際
力
を
育
む
学
生
中
心
の
企
画
は
ま
す
ま
す
必

要
と
な
る
と
確
信
す
る
。
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き

る
人
材
育
成
を
目
指
し
、
国
内
外
の
関
係
者
と
協
力
し
つ
つ
、
よ

り
豊
か
で
多
様
性
を
受
容
す
る
社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る
仕
組
み

づ
く
り
に
今
後
も
尽
力
し
て
い
き
た
い
。
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ま
ず
、「
多
文
化
共
生
社
会
に
お
け
る
共
感
力
と
理
解
力
」
を
引

き
続
き
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
定
の
国
の
学
び
に
留
ま
ら
ず
、

地
域
社
会
全
体
の
多
様
性
を
尊
重
し
、
異
な
る
文
化
を
持
つ
人
々

が
互
い
に
理
解
を
深
め
、
共
に
生
き
る
姿
勢
を
育
む
必
要
が
あ
る
。

対
象
者
を
今
一
度
検
討
し
、
日
本
に
暮
ら
す
ベ
ト
ナ
ム
人
は
も
と

よ
り
、
他
の
国
籍
を
持
つ
学
生
や
地
域
住
民
も
積
極
的
に
巻
き
込

む
展
開
を
視
野
に
入
れ
た
い
。
す
で
に
ゼ
ミ
学
生
と
共
に
同
種
の

活
動
を
企
画
す
る
社
会
福
祉
法
人
が
存
在
す
る
。

次
い
で
、
学
生
自
身
の
学
び
の
深
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
単

な
る
語
学
学
習
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
多
文
化
理
解
、
共
感

力
、
主
体
性
と
い
っ
た
汎
用
性
の
高
い
能
力
を
意
識
的
に
育
成
す

る
。
具
体
的
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
学
習
に
加
え
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歴

史
、
文
化
、
習
慣
、
価
値
観
な
ど
を
学
ぶ
機
会
や
、
日
本
と
ベ
ト
ナ

ム
の
文
化
の
違
い
を
理
解
し
、
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
盛
り
込
ん
だ
ス
タ
イ
ル

を
検
討
し
た
い
。
ベ
ト
ナ
ム
手
話
を
学
ぶ
機
会
に
つ
い
て
は
、
障

害
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
く
と
い
う

点
で
、
特
に
踏
み
込
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

加
え
て
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
社

会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
大
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
の
日
本

語
教
室
と
連
携
し
て
ベ
ト
ナ
ム
語
を
学
ぶ
学
生
が
日
本
語
学
習
を

支
援
。
ま
た
、
自
治
体
や
地
域
の
国
際
交
流
協
会
な
ど
と
協
力
し

て
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
を
共
同
で
実
施
す

る
展
開
を
期
待
し
た
い
。
さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
を
雇
用

す
る
企
業
と
連
携
し
、
企
業
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
学
生
が
主
体

的
に
取
り
組
む
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
す

る
こ
と
で
、
学
生
の
実
践
的
な
学
び
を
深
め
る
と
同
時
に
、
地
域

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
は
、
企
画
運
営
の
中
核
を
担
う
学
生
幹
事
の
育
成
を
よ

り
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
過
去
の
幹
事
経
験
者
に
よ
る
メ
ン

タ
ー
制
度
の
導
入
や
、
幹
事
の
役
割
分
担
の
明
確
化
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
醸
成
な
ど
を
通
し
て
、
学
生
の
主
体
性
と
運
営
能
力
を

高
め
、
企
画
の
継
続
的
な
発
展
を
支
え
る
体
制
を
構
築
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
多
文
化
理
解
力
や
複
数
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
た

め
に
不
可
欠
な
国
際
力
を
育
む
学
生
中
心
の
企
画
は
ま
す
ま
す
必

要
と
な
る
と
確
信
す
る
。
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き

る
人
材
育
成
を
目
指
し
、
国
内
外
の
関
係
者
と
協
力
し
つ
つ
、
よ

り
豊
か
で
多
様
性
を
受
容
す
る
社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る
仕
組
み

づ
く
り
に
今
後
も
尽
力
し
て
い
き
た
い
。
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は
じ
め
に

近
年
、
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
学
生
参
画
の
重
要
性
が
高
ま

る
中
、
東
京
大
学
は
「
学
生
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
い
う
新
た
な
制
度
を
導
入
す
る
に
至
っ
た
。
本
稿
で
は
、
当
該

制
度
の
導
入
背
景
、
活
動
内
容
、
お
よ
び
教
育
的
意
義
に
つ
い
て

論
考
す
る
。制

度
の
概
要
と
導
入
経
緯

1東
京
大
学
で
は
２
０
１
５
年
度
よ
り
学
生
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

本
部
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
組
織
さ
れ
て
お

り
、
す
で
に
10
年
近
い
運
営
実
績
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。
一

方
、
学
生
相
談
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
は
違
い
、
学
生
フ
ァ
ン
ド
レ

イ
ジ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
学
生
が
大
学
と
社
会
を
結
ぶ
媒
介
者

と
し
て
機
能
し
、
寄
付
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
お
よ
び
新
規
企
画

の
立
案
に
関
与
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
学
生

の
主
体
的
な
大
学
運
営
へ
の
参
画
を
通
じ
て
、
大
学
の
財
政
基
盤

強
化
に
寄
与
す
る
点
で
あ
る
。
２
０
１
１
年
以
降
、
フ
ァ
ン
ド
レ

イ
ジ
ン
グ
の
社
会
的
意
義
が
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま

た
学
生
自
身
も
こ
う
し
た
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
こ
と
が
、

本
制
度
実
現
の
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。

活
動
内
容
の
体
系

2学
生
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
は
、
以
下
の

３
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
大
学
の
教
育
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
募
金
活
動
支

援
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
、
多
様
な
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
等
、
幅
広
い
広
報

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

学
生
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ

サ
ポ
ー
タ
ー

―
東
京
大
学
の
取
り
組
み
と
そ
の
意
義
―

齋
藤 

智

東
京
大
学
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

オ
フ
ィ
ス
チ
ー
フ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
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第
二
に
、
大
学
と
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
接
続
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
を
担
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
学
生
特
有
の
斬

新
な
発
想
と
機
動
力
を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
双
方
向
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
る
。
学
生
の
視
点
か
ら
大
学
の
魅

力
を
発
信
す
る
と
同
時
に
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
を

企
画
に
反
映
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

教
育
的
意
義
と
期
待
さ
れ
る
効
果

3本
制
度
の
意
義
は
、
以
下
の
３
点
に
集
約
さ
れ
る
。
ま
ず
、
学

生
の
主
体
性
お
よ
び
問
題
解
決
能
力
の
涵
養
で
あ
る
。
大
学
運
営

へ
の
深
い
関
与
を
通
じ
て
、
社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
実
践
的

能
力
の
育
成
が
図
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
大
学
へ
の
帰
属
意
識
の
醸
成
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
学
の

一
員
と
し
て
の
役
割
を
実
践
的
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
在
学
中
か

ら
卒
業
後
に
至
る
ま
で
の
継
続
的
な
大
学
と
の
関
係
性
構
築
が
期

待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
大
学
と
社
会
と
の
連
携
強
化
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

学
生
が
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
接
点
と
な
る
こ
と
で
、
大

学
の
社
会
的
価
値
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

今
後
の
展
望

4本
制
度
は
未
だ
発
展
途
上
に
あ
り
、
今
後
の
活
動
領
域
の
拡
大

と
と
も
に
、
強
固
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
た
め
の
設
計
は
早
期

か
ら
組
み
込
み
た
い
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
卒
業
生
の
母

校
と
の
持
続
的
な
関
係
構
築
の
基
盤
と
な
る
こ
と
が
展
望
さ
れ
る
。

［写真］採用初日の学生ファンドレイジングサポーター
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第
二
に
、
大
学
と
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
接
続
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
を
担
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
学
生
特
有
の
斬

新
な
発
想
と
機
動
力
を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
双
方
向
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
る
。
学
生
の
視
点
か
ら
大
学
の
魅

力
を
発
信
す
る
と
同
時
に
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
を

企
画
に
反
映
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

教
育
的
意
義
と
期
待
さ
れ
る
効
果

3本
制
度
の
意
義
は
、
以
下
の
３
点
に
集
約
さ
れ
る
。
ま
ず
、
学

生
の
主
体
性
お
よ
び
問
題
解
決
能
力
の
涵
養
で
あ
る
。
大
学
運
営

へ
の
深
い
関
与
を
通
じ
て
、
社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
実
践
的

能
力
の
育
成
が
図
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
大
学
へ
の
帰
属
意
識
の
醸
成
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
学
の

一
員
と
し
て
の
役
割
を
実
践
的
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
在
学
中
か

ら
卒
業
後
に
至
る
ま
で
の
継
続
的
な
大
学
と
の
関
係
性
構
築
が
期

待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
大
学
と
社
会
と
の
連
携
強
化
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

学
生
が
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
接
点
と
な
る
こ
と
で
、
大

学
の
社
会
的
価
値
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

今
後
の
展
望

4本
制
度
は
未
だ
発
展
途
上
に
あ
り
、
今
後
の
活
動
領
域
の
拡
大

と
と
も
に
、
強
固
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
た
め
の
設
計
は
早
期

か
ら
組
み
込
み
た
い
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
卒
業
生
の
母

校
と
の
持
続
的
な
関
係
構
築
の
基
盤
と
な
る
こ
と
が
展
望
さ
れ
る
。

［写真］採用初日の学生ファンドレイジングサポーター
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は
じ
め
に

近
年
、
高
等
教
育
で
は
、
学
生
の
成
長
や
学
修
成
果
に
焦
点
を

あ
て
た
「
学
修
者
本
位
の
教
育
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
潮

流
に
お
い
て
、
教
育
の
質
保
証
に
お
い
て
も
学
生
の
視
点
を
包
含

す
る
、
す
な
わ
ち
学
生
参
画
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
広
島

市
立
大
学
で
は
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
教
育
の
質
保
証
の
充
実
を

図
る
た
め
、
次
の
三
つ
の
取
組
を
導
入
し
た
。
⑴
各
学
科
・
研
究

科
の
所
属
学
生
が
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
（
以
下
、
Ｄ
Ｐ
）
に

掲
げ
る
学
修
目
標
を
満
た
し
て
卒
業
・
修
了
し
た
か
ど
う
か
を
教

育
課
程
編
成
・
実
施
者
が
点
検
・
評
価
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
セ

ス
メ
ン
ト
、
⑵
各
学
科
・
研
究
科
が
行
っ
た
自
己
点
検
・
評
価
を

他
学
科
の
教
員
等
が
エ
ビ
デ
ン
ス
を
基
に
説
明
し
、
他
学
科
等
の

教
員
が
他
者
評
価
を
行
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ッ
ク
、
⑶
卒
業
予
定
者
が
自
ら
の
大
学
４

年
間
の
学
び
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
経
験
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

対
す
る
評
価
（
長
所
と
改
善
点
）
を
聴
取
し
、
そ
の
結
果
を
分
析

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

学
生
参
画
型
の
質
保
証
で
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
の
内
部
質
保
証
に
係
る
一
連
の
取
組
を

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
導
入
し
、
ど
の
よ
う
な
運
営
体
制
で
実
施
し

て
き
た
の
か
、
ま
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実

施
手
順
や
留
意
点
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

広
島
市
立
大
学
の
概
要
と
導
入
経
緯

1広
島
市
立
大
学
は
国
際
学
部
、
情
報
科
学
部
、
芸
術
学
部
の
３

学
部
４
研
究
科
か
ら
構
成
さ
れ
る
総
学
生
数
約
２
千
人
の
小
規
模

公
立
大
学
で
あ
る
（
２
０
２
５
年
５
月
１
日
時
点
）。
特
徴
の
一

つ
は
、
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
自
然
科
学
を
扱
う
学
際
的
な
学

部
構
成
で
あ
る
こ
と
、
少
人
数
教
育
を
通
じ
た
き
め
細
か
い
指
導

学
生
の
声
を
生
か
し
た

学
生
参
画
型
の
質
保
証

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」

山
咲 

博
昭

広
島
市
立
大
学

教
育
基
盤
セ
ン
タ
ー
講
師
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を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
「
い
ち
だ
い

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
（
い
ち
ピ
ア
）」
を
は
じ
め
と
し
て
国
際
学
生

寮
「
さ
く
ら
」
の
学
生
役
職
者
な
ど
準
正
課
教
育
を
中
心
に
学
生

一
人
一
人
の
視
点
や
考
え
を
大
事
に
す
る
学
修
者
本
位
の
大
学
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
方
、
教
育
の
内
部
質
保
証
に
つ
い
て
は
、「
全
学
と
し
て
教
育

の
内
部
質
保
証
の
充
実
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
」（
２
０
１
５
年
度
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
）
と
問
題

認
識
を
し
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
の
第
２
期
中
期
計
画
で
は
、「
教

育
、
学
生
支
援
、
大
学
運
営
等
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｒ

を
導
入
」「
自
己
点
検
及
び
評
価
の
結
果
を
大
学
運
営
の
改
善
に
つ

な
げ
る
」「
内
部
質
保
証
の
強
化
」
等
を
掲
げ
、
２
０
１
７
年
に

内
部
質
保
証
委
員
会
を
設
置
、
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
内
部
質
保

証
・
Ｉ
Ｒ
担
当
副
理
事
、
Ｉ
Ｒ
担
当
教
員
（
筆
者
）
を
配
置
す
る

な
ど
、
２
０
１
９
年
度
よ
り
教
育
の
内
部
質
保
証
に
係
る
取
組
検

討
に
着
手
し
た
。

２
０
１
９
年
度
に
は
、
Ｉ
Ｒ
組
織
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

教
務
デ
ー
タ
で
は
収
集
で
き
な
い
大
学
・
学
部
等
の
満
足
度
、
Ｄ

Ｐ
に
掲
げ
る
学
修
目
標
の
達
成
状
況
に
関
す
る
学
生
に
よ
る
自
己

評
価
等
、
学
生
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
、

新
入
生
、
在
学
生
（
２・３
年
次
）、
卒
業
予
定
者
対
象
の
学
生
調

査
を
設
計
し
、
実
施
し
た
（
在
学
生
対
象
の
学
生
調
査
の
み
２
０

２
０
年
度
か
ら
実
施
）。
実
施
し
た
学
生
調
査
の
自
由
記
述
で
は
、

我
々
教
職
員
が
既
に
問
題
だ
と
認
識
す
る
事
項
へ
の
言
及
も
あ
れ

ば
、
我
々
の
視
点
で
は
見
え
な
い
「
は
っ
」
と
さ
せ
ら
れ
る
意
見

や
問
題
提
起
が
あ
り
、
潜
在
的
な
問
題
や
学
生
の
ニ
ー
ズ
な
ど
実

態
把
握
の
必
要
性
を
実
感
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
期
に
、

岡
山
理
科
大
学
で
は
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
卒
業
生
を
輩
出
す
る

全
学
部
・
学
科
の
卒
業
予
定
者
に
対
し
て
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」（
山
口
他
、
２
０
２
０
）
を
実
施
し
て
教
育
改
善

に
生
か
し
て
る
こ
と
を
知
り
、
先
方
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
見
学
を

経
て
広
島
市
立
大
学
で
の
導
入
提
案
を
行
っ
た
。

教
育
の
内
部
質
保
証
の
全
体
像
と
運
営
体
制

2２
０
２
４
年
度
ま
で
の
本
学
に
お
け
る
教
育
の
内
部
質
保
証
は
、

Ｄ
Ｐ
に
掲
げ
る
学
修
目
標
の
達
成
状
況
を
把
握
す
る
方
法
、
時
期
、

評
価
者
等
を
整
理
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
基
づ
き
、
学
習
成
果
の
把
握
・
可
視
化
を
行
い
、
学
科

単
位
の
教
育
課
程
に
対
す
る
評
価
を
前
述
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
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を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
「
い
ち
だ
い

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
（
い
ち
ピ
ア
）」
を
は
じ
め
と
し
て
国
際
学
生

寮
「
さ
く
ら
」
の
学
生
役
職
者
な
ど
準
正
課
教
育
を
中
心
に
学
生

一
人
一
人
の
視
点
や
考
え
を
大
事
に
す
る
学
修
者
本
位
の
大
学
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
方
、
教
育
の
内
部
質
保
証
に
つ
い
て
は
、「
全
学
と
し
て
教
育

の
内
部
質
保
証
の
充
実
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
」（
２
０
１
５
年
度
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
）
と
問
題

認
識
を
し
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
の
第
２
期
中
期
計
画
で
は
、「
教

育
、
学
生
支
援
、
大
学
運
営
等
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｒ

を
導
入
」「
自
己
点
検
及
び
評
価
の
結
果
を
大
学
運
営
の
改
善
に
つ

な
げ
る
」「
内
部
質
保
証
の
強
化
」
等
を
掲
げ
、
２
０
１
７
年
に

内
部
質
保
証
委
員
会
を
設
置
、
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
内
部
質
保

証
・
Ｉ
Ｒ
担
当
副
理
事
、
Ｉ
Ｒ
担
当
教
員
（
筆
者
）
を
配
置
す
る

な
ど
、
２
０
１
９
年
度
よ
り
教
育
の
内
部
質
保
証
に
係
る
取
組
検

討
に
着
手
し
た
。

２
０
１
９
年
度
に
は
、
Ｉ
Ｒ
組
織
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

教
務
デ
ー
タ
で
は
収
集
で
き
な
い
大
学
・
学
部
等
の
満
足
度
、
Ｄ

Ｐ
に
掲
げ
る
学
修
目
標
の
達
成
状
況
に
関
す
る
学
生
に
よ
る
自
己

評
価
等
、
学
生
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
、

新
入
生
、
在
学
生
（
２・３
年
次
）、
卒
業
予
定
者
対
象
の
学
生
調

査
を
設
計
し
、
実
施
し
た
（
在
学
生
対
象
の
学
生
調
査
の
み
２
０

２
０
年
度
か
ら
実
施
）。
実
施
し
た
学
生
調
査
の
自
由
記
述
で
は
、

我
々
教
職
員
が
既
に
問
題
だ
と
認
識
す
る
事
項
へ
の
言
及
も
あ
れ

ば
、
我
々
の
視
点
で
は
見
え
な
い
「
は
っ
」
と
さ
せ
ら
れ
る
意
見

や
問
題
提
起
が
あ
り
、
潜
在
的
な
問
題
や
学
生
の
ニ
ー
ズ
な
ど
実

態
把
握
の
必
要
性
を
実
感
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
期
に
、

岡
山
理
科
大
学
で
は
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
卒
業
生
を
輩
出
す
る

全
学
部
・
学
科
の
卒
業
予
定
者
に
対
し
て
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」（
山
口
他
、
２
０
２
０
）
を
実
施
し
て
教
育
改
善

に
生
か
し
て
る
こ
と
を
知
り
、
先
方
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
見
学
を

経
て
広
島
市
立
大
学
で
の
導
入
提
案
を
行
っ
た
。

教
育
の
内
部
質
保
証
の
全
体
像
と
運
営
体
制

2２
０
２
４
年
度
ま
で
の
本
学
に
お
け
る
教
育
の
内
部
質
保
証
は
、

Ｄ
Ｐ
に
掲
げ
る
学
修
目
標
の
達
成
状
況
を
把
握
す
る
方
法
、
時
期
、

評
価
者
等
を
整
理
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
基
づ
き
、
学
習
成
果
の
把
握
・
可
視
化
を
行
い
、
学
科

単
位
の
教
育
課
程
に
対
す
る
評
価
を
前
述
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
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セ
ス
メ
ン
ト
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ッ
ク
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
教
員
視
点
（
自
己

評
価
・
他
者
評
価
）、
学
生
視
点
に
よ
る
評
価
に
よ
っ
て
実
施
し
、

そ
の
評
価
結
果
を
教
育
課
程
の
見
直
し
や
検
証
材
料
と
し
て
活
用

し
て
き
た
［
図
１
］。

ま
た
、
２
０
２
４
年
度
ま
で
の
内
部
質
保
証
推
進
体
制
と
し
て

は
、内
部
質
保
証
全
般
を
つ
か
さ
ど
る
内
部
質
保
証
委
員
会
と
、教

育
の
内
部
質
保
証
に
係
る
具
体
的
取
組
を
推
進
す
る
教
育
質
保
証

委
員
会
と
が
中
心
と
な
っ
て
学
部
・
研
究
科
、
大
学
評
価
・
Ｉ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
、
教
育
基
盤
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
な
が
ら
各
種
取
組
を

実
施
し
て
き
た
［
図
２
］。
特
に
、
教
育
質
保
証
委
員
会
に
お
け
る

議
論
に
よ
っ
て
学
生
調
査
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
の

各
種
取
組
の
改
善
・
向
上
が
図
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
体
制
確
立
に
至
る
ま
で
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て

は
、
山
咲
（
２
０
２
３
）
に
お
い
て
整
理
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち

ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
手
順

3本
取
組
は
、
例
年
、
11
月
か
ら
12
月
の
間
に
学
科
・
専
攻
単
位

［図1］広島市立大学「教育の内部質保証（全体像）」
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で
60
～
90
分
間
で
実
施
し
て
い
る
。

事
前
準
備
と
し
て
は
、
教
育
質
保
証
委
員
会
を
通
じ
て
、
９
月

下
旬
か
ら
10
月
上
旬
頃
に
部
局
に
対
し
て
日
程
調
整
や
学
生
へ
の

周
知
、
当
日
運
営
な
ど
の
実
施
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。
参
加
学
生

の
呼
び
か
け
は
、
学
科
・
専
攻
で
実
施
し
、
卒
業
予
定
者
の
25
～

50
％
を
一
つ
の
目
安
に
募
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
日
使
用
す
る
物

品
と
し
て
、
①
卒
業
予
定
者
用
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
、
②
シ
ラ
バ

ス
、
③
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
貼
る
た
め
の
大
き
な
模
造
紙
、
④
学

生
が
意
見
を
書
く
た
め
の
付
箋
紙
（
青
、
赤
色
）
な
ど
を
用
意
し

て
い
る
。

意
見
聴
取
当
日
は
、
共
通
教
育
、
専
門
教
育
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
関
す
る
事
項
に
加
え
、
大
学
で
の
学
生
生
活
な
ど
当
該
年

度
に
尋
ね
た
い
項
目
を
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ

で
の
二
段
階
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
ず
個
人
作
業
は
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
表
、
シ
ラ
バ
ス
等
を
参
照
し
な
が
ら
項
目
ご
と
に
良
か
っ
た

点
、
改
善
し
た
ほ
う
が
良
い
点
に
つ
い
て
簡
単
な
理
由
も
あ
わ
せ

て
一
つ
の
項
目
に
つ
き
１
枚
の
付
箋
紙
に
書
き
出
し
を
行
う
［
図

３
］。
な
お
、
改
善
点
は
、
理
由
に
加
え
て
学
生
視
点
で
の
解
決
策

の
記
入
も
お
願
い
し
て
い
る
［
図
４
］。
次
に
４
～
６
名
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
同
じ
内
容
の
付
箋
紙
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
た
後
、

［図2］広島市立大学「内部質保証体制（教育）」
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で
60
～
90
分
間
で
実
施
し
て
い
る
。

事
前
準
備
と
し
て
は
、
教
育
質
保
証
委
員
会
を
通
じ
て
、
９
月

下
旬
か
ら
10
月
上
旬
頃
に
部
局
に
対
し
て
日
程
調
整
や
学
生
へ
の

周
知
、
当
日
運
営
な
ど
の
実
施
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。
参
加
学
生

の
呼
び
か
け
は
、
学
科
・
専
攻
で
実
施
し
、
卒
業
予
定
者
の
25
～

50
％
を
一
つ
の
目
安
に
募
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
日
使
用
す
る
物

品
と
し
て
、
①
卒
業
予
定
者
用
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
、
②
シ
ラ
バ

ス
、
③
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
貼
る
た
め
の
大
き
な
模
造
紙
、
④
学

生
が
意
見
を
書
く
た
め
の
付
箋
紙
（
青
、
赤
色
）
な
ど
を
用
意
し

て
い
る
。

意
見
聴
取
当
日
は
、
共
通
教
育
、
専
門
教
育
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
関
す
る
事
項
に
加
え
、
大
学
で
の
学
生
生
活
な
ど
当
該
年

度
に
尋
ね
た
い
項
目
を
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ

で
の
二
段
階
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
ず
個
人
作
業
は
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
表
、
シ
ラ
バ
ス
等
を
参
照
し
な
が
ら
項
目
ご
と
に
良
か
っ
た

点
、
改
善
し
た
ほ
う
が
良
い
点
に
つ
い
て
簡
単
な
理
由
も
あ
わ
せ

て
一
つ
の
項
目
に
つ
き
１
枚
の
付
箋
紙
に
書
き
出
し
を
行
う
［
図

３
］。
な
お
、
改
善
点
は
、
理
由
に
加
え
て
学
生
視
点
で
の
解
決
策

の
記
入
も
お
願
い
し
て
い
る
［
図
４
］。
次
に
４
～
６
名
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
同
じ
内
容
の
付
箋
紙
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
た
後
、

［図2］広島市立大学「内部質保証体制（教育）」
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［図4］「個人ワーク（改善した方が良い点）」説明資料

［図5］「グループワーク」説明資料

［図3］「個人ワーク（良かった点）」説明資料
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そ
の
内
容
を
読
み
上
げ
て
意
見
の
同
意
者
の
集
計
を
行
う
［
図
５
］。

つ
ま
り
、
個
人
単
位
で
の
意
見
聴
取
の
み
な
ら
ず
、
同
意
者
が
多

数
の
意
見
は
少
数
の
意
見
に
留
ま
ら
な
い
と
い
う
根
拠
と
も
な
る
。

実
施
後
、
意
見
聴
取
結
果
は
、
各
学
科
で
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
集
計
表
」
に
入
力
し
、
終
了
後
１
週
間
を
目

安
に
内
部
質
保
証
を
所
掌
す
る
担
当
部
署
へ
の
提
出
を
求
め
て
い

る
。
こ
の
結
果
は
、
共
通
教
育
、
専
門
教
育
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
関
す
る
事
項
に
加
え
、
大
学
で
の
学
生
生
活
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
区
分
し
て
整
理
を
行
い
、
関
係
各
所
で
各
種
取
組
の
検
証
材

料
や
学
生
視
点
で
の
認
識
し
て
い
る
問
題
を
把
握
す
る
等
の
活
用

に
つ
な
げ
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
上
の
留
意
点

4本
取
組
の
実
施
上
の
留
意
事
項
と
し
て
、
い
か
に
個
々
の
学
生

が
発
言
し
や
す
い
環
境
を
整
備
で
き
る
か
、
実
施
目
的
と
齟
齬
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
か
が
肝
と
な
る
。
そ
の
環
境
整
備
の
た
め

に
、
次
の
３
点
に
留
意
し
て
い
る
。

第
一
に
、
当
日
の
司
会
進
行
等
を
含
め
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
場
に
は
所
属
学
科
・
専
攻
の
教
員
は
原
則
同
席

し
て
い
な
い
。
卒
業
研
究
等
の
成
績
評
価
を
行
う
教
員
が
い
な
い

こ
と
は
学
生
の
心
理
的
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

第
二
に
、
個
人
作
業
を
設
け
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

他
人
の
意
見
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
一
定
の
時
間
を
か
け
て
自
ら

の
４
年
間
の
経
験
を
振
り
返
る
機
会
と
な
る
こ
と
に
加
え
て
、
付

箋
紙
で
の
書
き
出
し
が
一
人
一
人
の
意
見
聴
取
の
し
や
す
さ
に
つ

な
が
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
後
者
は
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
小
集
団

で
の
発
言
を
苦
手
と
す
る
学
生
の
意
見
を
漏
れ
な
く
聴
取
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。
第
三
に
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
お
い
て
改
善
点
に
対
す
る
意
見
交
換
等
を
す
る
過
程
で

教
員
の
人
格
な
ど
個
人
へ
の
誹
謗
中
傷
が
出
な
い
よ
う
、
意
見
聴

取
開
始
時
点
で
の
冒
頭
説
明
に
お
い
て
、
本
取
組
の
目
的
は
改
善

点
に
対
す
る
解
決
策
の
検
討
を
通
じ
て
建
設
的
に
意
見
聴
取
を
行

う
場
で
あ
る
こ
と
を
学
生
に
周
知
す
る
な
ど
の
場
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
。

お
わ
り
に

学
生
視
点
を
採
り
入
れ
た
学
生
参
画
型
の
質
保
証
を
行
う
こ

と
は
、「
学
修
者
本
位
の
教
育
」
の
実
現
に
際
し
て
は
欠
か
せ
な
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そ
の
内
容
を
読
み
上
げ
て
意
見
の
同
意
者
の
集
計
を
行
う
［
図
５
］。

つ
ま
り
、
個
人
単
位
で
の
意
見
聴
取
の
み
な
ら
ず
、
同
意
者
が
多

数
の
意
見
は
少
数
の
意
見
に
留
ま
ら
な
い
と
い
う
根
拠
と
も
な
る
。

実
施
後
、
意
見
聴
取
結
果
は
、
各
学
科
で
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
集
計
表
」
に
入
力
し
、
終
了
後
１
週
間
を
目

安
に
内
部
質
保
証
を
所
掌
す
る
担
当
部
署
へ
の
提
出
を
求
め
て
い

る
。
こ
の
結
果
は
、
共
通
教
育
、
専
門
教
育
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
関
す
る
事
項
に
加
え
、
大
学
で
の
学
生
生
活
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
区
分
し
て
整
理
を
行
い
、
関
係
各
所
で
各
種
取
組
の
検
証
材

料
や
学
生
視
点
で
の
認
識
し
て
い
る
問
題
を
把
握
す
る
等
の
活
用

に
つ
な
げ
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
上
の
留
意
点

4本
取
組
の
実
施
上
の
留
意
事
項
と
し
て
、
い
か
に
個
々
の
学
生

が
発
言
し
や
す
い
環
境
を
整
備
で
き
る
か
、
実
施
目
的
と
齟
齬
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
か
が
肝
と
な
る
。
そ
の
環
境
整
備
の
た
め

に
、
次
の
３
点
に
留
意
し
て
い
る
。

第
一
に
、
当
日
の
司
会
進
行
等
を
含
め
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
場
に
は
所
属
学
科
・
専
攻
の
教
員
は
原
則
同
席

し
て
い
な
い
。
卒
業
研
究
等
の
成
績
評
価
を
行
う
教
員
が
い
な
い

こ
と
は
学
生
の
心
理
的
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

第
二
に
、
個
人
作
業
を
設
け
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

他
人
の
意
見
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
一
定
の
時
間
を
か
け
て
自
ら

の
４
年
間
の
経
験
を
振
り
返
る
機
会
と
な
る
こ
と
に
加
え
て
、
付

箋
紙
で
の
書
き
出
し
が
一
人
一
人
の
意
見
聴
取
の
し
や
す
さ
に
つ

な
が
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
後
者
は
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
小
集
団

で
の
発
言
を
苦
手
と
す
る
学
生
の
意
見
を
漏
れ
な
く
聴
取
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。
第
三
に
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
お
い
て
改
善
点
に
対
す
る
意
見
交
換
等
を
す
る
過
程
で

教
員
の
人
格
な
ど
個
人
へ
の
誹
謗
中
傷
が
出
な
い
よ
う
、
意
見
聴

取
開
始
時
点
で
の
冒
頭
説
明
に
お
い
て
、
本
取
組
の
目
的
は
改
善

点
に
対
す
る
解
決
策
の
検
討
を
通
じ
て
建
設
的
に
意
見
聴
取
を
行

う
場
で
あ
る
こ
と
を
学
生
に
周
知
す
る
な
ど
の
場
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
。

お
わ
り
に

学
生
視
点
を
採
り
入
れ
た
学
生
参
画
型
の
質
保
証
を
行
う
こ

と
は
、「
学
修
者
本
位
の
教
育
」
の
実
現
に
際
し
て
は
欠
か
せ
な
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い
。
私
論
で
は
あ
る
が
、「
学
修
者
本
位
の
教
育
」へ
の
転
換
に
は

三
つ
の
条
件
を
揃
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
第
一
に

Ｄ
Ｐ
の
学
修
目
標
の
到
達
に
向
け
て
順
次
性
、
体
系
性
の
あ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
組
織
的
な
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
、
第
二
に
大
学
が
学
修
成
果
を
測
定
し
、
学
生
の
実
態
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
学
生
自
ら
が
状
況
を
把
握
す
る
（
気
づ
く
）
機
会

を
設
け
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
学
修
者
視
点
が
含
ま
れ
、
そ
れ
を

踏
ま
え
た
補
正
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
最
後
に

挙
げ
た
学
修
者
視
点
を
踏
ま
え
た
補
正
は
重
要
で
あ
る
。
教
員
視

点
に
よ
る
評
価
で
は
、
設
定
し
た
評
価
指
標
に
対
す
る
デ
ー
タ
等

を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
か
ら
客
観
性
は
担
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
教
員
自
ら
の
学
修
経
験
に
よ
る
潜
在
的
な
バ
イ
ア
ス
が
か
か

り
、
学
生
の
実
態
と
は
異
な
る
解
釈
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。
学

生
視
点
を
踏
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
す
る
評
価
を
踏
ま
え
る

こ
と
で
、
評
価
へ
の
補
正
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
本
学
で

は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
の
取
組
に
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
例
年
11
月
か
ら
12
月
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
学
生
視
点
を
交
え
た
評
価
に
つ
な
が

る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
る
［
図
６
］。

こ
の
学
生
視
点
で
の
補
正
は
、
単
な
る
意
見
だ
け
で
は
な
く
改

［図6］教育の内部質保証に係る取組の実施プロセス
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善
策
な
ど
の
助
言
を
含
め
て
い
る
た
め
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
学
生

参
画
が
実
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

検
証
や
改
善
等
を
検
討
す
る
会
議
体
に
学
生
代
表
が
参
画
す
る
な

ど
の
よ
り
踏
み
込
ん
だ
学
生
参
画
の
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
た

め
、
今
後
、
改
善
の
余
地
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
評
価
や
改
善

策
な
ど
の
検
討
に
ま
で
学
生
視
点
を
採
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

初
め
て
「
学
修
者
本
位
の
教
育
」
の
基
盤
を
整
備
し
た
と
言
え
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
本
稿
は
手
元
の
資
料
な
ど
を
再
確
認
し
可
能
な
限
り
事
実

に
即
し
て
記
述
し
た
が
、
内
容
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で
筆
者
の
個

人
的
見
解
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

〈
参
考
文
献
〉

山
口
一
裕
、
大
山
香
織
、
重
松
利
信
、
山
咲
博
昭
、
野
間
川
内
一
樹
、
秦
敬
治
（
２
０

２
０
）「
大
学
の
教
育
改
善
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
取
り

組
み
」
岡
山
理
科
大
学
教
育
実
践
研
究
（
４
）,pp77-83.

山
咲
博
昭
（
２
０
２
３
）「
教
育
の
内
部
質
保
証
の
確
立
と
運
用
を
意
識
し
た
取
組
に

つ
い
て
―
広
島
市
立
大
学
で
の
Ｉ
Ｒ
組
織
の
設
置
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
標
準
化
ま
で
―
」
大
学
評
価
と
Ｉ
Ｒ
（
16
）,pp30-42.
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善
策
な
ど
の
助
言
を
含
め
て
い
る
た
め
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
学
生

参
画
が
実
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

検
証
や
改
善
等
を
検
討
す
る
会
議
体
に
学
生
代
表
が
参
画
す
る
な

ど
の
よ
り
踏
み
込
ん
だ
学
生
参
画
の
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
た

め
、
今
後
、
改
善
の
余
地
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
評
価
や
改
善

策
な
ど
の
検
討
に
ま
で
学
生
視
点
を
採
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

初
め
て
「
学
修
者
本
位
の
教
育
」
の
基
盤
を
整
備
し
た
と
言
え
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
本
稿
は
手
元
の
資
料
な
ど
を
再
確
認
し
可
能
な
限
り
事
実

に
即
し
て
記
述
し
た
が
、
内
容
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で
筆
者
の
個

人
的
見
解
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

〈
参
考
文
献
〉

山
口
一
裕
、
大
山
香
織
、
重
松
利
信
、
山
咲
博
昭
、
野
間
川
内
一
樹
、
秦
敬
治
（
２
０

２
０
）「
大
学
の
教
育
改
善
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
取
り

組
み
」
岡
山
理
科
大
学
教
育
実
践
研
究
（
４
）,pp77-83.

山
咲
博
昭
（
２
０
２
３
）「
教
育
の
内
部
質
保
証
の
確
立
と
運
用
を
意
識
し
た
取
組
に

つ
い
て
―
広
島
市
立
大
学
で
の
Ｉ
Ｒ
組
織
の
設
置
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
標
準
化
ま
で
―
」
大
学
評
価
と
Ｉ
Ｒ
（
16
）,pp30-42.
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は
じ
め
に

本
稿
は
、「
日
本
の
大
学
に
お
け
る
学
生
参
画
の
現
状
と
今
後

の
可
能
性
」
に
つ
い
て
論
じ
る
目
的
で
、
認
証
評
価
機
関
で
あ
る

大
学
基
準
協
会
の
学
生
参
画
に
関
す
る
取
組
を
紹
介
す
る
。
な
お
、

筆
者
は
、
こ
の
取
組
に
調
査
研
究
員
・
委
員
会
委
員
と
し
て
参
加

し
た
（
現
在
も
継
続
し
て
参
加
）。

大
学
基
準
協
会
は
、「
高
等
教
育
質
保
証
機
関
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（International N

etw
ork for Q

uality A
ssurance 

A
gencies in H

igher Education

：
Ｉ
Ｎ
Ｑ
Ａ
Ａ
Ｈ
Ｅ
）
の

外
部
評
価
を
２
０
２
２
年
に
受
審
し
た
。
そ
の
評
価
結
果
は
Ｉ
Ｎ

Ｑ
Ａ
Ａ
Ｈ
Ｅ
「
外
部
評
価
報
告
書
」（
日
本
語
版
）
と
し
て
公
表

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
（
Ｉ
Ｎ
Ｑ
Ａ
Ａ
Ｈ
Ｅ
２
０
２
２
：
15

ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
と
、
日
本
の
認
証
評
価
制
度
に
は
、「
学
生
及
び

卒
業
生
・
修
了
生
は
、
評
価
者
が
実
地
調
査
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

実
施
す
る
場
合
を
除
き
、
認
証
評
価
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
し
て
い
な

い
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｎ
Ｑ
Ａ
Ａ
Ｈ
Ｅ
の
審

査
委
員
会
は
、
大
学
基
準
協
会
が
「
２
０
２
５
年
か
ら
の
大
学
評

価
（
第
４
期
の
機
関
別
認
証
評
価
）
に
向
け
た
評
価
基
準
の
改
定

に
、
学
生
・
卒
業
生
・
修
了
生
な
ら
び
に
産
業
界
の
代
表
を
参
加

さ
せ
、
こ
れ
ら
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
認
証
評
価
プ
ロ
セ
ス
に

参
加
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
体
系
化
す
る
こ
と
を
勧
告
」（
Ｉ
Ｎ
Ｑ

Ａ
Ａ
Ｈ
Ｅ
２
０
２
２
：
16
ペ
ー
ジ
）
し
た
。

こ
の
勧
告
を
受
け
て
、
大
学
基
準
協
会
は
、「
学
生
参
画
」
を

「
喫
緊
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
」（
原
２
０
２
４
：

68
ペ
ー
ジ
）
に
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
実
際
に
、
勧
告
を
受
け
た

翌
年
の
２
０
２
３
年
に
、
大
学
基
準
協
会
付
置
研
究
所
で
あ
る

「
大
学
評
価
研
究
所
」
の
中
に
「
質
保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ

り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
部
会
」
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
部
会
は
、

「
我
が
国
に
お
け
る
評
価
プ
ロ
セ
ス
へ
の
学
生
参
画
の
あ
り
方
を
探

る
」
目
的
で
、
学
生
参
画
に
関
す
る
理
論
面
の
研
究
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
大
学
に
お
け
る
学
生
参
画
の

現
状
と
今
後
の
可
能
性

― 
大
学
基
準
協
会
の
学
生
参
画
に
関
す
る

　取
組
の
紹
介 

―

田
中 

正
弘

筑
波
大
学
准
教
授
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学
生
参
画
の
国
内
事
例
を
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し

て
調
査
し
た
。
な
お
、
先
記
し
た
よ
う
に
、
筆
者
は
、
こ
の
部
会

に
調
査
研
究
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
、

こ
の
部
会
の
研
究
成
果
を
次
節
で
記
述
し
た
い
。

調
査
研
究
報
告
書

1「
質
保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

部
会
」
は
「
質
保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
調

査
研
究
報
告
書
」
を
２
０
２
４
年
９
月
30
日
に
公
表
し
た
。
こ
の

報
告
書
は
、
４
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
１
部
は
理
論
の
構
築
、

第
２
部
は
ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
、
第
３
部

は
海
外
調
査
の
結
果
、
第
４
部
は
ま
と
め
が
そ
れ
ぞ
れ
記
述
さ
れ

て
い
る
。

報
告
書
第
1
部

第
１
部
の
理
論
の
構
築
を
担
当
し
た
の
は
、
山
田
勉
で
あ
る
。

「
日
本
型
」
の
学
生
参
画
の
理
論
構
築
に
向
け
て
、
山
田
（
２
０
２

４
：
５
ペ
ー
ジ
）
は
、「
な
ぜ
学
生
参
画
は
質
保
証
に
つ
な
が
る
の

か
」
と
い
う
自
ら
の
問
い
に
答
え
る
形
で
、
学
生
参
画
は
な
ぜ
質

保
証
に
不
可
欠
な
の
か
を
理
論
的
に
説
明
し
よ
う
と
試
み
た
。

学
生
参
画
の
必
要
性
は
、
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
な
ど
で
近

年
繰
返
し
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
答
申
「
新
た
な
時
代
を

見
据
え
た
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
（
審
議
ま

と
め
）」（
２
０
２
２
年
３
月
18
日
）
は
、
内
部
質
保
証
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
、「
学
生
や
社
会
の
声
を
反
映
し
つ
つ
不
断
の
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
」（
２
０
２
２
：
７
ペ
ー
ジ
）
や
「
大
学
自

身
が
学
生
や
社
会
の
声
を
受
け
止
め
な
が
ら
自
己
の
教
育
研
究
活

動
を
振
り
返
り
、
不
断
に
検
証
し
つ
つ
、
改
善
・
充
実
し
て
い
く

こ
と
」（
２
０
２
２
：
31
ペ
ー
ジ
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
は

い
え
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
山
田

（
２
０
２
４
：
６
ペ
ー
ジ
）
は
、
答
申
の
記
述
で
は
「
必
ず
し
も
明

ら
か
と
は
言
え
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
の
学
生
の
声
は
、
学
修
者
本
位
の
教
育
の
実

現
と
、
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
、
適
切
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い

な
い
。
む
し
ろ
『
学
生
や
社
会
の
声
を
受
け
止
め
』『
不
断
の
見
直

し
が
行
わ
れ
』『
検
証
し
つ
つ
、
改
善
・
充
実
』
す
れ
ば
良
い
と
単

純
化
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
」
と
断
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
、「
学
生
の
声
」（student voice

）
が
学
修
者
本
位

の
教
育
の
実
現
に
つ
な
が
る
の
か
に
つ
い
て
探
る
目
的
で
、
山
田

61

Special feature



学
生
参
画
の
国
内
事
例
を
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し

て
調
査
し
た
。
な
お
、
先
記
し
た
よ
う
に
、
筆
者
は
、
こ
の
部
会

に
調
査
研
究
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
、

こ
の
部
会
の
研
究
成
果
を
次
節
で
記
述
し
た
い
。

調
査
研
究
報
告
書

1「
質
保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

部
会
」
は
「
質
保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
調

査
研
究
報
告
書
」
を
２
０
２
４
年
９
月
30
日
に
公
表
し
た
。
こ
の

報
告
書
は
、
４
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
１
部
は
理
論
の
構
築
、

第
２
部
は
ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
、
第
３
部

は
海
外
調
査
の
結
果
、
第
４
部
は
ま
と
め
が
そ
れ
ぞ
れ
記
述
さ
れ

て
い
る
。

報
告
書
第
1
部

第
１
部
の
理
論
の
構
築
を
担
当
し
た
の
は
、
山
田
勉
で
あ
る
。

「
日
本
型
」
の
学
生
参
画
の
理
論
構
築
に
向
け
て
、
山
田
（
２
０
２

４
：
５
ペ
ー
ジ
）
は
、「
な
ぜ
学
生
参
画
は
質
保
証
に
つ
な
が
る
の

か
」
と
い
う
自
ら
の
問
い
に
答
え
る
形
で
、
学
生
参
画
は
な
ぜ
質

保
証
に
不
可
欠
な
の
か
を
理
論
的
に
説
明
し
よ
う
と
試
み
た
。

学
生
参
画
の
必
要
性
は
、
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
な
ど
で
近

年
繰
返
し
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
答
申
「
新
た
な
時
代
を

見
据
え
た
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
（
審
議
ま

と
め
）」（
２
０
２
２
年
３
月
18
日
）
は
、
内
部
質
保
証
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
、「
学
生
や
社
会
の
声
を
反
映
し
つ
つ
不
断
の
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
」（
２
０
２
２
：
７
ペ
ー
ジ
）
や
「
大
学
自

身
が
学
生
や
社
会
の
声
を
受
け
止
め
な
が
ら
自
己
の
教
育
研
究
活

動
を
振
り
返
り
、
不
断
に
検
証
し
つ
つ
、
改
善
・
充
実
し
て
い
く

こ
と
」（
２
０
２
２
：
31
ペ
ー
ジ
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
は

い
え
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
山
田

（
２
０
２
４
：
６
ペ
ー
ジ
）
は
、
答
申
の
記
述
で
は
「
必
ず
し
も
明

ら
か
と
は
言
え
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
の
学
生
の
声
は
、
学
修
者
本
位
の
教
育
の
実

現
と
、
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
、
適
切
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い

な
い
。
む
し
ろ
『
学
生
や
社
会
の
声
を
受
け
止
め
』『
不
断
の
見
直

し
が
行
わ
れ
』『
検
証
し
つ
つ
、
改
善
・
充
実
』
す
れ
ば
良
い
と
単

純
化
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
」
と
断
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
、「
学
生
の
声
」（student voice

）
が
学
修
者
本
位

の
教
育
の
実
現
に
つ
な
が
る
の
か
に
つ
い
て
探
る
目
的
で
、
山
田
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（
２
０
２
４
：
11-

20
ペ
ー
ジ
）
は
、「
学
生
を
大
学
組
織
の
一
員
と

し
て
ど
う
位
置
づ
け
て
い
く
か
」
と
い
う
難
題
に
、
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
具
体
的
に
、
学
生
の
複
合
的
立
場
を
「
政
治

的
主
体
」「
経
済
的
主
体
」「
学
習
主
体
」
に
分
け
て
考
察
し
、
そ

の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
学
生
に
と
っ
て
の
大
学
は
ど
の
よ
う
な
場

で
あ
る
か
を
左
記
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
大
学
は
、学
生
に
と
っ
て
、能
動
的
市
民
と
し
て
の
生
活
に
向
け

て
準
備
を
す
る
場
で
あ
り（
政
治
的
主
体
）、自
ら
が
当
事
者
と
し
て

能
動
的
に
生
産
に
参
加
し（
経
済
的
主
体
）、質
向
上
サ
ー
ク
ル
に

示
さ
れ
た
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
循
環
の
当
事
者（
学
習
主
体
）

と
し
て
、教
授
、学
習
活
動
、評
価
の
組
織
化
に
参
加
す
る
場
で
あ

る（
山
田
２
０
２
４
：
17
ペ
ー
ジ
）。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
「
共
同
体
」
の
一
員
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
学
生
は
、「
リ
ス
ク
を
自
ら
と
り
、
教
員
か
ら
の
支

援
が
あ
る
と
い
う
信
頼
を
保
持
し
な
が
ら
、
当
事
者
と
し
て
の
生

産
に
参
加
し
始
め
る
こ
と
に
な
る
」（
山
田
２
０
２
４
：
18
ペ
ー

ジ
）
の
で
あ
る
。

第
１
部
の
ま
と
め
と
し
て
、
山
田
（
２
０
２
４
： 

32
ペ
ー
ジ
）

は
、「
な
ぜ
学
生
参
画
は
質
保
証
に
つ
な
が
る
の
か
。
端
的
に
言
え

ば
、
学
生
が
『
主
体
』
と
し
て
多
様
な
生
産
に
参
画
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
『
学
生
の
学
び
』
が
生
ま
れ
、
学
習
当
事
者
で
あ
る
学
生

の
意
見
を
公
に
検
証
す
る
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
『
大
学

の
学
び
』
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
、
冒
頭
で
掲
げ
た
自
ら

の
問
い
に
回
答
を
示
し
て
い
る
。
参
画
す
る
学
生
の
主
体
性
が
学

生
参
画
に
は
重
要
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
、
本
稿
の
筆
者
も
大
い

に
賛
同
す
る
。

報
告
書
第
2
部

報
告
書
の
第
２
部
に
お
い
て
、
武
寛
子
と
川
上
忠
重
が
国
内
大

学
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結

果
を
分
析
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
武
（
２
０
２
４
）
が
担
当
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
主
に
記
述
し
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
日
本
の
大
学
（
７
８
５
校
）
を
対
象
に

２
０
２
３
年
10
月
24
日
か
ら
11
月
27
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、
そ

の
回
収
率
は
50・６
％
（
３
９
７
校
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
の

分
析
結
果
に
よ
る
と
、「
学
生
参
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、『
授
業

評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
』（
３
７
２
校
、
93・７
％
）
が
最

も
多
い
。
次
に
、『
学
生
の
学
習
実
態
調
査
を
実
施
す
る
』（
２
４
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８
校
、
62・５
％
）、『
大
学
教
育
全
般
に
つ
い
て
学
生
の
意
見
を
聴

取
す
る
』（
２
０
５
校
、
51・６
％
）、『
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動

等
を
通
じ
て
、
教
育
環
境
の
改
善
に
向
け
た
意
見
を
聴
取
す
る
』

（
１
３
６
校
、
34・３
％
）、『
複
数
名
の
学
生
に
依
頼
し
、
授
業
の

改
善
点
に
関
す
る
意
見
を
聴
取
す
る
』（
１
１
１
校
、
28
％
）
で

あ
っ
た
」（
武
２
０
２
４
：
42
）。
学
生
の
意
見
を
聴
取
す
る
間
接

的
な
学
生
参
画
が
概
ね
普
及
し
て
い
る
の
は
、
認
証
評
価
機
関
が

定
め
る
評
価
基
準
な
ど
に
お
い
て
、
学
生
の
意
見
を
大
学
教
育
の

質
の
維
持
向
上
に
活
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
例
：

大
学
基
準
協
会
の
基
準
４
「
教
育
・
学
習
」
評
価
項
目
⑥
〈
評
価

の
視
点
〉「
外
部
の
視
点
や
学
生
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
自

己
点
検
・
評
価
の
客
観
性
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る

か
」）
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

間
接
的
な
学
生
参
画
が
広
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
学
生
が
大
学

運
営
に
直
に
関
与
す
る
直
接
的
な
学
生
参
画
は
普
及
し
て
い
る
と

は
い
い
が
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
左
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も

現
れ
て
い
る
：「
学
生
が
大
学
や
法
人
の
委
員
会
等
に
参
加
す
る
」

（
54
校
、
13・６
％
）、「
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
を
学
生
と
教
職

員
と
が
協
働
で
行
う
」（
21
校
、
５・３
％
）、「
学
生
発
案
型
授
業

を
実
施
す
る
」（
19
校
、
４・８
％
）、「
授
業
評
価
の
設
計
お
よ
び

分
析
を
学
生
と
教
職
員
と
で
協
働
に
行
う
」（
14
校
、
３・５
％
）、

「
大
学
教
育
の
評
価
に
つ
い
て
学
生
が
学
生
意
見
書
を
作
成
す
る
」

（
８
校
、
２
％
）」（
武
２
０
２
４
：
42
ペ
ー
ジ
）。
た
だ
し
、
割
合

と
し
て
は
多
い
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
直
接
的
な
学
生
参
画
も

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
稿
の
読
者
に
と
っ
て
驚
く
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。
な
お
、
教
務
委
員
会
や
評
価
委
員
会
な
ど
に
参
画

す
る
学
生
の
中
に
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
は
な
く
、
発
言
権
や
議

決
権
を
与
え
ら
れ
た
者
（
教
員
な
ど
と
対
等
な
立
場
で
参
画
し
た

学
生
）
も
少
な
か
ら
ず
い
た
（
詳
細
は
武
２
０
２
４
：
43-

44
ペ
ー

ジ
を
参
照
の
こ
と
）。

右
記
の
点
に
つ
い
て
、も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
学
生
の

役
割
を
発
展
段
階
的
に
４
つ
の
類
型
に
分
け
て
論
じ
た
の
が
、
ケ

イ
ほ
か
（Kay et.al.

２
０
１
０
：
２
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。
な
お
、

著
者
は
、
左
記
の
①
と
②
は
学
生
の
立
場
が
情
報
提
供
者
に
留
ま

る
の
で
「
学
生
参
加
」、
③
と
④
は
学
生
の
立
場
が
教
職
員
と
協
働

す
る
専
門
家
に
な
る
の
で
「
学
生
参
画
」
に
そ
れ
ぞ
れ
区
別
し
て

い
る
。

①
「
評
価
者
と
し
て
の
学
生
」（Students as evaluators

）

役
割
： 

学
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
回
答
す
る
間
接
的
な
情
報
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８
校
、
62・５
％
）、『
大
学
教
育
全
般
に
つ
い
て
学
生
の
意
見
を
聴

取
す
る
』（
２
０
５
校
、
51・６
％
）、『
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動

等
を
通
じ
て
、
教
育
環
境
の
改
善
に
向
け
た
意
見
を
聴
取
す
る
』

（
１
３
６
校
、
34・３
％
）、『
複
数
名
の
学
生
に
依
頼
し
、
授
業
の

改
善
点
に
関
す
る
意
見
を
聴
取
す
る
』（
１
１
１
校
、
28
％
）
で

あ
っ
た
」（
武
２
０
２
４
：
42
）。
学
生
の
意
見
を
聴
取
す
る
間
接

的
な
学
生
参
画
が
概
ね
普
及
し
て
い
る
の
は
、
認
証
評
価
機
関
が

定
め
る
評
価
基
準
な
ど
に
お
い
て
、
学
生
の
意
見
を
大
学
教
育
の

質
の
維
持
向
上
に
活
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
例
：

大
学
基
準
協
会
の
基
準
４
「
教
育
・
学
習
」
評
価
項
目
⑥
〈
評
価

の
視
点
〉「
外
部
の
視
点
や
学
生
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
自

己
点
検
・
評
価
の
客
観
性
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る

か
」）
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

間
接
的
な
学
生
参
画
が
広
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
学
生
が
大
学

運
営
に
直
に
関
与
す
る
直
接
的
な
学
生
参
画
は
普
及
し
て
い
る
と

は
い
い
が
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
左
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も

現
れ
て
い
る
：「
学
生
が
大
学
や
法
人
の
委
員
会
等
に
参
加
す
る
」

（
54
校
、
13・６
％
）、「
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
を
学
生
と
教
職

員
と
が
協
働
で
行
う
」（
21
校
、
５・３
％
）、「
学
生
発
案
型
授
業

を
実
施
す
る
」（
19
校
、
４・８
％
）、「
授
業
評
価
の
設
計
お
よ
び

分
析
を
学
生
と
教
職
員
と
で
協
働
に
行
う
」（
14
校
、
３・５
％
）、

「
大
学
教
育
の
評
価
に
つ
い
て
学
生
が
学
生
意
見
書
を
作
成
す
る
」

（
８
校
、
２
％
）」（
武
２
０
２
４
：
42
ペ
ー
ジ
）。
た
だ
し
、
割
合

と
し
て
は
多
い
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
直
接
的
な
学
生
参
画
も

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
稿
の
読
者
に
と
っ
て
驚
く
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。
な
お
、
教
務
委
員
会
や
評
価
委
員
会
な
ど
に
参
画

す
る
学
生
の
中
に
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
は
な
く
、
発
言
権
や
議

決
権
を
与
え
ら
れ
た
者
（
教
員
な
ど
と
対
等
な
立
場
で
参
画
し
た

学
生
）
も
少
な
か
ら
ず
い
た
（
詳
細
は
武
２
０
２
４
：
43-

44
ペ
ー

ジ
を
参
照
の
こ
と
）。

右
記
の
点
に
つ
い
て
、も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
学
生
の

役
割
を
発
展
段
階
的
に
４
つ
の
類
型
に
分
け
て
論
じ
た
の
が
、
ケ

イ
ほ
か
（Kay et.al.

２
０
１
０
：
２
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。
な
お
、

著
者
は
、
左
記
の
①
と
②
は
学
生
の
立
場
が
情
報
提
供
者
に
留
ま

る
の
で
「
学
生
参
加
」、
③
と
④
は
学
生
の
立
場
が
教
職
員
と
協
働

す
る
専
門
家
に
な
る
の
で
「
学
生
参
画
」
に
そ
れ
ぞ
れ
区
別
し
て

い
る
。

①
「
評
価
者
と
し
て
の
学
生
」（Students as evaluators

）

役
割
： 
学
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
回
答
す
る
間
接
的
な
情
報
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提
供
者

②
「
参
加
者
と
し
て
の
学
生
」（Students as participants

）

役
割
： 

会
議
な
ど
に
参
加
し
、
意
見
を
述
べ
る
直
接
的
な
情
報

提
供
者

③
「 
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
学
生
」（Students as partners, 

co-creators and experts

）

役
割
： 

教
職
員
と
対
等
な
立
場
で
教
育
改
善
に
関
与
す
る

専
門
家

④
「 

改
革
者
と
し
て
の
学
生
」（Students as change 

agents

）

役
割
： 

教
育
改
善
を
自
ら
立
案
し
、
そ
の
実
現
を
主
導
す
る

専
門
家

大
学
基
準
協
会
の
調
査
研
究
報
告
書
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う

な
類
型
を
用
い
て
、
日
本
の
大
学
に
お
け
る
学
生
参
画
の
現
状
を

調
査
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
が
［
表
１
］
で
あ
る
。

［
表
１
］
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、「
学
生
の
声
」
を
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
の
手
法
で
聴
取
し
て
い
る
大
学
は
多
い
（
84・１
％
）。
し

か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
「
学
生
参
加
」
で
し
か
な
い
。
学
生
参
加

で
は
な
く
、
学
生
参
画
を
実
現
で
き
て
い
る
、
つ
ま
り
、
学
生
が

専
門
家
と
し
て
教
職
員
と
対
等
な
立
場
（
パ
ー
ト
ナ
ー
ま
た
は
改

革
の
主
導
者
）
で
大
学
運
営
に
関
与
で
き
て
い
る
大
学
は
ご
く
僅

か
で
し
か
な
い
。
特
に
、
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
学
生
参
画
の
実

例
が
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
の
課
題
で
あ
る
。
こ

の
課
題
に
つ
い
て
、
武
（
２
０
２
４
：
61
ペ
ー
ジ
）
は
左
記
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　
教
育
研
究
や
経
営
に
関
す
る
重
要
事
項
の
審
議
に
関
す
る
大
学

［表1］学生参画のタイプ別にみる割合（N=397）
出典：武寛子（2024）「アンケート調査」、大学基準協会大学評
価研究所「質保証における学生参画のあり方に関する調査研
究報告書」、38-61、51頁（本稿の著者が微修正を加えた）。

度数 %

非参画型（いずれの学生参画の取組も
実施していない） 24 6.0

間接型（授業評価アンケートや学習実態
調査の実施のみ） 334 84.1

協働型（学生と教員が協働してプログラ
ムの評価を行う） 29 7.3

関与型（学生が学内の委員会に発言権
をもって関与する） 9 2.3

意志決定参画型（学生が大学の意志決
定機関に議決権をもって関与する） 1 0.3

合計 397 100
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ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
学
生
参
画
に
つ
い
て
は
、極
め
て
少
な
い
。
大
学

ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
学
生
参
画
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
も
す
べ
て

の
大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、ど
の
程
度
学
生
が

参
画
す
る
か
は
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
学

生
参
画
の
事
例
と
課
題
を
今
後
さ
ら
に
蓄
積
し
、い
か
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
歴
史
文
化
に
適
し
た「
学
生
参
画
」の
あ
り
方
を
考
え
て

い
く
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
好
例
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
、
こ

れ
が
日
本
の
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
な
お
、
そ
の

好
例
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
調
査
対
象
校
：
岡
山
大
学
、
芝
浦

工
業
大
学
、
創
価
大
学
、
北
翔
大
学
、
北
海
道
教
育
大
学
、
龍
谷

大
学
、
新
見
公
立
大
学
、
東
京
女
子
医
科
大
学
、
仙
台
白
百
合
女

子
大
学
、
熊
本
大
学
）
の
成
果
と
し
て
ま
と
め
た
の
が
、
川
上
忠

重
（
２
０
２
４
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
詳
細
は
本
稿
で
は
割

愛
す
る
。
同
様
に
、
報
告
書
の
第
３
部
に
海
外
調
査
（
ア
メ
リ
カ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
台
湾
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
）
の
結
果
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
割
愛
す
る
。

報
告
書
第
４
部

報
告
書
の
第
４
部
は
全
体
の
ま
と
め
で
、
堀
井
祐
介
が
担
当
し

た
。
堀
井
（
２
０
２
４
：
１
１
３
ペ
ー
ジ
）
は
、「
内
部
質
保
証
及

び
外
部
質
保
証
へ
の
「
学
生
参
画
」
に
対
す
る
意
識
向
上
へ
の
継

続
的
取
り
組
み
が
一
番
重
要
で
あ
る
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、
左

記
の
よ
う
な
提
言
を
掲
げ
て
い
る
。

　
執
行
部
を
含
む
大
学
関
係
者
、学
生
、認
証
評
価
機
関
関
係
者
、

文
部
科
学
省
等
の
高
等
教
育
政
策
立
案
関
係
者
、広
く
は
日
本
社

会
全
体
に
対
し
て
、大
学
と
い
う
社
会
的
公
器
に
お
い
て
、学
生
は

消
費
者
、お
客
様
で
は
な
く
、単
な
る
学
習
者
で
も
な
く
、自
ら
の

所
属
す
る
組
織
で
あ
る
大
学
の
社
会
的
地
位
向
上
に
つ
な
が
る
質

保
証
活
動
の
当
事
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、そ
の
た
め
、高
等
教
育

質
保
証
に
お
い
て
学
生
参
画
は
必
要
で
あ
り
、重
要
で
あ
る
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。（
堀
井

２
０
２
４
：
１
１
３
ペ
ー
ジ
）

学
生
は
「
質
保
証
活
動
の
当
事
者
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
日

本
全
体
に
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
と
、
本
稿
の
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
学
生

は
質
保
証
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
当
事
者
で
も
あ
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ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
学
生
参
画
に
つ
い
て
は
、極
め
て
少
な
い
。
大
学

ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
学
生
参
画
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
も
す
べ
て

の
大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、ど
の
程
度
学
生
が

参
画
す
る
か
は
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
学

生
参
画
の
事
例
と
課
題
を
今
後
さ
ら
に
蓄
積
し
、い
か
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
歴
史
文
化
に
適
し
た「
学
生
参
画
」の
あ
り
方
を
考
え
て

い
く
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
好
例
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
、
こ

れ
が
日
本
の
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
な
お
、
そ
の

好
例
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
調
査
対
象
校
：
岡
山
大
学
、
芝
浦

工
業
大
学
、
創
価
大
学
、
北
翔
大
学
、
北
海
道
教
育
大
学
、
龍
谷

大
学
、
新
見
公
立
大
学
、
東
京
女
子
医
科
大
学
、
仙
台
白
百
合
女

子
大
学
、
熊
本
大
学
）
の
成
果
と
し
て
ま
と
め
た
の
が
、
川
上
忠

重
（
２
０
２
４
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
詳
細
は
本
稿
で
は
割

愛
す
る
。
同
様
に
、
報
告
書
の
第
３
部
に
海
外
調
査
（
ア
メ
リ
カ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
台
湾
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
）
の
結
果
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
割
愛
す
る
。

報
告
書
第
４
部

報
告
書
の
第
４
部
は
全
体
の
ま
と
め
で
、
堀
井
祐
介
が
担
当
し

た
。
堀
井
（
２
０
２
４
：
１
１
３
ペ
ー
ジ
）
は
、「
内
部
質
保
証
及

び
外
部
質
保
証
へ
の
「
学
生
参
画
」
に
対
す
る
意
識
向
上
へ
の
継

続
的
取
り
組
み
が
一
番
重
要
で
あ
る
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、
左

記
の
よ
う
な
提
言
を
掲
げ
て
い
る
。

　
執
行
部
を
含
む
大
学
関
係
者
、学
生
、認
証
評
価
機
関
関
係
者
、

文
部
科
学
省
等
の
高
等
教
育
政
策
立
案
関
係
者
、広
く
は
日
本
社

会
全
体
に
対
し
て
、大
学
と
い
う
社
会
的
公
器
に
お
い
て
、学
生
は

消
費
者
、お
客
様
で
は
な
く
、単
な
る
学
習
者
で
も
な
く
、自
ら
の

所
属
す
る
組
織
で
あ
る
大
学
の
社
会
的
地
位
向
上
に
つ
な
が
る
質

保
証
活
動
の
当
事
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、そ
の
た
め
、高
等
教
育

質
保
証
に
お
い
て
学
生
参
画
は
必
要
で
あ
り
、重
要
で
あ
る
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。（
堀
井

２
０
２
４
：
１
１
３
ペ
ー
ジ
）

学
生
は
「
質
保
証
活
動
の
当
事
者
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
日

本
全
体
に
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
と
、
本
稿
の
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
学
生

は
質
保
証
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
当
事
者
で
も
あ
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る
、
こ
の
認
識
で
な
け
れ
ば
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
質

保
証
活
動
へ
の
参
画
を
経
て
、
学
生
が
有
意
義
な
指
摘
を
し
て
も
、

学
生
が
議
決
権
を
行
使
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
質
保
証
活
動
の

「
責
任
あ
る
」
当
事
者
に
は
な
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
学
生
参
画
が
日
本
の
文
脈
に
お
い
て

ど
れ
ほ
ど
困
難
な
課
題
で
あ
る
か
は
、
筆
者
は
理
解
し
て
い
る
つ

も
り
で
あ
る
（Tanaka 

２
０
１
９
）。
ま
ず
は
、
質
保
証
活
動

へ
の
参
加
だ
け
に
絞
っ
て
、
学
生
参
画
を
広
め
て
い
く
べ
き
だ
と

い
う
意
見
に
は
、
そ
の
実
現
性
の
観
点
か
ら
、
一
理
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

そ
れ
で
は
、
右
記
の
調
査
研
究
報
告
書
を
作
成
し
た
大
学
基
準

協
会
は
、
内
部
質
保
証
へ
の
学
生
参
画
の
普
及
に
関
し
て
、そ
の
後

に
い
か
な
る
検
討
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
大

学
基
準
協
会
の
「
質
保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
検
討
小
委
員
会
」

に
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
立
場
か
ら
、
そ
の
検
討
の
内
容
※
１

を
紹
介
し
た
い
。

質
保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
検
討
小
委
員
会

2質
保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
検
討
小
委
員
会
は
、
２
０
２
５
年

５
月
の
時
点
で
、
学
生
参
画
を
推
進
し
て
い
く
際
に
参
照
す
る
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
評
価
活
動
に
参
画
す
る
学
生
の
研
修
制
度

に
つ
い
て
、
主
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
大

学
向
け
と
学
生
向
け
の
２
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
概
要
版
を
作

成
す
る
予
定
で
あ
る
。
概
要
版
（
未
定
稿
）
は
、
今
の
と
こ
ろ
、

６
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
両
面
見
開
き
型
の
３
頁
に
ま
と
め
る
分
量
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
ス
ラ
イ
ド
の
タ
イ
ト
ル
案
（
大
学
向
け
の

概
要
版
）
は
、
⑴
「
学
生
参
画
と
は
」、
⑵
「
学
生
参
画
の
範
囲
」、

⑶
「
大
学
に
お
け
る
学
生
の
位
置
づ
け
」、
⑷
「
学
生
代
表
の
選
抜

方
法
と
そ
の
役
割
」、
⑸
「
大
学
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
」、
⑹
「
大
学

に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑴
「
学
生
参
画
と
は
」
の
ス
ラ
イ
ド
に
は
、「
学
生
参
画
と
は
、

大
学
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
に
、『
学
生
の
声
』（student 

voice

）
で
あ
る
情
報
、
お
よ
び
自
ら
の
労
力
を
学
生
が
大
学
に

提
供
す
る
活
動
の
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
あ
る
。
学
生
参
画
の
定

義
に
確
立
し
た
も
の
は
存
在
し
な
い
（Brickhill et.al.

２
０
２

４
）
も
の
の
、
学
生
が
自
ら
の
情
報
や
労
力
を
何
ら
か
の
方
法
で

大
学
の
運
営
に
活
か
す
こ
と
、
と
い
う
理
解
で
世
界
的
に
概
ね
一

致
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
前
述
の
ス
ラ
イ
ド
の
説

明
に
お
い
て
、「
大
学
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
に
」
と
い
う
点
が
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強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
認
証
評
価
機
関
で
あ
る
大
学
基
準

協
会
な
ら
で
は
の
も
の
と
い
え
る
。
学
生
参
画
の
定
義
は
、
内
部

質
保
証
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
へ

の
参
画
も
含
め
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
筆
者
（
田
中
２
０
１

８
：
19
ペ
ー
ジ
）
の
定
義
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
学
生
参
画
と
は
、①
学
生
個
人
お
よ
び
同
輩
の
学
習
成
果
を
最

大
化
す
る
目
的
で
、ま
た
は
、②
大
学
教
育
の
質
を
保
証
・
向
上
さ

せ
る
目
的
で
、あ
る
い
は
、③
大
学
運
営
に
学
生
・
大
学
・
社
会
の
利

益
を
反
映
さ
せ
る
目
的
で
、学
生
が
自
ら
の
労
力
や
情
報
を
大
学

に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

⑴
「
学
生
参
画
と
は
」
の
ス
ラ
イ
ド
に
は
、
学
生
参
画
の
説
明

に
加
え
て
、
次
の
一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
：「
そ
し
て
、
そ
れ
ら

の
活
動
が
学
生
自
身
の
成
長
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
」。
学
生

参
画
が
教
育
改
善
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
の
成
長
に
も
寄
与
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た

メ
ン
バ
ー
の
思
い
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

⑵
「
学
生
参
画
の
範
囲
」
の
ス
ラ
イ
ド
に
は
、
下
記
の
よ
う
な

表
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
［
表
２
］。

こ
れ
ら
の
活
動
は
あ
く

ま
で
も
例
に
過
ぎ
ず
、
学

生
参
画
の
範
囲
は
ま
す
ま

す
多
様
な
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
本
号
の
特
集
に

お
い
て
も
、「
学
生
フ
ァ
ン

ド
レ
イ
ジ
ン
グ
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
事
例
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
近
い
将
来

に
は
、
い
ま
ま
で
思
い
付

か
な
か
っ
た
よ
う
な
範
囲

の
活
動
に
お
い
て
、
学
生

が
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

⑶
「
大
学
に
お
け
る
学

生
の
位
置
づ
け
」
は
、
意

見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ

ろ
う
。
ス
ラ
イ
ド
に
は
、

「
学
生
は
、
大
学
の
構
成

員
の
一
人
と
し
て
、
大
学

［表2］学生参画の範囲（例）
出典：大学基準協会「大学向けガイドブック」（未定稿）

①ガバナンスレベル ②内部質保証レベル ③ピアサポートレベル

①大学レベル ・ 将来戦略会議へ
の参画

・ 自己点検・評価委員会への参画
・ 全学的な学生調査

・ 全学的なピアサポート組織
の運営
・ アドミッション・サポーター
としての参画

② プログラム
レベル

・ カリキュラム委員
会への参画

・ プログラムレビューへの参画
・ 学生による FD活動
・ 学部学科による学生アンケート

・ 学部学科単位の学修支援者
としての参画
・ 学生による履修相談

③科目レベル ・ 授業観察への参画
・ 授業評価アンケート

・ TA・SAとしての参画
・ チュータリング
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強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
認
証
評
価
機
関
で
あ
る
大
学
基
準

協
会
な
ら
で
は
の
も
の
と
い
え
る
。
学
生
参
画
の
定
義
は
、
内
部

質
保
証
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
へ

の
参
画
も
含
め
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
筆
者
（
田
中
２
０
１

８
：
19
ペ
ー
ジ
）
の
定
義
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
学
生
参
画
と
は
、①
学
生
個
人
お
よ
び
同
輩
の
学
習
成
果
を
最

大
化
す
る
目
的
で
、ま
た
は
、②
大
学
教
育
の
質
を
保
証
・
向
上
さ

せ
る
目
的
で
、あ
る
い
は
、③
大
学
運
営
に
学
生
・
大
学
・
社
会
の
利

益
を
反
映
さ
せ
る
目
的
で
、学
生
が
自
ら
の
労
力
や
情
報
を
大
学

に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

⑴
「
学
生
参
画
と
は
」
の
ス
ラ
イ
ド
に
は
、
学
生
参
画
の
説
明

に
加
え
て
、
次
の
一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
：「
そ
し
て
、
そ
れ
ら

の
活
動
が
学
生
自
身
の
成
長
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
」。
学
生

参
画
が
教
育
改
善
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
の
成
長
に
も
寄
与
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た

メ
ン
バ
ー
の
思
い
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

⑵
「
学
生
参
画
の
範
囲
」
の
ス
ラ
イ
ド
に
は
、
下
記
の
よ
う
な

表
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
［
表
２
］。

こ
れ
ら
の
活
動
は
あ
く

ま
で
も
例
に
過
ぎ
ず
、
学

生
参
画
の
範
囲
は
ま
す
ま

す
多
様
な
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
本
号
の
特
集
に

お
い
て
も
、「
学
生
フ
ァ
ン

ド
レ
イ
ジ
ン
グ
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
事
例
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
近
い
将
来

に
は
、
い
ま
ま
で
思
い
付

か
な
か
っ
た
よ
う
な
範
囲

の
活
動
に
お
い
て
、
学
生

が
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

⑶
「
大
学
に
お
け
る
学

生
の
位
置
づ
け
」
は
、
意

見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ

ろ
う
。
ス
ラ
イ
ド
に
は
、

「
学
生
は
、
大
学
の
構
成

員
の
一
人
と
し
て
、
大
学

［表2］学生参画の範囲（例）
出典：大学基準協会「大学向けガイドブック」（未定稿）

①ガバナンスレベル ②内部質保証レベル ③ピアサポートレベル

①大学レベル ・ 将来戦略会議へ
の参画

・ 自己点検・評価委員会への参画
・ 全学的な学生調査

・ 全学的なピアサポート組織
の運営
・ アドミッション・サポーター
としての参画

② プログラム
レベル

・ カリキュラム委員
会への参画

・ プログラムレビューへの参画
・ 学生による FD活動
・ 学部学科による学生アンケート

・ 学部学科単位の学修支援者
としての参画
・ 学生による履修相談

③科目レベル ・ 授業観察への参画
・ 授業評価アンケート

・ TA・SAとしての参画
・ チュータリング
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教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
意
思
決
定
に
「
何
ら
か
の
形
」
で
貢

献
で
き
る
、
パ
ー
ト
ナ
ー
（Students as Partners

）
の
立
場

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
欧
米
で
は
、
こ
の
位
置
づ
け
を
「
学
生
の

権
利
や
責
任
」
と
み
な
し
て
い
る
）」
と
い
う
案
が
、
現
時
点
で
は

記
載
さ
れ
て
い
る
。
学
生
が
意
志
決
定
に
関
与
で
き
る
こ
と
、
教

職
員
と
同
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
は
学

生
の
権
利
や
責
任
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
日
本
の
大
学
に
ど
れ
だ

け
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
は
未
知
数
で
あ
る
。
一
部
の
大
学
関
係
者

か
ら
強
い
反
意
が
示
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
先
記
し

た
よ
う
に
、
学
生
は
内
部
質
保
証
や
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
当
事
者

で
あ
る
べ
き
、
と
い
う
信
念
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、「
意
志
決

定
」、「
パ
ー
ト
ナ
ー
」、「
権
利
や
責
任
」
と
い
う
文
言
は
外
せ
な

く
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
読
者
の
意
見
も
伺
っ
て

み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
は
（
本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
２
０
２
５

年
５
月
の
時
点
で
は
）
固
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
文
言
な
ど
は

決
定
前
の
流
動
的
な
状
態
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
も
そ
も
固
定
し

よ
う
と
す
る
こ
と
に
無
理
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

出
版
以
後
も
、「
日
本
型
」
の
学
生
参
画
の
あ
り
方
を
大
学
関
係
者

一
同
で
試
行
錯
誤
し
て
い
く
試
み
が
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
日
本
の
学
生
参
画
の
本
格
的
な
幕
開
け
は
こ

れ
か
ら
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
学
生
参
画
が
日
本
に
定
着
す
る
の

か
、
筆
者
は
楽
し
み
で
し
ょ
う
が
な
い
。

ま
と
め

3本
稿
は
、
日
本
の
大
学
に
お
け
る
学
生
参
画
の
現
状
に
つ
い
て
、

大
学
基
準
協
会
大
学
評
価
研
究
所
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
調
査
研
究

報
告
書
を
引
用
す
る
形
で
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
学
生
参
画
の
今

後
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
同
じ
く
大
学
基
準
協
会
の
小
委
員
会
で

検
討
さ
れ
て
い
る
内
容
を
紹
介
す
る
形
で
論
じ
て
み
た
。
こ
の
成

果
を
踏
ま
え
て
筆
者
が
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
日
本
型
の
学
生
参

画
を
貫
く
共
通
の
信
念
と
し
て
、「
学
生
は
内
部
質
保
証
や
大
学
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
当
事
者
で
あ
る
べ
き
」
と
い
う
認
識
が
、
教
職
員
だ

け
で
は
な
く
、
学
生
の
間
で
も
広
く
共
有
さ
れ
な
け
れ
ば
、
期
待

す
る
効
果
（
①
大
学
教
育
の
質
の
向
上
と
②
参
画
す
る
学
生
自
身

の
成
長
）
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
確
信
で
あ
る
。

こ
の
私
の
確
信
が
正
し
い
の
か
否
な
の
か
は
時
間
が
証
明
し
て
く

れ
る
と
思
う
。
我
が
国
に
お
け
る
学
生
参
画
の
明
る
い
未
来
を
切

に
願
っ
て
、
本
稿
の
末
尾
と
し
た
い
。

68

大学運営への学生の参加 特 集

〈
備
考
〉

本
稿
が
引
用
し
た
調
査
研
究
報
告
書
、
大
学
基
準
協
会
大
学
評
価
研
究
所
（
２
０
２
４
）

「
質
保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」（
２
０
２
４
年

９
月
30
日
公
表
）
は
左
記
ア
ド
レ
ス
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
あ
る 

（https://w
w

w
.juaa.or.jp/research/docum

ent/

）。

〈
参
考
文
献
〉

Brickhill, M
ichael, M

uloin, Sue and N
ieuw

oudt, Johanna 

（
２
０
２
４
）

‘Supporting First-year U
niversity Student Success via M

ulti-disciplinary 
W

orkshops: The C
ollege C

onnect W
ay’, Student Engagem

ent in 
H

igher Education Journal, 5(3), 198–214.

原
和
世
（
２
０
２
４
）「IN

Q
A

A
H

E G
G

P

外
部
評
価
か
ら
の
示
唆
―
質
保
証
機
関

の
質
向
上
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
の
挑
戦
―
」『
大
学
評
価
研
究
』
第
23
号
、

65-

76
頁
。

International N
etw

ork for Q
uality A

ssurance A
gencies in H

igher 
Education

（
２
０
２
２
）「
外
部
評
価
報
告
書
」（
日
本
語
版
）

川
上
忠
重
（
２
０
２
４
）「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
結
果
分
析
」、
大
学
基
準
協
会
大
学

評
価
研
究
所
「
質
保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」、

62-

73
頁
。

武
寛
子
（
２
０
２
４
）「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」、
大
学
基
準
協
会
大
学
評
価
研
究
所
「
質

保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」、
38-

61
頁
。

山
田
勉
（
２
０
２
４
）「
な
ぜ
学
生
参
画
は
質
保
証
に
つ
な
が
る
の
か
―
「
日
本
型
」

学
生
参
画
の
理
論
構
築
に
向
け
て
―
」、
大
学
基
準
協
会
大
学
評
価
研
究
所
「
質
保
証

に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」、
５-

37
頁
。

Kay, J., Elisabeth, D
. and H

utchinson, J., （
２
０
１
０
） Rethinking the V

alues 
of H

igher Education-students as Change Agents?, G
loucester: Q

uality 
Assurance Agency.

田
中
正
弘
（
２
０
１
８
）「
日
本
の
大
学
に
お
け
る
学
生
参
画
―
質
保
証
へ
の
参
画
を

中
心
と
し
て
」『
大
学
研
究
』
45
、
17-

30
頁
。

T
anaka, M

asahiro (2019) ‘Student Engagem
ent for the 

Im
provem

ent of Teaching: The Peculiar Form
 of Student Faculty 

D
evelopm

ent in Japan’, in T
anaka (Ed.) Student Engagem

ent 
and Q

uality A
ssurance in H

igher Education International 
C

ollaborations for the Enhancem
ent of Learning, London: 

Routledge, 136-148.

〈
注
〉

※
１  

２
０
２
５
年
４
月
22
日
現
在
、
当
委
員
会
は
検
討
の
途
中
の
た
め
、
こ
こ
で
紹

介
す
る
内
容
は
最
終
決
定
の
内
容
と
は
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

69

Special feature



〈
備
考
〉

本
稿
が
引
用
し
た
調
査
研
究
報
告
書
、
大
学
基
準
協
会
大
学
評
価
研
究
所
（
２
０
２
４
）

「
質
保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」（
２
０
２
４
年

９
月
30
日
公
表
）
は
左
記
ア
ド
レ
ス
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
あ
る 

（https://w
w

w
.juaa.or.jp/research/docum

ent/

）。

〈
参
考
文
献
〉

Brickhill, M
ichael, M

uloin, Sue and N
ieuw

oudt, Johanna 

（
２
０
２
４
）

‘Supporting First-year U
niversity Student Success via M

ulti-disciplinary 
W

orkshops: The C
ollege C

onnect W
ay’, Student Engagem

ent in 
H

igher Education Journal, 5(3), 198–214.

原
和
世
（
２
０
２
４
）「IN

Q
A

A
H

E G
G

P

外
部
評
価
か
ら
の
示
唆
―
質
保
証
機
関

の
質
向
上
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
の
挑
戦
―
」『
大
学
評
価
研
究
』
第
23
号
、

65-

76
頁
。

International N
etw

ork for Q
uality A

ssurance A
gencies in H

igher 
Education

（
２
０
２
２
）「
外
部
評
価
報
告
書
」（
日
本
語
版
）

川
上
忠
重
（
２
０
２
４
）「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
結
果
分
析
」、
大
学
基
準
協
会
大
学

評
価
研
究
所
「
質
保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」、

62-

73
頁
。

武
寛
子
（
２
０
２
４
）「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」、
大
学
基
準
協
会
大
学
評
価
研
究
所
「
質

保
証
に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」、
38-
61
頁
。

山
田
勉
（
２
０
２
４
）「
な
ぜ
学
生
参
画
は
質
保
証
に
つ
な
が
る
の
か
―
「
日
本
型
」

学
生
参
画
の
理
論
構
築
に
向
け
て
―
」、
大
学
基
準
協
会
大
学
評
価
研
究
所
「
質
保
証

に
お
け
る
学
生
参
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」、
５-

37
頁
。

Kay, J., Elisabeth, D
. and H

utchinson, J., （
２
０
１
０
） Rethinking the V

alues 
of H

igher Education-students as Change Agents?, G
loucester: Q

uality 
Assurance Agency.

田
中
正
弘
（
２
０
１
８
）「
日
本
の
大
学
に
お
け
る
学
生
参
画
―
質
保
証
へ
の
参
画
を

中
心
と
し
て
」『
大
学
研
究
』
45
、
17-

30
頁
。

T
anaka, M

asahiro (2019) ‘Student Engagem
ent for the 

Im
provem

ent of Teaching: The Peculiar Form
 of Student Faculty 

D
evelopm

ent in Japan’, in T
anaka (Ed.) Student Engagem

ent 
and Q

uality A
ssurance in H

igher Education International 
C

ollaborations for the Enhancem
ent of Learning, London: 

Routledge, 136-148.

〈
注
〉

※
１  

２
０
２
５
年
４
月
22
日
現
在
、
当
委
員
会
は
検
討
の
途
中
の
た
め
、
こ
こ
で
紹

介
す
る
内
容
は
最
終
決
定
の
内
容
と
は
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

69

Special feature



学
校
法
人
福
岡
女
学
院
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基

づ
い
た
女
子
教
育
を
行
う
と
い
う
建
学
の
理
念
に
よ
っ

て
、
本
年
で
創
立
１
４
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
大
学
、
短
期
大

学
、
看
護
大
学
、
高
等
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
に
よ

る
総
合
学
園
と
し
て
経
営
・
運
営
を
続
け
、
広
く
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
感
謝
に
堪
え
な
い
。

私
は
、
１３
年
前
に
金
融
の
世
界
か
ら
教
育
の
世
界
に

転
じ
た
。
転
じ
た
と
は
い
え
、
学
校
法
人
経
営
も
、
教
育

研
究
の
発
展
を
目
的
と
す
る
実
業
の
世
界
に
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
前
任
は
医
学
部
・

大
学
病
院
を
擁
す
る
学
校
法
人
で
あ
っ
た
た
め
、
デ
ー

タ
に
基
づ
く
病
院
経
営
分
析
な
ど
実
業
の
感
覚
が
よ
り

強
か
っ
た
。
今
、
本
学
院
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
学

校
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
経
営
に
あ
た

り
心
し
て
い
る
こ
と
を
、
財
務
を
軸
と
し
て
主
に
大
学

を
念
頭
に
置
き
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
感
じ
る
ま
ま
に
書

か
せ
て
い
た
だ
く
。

第
一
に
、
経
営
は
常
に
全
体
最
適
を
目
指
す
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
学
校
現
場
は
往
々
に
し
て
部
分
最
適
を

求
め
る
行
動
が
優
位
と
な
る
。
そ
の
行
動
も
教
育
研
究

者
に
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
発
生
す

る
サ
イ
ロ
・
エ
フ
ェ
ク
ト
（
た
こ
つ
ぼ
化
）
が
全
体
最

適
を
阻
害
す
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
組
織

の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
悪
い
意
味
で
の
ム
ラ
社
会
で

は
、
部
分
最
適
の
集
合
が
全
体
最
適
に
つ
な
が
る
と
い

う
勘
違
い
が
、
ゴ
ー
ル
の
分
散
化
を
招
き
、
全
体
で
共

に
豊
か
に
な
る
と
い
う
方
向
性
を
失
わ
せ
る
。
そ
の
対

応
と
し
て
最
も
大
事
な
も
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
上
意
下
達
や
多
数
決
原
理
の
み
で
は
な

い
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

あ
る
と
思
う
。
　

第
二
に
、
全
体
最
適
を
目
指
す
た
め
に
、
学
校
法
人

の
現
実
の
姿
（
事
業
の
継
続
と
い
う
観
点
か
ら
は
特
に

財
務
状
況
）
を
内
外
に
分
か
り
易
く
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
前
提
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
健
全
な
危
機
感
を

醸
成
す
る
こ
と
が
、
経
営
基
盤
を
作
る
う
え
で
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
長
い
年
月
の
間
、
出
生
数
は
増
え
続
け
、

ま
た
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
も
増
え
続
け
た
。
ゆ

え
に
、
概
し
て
こ
れ
ま
で
の
学
校
経
営
は
、
舵
取
り
に

将来に向かう学校経営を目指して
廣田   りょう

学校法人福岡女学院理事長

70

ずいそう Occasional thoughts

大
き
な
誤
り
が
な
い
限
り
、
切
迫
し
た
危
機
感
な
く
継

続
で
き
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
学
院
に
お
け
る
財
務
の
取
り
組
み
を
簡
潔
に
言
え

ば
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
適
切
な

管
理
で
あ
る
。
償
却
前
経
常
利
益
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

学
納
金
と
人
件
費
の
適
正
化
を
財
務
の
最
優
先
課
題
と

す
る
。
加
え
て
補
助
金
、
寄
付
金
、
経
費
等
の
管
理
に

よ
り
経
常
資
金
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
着
目
し
、
設
備
投
資
と
運
用
資
産

残
高
を
計
画
す
る
。
当
た
り
前
の
財
務
管
理
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
平
常
時
の
学
校
経
営
環
境
で
は
、
こ
の
よ
う

な
管
理
が
不
十
分
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
管
理
と
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
管

理
の
視
点
は
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
に

よ
る
、「
定
量
的
な
経
営
判
断
指
標
に
基
づ
く
経
営
状
態

の
区
分
」
に
お
け
る
補
正
後
経
常
収
支
差
額
比
率
や
運

用
資
産
余
裕
比
率
な
ど
の
視
点
と
同
様
で
あ
る
。
今
春

リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
同
事
業
団
の
「
私
学
経
営
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
」
を
、
自
学
の
財
務
的
現
状
を
一
覧
で
き
る
モ

デ
ル
と
し
て
活
用
し
、
次
に
述
べ
る
将
来
計
画
モ
デ
ル

へ
の
発
展
的
活
用
を
考
え
て
い
る
。

第
三
に
、
将
来
へ
向
か
う
た
め
の
財
務
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
継
続
で
あ
る
。
学
校
法
人
経
営
を
中
心
と
し

た
寄
稿
ゆ
え
に
、
学
校
教
育
運
営
そ
の
も
の
に
つ
い
て

詳
細
に
は
述
べ
得
な
い
が
、
第
二
で
述
べ
た
と
こ
ろ
の

自
学
の
財
務
上
の
現
状
把
握
の
結
果
を
踏
ま
え
た
、
教

学
運
営
の
方
向
付
け
や
教
学
組
織
の
適
正
化
な
ど
の
課

題
こ
そ
が
学
校
運
営
の
基
盤
で
あ
る
。
そ
の
基
盤
の
強

化
の
た
め
に
、
事
業
計
画
や
中
期
計
画
を
、
学
納
金
計

画
や
人
件
費
計
画
な
ど
の
数
字
に
落
と
し
込
み
な
が
ら
、

将
来
に
向
け
た
財
務
的
実
現
性
を
継
続
的
に
図
ろ
う
と

し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
教
育
機
関
全
体
の
規
模
の
適
正
化
や
、

連
携
・
再
編
・
統
合
な
ど
の
現
実
に
直
面
す
る
時
代
で

あ
ろ
う
。
学
校
は
、
将
来
に
向
か
う
学
生
・
生
徒
な
ど

の
成
長
の
後
押
し
を
し
、
社
会
全
体
へ
の
責
任
を
果
た

す
べ
き
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
日
々
の
経
営

に
努
め
て
い
き
た
い
。
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誤
り
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、
切
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危
機
感
な
く
継

続
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き
て
い
た
こ
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あ
っ
た
の
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れ
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い
。
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潔
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シ
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。
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シ
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環
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。
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シ
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ロ
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ラ
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シ
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収
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。
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述
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。
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述
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踏
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ど
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主
に
実
験
を
伴
う
研
究
・
学
問
分
野
に
お
い
て
、
研
究
室
や
図

書
館
な
ど
を
24
時
間
利
用
で
き
る
施
設
を
運
営
し
て
い
る
大
学
が

あ
る
。
近
年
で
は
、
研
究
・
学
問
分
野
を
問
わ
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
24
時
間
利
用
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
大
学
や
、
宿
泊

施
設
を
整
備
す
る
大
学
も
増
え
て
き
て
い
る
。

学
生
に
と
っ
て
、
24
時
間
い
つ
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
を
利
用
で
き

る
こ
と
は
、
日
曜
や
祝
日
、
夜
間
や
早
朝
を
問
わ
ず
、
自
分
の
学

び
た
い
時
間
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
点
で
、
学
習
環
境
の
自

由
度
を
高
め
た
り
、
時
間
の
制
約
な
く
学
習
や
研
究
に
打
ち
込
め

る
こ
と
と
な
り
、
学
び
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

一
方
で
、
学
生
の
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
、
健
康
や
学
業
成
績
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
電
気
代
や
人
件
費
な
ど

こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
在
り
方
と
は

―
24
時
間
利
用
可
能
な
施
設
の
事
例
か
ら
考
え
る
―
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の
運
営
コ
ス
ト
の
増
加
、
深
夜
の
犯
罪
や
不
審
者
対
応
な
ど
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の
課
題
も
存
在
す
る
。

本
企
画
で
は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
、
教
育
・

研
究
設
備
を
24
時
間
開
放
す
る
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
か
ら

の
大
学
に
と
っ
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
在
り
方
を
検
討
す
る
き
っ
か

け
と
し
た
い
。

構
想
４
０
０ 

キ
ャ
ン
パ
ス
ブ
ラ
ン
ド
構
想 

―
価
値
創
造
と
社
会
変
革
を
牽
引
す
る 

　
自
然
科
学
系
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備 

―

河
村 

由
紀
彦

　 

龍
谷
大
学 

瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
室
部
長

24
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
と
呼
ば
れ
た
Ｓ
Ｆ
Ｃ

中
峯 

秀
之

　 

慶
應
義
塾
大
学 

湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
長

３
６
５
日
24
時
間
オ
ー
プ
ン
の
自
習
室

志
鷹 

英
男

　 

学
校
法
人
金
沢
工
業
大
学 

企
画
部
次
長

ZEN
 Study

に
よ
る
学
修
革
新 

―
Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
の
取
り
組
み
よ
り
―

甲
野 

純
正

　 

Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
教
育
開
発
部
部
長

C
O

N
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は
じ
め
に

龍
谷
大
学
は
１
６
３
９
（
寛
永
16
）
年
の
開
学
以
来
、
10
学
部

11
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し
て
来
る
２
０
３
９
年
に
は
創

立
４
０
０
周
年
を
む
か
え
る
。
本
学
で
は
、
予
測
困
難
な
時
代
に

備
え
２
０
３
９
年
度
末
ま
で
の
長
期
計
画
「
龍
谷
大
学
基
本
構
想

４
０
０
」（
以
下
、「
構
想
４
０
０
」）
を
策
定
し
た
。
構
想
４
０
０

に
お
い
て
は
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
担
い
手
の
育
成

を
加
速
さ
せ
る
た
め
京
都
の
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
宮
キ
ャ
ン
パ

ス
と
滋
賀
の
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
３
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
特
色
化

さ
せ
、
機
能
・
学
び
を
充
実
さ
せ
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ブ
ラ
ン
ド
構

想
」
を
推
進
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
構
想
で
は
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

は
社
会
科
学
を
中
心
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
環
境
に
お

い
て
社
会
科
学
の
叡
智
を
結
集
し
新
た
な
知
や
価
値
を
創
出
す
る

キ
ャ
ン
パ
ス
。
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
は
人
文
科
学
の
諸
領
域
を
中
心

に
学
び
と
研
究
を
深
化
、
充
実
さ
せ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
。
瀬
田
キ
ャ
ン

パ
ス
は
自
然
科
学
を
中
心
に
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
価
値
創

造
や
社
会
変
革
を
牽
引
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
位
置
づ
け
、
対

話
と
協
働
を
通
し
た
学
生
主
体
の
教
育
や
学
生
、
教
員
の
研
究
を

推
進
す
る
た
め
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
に
応
じ
た
様
々
な
環

境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

郊
外
型
自
然
科
学
系
キ
ャ
ン
パ
ス

1今
回
ご
紹
介
す
る
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
滋
賀
県
南
西
部
に
位
置

す
る
い
わ
ゆ
る
郊
外
型
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
１
９
８
９
年
に
滋
賀
県
と

大
津
市
か
ら
の
誘
致
を
受
け
理
工
学
部
、
社
会
学
部
を
開
学
し
た
。

２
０
２
５
年
４
月
に
社
会
学
部
が
深
草
に
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り

瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
自
然
科
学
系
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
先
端
理
工

構
想
４
０
０

キ
ャ
ン
パ
ス
ブ
ラ
ン
ド
構
想

―
価
値
創
造
と
社
会
変
革
を
牽
引
す
る

　
自
然
科
学
系
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
―

河
村 

由
紀
彦

龍
谷
大
学

　

瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
室 

部
長

74

学
部
、
農
学
部
に
加
え
２
０
２
７
年
４
月
に
は
新
た
に
情
報
学
部

（
仮
称
）、
環
境
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
部
（
仮
称
）
の
開
設
を
予
定

し
て
お
り
、
４
学
部
、
学
生
数
約
５
０
０
０
人
規
模
の
自
然
科
学

系
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
る
。
社
会
学
部
移
転
後
も
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

が
よ
り
充
実
し
活
性
化
す
る
よ
う
推
進
体
制
と
し
て
２
０
２
２
年

か
ら
新
た
に
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
室
を
設
置
し
、
瀬
田
キ
ャ
ン

パ
ス
の
利
便
性
・
滞
在
性
を
高
め
教
育
研
究
の
質
向
上
や
活
性
化

に
向
け
た
諸
施
策
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

郊
外
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
抱
え
る
課
題

2瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
最
寄
り
駅
の
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
瀬
田
駅
か
ら

約
2.5
ｋｍ
に
位
置
し
バ
ス
で
約
10
分
の
距
離
に
あ
り
、
学
生
の
約
８

割
が
滋
賀
県
や
京
阪
神
地
域
の
自
宅
か
ら
通
学
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
主
な
通
学
手
段
で
あ
る
電
車
や
バ
ス
へ
の
依
存
度
が
高
く
通

学
環
境
の
充
実
・
向
上
は
開
学
以
来
積
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
学
生
の
行
動
も
通
学
時
の
混
雑
を
避

け
る
た
め
や
ア
ル
バ
イ
ト
先
が
自
宅
近
く
等
の
理
由
か
ら
授
業
が

終
わ
る
と
す
ぐ
に
帰
宅
す
る
と
い
う
傾
向
が
強
く
み
ら
れ
、
自
然
科

学
系
学
部
の
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
滞
在
時
間
が
短
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏

ま
え
学
生
や
教
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
結
果
、
学
生
の
大
半
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
長
く
滞
在
し

な
い
こ
と
を
前
提
に
様
々
な
行
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
構
想
４
０
０
に
お
い
て
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
活
性

化
し
て
い
く
た
め
に
は
24
時
間
利
用
可
能
な
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て

利
便
性
・
滞
在
性
の
向
上
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
判
断
に
至

り
、
ま
ず
は
短
期
間
で
早
急
に
対
応
で
き
る
具
体
策
を
検
討
し
た
。

具
体
策
の
検
討
に
際
し
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
、

他
大
学
の
状
況
に
つ
い
て
も
視
察
等
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
も

と
に
従
来
の
固
定
観
念
や
様
々
な
制
約
条
件
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自

由
な
発
想
を
重
視
し
つ
つ
教
職
協
働
に
よ
る
検
討
を
進
め
た
。

今
回
そ
の
具
体
策
と
し
て
教
育
研
究
用
宿
泊
施
設
「Rest 

N
est

」
の
整
備
、
24
時
間
対
応
コ
ン
ビ
ニ
等
の
食
環
境
の
整
備
、

新
た
な
通
学
手
段
と
し
て
路
線
バ
ス
の
拡
充
や
電
動
シ
ェ
ア
サ
イ

ク
ル
の
導
入
を
行
っ
た
。

利
便
性
・
滞
在
性
を
高
め
る
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
整
備

3こ
れ
ま
で
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
学
生
や
教
職
員
が
利
用
で
き
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学
部
、
農
学
部
に
加
え
２
０
２
７
年
４
月
に
は
新
た
に
情
報
学
部

（
仮
称
）、
環
境
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
部
（
仮
称
）
の
開
設
を
予
定

し
て
お
り
、
４
学
部
、
学
生
数
約
５
０
０
０
人
規
模
の
自
然
科
学

系
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
る
。
社
会
学
部
移
転
後
も
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

が
よ
り
充
実
し
活
性
化
す
る
よ
う
推
進
体
制
と
し
て
２
０
２
２
年

か
ら
新
た
に
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
室
を
設
置
し
、
瀬
田
キ
ャ
ン

パ
ス
の
利
便
性
・
滞
在
性
を
高
め
教
育
研
究
の
質
向
上
や
活
性
化

に
向
け
た
諸
施
策
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

郊
外
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
抱
え
る
課
題

2瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
最
寄
り
駅
の
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
瀬
田
駅
か
ら

約
2.5
ｋｍ
に
位
置
し
バ
ス
で
約
10
分
の
距
離
に
あ
り
、
学
生
の
約
８

割
が
滋
賀
県
や
京
阪
神
地
域
の
自
宅
か
ら
通
学
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
主
な
通
学
手
段
で
あ
る
電
車
や
バ
ス
へ
の
依
存
度
が
高
く
通

学
環
境
の
充
実
・
向
上
は
開
学
以
来
積
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
学
生
の
行
動
も
通
学
時
の
混
雑
を
避

け
る
た
め
や
ア
ル
バ
イ
ト
先
が
自
宅
近
く
等
の
理
由
か
ら
授
業
が

終
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す
ぐ
に
帰
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れ
、
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科

学
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学
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キ
ャ
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パ
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わ
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キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
滞
在
時
間
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状
況
に
あ
っ
た
。
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点
を
踏

ま
え
学
生
や
教
員
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対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
結
果
、
学
生
の
大
半
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
長
く
滞
在
し

な
い
こ
と
を
前
提
に
様
々
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行
動
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４
０
０
に
お
い
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瀬
田
キ
ャ
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パ
ス
を
活
性
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た
め
に
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24
時
間
利
用
可
能
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キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て

利
便
性
・
滞
在
性
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向
上
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不
可
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る
と
の
判
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に
至

り
、
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短
期
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早
急
に
対
応
で
き
る
具
体
策
を
検
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た
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の
検
討
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際
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ア
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ケ
ー
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ヒ
ア
リ
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内
容
、
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も
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観
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様
々
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制
約
条
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わ
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い
、
自

由
な
発
想
を
重
視
し
つ
つ
教
職
協
働
に
よ
る
検
討
を
進
め
た
。

今
回
そ
の
具
体
策
と
し
て
教
育
研
究
用
宿
泊
施
設
「Rest 

N
est

」
の
整
備
、
24
時
間
対
応
コ
ン
ビ
ニ
等
の
食
環
境
の
整
備
、

新
た
な
通
学
手
段
と
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て
路
線
バ
ス
の
拡
充
や
電
動
シ
ェ
ア
サ
イ

ク
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入
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行
っ
た
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る
宿
泊
施
設
が
な
く
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
、
深
夜

に
及
ぶ
研
究
や
早
朝
の
調
査
時
は
帰
宅
が
困
難
な
た
め
教
員
の
研

究
室
に
寝
袋
を
持
ち
込
み
宿
泊
し
て
い
る
等
の
現
状
が
判
明
し
た
。

特
に
女
子
学
生
か
ら
は
安
全
面
や
衛
生
面
に
不
安
を
感
じ
て
お
り
、

宿
泊
施
設
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
や
要
望
が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

を
受
け
学
生
や
教
員
が
時
間
を
気
に
せ
ず
夜
遅
く
ま
で
キ
ャ
ン
パ

ス
に
滞
在
し
研
究
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
既
存
の
教
室
を
改
修
し

た
教
育
研
究
用
宿
泊
施
設
「Rest N

est

」
２
室
を
整
備
し
た
［
写

真
１・２
］。
施
設
の
検
討
に
際
し
て
は
学
生
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

①
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
た
れ
て
い
る
、
②
シ
ャ
ワ
ー
設
備
の
完
備
、

③
申
し
込
み
手
続
き
が
簡
単
で
安
価
に
利
用
で
き
る
、
④
24
時
間

い
つ
で
も
申
し
込
め
る
、
⑤
清
潔
な
環
境
、
⑥
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
、
⑦
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
等
を
参
考
に
従

来
型
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
や
研
修
施
設
、
合
宿
所
等
も
検
討
し
た

が
、
既
に
宿
泊
施
設
を
整
備
さ
れ
て
い
る
先
行
大
学
で
み
ら
れ
る

人
的
負
担
や
コ
ス
ト
等
の
課
題
、
ま
た
現
代
の
学
生
の
価
値
観
や

行
動
様
式
等
に
も
留
意
し
、
カ
プ
セ
ル
ベ
ッ
ド
を
用
い
た
宿
泊
施

設
を
考
案
し
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
施
設
に
は
カ
プ
セ
ル

ベ
ッ
ド
全
20
床
（Rest N

est1

：
14
床
・Rest N

est2

：
６
床
）、

各
々
に
ラ
ウ
ン
ジ
、
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
、
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
を
完

［写真１・２］教育研究用宿泊施設「Rest Nest」
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備
し
て
い
る
ほ
か
、
安
全
対
策
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
、
非
常
時
通

報
装
置
を
設
置
し
て
い
る
。
カ
プ
セ
ル
ベ
ッ
ド
内
は
個
別
換
気
さ

れ
Ｕ
Ｓ
Ｂ
充
電
や
ド
リ
ン
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
ミ
ラ
ー
等
を
装
備
し
完

全
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ラ
ウ
ン

ジ
に
は
Ｐ
Ｃ
が
使
用
可
能
な
ワ
ー
キ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
や
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
な
が
ら
過
ご
せ
る
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ソ
フ
ァ
ー
等
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
る
家
具
を
配
置
［
写
真
３
］。
夜
遅
く
ま
で
実
験
実
習

や
研
究
活
動
に
取
り
組
む
学
生
が
く
つ
ろ
い
で
休
息
を
と
れ
る
居

心
地
の
良
い
空
間
と
し
た
。
ま
た
、
夕
食
や
朝
食
も
ラ
ウ
ン
ジ
で
と

れ
る
よ
う
お
弁
当
や
ド
リ
ン
ク
の
自
販
機
、
電
子
レ
ン
ジ
も
設
置
し

て
い
る
。
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
や
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
に
は
タ
オ
ル
や

シ
ャ
ン
プ
ー
、
ソ
ー
プ
類
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
を
常
備
し
急
な
宿
泊

で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
。
ま
た
、
部
屋
の
内
装
や
家
具
に
は

本
学
が
発
出
し
て
い
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」「
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
宣
言
」
実
践
の
観
点
か
ら
地
元
産
材
で
あ
る

「
び
わ
湖
材
」
を
積
極
的
に
用
い
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
や
天
然
木
の
自
然

な
風
合
い
を
感
じ
ら
れ
る
空
間
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
的
な

用
途
変
更
や
環
境
変
化
に
あ
わ
せ
て
、
増
床
等
ア
レ
ン
ジ
可
能
な

余
白
の
あ
る
可
変
性
を
考
慮
し
た
。
利
用
申
し
込
み
に
つ
い
て
は

事
前
に
利
用
者
登
録
を
し
て
お
け
ば
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
空
き

状
況
を
確
認
し
24
時
間
い
つ
で
も
申
し
込
む
こ
と
が
可
能
。
利
用

料(

１
０
０
０
円
／
泊)

は
電
子
決
済
に
よ
る
前
払
い
と
な
っ
て
お

り
、
決
済
が
完
了
し
た
時
点
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
宿
泊
当
日
の

み
有
効
な
電
子
キ
ー
が
自
動
発
行
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
は
16
時
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
翌
日
11
時
ま
で
と［写真３］ラウンジ
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。
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や
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、
ソ
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の
ア
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宿
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で
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安
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。
ま
た
、
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に
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」
を
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に
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２
の
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を
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来
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途
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払
い
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了
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点
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る
。
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な
っ
て
お
り
、
毎
日
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
に
清
掃
、
リ
ネ
ン
入
替

等
を
行
う
。
ま
た
、
利
用
申
し
込
み
や
料
金
支
払
い
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
等
の
運
用
に
関
し
て
は
市
販
シ
ス
テ
ム
を
用
い
極
力
省
力
化
、

自
動
化
す
る
と
と
も
に
清
掃
や
管
理
運
営
は
大
学
の
１
０
０
％
出

資
会
社
龍
谷
メ
ル
シ
ー
（
株
）
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
運
営
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。
初
年
度
と
な
る
２
０
２
４
年
は
期
中
の

７
月
か
ら
利
用
を
開
始
し
た
こ
と
も
あ
り
、
施
設
の
認
知
度
や
利

用
方
法
等
の
周
知
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
利
用
者
数
は
約
１
１

０
０
人
、
平
均
稼
働
率
約
30
％
で
あ
っ
た
が
、
利
用
者
の
満
足
度

は
非
常
に
高
く
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
当
初
の

目
論
見
ど
お
り
卒
業
研
究
等
の
研
究
繁
忙
期
に
な
る
10
月
～
１
月

の
利
用
者
は
顕
著
に
増
加
し
、
学
生
や
教
員
も
時
間
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
早
朝
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
や
講
義
、
夜
遅
く
ま
で
の
研

究
等
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
、
利
便
性
・
滞
在
性
の
向
上
に
繋
が
る
結
果
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
副
次
的
な
効
果
と
し
て
、
災
害
等
の
非
常
時
や
入
試
等
の
早
朝

勤
務
の
宿
泊
施
設
と
し
て
利
用
も
可
能
と
な
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画
）
の
観
点
か
ら
も
機
能
が
充
実
し
た
。

今
後
は
「Rest N

est

」
の
認
知
度
を
高
め
教
育
研
究
の
質
向

上
に
向
け
た
利
用
を
さ
ら
に
促
進
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

共
創
を
実
現
す
る
緑
豊
か
な
環
境
整
備

4瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
実
験
施
設
等
の
関
係
か
ら
各
建
物
が
学

部
専
用
棟
と
し
て
の
要
素
が
強
く
、
学
び
に
お
い
て
他
学
部
学
生

と
の
交
流
が
で
き
る
場
所
が
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
休
閑
地
と
な
っ
て
い
た
場
所
を
利
活
用
し
、
緑
豊
か
な
瀬
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
マ
ッ
チ
し
た
「
居
心
地
の
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」「
学

生
が
交
流
・
滞
在
し
た
く
な
る
よ
う
な
空
間
」
を
創
造
し
、
共
創

を
実
現
す
る
新
た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
ザ
イ
ン
を
構
築
す
る
上
で
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
と
し
て
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
「G

reen D
eck

」　

「Sky D
eck

」
を
整
備
し
た
［
写
真
４・５
］。
多
く
の
学
生
、
教

職
員
が
集
い
賑
わ
い
を
創
出
す
る
場
所
で
あ
り
、
木
漏
れ
日
を
浴

び
緑
の
中
で
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
学
び
や
交
流
を
深
め
る
共
創

空
間
で
、
夜
間
照
明
や
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
等
を
備
え
昼
夜
を
問
わ

ず
利
用
で
き
る
。「Rest N

est

」
同
様
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
お
い

て
も
地
元
産
材
の
「
び
わ
湖
材
」
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

木
の
温
も
り
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
・
削
減
に
よ
る

地
球
温
暖
化
防
止
に
繋
げ
て
い
る
ほ
か
、
木
材
調
達
に
負
担
を
掛

け
な
い
規
格
材
を
中
心
に
用
い
、
金
物
を
使
わ
な
い
伝
統
工
法
を

採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
整
備
で
は
、
本

78

学
の
学
生
や
教
職
員
が
地
域
に
お
け
る
林
業
の
抱
え
る
課
題
を
学

び
、
実
際
に
活
用
す
る
森
林
に
入
り
原
木
伐
採
、
製
材
工
場
で
の

丸
太
製
材
を
見
学
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
単
な
る
施

設
の
整
備
に
留
ま
ら
ず
学
生
参
画
に
よ
る
滋
賀
と
い
う
豊
か
な
森

と
木
の
文
化
の
あ
る
地
域
で
の
循
環
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
な
が
ら
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
た
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ア
ク
セ
ス
環
境
の
向
上

5郊
外
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
抱
え
る
課
題
と
し
て
ア
ク
セ
ス
環
境
の

向
上
は
積
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
学
生
の
主
な
通
学
手
段
と

し
て
は
Ｊ
Ｒ
瀬
田
駅
か
ら
路
線
バ
ス
で
の
経
路
が
最
も
利
用
者
が

多
く
、
電
車
や
バ
ス
の
遅
延
や
混
雑
は
郊
外
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
要
因
で
あ
っ
た
。
本
学
で
は
こ
れ
ま
で
の
バ
ス
路
線
に

加
え
、
新
た
に
２
０
２
０
年
後
期
か
ら
新
快
速
停
車
駅
の
Ｊ
Ｒ
大

津
駅
か
ら
の
直
通
専
用
バ
ス
路
線
を
開
設
し
１
日
54
便
（
２
０
２

４
年
度
実
績
）
を
増
便
。
２
０
２
４
年
度
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
大

津
京
駅
ま
で
一
部
便
を
延
伸
。
京
都
・
大
阪
方
面
か
ら
通
学
す
る

学
生
の
利
便
性
が
増
し
所
要
時
間
の
短
縮
等
ア
ク
セ
ス
環
境
が
各

段
に
向
上
し
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
通
学
ル
ー
ト
の
分
散

［写真5］ウッドデッキ「Sky Deck」 ［写真4］ウッドデッキ「Green Deck」
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化
が
可
能
と
な
り
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
瀬
田
駅
か
ら
の

バ
ス
の
混
雑
問
題
も
大
幅
な
改
善
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
加
え
京

都
を
中
心
に
電
動
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
展
開
す
る
（
株
）
Ｃ
ｌ
ｅ

ｗ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
本
学
専
用
の
電
動
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
30
台

（
有
料
）
を
設
置
［
写
真
６
］。
深
夜
や
早
朝
、
ま
た
休
日
等
バ
ス

の
便
が
少
な
い
時
間
帯
を
カ
バ
ー
す
る
代
替
移
動
手
段
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
料
金
は
本
学
専
用
価
格
を

設
定
し
、
路
線
バ
ス
料
金
よ
り
安
価
に
設
定
し
た
こ
と
に
よ
り
利

用
を
促
進
。
ま
た
環
境
に
や
さ
し
い
電
動
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
利

用
す
る
こ
と
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
は
こ
れ
ま
で
大
学
と
自
宅
の
往
復
の
み

で
あ
っ
た
学
生
が
余
剰
時
間
を
利
用
し
大
学
近
郊
の
琵
琶
湖
や
文

化
ゾ
ー
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
キ
ャ
ン
パ
ス
外
へ
と
行
動

範
囲
が
広
が
り
、
滞
在
性
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

24
時
間
利
用
可
能
な
食
環
境

6郊
外
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
に
と
っ
て
学
外
の
コ
ン
ビ
ニ
や
飲

食
店
の
利
用
は
移
動
や
そ
れ
に
か
か
る
時
間
等
の
問
題
で
容
易
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
主
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
コ
ン
ビ
ニ
や
食
堂
を
利

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
大
学
と
し
て
も
こ
れ
ま
で

に
学
内
の
コ
ン
ビ
ニ
や
食
堂
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
が
、
早
朝
深

夜
休
日
等
店
舗
閉
店
以
降
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
で
食
料
等
を
調

達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
不
便
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
利
便
性
、
滞

在
性
の
向
上
の
た
め
に
は
深
夜
早
朝
休
日
等
に
お
け
る
食
環
境
の

整
備
も
必
要
不
可
欠
な
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ

禍
や
昨
今
の
食
材
費
、
人
件
費
の
高
騰
、
働
き
手
不
足
や
働
き
方

改
革
に
よ
り
利
用
者
が
多
く
見
こ
ま
れ
る
時
間
帯
以
外
の
営
業
時

間
の
延
長
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

［写真６］本学専用の電動シェアサイクル

80

（
株
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
龍
谷
大
学

店
」
を
運
営
す
る
（
株
）
不
二
家
商
事
と
連
携
し
、
２
０
２
３
年

８
月
に
関
西
の
大
学
と
し
て
は
初
と
な
る
24
時
間
営
業
の
無
人
決

済
店
舗
を
新
た
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
オ
ー
プ
ン
し
、
24
時
間
の
食

料
提
供
を
可
能
と
し
た
［
写
真
７
］。
無
人
決
裁
店
舗
で
は
天
井
Ａ

Ｉ
カ
メ
ラ
と
棚
に
設
置
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー
で
商
品
を
認
識
す
る
た

め
、
レ
ジ
で
ス
ム
ー
ズ
に
会
計
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ

れ
に
加
え
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
各
所
に
自
販
機
コ
ン
ビ
ニ
（
オ
フ
ィ

ス
フ
ァ
ミ
マ
・
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
マ
ー
ト
）
や
調
理
パ
ン
、
お
弁
当
の
自

販
機
を
設
置
。
有
人
店
舗
と
の
相
乗
効
果
を
図
り
な
が
ら
、
学
生

の
教
育
研
究
活
動
を
支
援
す
る
た
め
自
然
科
学
系
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
け
る
食
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
望

7今
回
は
、
主
に
短
期
的
に
対
応
可
能
な
整
備
を
中
心
に
実
施
し

た
。
今
後
は
長
期
的
視
点
に
た
ち
学
生
や
教
員
の
教
育
研
究
成
果

が
さ
ら
に
向
上
す
る
よ
う
利
便
性
、
滞
在
性
を
高
め
る
た
め
最
新
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
化
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ
の
取
り
組
み
の
実

装
化
等
、
進
化
す
る
24
時
間
利
用
可
能
な
自
然
科
学
系
キ
ャ
ン
パ

ス
の
実
現
に
向
け
ソ
フ
ト
ハ
ー
ド
の
両
面
に
お
い
て
引
き
続
き
検

討
を
重
ね
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

［写真７］24時間営業の無人決済店舗をオープン
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は
じ
め
に

慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
以
下
、「
Ｓ
Ｆ
Ｃ
」
と

い
う
）は
、
総
合
政
策
学
部
と
環
境
情
報
学
部
の
ふ
た
つ
の
学
部
の

新
設
に
合
わ
せ
て
１
９
９
０
年
４
月
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。
国
内

他
大
学
に
先
駆
け
て
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
・
オ
フ
ィ
ス
（
Ａ
Ｏ
）

入
試
を
初
年
度
か
ら
導
入
、
文
系
・
理
系
と
い
う
枠
組
み
を
超
え

た
学
際
教
育
の
展
開
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
教

育
・
研
究
の
推
進
な
ど
、
そ
の
取
り
組
み
は
学
内
外
か
ら
幅
広
く
注

目
を
集
め
て
き
た
。
ま
た
、
学
生
た
ち
は
深
夜
ま
で
キ
ャ
ン
パ
ス

に
残
り
、
研
究
や
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、「
夜

間
残
留
（
以
下
、「
残
留
」
と
い
う
）」
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
る

な
ど
、「
２４
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
い
う
言
葉
の
先
駆
け
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
と
も
言
え
る
。

な
お
、「
２４
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
は
、
概
念
的
に
は
単
な
る
時

間
の
問
題
で
は
な
く
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
が
知
的
創
造
の
た
め
の

ア
ト
リ
エ
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
か
ら
出
発
し
て
い
る
も
の
で
も

あ
る
が
、
本
稿
で
は
、「
２４
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
と
呼
ば
れ
た
Ｓ
Ｆ

Ｃ
」
の
変
遷
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
そ
ん
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
今

を
お
伝
え
し
た
い
。

「
残
留
」と
は
何
か

1「
２４
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
根
幹
を
支
え
る
仕
組
み
が
「
残
留
」

と
呼
ば
れ
る
制
度
で
あ
る
。「
残
留
」
と
は
、
科
目
担
当
教
員
の

許
可
が
得
ら
れ
た
正
課
で
の
活
動
に
限
っ
て
、
事
前
申
請
を
行
っ

た
者
の
み
２３
時
～
翌
８
時
ま
で
の
時
間
、
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に

滞
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
制
度
の
こ
と
で
あ
る
（
※
テ
ス
ト
勉
強
、

サ
ー
ク
ル
活
動
、
就
職
活
動
と
い
っ
た
正
課
外
で
の
「
残
留
」
は
一

切
認
め
て
い
な
い
。
滞
在
場
所
は
教
室
お
よ
び
教
員
の
許
可
を
受

け
た
学
生
の
み
が
利
用
で
き
る
共
同
研
究
室
・
個
人
研
究
室
に
限

２４
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
と

呼
ば
れ
た
Ｓ
Ｆ
Ｃ

中
峯 

秀
之

慶
應
義
塾
大
学

湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
長

82

る
）。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
が
多
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
当
初
か

ら
、
最
新
鋭
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
多
数
導
入
す
る
な
ど
情

報
環
境
の
整
備
に
注
力
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
背
景
に
、

キ
ャ
ン
パ
ス
を
「
２４
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
位
置
付
け
て
フ
ル
活

用
し
た
い
と
い
う
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
「
残
留
」
と
い
う
制
度
と
共

に
応
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

な
お
、［
表
１
］
と
し
て
２
０
２
４
年
度
の
「
残
留
」
申
請
者
の

属
性
を
一
覧
に
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、「
残
留
」
の
申
請
画
面
が
［
写
真
１
］
で
あ
る
。「
残
留
」

を
希
望
す
る
学
生
は
当
日
の
２０
時
ま
で
に
こ
の
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ

て
事
前
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

「
残
留
」が
当
た
り
前
だ
っ
た
時
代
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景

2私
は
２
０
１
１
年
６
月
に
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
事
担
当
課
長
と
な
り
、

２
０
１
５
年
１０
月
ま
で
の
４
年
５
ヶ
月
を
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
過
ご
し
て
い

る
。
そ
の
際
に
日
々
目
に
し
た
光
景
は
１０
年
経
っ
た
今
も
目
に
焼

き
付
い
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
各
教
室
棟
２

［表1］2024年度の「夜間残留」申請者の内訳

区分 学年 人数 割合

学部

1年 234 10.2%

2年 258 11.2%

3年 510 22.2%

4年 605 26.3%

大学院
修士 655 28.5%

博士  39  1.7%

合計 2,301 
［写真1］現在使用している残留申請フォーム
（指導担当教員の氏名を選択する欄もあり、そ
の選択を元に申請があったことが当該教員に
自動的に通知される仕組みとなっている）
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階
踊
り
場
の
手
す
り
か
ら
階
下
へ
と
多
数
の
寝
袋
が
干
さ
れ
て
い

る
光
景
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
年
を
通
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
当

た
り
前
に
見
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
「
２４
時
間

キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
何
よ
り
も
の
象
徴
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

「
図
書
館
」が
24
時
間
開
館
だ
っ
た
と
い
う

大
い
な
る
誤
解

3一
方
で
、他
大
学
の
方
に
対
し
て
大
い
な
る
誤
解
を
生
ん
で
い
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
図
書
館
の
開
館
時
間
の
こ
と
で
あ
る
。
数

年
前
に
、
あ
る
他
大
学
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
際
に
当
該
大
学
の
図
書
館
も
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会

を
得
た
。
そ
し
て
、
当
該
大
学
の
図
書
館
が
２４
時
間
開
館
を
実
現

し
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
、
と
て
も
驚
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

る
。
案
内
い
た
だ
い
た
方
に
、
す
ぐ
に
そ
の
こ
と
を
お
伝
え
し
た

が
、
そ
の
際
、
予
想
も
し
な
い
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。「
何
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
さ
ん
の
真
似
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
だ
け
で
す
よ
」。
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
点
で
Ｓ
Ｆ

Ｃ
の
図
書
館
が
２４
時
間
開
館
し
て
い
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
認
識

し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
一
方
で
、
過
去
の
知
識
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
か
っ
た
私
は
、
過
去
は
２４
時
間
開
館
し
て
い
た
の
だ
と
理

解
し
、
そ
の
場
の
や
り
と
り
を
終
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
キ
ャ
ン

パ
ス
に
戻
っ
た
後
も
特
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
な
く
、

や
が
て
記
憶
の
彼
方
へ
と
押
し
や
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、
こ
の
度
、
本
稿
を
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
こ
と

で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
時
に
ま
で
遡
っ
て
、
図
書
館
の
開
館
時
間
の

変
遷
を
調
べ
る
起
点
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
わ
か
っ
た
こ
と
は
、

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
図
書
館
が
２４
時
間
通
常
開
館
し
て
い
た
こ
と
は
キ
ャ
ン

パ
ス
開
設
以
来
一
度
も
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
当
初
の

閉
館
時
刻
は
２２
時
で
あ
り
、
そ
の
後
２３
時
ま
で
延
長
さ
れ
た
時
代

は
あ
っ
た
が
、
未
だ
も
っ
て
２４
時
間
通
常
開
館
し
て
い
た
事
実
は

な
い
。（
※
１
９
９
３
年
度
か
ら
２３
時
閉
館
に
変
更
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
２２
時
閉
館
と
な
り
現
在
に
至
る
。
た
だ
し
、
２
０
１
９
年
度
に

試
行
的
に
７
月
お
よ
び
１
月
に
建
物
一
階
の
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
と

呼
ば
れ
る
場
所
を
夜
間
開
放
す
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
結
果
は

思
っ
た
ほ
ど
の
利
用
者
数
が
集
ま
ら
ず
翌
年
度
に
コ
ロ
ナ
禍
が
訪

れ
た
こ
と
で
、
そ
の
試
み
は
終
了
し
て
い
る
）

84

「
図
書
館
」が
24
時
間
開
館
だ
っ
た
と
い
う

伝
説
の
種
明
し

4で
は
、
ど
う
し
て
他
大
学
の
職
員
に
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
図
書
館
が
２４
時

間
開
館
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 
実
は

こ
れ
に
は
慶
應
義
塾
大
学
の
図
書
館
組
織
の
名
称
を
含
め
た
事
情

が
あ
る
。
慶
應
義
塾
大
学
で
は
図
書
館
の
こ
と
を
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
型
の
図
書
館
を
情
報
化
時

代
に
相
応
し
く
衣
替
え
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
に
日
本

の
大
学
で
初
め
て
行
わ
れ
た
こ
と
と
も
関
係
す
る
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
真
ん
中
、
ま
さ
し
く
へ
そ
と
言
っ
て
よ
い
場
所
に

Ｍ
（
ミ
ュ
ー
）
館
と
い
う
建
物
が
あ
り
、
開
設
二
年
度
目
に
こ
こ

に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
た
［
写
真
２
］。
ま
た
、
そ
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
現
在
で
い
う
と

こ
ろ
の
Ｉ
Ｔ
管
理
部
門
を
兼
ね
て
も
い
た
。
現
在
の
Ｍ
館
の
中
に

は
、
湘
南
藤
沢
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｉ
Ｃ
）
と
い
う
Ｉ
Ｔ
管
理
部

門
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
開
設
二
年
度
目
に
こ
の
場
所
に
Ｓ
Ｏ
Ｎ

Ｙ
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
１
５
２
０
が
７２
台
設
置
さ

れ
、
１
９
９
６
年
度
か
ら
、「
新
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
」
と
い
う
名
称

が
つ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
学
生
が
２４
時
間
利
用
で
き
る
よ
う
に

［写真2］M館の外観（建物の右側一階のエリアが「新オープンエリア」と呼ばれ24時間開放されていた）
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中
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は
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Ｃ
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Ｔ
管
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が
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に
Ｓ
Ｏ
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の
ワ
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０
が
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置
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９
９
６
年
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開
放
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
図
書
館
が
２４
時
間
開
館
だ
っ

た
と
い
う
伝
説
は
、
書
籍
類
を
閲
覧
す
る
こ
と
の
で
き
る
い
わ
ゆ

る
図
書
館
の
こ
と
で
は
な
く
、
同
じ
Ｍ
館
の
中
に
あ
り
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
組
織
の
一
部
で
あ
っ
た
Ｉ
Ｔ
管
理
部
門
が
管
轄
し
て

い
た
「
新
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
」
が
２４
時
間
利
用
可
能
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
誤
解
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
現
在
、
Ｍ
館

内
の
当
該
の
場
所
に
は
、
湘
南
藤
沢
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｉ
Ｃ
）

の
事
務
室
が
置
か
れ
て
お
り
、
学
生
が
利
用
で
き
る
特
別
教
室
は

存
在
し
な
い
た
め
、
そ
の
伝
説
の
根
拠
さ
え
失
わ
れ
て
い
る
。

滞
在
型
教
育
研
究
施
設
の
試
み

5図
書
館
が
２４
時
間
開
館
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
一
方
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ

で
は
「
未
来
創
造
塾
事
業
」
と
い
う
あ
た
ら
し
い
試
み
を
２
０
０

７
年
度
か
ら
開
始
し
て
い
る
。
学
生
や
教
員
を
は
じ
め
、
塾
内
外
、

国
内
外
を
問
わ
ず
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
滞
在
し
、
共
に
生
活
し
な
が
ら
慶

應
義
塾
の
教
育
理
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
半
学
半
教
」
を
実
践
す

る
滞
在
型
の
教
育
研
究
施
設
の
整
備
で
あ
る
。
着
想
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
直
面
し
、
計
画
の
再
検
討
・
変
更
を
せ

ま
ら
れ
る
中
、
２
０
１
５
年
に
、
学
生
・
教
職
員
・
卒
業
生
に
よ

る
「
Ｓ
Ｂ
Ｃ
（Student Built C

am
pus

）」
が
発
足
し
、
学
生

と
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
「
未
来
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
自
分
た
ち
で
創

る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
あ
た
ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
２
０
２
０
年
度
に
７
つ

の
建
物
か
ら
構
成
さ
れ
た
「
β
（
ベ
ー
タ
）
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
と
い

［写真3］キャンパスを北東上空から写す（丸で囲んだエリアがβヴィレッジ・
https://b-village.sfc.keio.ac.jp/、その右上がΗヴィレッジ）
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う
滞
在
型
教
育
研
究
施
設
が
完
成
し
た
［
写
真
３
］。
以
降
、「
β

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
で
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｃ
入
門
や
Ｓ
Ｂ
Ｃ
実
践
な
ど
の
授
業

科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
研
究
会
合
宿
や
特
別
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
休
校
期
間
中
に
集
中
的
に
開
講
さ
れ
る
授
業
）
な
ど

の
滞
在
型
教
育
研
究
の
実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
学
生
寮
の
新
設

6「
β
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
と
は
別
に
２
０
２
３
年
３
月
に
キ
ャ
ン
パ

ス
に
隣
接
す
る
場
所
に
収
容
定
員
３
０
０
名
と
い
う
規
模
の
学

生
寮
「
Η
（
イ
ー
タ
）
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
を
新
設
し
た
［
写
真
４
］。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
に
住
も
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
学
生
寮
は
、
四

つ
の
居
住
棟
と
一
つ
の
共
用
棟
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
共
用
棟

内
に
設
け
ら
れ
た
食
堂
で
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
朝
食
と
夕
食
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
学
生
寮
の
竣
工
に
伴
い
、
２
０
０
７
年

度
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
「
未
来
創
造
塾
事
業
」
は
一
区
切
り
を

迎
え
た
。「
Η
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
で
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
伝
統
と
も
言
え
る

学
生
が
自
分
た
ち
で
作
る
と
い
う
伝
統
に
則
り
、
毎
月
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
接
し

た
環
境
で
勉
学
に
励
み
た
い
と
希
望
す
る
学
生
に
は
ま
た
と
な
い

施
設
で
あ
る
が
、
一
方
で
こ
の
学
生
寮
に
暮
ら
す
限
り
、
キ
ャ
ン

パ
ス
に
「
残
留
」
す
る
意
味
あ
い
は
さ
ら
に
薄
れ
た
こ
と
も
事
実

で
あ
り
、「
２４
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
い
う
も
の
自
体
の
在
り
方
に

も
一
つ
の
変
化
の
起
点
を
与
え
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

［写真4］Ηヴィレッジを北側から写す（https://h-village.sfc.keio.ac.jp/）
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「
24
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
」と
コ
ロ
ナ
禍

7さ
て
、「
β
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
や
「
Η
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
な
ど
の
あ

た
ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
在
り
方
の
模
索
も
は
じ
ま
っ
た
「
２４
時

間
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
し
て
の
Ｓ
Ｆ
Ｃ
だ
が
、
昨
今
全
体
と
し
て
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お

伝
え
し
て
お
き
た
い
。
私
は
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
湘
南
藤
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
長
と
し
て
二
度
目
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
日
々
を

送
っ
て
い
る
。
赴
任
当
初
は
、
コ
ロ
ナ
禍
真
っ
た
だ
中
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
主
体
と
し
た
運
営
が
続
い
て
お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス

に
来
る
学
生
の
数
も
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
２
０
２
３
年
５

月
８
日
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
の
感
染
症
法
上
の
扱
い
が
変
更
と
な

り
、
対
面
授
業
を
主
体
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
一
気
に
戻
る
こ

と
と
な
っ
た
。
本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
２
０
２
５
年
５
月
時
点
で

は
、
授
業
の
大
半
は
対
面
形
式
に
戻
っ
て
お
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

基
本
的
に
は
私
が
１０
年
前
に
学
事
担
当
課
長
と
し
て
見
た
光
景
に

戻
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
点
、
１０
年
前
と
は
す
っ
か
り
様
変
わ
り

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
「
２４
時
間
キ
ャ
ン
パ

ス
」
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
寝
袋
の
存
在
で
あ
る
。
前
記
し
た
通
り
、

１０
年
前
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
寝
袋
が
多
数
干
さ
れ
て
い
る
光
景
が

日
常
風
景
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
ど
の
建
物
へ
と
足
を
運
ん
で
も
寝
袋
が
干
さ
れ
て
い
る
光

景
を
見
か
け
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。［
表
２
］

は
、
入
手
で
き
た
最
も
古
い
記
録
と
な
る
２
０
０
６
年
度
と
最
新

の
２
０
２
４
年
度
の
「
残
留
」
の
申
請
者
数
を
月
別
に
比
較
し
た

も
の
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
は
２０
年
近
い
歳
月
が
流
れ
て
い
る
が
、

２
０
２
４
年
度
の
申
請
者
数
が
２
０
０
６
年
度
の
約
８
分
の
１
に

激
減
し
て
い
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
か
と
思
う
。
こ
の

間
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
と
し
て
は
、
ま
ず
特
別
教
室
と
い
う
名

称
でW

indow
s

やM
ackintosh

の
パ
ソ
コ
ン
を
多
数
設
置
し

て
い
た
教
室
が
普
通
教
室
へ
と
転
換
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
昨

今
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
自
体
の
性
能
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
個
人
が

所
有
す
る
パ
ソ
コ
ン
で
も
そ
れ
な
り
の
処
理
が
十
分
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｖ
Ｐ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
外
か
ら
学
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
に
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
が
必
ず
し
も
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
残
留
」
し
て
ま
で
何
か

を
す
る
と
い
う
必
要
性
を
大
き
く
減
ら
し
た
理
由
だ
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
人
と
人
と
の
関
係
性
の
在
り
方

お
よ
び
行
動
様
式
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
も
理
由
と
し
て

88

挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
現
代
の
学
生
は
健
康
や
生
活
の
質
を
大
切

に
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
無
理
を
し
て
ま

で
キ
ャ
ン
パ
ス
に
残
っ
て
深
夜
に
何
か
作
業
を
す
る
こ
と
を
避
け

る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
る
。
ま
た
、「
個
」
を
重
視

す
る
傾
向
が
増
し
て
い
る
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

8以
上
の
通
り
、
寝
袋
が
象
徴
す
る
「
２４
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
い

う
、
あ
る
意
味
で
の
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
文
化
は
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技

術
の
進
歩
が
あ
り
、
学
生
の
行
動
様
式
の
変
化
で
も
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
我
々
教
職
員
が
次
に
な
す
べ
き
こ

と
は
キ
ャ
ン
パ
ス
が
置
か
れ
た
あ
た
ら
し
い
環
境
を
見
据
え
、「
２４

時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
次
に
来
る
で
あ
ろ
う
、
次
世
代
の
学
修
環

境
の
構
築
へ
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
「
実
験
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
い
う
Ｓ
Ｆ
Ｃ
が
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
定
め
ら
れ
た
宿
命
に
対
す
る
答
え
な
の
だ
と

思
う
。
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自
習
室
に
つ
い
て
説
明
す
る
前
に
２
つ
の
事
例
を
ご
紹
介
し
た

い
。
あ
る
県
の
テ
レ
ビ
局
が
出
身
学
生
の
取
材
を
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
取
材
日
の
午
前
11
時
に
筆
者
が
い
る
企
画
部
に
学
生
に

来
て
も
ら
い
、
記
者
に
紹
介
し
た
。
そ
の
際
、「
今
日
は
何
時
に
大

学
に
来
た
の
？
」
と
筆
者
が
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
２
時
で
す
」
と

学
生
が
答
え
た
。
ど
う
も
「
夢
考
房
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
大
会
前
と
い
う
こ
と
で
夜
ま
で
活
動
し
た
あ
と
、
ア
パ
ー
ト
に

洗
濯
物
な
ど
を
す
る
た
め
に
戻
り
、
そ
の
あ
と
深
夜
２
時
に
自
習

室
で
勉
強
。
１
限
目
の
授
業
を
終
え
て
企
画
部
に
来
た
、
と
い
う

こ
と
ら
し
い
。
顔
合
わ
せ
の
あ
と
授
業
な
ど
で
の
密
着
取
材
が
行

わ
れ
た
。

も
う
一
つ
の
例
は
、
難
関
国
家
資
格
、
第
一
種
電
気
主
任
技
術

者
国
家
試
験
（
電
験
一
種
）
に
合
格
し
た
学
生
の
話
だ
。
電
験
一

種
は
電
気
主
任
技
術
者
の
な
か
で
も
最
高
峰
の
資
格
と
さ
れ
、
金

沢
工
業
大
学
で
は
過
去
４
人
合
格
し
て
い
る
。
そ
の
学
生
に
話
を

聞
く
と
、
毎
朝
５
時
に
自
習
室
に
来
て
電
験
一
種
の
勉
強
に
取
り

組
ん
で
い
た
そ
う
だ
。

個
人
的
な
こ
と
で
恐
縮
だ
が
、
筆
者
は
健
康
維
持
の
た
め
毎
日

10
分
間
、
は
や
歩
き
で
歩
き
な
さ
い
と
指
導
を
受
け
て
い
る
。
毎

朝
７
時
台
に
出
勤
し
、
扇
が
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
北
校
地
の
回
廊
を
３

周
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
自
習
室
の
前
を
通
る
の
だ
が
、
多
く
の
学
生

で
賑
わ
っ
て
い
る
。

金
沢
工
業
大
学
に
は
い
つ
で
も
課
外
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

２
２
０
席
を
有
す
る
３
６
５
日
24
時
間
オ
ー
プ
ン
の
自
習
室
が
７

号
館
１
階
に
あ
る
。
自
習
室
が
７
号
館
１
階
に
あ
る
こ
と
に
実
は

大
き
な
意
味
が
あ
る
。
７
号
館
の
３
階
４
階
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
金
沢
工
業
大
学
の
教
育
の
主
軸
に
位
置
す
る

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
授
業
で
１
年
生
・
２
年
生
が
使
う
教
室
が
あ
り
、
楕
円
形

の
テ
ー
ブ
ル
で
５
～
６
人
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
授
業
の
あ
と
、
引
き
続
き
ア
イ
デ
ア
出
し

や
ま
と
め
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
製
作
な
ど
が
で
き
る
よ
う
１
階
に

3
6
5
日
24
時
間
オ
ー
プ
ン
の

自
習
室

志
鷹 

英
男

学
校
法
人
金
沢
工
業
大
学

企
画
部
次
長
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自
習
室
が
置
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
動
線
に
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
こ
の
自
習
室
は
仲
間
と
わ
い
わ
い
議
論
を
し
、
ち
ょ
っ
と

し
た
試
作
物
の
製
作
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
、

個
人
で
の
学
習
や
建
築
模
型
の
製
作
課
題
で
利
用
し
て
い
る
学
生

も
多
い
。
ソ
フ
ァ
ー
で
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
居
心
地

が
よ
さ
そ
う
だ
。
静
か
な
場
所
で
勉
強
し
た
い
学
生
は
隣
接
し
た

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
の
自
習
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

２
０
０
０
年
に
７
号
館
が
竣
工
し
た
際
、
多
く
の
大
学
関
係
者

の
視
察
が
あ
っ
た
が
、「
安
全
面
」
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
質
問

が
相
次
い
だ
。
も
と
も
と
金
沢
工
業
大
学
は
街
中
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

建
物
の
入
館
時
に
は
入
口
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
学
生
証
を
あ
て

て
入
館
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
自
習
室
の
出
入
り
も
そ
う
だ
。

夜
間
は
建
屋
外
を
警
備
員
が
巡
回
し
て
い
る
の
で
女
子
学
生
も
安

心
し
て
学
習
に
取
り
組
め
る
。
そ
も
そ
も
金
沢
工
業
大
学
は
学
生

数
約
６
５
０
０
人
の
う
ち
、
７
割
が
県
外
出
身
者
で
、
多
く
の
学
生

が
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
。
夜
、
ア
パ
ー

ト
で
一
人
で
勉
強
す
る
よ
り
も
、
自
習
室
に
集
ま
り
仲
間
と
い
っ

し
ょ
に
勉
強
す
る
ほ
う
が
捗
る
し
、
仲
間
同
士
で
教
え
合
う
こ
と

で
理
解
も
深
ま
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
自
習
室
が
24
時
間
、
フ
ル

で
利
用
さ
れ
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
自
習
室
に
は
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
と
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
実
現
と
い

う
重
要
な
面
が
あ
る
。
金
沢
工
業
大
学
は
成
長
分
野
で
あ
る
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、
Ｇ
Ｘ
、
Ｓ
Ｘ
（
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
具
現
化
に
向

け
て
社
会
課
題
を
解
決
す
る
社
会
実
装
型
の
教
育
と
研
究
を
全
学

的
に
推
進
し
、
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
、
Ｓ
Ｘ
を
リ
ー
ド
す
る
情
報
に
強
い

人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
よ
り
扇
が
丘
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
を
設
置
し
、
直
流
１
５
０

０
Ｖ
、
直
流
３
８
０
Ｖ
の
自
営
線
網
を
構
築
。
太
陽
光
発
電
の
電

気
を
直
流
の
ま
ま
直
流
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
、
直
流
サ
ー
バ
ー
の
各
設

備
に
供
給
し
て
い
る
。
自
習
室
も
直
流
の
ま
ま
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
光
ら

せ
て
い
る
。
直
流
配
電
と
い
う
最
新
技
術
の
社
会
実
装
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
場
で
あ
り
、
災
害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
の
面
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
。

今
年
度
よ
り
金
沢
工
業
大
学
は
文
理
探
究
志
向
２
学
部
と
「
情

報
理
工
学
部
」
を
新
設
。
文
理
の
枠
を
超
え
て
共
創
す
る
社
会
実

装
型
総
合
大
学
と
し
て
進
化
し
た
。
自
習
室
で
文
系
理
系
の
学
生

が
議
論
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
り
出
す
の

か
、
当
事
者
な
が
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

は
か
ど
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自
習
室
が
置
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
動
線
に
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
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こ
の
自
習
室
は
仲
間
と
わ
い
わ
い
議
論
を
し
、
ち
ょ
っ
と

し
た
試
作
物
の
製
作
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
、

個
人
で
の
学
習
や
建
築
模
型
の
製
作
課
題
で
利
用
し
て
い
る
学
生

も
多
い
。
ソ
フ
ァ
ー
で
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
居
心
地

が
よ
さ
そ
う
だ
。
静
か
な
場
所
で
勉
強
し
た
い
学
生
は
隣
接
し
た

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
の
自
習
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

２
０
０
０
年
に
７
号
館
が
竣
工
し
た
際
、
多
く
の
大
学
関
係
者

の
視
察
が
あ
っ
た
が
、「
安
全
面
」
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
質
問

が
相
次
い
だ
。
も
と
も
と
金
沢
工
業
大
学
は
街
中
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

建
物
の
入
館
時
に
は
入
口
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
学
生
証
を
あ
て

て
入
館
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
自
習
室
の
出
入
り
も
そ
う
だ
。

夜
間
は
建
屋
外
を
警
備
員
が
巡
回
し
て
い
る
の
で
女
子
学
生
も
安

心
し
て
学
習
に
取
り
組
め
る
。
そ
も
そ
も
金
沢
工
業
大
学
は
学
生

数
約
６
５
０
０
人
の
う
ち
、
７
割
が
県
外
出
身
者
で
、
多
く
の
学
生

が
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
。
夜
、
ア
パ
ー

ト
で
一
人
で
勉
強
す
る
よ
り
も
、
自
習
室
に
集
ま
り
仲
間
と
い
っ

し
ょ
に
勉
強
す
る
ほ
う
が
捗
る
し
、
仲
間
同
士
で
教
え
合
う
こ
と

で
理
解
も
深
ま
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
自
習
室
が
24
時
間
、
フ
ル

で
利
用
さ
れ
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
自
習
室
に
は
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
と
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
実
現
と
い

う
重
要
な
面
が
あ
る
。
金
沢
工
業
大
学
は
成
長
分
野
で
あ
る
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、
Ｇ
Ｘ
、
Ｓ
Ｘ
（
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
具
現
化
に
向

け
て
社
会
課
題
を
解
決
す
る
社
会
実
装
型
の
教
育
と
研
究
を
全
学

的
に
推
進
し
、
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
、
Ｓ
Ｘ
を
リ
ー
ド
す
る
情
報
に
強
い

人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
よ
り
扇
が
丘
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
を
設
置
し
、
直
流
１
５
０

０
Ｖ
、
直
流
３
８
０
Ｖ
の
自
営
線
網
を
構
築
。
太
陽
光
発
電
の
電

気
を
直
流
の
ま
ま
直
流
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
、
直
流
サ
ー
バ
ー
の
各
設

備
に
供
給
し
て
い
る
。
自
習
室
も
直
流
の
ま
ま
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
光
ら

せ
て
い
る
。
直
流
配
電
と
い
う
最
新
技
術
の
社
会
実
装
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
場
で
あ
り
、
災
害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
の
面
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
。

今
年
度
よ
り
金
沢
工
業
大
学
は
文
理
探
究
志
向
２
学
部
と
「
情

報
理
工
学
部
」
を
新
設
。
文
理
の
枠
を
超
え
て
共
創
す
る
社
会
実

装
型
総
合
大
学
と
し
て
進
化
し
た
。
自
習
室
で
文
系
理
系
の
学
生

が
議
論
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
り
出
す
の

か
、
当
事
者
な
が
ら
楽
し
み
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

現
代
社
会
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
が
急
速
に
進
み
、
社

会
構
造
や
人
々
の
価
値
観
も
多
様
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
変
化
の
激
し
い
時
代
に
お
い
て
、
人
々
が
持
続
的
に
成

長
し
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
従
来
の
教
育
シ
ス
テ

ム
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
柔
軟
で
革
新
的
な
学
び
の
場
が
不
可
欠
で

あ
る
。

本
稿
で
は
、
株
式
会
社
ド
ワ
ン
ゴ
が
開
発
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「ZEN

 Study

」
を
中
核
に
据
え
、
日

本
発
の
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
で
あ
る
Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
が
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
、
時
間
や
場
所
に
制
約
さ
れ
な
い
「
24
時
間
キ
ャ
ン
パ

ス
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。ZEN

 Study

の
主
要
機

能
を
「
時
間
を
問
わ
ず
学
べ
る
環
境
」「
学
生
間
の
知
識
共
有
」

「
学
修
の
振
り
返
り
」「
教
職
員
の
支
援
」
の
４
つ
の
観
点
か
ら
掘

り
下
げ
、
そ
の
教
育
的
意
義
と
、
未
来
の
学
び
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

Z
E
N
大
学
とZEN

 Study

の
概
要

1Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
素
養

や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
日
本
発
の
オ
ン

ラ
イ
ン
大
学
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば
、
世

界
中
の
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
、
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ

れ
ず
に
学
修
で
き
る
の
が
大
き
な
特
長
で
あ
る
。

Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
に
お
け
る
学
修
の
中
心
と
な
る
の
が
、
株
式
会
社

ド
ワ
ン
ゴ
が
開
発
し
た
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「ZEN

 Study

」

で
あ
る［
写
真
１
］。ZEN

 Study

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
義
視

聴
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
、
学
生
同
士
の
交
流
、
教
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
大
学
に
お
け
る
学
修
活
動
に
必
要
な
機
能

を
網
羅
的
に
提
供
し
て
い
る
。

ZEN
 Study

の
最
大
の
特
長
は
、
そ
の
柔
軟
性
と
利
便
性
に

甲
野 

純
正

Z
E
N
大
学
教
育
開
発
部
部
長

Z
EN

 Study

に
よ
る
学
修
革
新

―
Z
E
N
大
学
の
取
り
組
み
よ
り
―
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あ
る
。
学
生
は
、
自
身
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
修
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
従

来
の
対
面
授
業
で
は
難
し
か
っ
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
学
修
体

験
や
、
学
生
同
士
の
活
発
な
交
流
を
実
現
し
て
い
る
。

時
間
を
問
わ
ず
学
べ
る
環
境

2従
来
の
大
学
教
育
で
は
、
決
め
ら
れ
た
時
間
割
に
従
っ
て
教
室

に
集
ま
り
、
授
業
を
受
け
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
形
態
で
は
、
時
間
的
制
約
や
場
所
的
制
約
に
よ
り
、
学
修
機
会

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

ZEN
 Study

は
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の
学
修
形
態
を
大
き
く
変

革
し
、
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
真
に
自
由
な
学
修
環
境

を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
中
核
と
な
る
の
が
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方

式
に
よ
る
授
業
配
信
で
あ
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
は
、
事
前
収
録
さ
れ
た
講
義
動
画
と
、
確
認

テ
ス
ト
、
確
認
レ
ポ
ー
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
講
義
動
画
を
視
聴
し
、
確
認
テ
ス
ト
で
知
識
の
定

着
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
確
認
レ
ポ
ー
ト
を
通

じ
て
、
講
義
内
容
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
身
の
考
え
を
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
［
写
真
２
］。

１
回
の
授
業
は
、
約
10
分
間
の
動
画
６
本
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

各
動
画
の
後
に
確
認
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学

生
は
集
中
力
を
維
持
し
な
が
ら
、
効
率
的
に
学
修
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
や
理
解
が
不
十
分
な
と

［写真1］ZEN大学の学習プラットフォーム「ZEN Study」
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あ
る
。
学
生
は
、
自
身
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
修
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
従

来
の
対
面
授
業
で
は
難
し
か
っ
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
学
修
体

験
や
、
学
生
同
士
の
活
発
な
交
流
を
実
現
し
て
い
る
。

時
間
を
問
わ
ず
学
べ
る
環
境

2従
来
の
大
学
教
育
で
は
、
決
め
ら
れ
た
時
間
割
に
従
っ
て
教
室

に
集
ま
り
、
授
業
を
受
け
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
形
態
で
は
、
時
間
的
制
約
や
場
所
的
制
約
に
よ
り
、
学
修
機
会

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

ZEN
 Study

は
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の
学
修
形
態
を
大
き
く
変

革
し
、
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
真
に
自
由
な
学
修
環
境

を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
中
核
と
な
る
の
が
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方

式
に
よ
る
授
業
配
信
で
あ
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
は
、
事
前
収
録
さ
れ
た
講
義
動
画
と
、
確
認

テ
ス
ト
、
確
認
レ
ポ
ー
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
講
義
動
画
を
視
聴
し
、
確
認
テ
ス
ト
で
知
識
の
定

着
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
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、
確
認
レ
ポ
ー
ト
を
通

じ
て
、
講
義
内
容
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
身
の
考
え
を
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
［
写
真
２
］。

１
回
の
授
業
は
、
約
10
分
間
の
動
画
６
本
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

各
動
画
の
後
に
確
認
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学

生
は
集
中
力
を
維
持
し
な
が
ら
、
効
率
的
に
学
修
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
や
理
解
が
不
十
分
な
と
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こ
ろ
は
、
何
度
で
も
繰
り
返
し
視
聴
で
き
る
た
め
、
確
実
な
知
識

の
定
着
が
可
能
で
あ
る
。

確
認
レ
ポ
ー
ト
は
、
各
授
業
の
終
わ
り
に
、
学
生
が
自
身
の
学
び

を
振
り
返
る
機
会
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
確
認
レ
ポ
ー
ト
を

作
成
す
る
こ
と
で
、
学
生
は
講
義
内
容
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
今

後
の
学
修
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

15
回
の
授
業
を
受
講
し
た
後
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
単
位
認

定
試
験
が
実
施
さ
れ
る
。
一
定
の
点
数
を
超
え
る
と
単
位
を
修
得

で
き
る
た
め
、
学
生
は
目
標
を
持
っ
て
学
修
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、ZEN

 Study

は
、
時
間
と
場
所
の
制
約
を
取
り

払
い
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
学
修
状
況
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
学
修

環
境
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
学
修
効
率
の
大
幅
な
向
上
を
実
現
し

て
い
る
。学

生
間
の
知
識
共
有

3ZEN
 Study

は
、
単
に
講
義
を
配
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
生

同
士
の
活
発
な
交
流
を
促
進
す
る
機
能
も
備
え
て
い
る
。
従
来
の

大
学
で
は
、
対
面
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
推
奨
さ
れ
て
い
た

が
、
時
間
的
・
空
間
的
な
制
約
に
よ
り
、
十
分
な
議
論
が
で
き
な

い
場
合
も
あ
っ
た
。

ZEN
 Study

で
は
、
双
方
向
の
ラ
イ
ブ
授
業
シ
ス
テ
ム
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
時
間
や
場
所
の
制
約
を
超
え
た
、
活
発
な
議
論
を

実
現
し
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
授
業
シ
ス
テ
ム
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
同
時
に
多
数
の
学
生
が
参
加
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
講
義
を
受

［写真2］ZEN Studyのオンデマンド授業コンテンツ
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け
た
り
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
メ
ン
ト
機
能
は
、
授
業
中
に
学
生
が
自
由
に
意
見
や
感
想
、
質

問
な
ど
を
投
稿
で
き
る
機
能
で
あ
る
。
対
面
授
業
で
は
発
言
し
に
く

い
内
容
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
れ
ば
気
軽
に
発
信
で
き
る
た
め
、

よ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
期
待
で
き
る
。
講
師
は
、
コ
メ
ン
ト
を
見

な
が
ら
授
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
学
生
の
理
解
度
や
関

心
度
を
把
握
し
、
授
業
内
容
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
［
写
真
３
］。

ク
イ
ズ
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
機
能
は
、
授
業
中
に
講
師
が
学
生
に
質

問
を
投
げ
か
け
、
回
答
を
共
有
す
る
機
能
で
あ
る
。
学
生
は
、
他

の
学
生
の
回
答
を
見
る
こ
と
で
、
自
身
や
他
の
学
生
の
理
解
度
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
講
師
は
回
答
結
果
を
授
業
の
参
考
や
学
生

間
の
意
見
交
換
を
促
す
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

［写真3］ZEN Studyのライブ授業でのコメントの様子

［写真4］ZEN Studyのフォーラム
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き
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き
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と
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知
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フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
時
間
的
な
制
約
な
く
、
学
生
が
自
由
に
質
問

や
疑
問
を
投
稿
で
き
る
掲
示
板
で
あ
る
。
他
の
学
生
や
教
員
が
質

問
に
回
答
し
た
り
、
議
論
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
学
生
は
知

識
や
課
題
を
共
有
し
、
学
修
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

数
学
の
問
題
が
解
け
な
い
場
合
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
質
問
を
投
稿
す

れ
ば
、
他
の
学
生
や
教
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
解
説
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
［
写
真
４
］。

こ
の
よ
う
に
、ZEN

 Study

は
、
ラ
イ
ブ
授
業
シ
ス
テ
ム
、
コ

メ
ン
ト
機
能
、
ク
イ
ズ
機
能
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
、
様
々
な
機
能
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
学
生
間
の
活
発
な
知
識
共
有
を
実
現
し
、
学

修
効
果
を
高
め
て
い
る
。

学
生
の
振
り
返
り

4ZEN
 Study

に
は
、
学
生
が
自
身
の
学
修
状
況
を
客
観
的
に
把

握
し
、
改
善
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
学
修
履
歴
を
記
録
し
可
視

化
す
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
。

学
生
は
自
身
の
学
修
履
歴
を
見
る
こ
と
で
、
学
修
の
進
捗
状
況

や
理
解
度
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
学
修
履
歴
を
振
り
返
る
こ
と

で
、
自
身
の
学
修
方
法
を
改
善
し
た
り
、
今
後
の
学
修
計
画
を
立

て
る
上
で
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、ZEN

 Study

は
学
修
履
歴
の
可
視
化
を
通
し
て
、

学
生
が
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
学
修
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
し

て
い
る
。教

職
員
の
支
援
と
教
育
の
質
向
上

5ZEN
 Study

は
、
学
生
だ
け
で
な
く
、
教
職
員
に
と
っ
て
も
有

益
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
従
来
の
授
業
で
は
、
教
職
員
が
学
生
一
人

ひ
と
り
の
学
修
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
適
切
な
指
導

を
行
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
っ
た
。

ZEN
 Study

の
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
）
で
も
あ
る
学

習
コ
ー
チ
ン
グ
支
援
サ
ー
ビ
ス
「ZEN

 C
om

pass

」
は
、
学
生

の
学
修
デ
ー
タ
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
［
写
真
５
］。
具
体
的
に

は
、
教
職
員
はZEN

 C
om

pass

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
学
生
の

学
修
進
捗
、
理
解
度
、
課
題
を
把
握
し
、
個
別
指
導
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
特
定
の
学
生
に
学
修
の
遅
れ
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、

ク
ラ
ス
・
コ
ー
チ
（
Ｃ
Ｃ
）
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
提
供
し
、
学
修
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
ま
た
、
授
業
内
容
で
不
明

96

な
点
や
困
難
な
点
が
あ
る
学
生
に
対
し
て
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
Ａ
Ａ
）
が
補
助
的
な
授
業
を
実
施
し
た
り
、
つ

ま
ず
い
て
い
る
箇
所
の
解
説
を
す
る
な
ど
し
て
、
学
生
の
理
解
度

向
上
を
支
援
す
る
。

さ
ら
に
、
教
職
員
はZEN

 C
om

pass

の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る

こ
と
で
、
授
業
内
容
や
教
材
の
改
善
に
活
用
で
き
る
。
学
生
の
理

解
度
や
関
心
の
高
い
部
分
、
低
い
部
分
を
把
握
し
、
授
業
内
容
を

調
整
し
た
り
、
教
材
を
改
良
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高

い
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、ZEN

 Study

は
、
教
職
員
の
業
務
効
率
化
や
教

育
の
質
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
とZEN

 Study

は
、
時
間
や
場
所
の
制
約
を
超

え
た
、
新
し
い
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授

業
、
ラ
イ
ブ
授
業
、
学
生
間
の
交
流
機
能
、
学
修
履
歴
の
可
視
化
、

教
職
員
の
支
援
機
能
な
ど
、
様
々
な
機
能
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
、
柔
軟
で
質
の
高
い
教
育
を

実
現
し
て
い
る
。

今
後
、
Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
とZEN

 Study

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の

可
能
性
を
さ
ら
に
追
求
し
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
開
か
れ
た
、
持

続
的
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
未
来
の
教
育
の
あ
り
方

を
大
き
く
変
革
し
、
社
会
全
体
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

［写真5］ZEN Compassの参考画面

97

 小特集　　これからのキャンパスの在り方とは－24時間利用可能な施設の事例から考える－



な
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Ｎ
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追
求
し
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
開
か
れ
た
、
持

続
的
な
学
び
の
場
を
提
供
す
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献
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稿寄

は
じ
め
に

地
球
温
暖
化
や
都
市
部
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
日
本
の
夏
季
の
気
温
は
上
昇
し
、
こ
の
数
年
、
高
温

の
夏
が
続
い
て
い
る
。
２
０
２
４
年
の
熱
中
症
に
よ
る
死
者
数
は
、

こ
れ
ま
で
の
最
多
記
録
１
７
４
５
人
（
２
０
１
０
年
）
を
上
回
り
、

初
め
て
２
０
０
０
人
を
超
え
た
と
の
速
報
報
道
が
あ
っ
た
。
２
０
２

５
年
は
４
月
、
５
月
と
す
で
に
季
節
外
れ
の
高
温
に
見
舞
わ
れ
て

お
り
、
夏
本
番
は
い
っ
た
い
ど
う
な
る
こ
と
か
と
、
心
配
さ
れ
る
。

２
０
１
０
年
の
１
７
４
５
件
の
熱
中
症
死
亡
の
発
生
場
所
を
見

る
と
、
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の
発
生
は
数
例
に
と
ど
ま
り
、
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
時
の
熱
中
症
死
者
数
は
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い

な
い
。
こ
れ
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
は
じ
め

と
し
た
関
係
者
が
取
り
組
ん
で
き
た
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
熱
中

症
予
防
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
発
行
お
よ
び
啓
発
活
動
の
大
き
な
成

果
と
言
え
る
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に
熱
中
症
で
救
急
搬

送
さ
れ
た
数
は
減
少
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
本
来
、
ス
ポ
ー
ツ
は

す
べ
て
の
人
が
安
全
に
楽
し
め
、
身
体
と
精
神
の
健
康
増
進
に
つ

な
が
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に
熱
中
症
で
亡
く

な
る
事
例
は
１
例
で
あ
っ
て
も
容
認
で
き
ず
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
熱
中
症
死
亡
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
最
重
要
課

題
と
し
て
議
論
を
進
め
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
熱
中
症
の
中
核

を
な
す
が
一
般
に
命
に
関
わ
る
こ
と
の
な
い
「
熱
疲
労
」
と
死
に

至
る
リ
ス
ク
の
高
い
「
熱
射
病
」
と
の
病
態
や
症
状
の
相
違
に
つ

い
て
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。

松
本 

孝
朗

中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

ト
レ
ー
ナ
ー
学
科
教
授

熱
中
症
の
病
型
お
よ
び

発
症
機
序

―�

救
命
の
た
め
の
身
体
冷
却
法
―
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1
　熱
中
症
の
病
型
と
そ
の
発
症
機
序
、

　
　現
場
で
の
処
置
と
予
防
法

熱
中
症
と
は
、
暑
さ
が
原
因
と
な
っ
て
発
症
す
る
「
暑
熱
障
害
」

の
総
称
で
あ
り
、
熱
失
神
、
熱
け
い
れ
ん
、
熱
疲
労
お
よ
び
熱
射

病
の
４
つ
が
含
ま
れ
る
。
発
症
の
原
因
は
主
と
し
て
、
脱
水
と
過

度
の
体
温
上
昇
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
症
機
序
と
症
状
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
運
動
や
労
働
に
伴
っ
て
発
生
す
る
労

作
性
（
運
動
性
）
熱
中
症
と
運
動
や
労
働
と
は
無
関
係
に
発
生
す

る
古
典
的
（
非
労
作
性
）
熱
中
症
と
に
分
類
さ
れ
る
。
近
年
、
わ

が
国
に
お
け
る
熱
中
症
死
亡
者
の
約
80
％
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
あ
り
、
約
45
％
が
家
（
庭
を
含
む
）
で
発
生
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
高
齢
者
が
自
宅
で
亡
く
な
っ
て
い
る
、
そ
の
多
く
は
古
典
的

（
非
労
作
性
）
熱
中
症
と
推
測
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
労
作
性

（
運
動
性
）
熱
中
症
を
中
心
に
述
べ
た
い
。

①
熱
失
神

炎
天
下
に
じ
っ
と
立
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
お
こ
る
。
直
射
日

光
に
よ
る
皮
膚
血
管
拡
張
と
立
位
姿
勢
持
続
に
よ
る
血
液
の
下
肢

へ
の
貯
留
に
よ
っ
て
、
脳
へ
の
血
流
が
減
少
し
、
一
過
性
の
意
識

消
失
（
失
神
発
作
）
を
お
こ
す
も
の
で
、
起
立
性
低
血
圧
（
立
ち

く
ら
み
）
が
そ
の
病
態
で
あ
る
。
失
神
に
先
立
ち
、
顔
面
そ
う
白
、

め
ま
い
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

〔
現
場
で
の
処
置
〕
涼
し
い
場
所
で
、
下
肢
を
挙
上
さ
せ
て
臥
床

さ
せ
る
。

〔
予
防
法
〕
炎
天
下
で
じ
っ
と
立
っ
て
い
る
こ
と
を
避
け
る
。
下

肢
の
屈
伸
運
動
を
行
う
（
下
肢
の
静
脈
に
う
っ
帯
し
た
血
液
を
筋

ポ
ン
プ
作
用
に
よ
り
心
臓
へ
環
流
さ
せ
る
）。

②
熱
け
い
れ
ん

暑
熱
環
境
で
長
時
間
運
動
を
行
い
、
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
時

に
、
疲
労
し
た
筋
に
生
じ
る
有
痛
性
の
け
い
れ
ん
で
、
通
常
、
下

肢
の
筋
に
多
く
お
こ
る
が
、
上
肢
や
腹
筋
に
お
こ
る
こ
と
も
あ
る
。

特
に
、
真
水
や
塩
分
濃
度
の
低
い
飲
料
を
補
給
す
る
と
、
血
液
中

の
塩
分
濃
度
が
低
下
し
、
筋
の
被
刺
激
性
が
亢
進
す
る
こ
と
で
け

い
れ
ん
に
つ
な
が
る
。
運
動
時
の
筋
の
け
い
れ
ん
は
暑
さ
や
脱
水

と
は
無
関
係
に
も
お
こ
る
が
、
暑
熱
環
境
下
で
の
運
動
時
に
み
ら

れ
た
場
合
は
、
熱
け
い
れ
ん
と
し
て
対
処
す
る
。
ま
た
、
め
ま
い
、

頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
の
全
身
性
の
症
状
を
伴
う
場
合
は
、
熱
疲
労

の
一
症
状
と
し
て
対
処
す
る
。
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中
症
の
病
型
と
そ
の
発
症
機
序
、
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で
の
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予
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中
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っ
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発
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」
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、
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、
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お
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れ
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亡
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る
、
そ
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く
は
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的
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非
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）
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中
症
と
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る
が
、
本
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で
は
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労
作
性

（
運
動
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熱
中
症
を
中
心
に
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た
い
。
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神

炎
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下
に
じ
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と
立
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
お
こ
る
。
直
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日
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に
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皮
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血
管
拡
張
と
立
位
姿
勢
持
続
に
よ
る
血
液
の
下
肢

へ
の
貯
留
に
よ
っ
て
、
脳
へ
の
血
流
が
減
少
し
、
一
過
性
の
意
識

消
失
（
失
神
発
作
）
を
お
こ
す
も
の
で
、
起
立
性
低
血
圧
（
立
ち

く
ら
み
）
が
そ
の
病
態
で
あ
る
。
失
神
に
先
立
ち
、
顔
面
そ
う
白
、

め
ま
い
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

〔
現
場
で
の
処
置
〕
涼
し
い
場
所
で
、
下
肢
を
挙
上
さ
せ
て
臥
床

さ
せ
る
。

〔
予
防
法
〕
炎
天
下
で
じ
っ
と
立
っ
て
い
る
こ
と
を
避
け
る
。
下

肢
の
屈
伸
運
動
を
行
う
（
下
肢
の
静
脈
に
う
っ
帯
し
た
血
液
を
筋

ポ
ン
プ
作
用
に
よ
り
心
臓
へ
環
流
さ
せ
る
）。

②
熱
け
い
れ
ん

暑
熱
環
境
で
長
時
間
運
動
を
行
い
、
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
時

に
、
疲
労
し
た
筋
に
生
じ
る
有
痛
性
の
け
い
れ
ん
で
、
通
常
、
下

肢
の
筋
に
多
く
お
こ
る
が
、
上
肢
や
腹
筋
に
お
こ
る
こ
と
も
あ
る
。

特
に
、
真
水
や
塩
分
濃
度
の
低
い
飲
料
を
補
給
す
る
と
、
血
液
中

の
塩
分
濃
度
が
低
下
し
、
筋
の
被
刺
激
性
が
亢
進
す
る
こ
と
で
け

い
れ
ん
に
つ
な
が
る
。
運
動
時
の
筋
の
け
い
れ
ん
は
暑
さ
や
脱
水

と
は
無
関
係
に
も
お
こ
る
が
、
暑
熱
環
境
下
で
の
運
動
時
に
み
ら

れ
た
場
合
は
、
熱
け
い
れ
ん
と
し
て
対
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す
る
。
ま
た
、
め
ま
い
、

頭
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、
吐
き
気
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ど
の
全
身
性
の
症
状
を
伴
う
場
合
は
、
熱
疲
労

の
一
症
状
と
し
て
対
処
す
る
。
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〔
現
場
で
の
処
置
〕
休
息
を
と
ら
せ
、
静
的
ス
ト
レ
ッ
チ
を
受
動

的
に
行
う
。
市
販
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
ま
せ
る
。

〔
予
防
法
〕
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
欠
乏
に
よ
る
筋
の
被
刺
激
性

の
亢
進
が
原
因
で
あ
り
、
塩
分
を
含
ん
だ
飲
料
を
使
用
す
る
。
食

事
か
ら
の
食
塩
摂
取
量
を
増
や
す
こ
と
が
有
効
と
の
報
告
も
あ
る
。

③
熱
疲
労

熱
疲
労
は
熱
中
症
の
中
核
を
な
す
病
態
で
あ
る
。
暑
熱
環
境
で

長
時
間
運
動
す
る
と
、
大
量
の
発
汗
の
た
め
、
水
分
と
塩
分
を
失

い
、
循
環
血
液
量
が
減
少
し
（
脱
水
）、
脳
な
ど
の
重
要
臓
器
へ
の

血
流
が
不
足
す
る
（
循
環
不
全
）。
脱
水
と
そ
の
た
め
の
循
環
不
全

が
熱
疲
労
の
病
態
で
あ
る
。
そ
の
症
状
は
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
吐

き
気
、
お
う
吐
、
脱
力
感
、
倦
怠
感
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
カ

ゼ
（
上
気
道
炎
）
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
症
状
で
あ
り
、
熱
中
症
に

特
異
的
で
は
な
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
体
温
は
正
常
も

し
く
は
軽
度
上
昇
す
る
が
、
40
℃
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。
軽
度

の
錯
乱
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
昏
睡
な
ど
の
高
度
な

意
識
障
害
は
来
た
さ
な
い
。
軽
い
熱
疲
労
か
ら
命
に
関
わ
る
熱
射

病
ま
で
は
連
続
し
た
病
態
で
あ
り
、
判
断
の
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
場
合
は
、
熱
射
病
と
し
て
対
処
す
る
。
通
常
、
治
療
に
よ
り

回
復
し
、
命
に
関
わ
る
こ
と
は
な
い
。
数
日
に
わ
た
る
大
会
な
ど

で
は
、
連
日
の
脱
水
が
積
み
重
な
っ
て
、
熱
疲
労
や
熱
射
病
に
至

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

〔
現
場
で
の
処
置
〕
冷
所
に
移
動
さ
せ
、
熱
放
散
を
妨
げ
る
衣

服
を
取
り
除
き
、
下
肢
を
挙
上
さ
せ
臥
床
さ
せ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
（
塩
分
濃
度
0.1
％
）
あ
る
い
は
経
口
補
水
液
（
0.3
％
）
を

飲
ま
せ
る
。
熱
射
病
の
鑑
別
の
た
め
に
は
直
腸
温
の
測
定
が
望
ま

し
い
。

〔
予
防
法
〕
脱
水
と
循
環
不
全
が
そ
の
病
態
で
あ
り
、
塩
分
を

含
ん
だ
飲
料
を
積
極
的
に
補
給
し
、
脱
水
を
予
防
す
る
。
事
前
に

暑
熱
順
化
を
獲
得
す
る
。

④
熱
射
病

熱
疲
労
の
病
態
（
脱
水
と
循
環
不
全
）
が
さ
ら
に
進
行
す
る
と
、

脱
水
と
血
清
浸
透
圧
上
昇
の
た
め
、
皮
膚
血
管
拡
張
と
発
汗
の
両

方
が
抑
制
さ
れ
、
熱
放
散
量
が
減
少
し
、
体
温
が
さ
ら
に
上
昇
す
る

悪
循
環
に
陥
る
。
体
温
（
特
に
脳
温
）
が
過
度
（
40
℃
以
上
）
に

上
昇
し
、
そ
の
た
め
脳
機
能
が
障
害
さ
れ
、
意
識
障
害
や
体
温
調

節
機
能
不
全
（
発
汗
停
止
）
を
来
た
し
た
病
態
が
熱
射
病
で
あ
る
。

た
だ
し
、
運
動
時
の
熱
射
病
で
は
、
発
汗
が
続
い
て
い
る
こ
と
も

100

あ
る
た
め
、
発
汗
が
あ
る
こ
と
で
熱
射
病
を
否
定
し
て
は
な
ら
な

い
。
意
識
障
害
の
有
無
は
重
要
で
、
昏
睡
だ
け
で
は
な
く
、
応
答

が
鈍
い
、
何
と
な
く
言
動
が
お
か
し
い
、
日
時
や
場
所
が
わ
か
ら

な
い
な
ど
の
軽
い
も
の
も
意
識
障
害
と
し
て
扱
う
。
多
臓
器
不
全

や
Ｄ
Ｉ
Ｃ
（
播
種
性
血
管
内
凝
固
症
候
群
）
な
ど
の
合
併
症
を
併

発
し
、
死
に
至
る
。
一
旦
、
熱
射
病
を
発
症
す
る
と
、
迅
速
か
つ

適
切
な
救
急
救
命
処
置
を
行
っ
て
も
救
命
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

た
め
、
熱
疲
労
か
ら
熱
射
病
へ
の
進
展
を
防
止
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

〔
現
場
で
の
処
置
〕
運
動
中
に
倒
れ
て
立
ち
上
が
れ
な
い
場
合
や

症
状
か
ら
熱
射
病
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
直
腸
温
の
測
定
が
有

用
で
あ
る
。
熱
射
病
の
予
後
を
決
定
す
る
第
一
の
要
因
は
高
体
温

の
程
度
と
そ
の
曝
露
時
間
で
あ
り
、
救
命
の
た
め
に
は
で
き
る
限

り
速
や
か
に
体
温
を
39
℃
ま
で
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

冷
却
は
現
場
で
開
始
し
、
他
に
命
に
関
わ
る
合
併
症
が
な
け
れ
ば
、

現
場
で
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

各
種
の
身
体
冷
却
法
の
中
で
、「
氷
水
浴
（
冷
水
浴
）
法
」
は
、

体
温
低
下
率
（
０・15
～
０・35
℃
／
分
）
が
最
大
で
あ
り
、
救
命

率
も
最
も
高
い
。
水
道
水
を
全
身
に
か
け
続
け
る
「
水
道
水
散
布

法
」
が
体
温
低
下
率
：
０・14
℃
／
分
と
次
い
で
有
効
で
あ
る
。
か

つ
て
推
奨
さ
れ
て
い
た
首
、
腋
窩
、
そ
径
部
に
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
な

ど
を
当
て
る
方
法
は
、
体
温
低
下
率
が
低
く
単
独
で
の
使
用
は
推

奨
で
き
な
い
。

「
氷
水
浴
（
冷
水
浴
）
法
」
と
「
水
道
水
散
布
法
」
の
動
画
が
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
お
よ
び
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
供
覧
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
、
参
照
い
た
だ
き

た
い
※
。

〔
予
防
法
〕
高
温
多
湿
の
環
境
で
の
高
強
度
運
動
、
暑
熱
順
化
の

欠
如
、
低
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
レ
ベ
ル
が
誘
引
と
な
る
が
、
暑
熱
順

化
し
た
高
レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
熱
産
生
が

熱
放
散
を
大
き
く
凌
駕
す
れ
ば
発
症
し
う
る
。
脱
水
の
予
防
の
た

め
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
（
③
熱
疲
労
の
項
を
参
照
）、

休
息
を
多
く
と
る
。
現
場
で
は
、
暑
さ
に
関
す
る
気
象
の
４
要
因

（
気
温
、
湿
度
、
輻
射
熱
、
気
流
）
を
反
映
し
た
指
標
で
あ
る
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
（
湿
球
黒
球
温
度
）
を
測
定
。
こ
れ
を
基
に
、「
熱
中
症
予
防

運
動
指
針
」［
表
１
］
に
従
っ
て
、
そ
の
日
の
運
動
の
強
度
や
時
間

（
練
習
メ
ニ
ュ
ー
）
を
調
節
す
る
。

2
　熱
中
症
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム

熱
中
症
の
各
病
型
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
［
図
１
］
に
ま
と
め

ば
く 

ろ

え
き 

か

ふ
く
し
ゃ
ね
つ
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あ
る
た
め
、
発
汗
が
あ
る
こ
と
で
熱
射
病
を
否
定
し
て
は
な
ら
な

い
。
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な
く
、
応
答

が
鈍
い
、
何
と
な
く
言
動
が
お
か
し
い
、
日
時
や
場
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が
わ
か
ら

な
い
な
ど
の
軽
い
も
の
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意
識
障
害
と
し
て
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う
。
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臓
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Ｄ
Ｉ
Ｃ
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播
種
性
血
管
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凝
固
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候
群
）
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ど
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合
併
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併

発
し
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死
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至
る
。
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、
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の
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で
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の
予
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を
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は
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の
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と
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の
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時
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で
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、
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の
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め
に
は
で
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限

り
速
や
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に
体
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を
39
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ま
で
下
げ
る
必
要
が
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る
。
そ
の
た
め
、
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は
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で
開
始
し
、
他
に
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に
関
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合
併
症
が
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け
れ
ば
、

現
場
で
完
了
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せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

各
種
の
身
体
冷
却
法
の
中
で
、「
氷
水
浴
（
冷
水
浴
）
法
」
は
、

体
温
低
下
率
（
０・15
～
０・35
℃
／
分
）
が
最
大
で
あ
り
、
救
命

率
も
最
も
高
い
。
水
道
水
を
全
身
に
か
け
続
け
る
「
水
道
水
散
布

法
」
が
体
温
低
下
率
：
０・14
℃
／
分
と
次
い
で
有
効
で
あ
る
。
か

つ
て
推
奨
さ
れ
て
い
た
首
、
腋
窩
、
そ
径
部
に
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
な

ど
を
当
て
る
方
法
は
、
体
温
低
下
率
が
低
く
単
独
で
の
使
用
は
推

奨
で
き
な
い
。

「
氷
水
浴
（
冷
水
浴
）
法
」
と
「
水
道
水
散
布
法
」
の
動
画
が
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
お
よ
び
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
供
覧
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
、
参
照
い
た
だ
き

た
い
※
。

〔
予
防
法
〕
高
温
多
湿
の
環
境
で
の
高
強
度
運
動
、
暑
熱
順
化
の

欠
如
、
低
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
レ
ベ
ル
が
誘
引
と
な
る
が
、
暑
熱
順

化
し
た
高
レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
熱
産
生
が

熱
放
散
を
大
き
く
凌
駕
す
れ
ば
発
症
し
う
る
。
脱
水
の
予
防
の
た

め
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
（
③
熱
疲
労
の
項
を
参
照
）、

休
息
を
多
く
と
る
。
現
場
で
は
、
暑
さ
に
関
す
る
気
象
の
４
要
因

（
気
温
、
湿
度
、
輻
射
熱
、
気
流
）
を
反
映
し
た
指
標
で
あ
る
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
（
湿
球
黒
球
温
度
）
を
測
定
。
こ
れ
を
基
に
、「
熱
中
症
予
防

運
動
指
針
」［
表
１
］
に
従
っ
て
、
そ
の
日
の
運
動
の
強
度
や
時
間

（
練
習
メ
ニ
ュ
ー
）
を
調
節
す
る
。

2
　熱
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症
の
発
症
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カ
ニ
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ム
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た
。
ヒ
ト
は
暑
さ
に
さ
ら
さ
れ
る
と
脱
衣
し
て
薄
着
に
な
る
、
涼

し
い
環
境
に
移
動
す
る
、
あ
る
い
は
扇
風
機
で
風
を
送
る
な
ど
の

体
温
の
上
昇
を
避
け
る
た
め
の
行
動
（
行
動
性
体
温
調
節
）
を
行

う
。
一
方
で
、
体
温
が
上
が
る
と
、
皮
膚
血
管
が
拡
張
し
皮
膚
血

流
量
が
増
加
し
て
、
皮
膚
か
ら
の
熱
放
散
（
非
蒸
発
性
熱
放
散
）

［図1］高温環境下における熱中症発症メカニズム。図の最下段に、重症度分類
（Ⅰ度～Ⅲ度）との対応を付記した。

［表1］熱中症予防運動指針（日本スポーツ協会、「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」より）
1) 環境条件の評価はWBGT（暑さ指数とも言われる）の使用が望ましい。
2) 乾球温度（気温）を用いる場合には、湿度に注意する。湿度が高ければ、1ランク厳しい環境基準の運動指針を適用する。
3)熱中症の発症のリスクは個人差が大きく、運動強度も大きく関係する。
　運動指針は平均的な目安であり、スポーツ現場では個人差や競技特性に配慮する。
　※暑さに弱い人：体力の低い人、肥満の人や暑さに慣れていない人など。

WBGT 湿球温度 乾球温度

31℃超 27℃超 35℃超 運動は
原則中止

特別の場合以外は運動を中止する。特に子どもの場
合には中止すべき。

28℃～
31℃

24℃～
27℃

31℃～
35℃

厳重警戒
（激しい運
動は中止）

熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走な
ど体温が上昇しやすい運動は避ける。10～20 分おき
に休憩をとり水分･塩分を補給する。暑さに弱い人※

は運動を軽減または中止。

25℃～
28℃

21℃～
24℃

28℃～
31℃

警戒（積極
的に休息）

熱中症の危険が増すので、積極的に休息をとり適宜、
水分・塩分を補給する。激しい運動では、30分おき
くらいに休憩をとる。

21℃～
25℃

18℃～
21℃

24℃～
28℃

注意
（積極的に
水分補給）

熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。熱
中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極
的に水分・塩分を補給する。

21℃ 
未満

18℃ 
未満

24℃ 
未満

ほぼ安全
（適宜水分
補給）

通常は熱中症の危険は小さいが、適宜、水分・塩分の補
給は必要である。市民マラソンなどではこの条件でも熱
中症が発生するので注意。
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を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
高
温
に
な
る
と
発
汗
（
蒸
発
性
熱
放
散
）

が
お
き
る
。
こ
れ
ら
は
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
く
自
動
的
に
働

く
の
で
、
自
律
性
体
温
調
節
と
呼
ば
れ
る
。
皮
膚
血
管
拡
張
と
発

汗
は
ど
ち
ら
も
血
液
を
材
料
と
し
て
い
る
た
め
、
循
環
血
漿
量
の

減
少
（
脱
水
）
を
生
じ
る
。
適
切
な
水
分
補
給
が
さ
れ
な
い
中
で
、

長
時
間
の
運
動
を
継
続
す
る
と
、「
脱
水
」
の
増
強
と
そ
の
結
果
生

じ
る
体
温
調
節
反
応
（
発
汗
、
皮
膚
血
管
拡
張
）
の
抑
制
に
よ
り
、

「
過
度
の
体
温
上
昇
」
が
惹
起
さ
れ
、
熱
射
病
の
発
症
に
至
る
。
こ

の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
に
よ
り
「
脱
水
」

を
防
ぐ
こ
と
が
、
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
維
持
と
同
時
に
熱
中
症

の
予
防
に
も
つ
な
が
る
。

3
　熱
中
症
予
防
運
動
指
針
と

　
　現
場
で
の
W
B
G
T
計
の
活
用

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が
高
く
な
る
ほ
ど
熱
中
症
の
発
生
は
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
。
運
動
の
現
場
で
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
を
測
定
し
、［
表
１
］
に
示
し

た
運
動
指
針
を
目
安
に
、ど
の
よ
う
に
運
動
し
た
ら
よ
い
か
を
判
断

す
る
。
学
校
管
理
下
の
熱
中
症
死
亡
事
故
の
解
析
か
ら
は
、
原
因

と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
種
目
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
持
久
走
や
ダ
ッ

シ
ュ
の
繰
り
返
し
な
ど
継
続
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
多
く
発
生
し
て

い
る
。
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が
高
い
場
合
に
は
、
身
体
へ
の
熱
負
荷
が
大
き

い
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
避
け
、
よ
り
技
術
的
で
熱
負
荷
の

小
さ
い
運
動
に
変
更
す
る
、
休
憩
・
飲
水
時
間
を
多
く
取
る
、
集

合
や
説
明
は
日
陰
で
行
う
な
ど
の
配
慮
が
望
ま
れ
る
。
近
年
、
小

型
・
携
帯
型
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
が
か
な
り
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に

普
及
し
て
き
た
。
し
か
し
頻
繁
に
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
こ
と
を
嫌
っ

て
か
、
日
陰
に
設
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。「
黒
球
」

で
太
陽
の
輻
射
熱
の
強
さ
を
計
測
す
る
た
め
に
は
、
必
ず
、
直
射

日
光
の
当
た
る
「
日
な
た
」
に
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

4
　熱
疲
労
か
ら
の
熱
射
病
へ
の
進
展
の
防
止

軽
い
熱
疲
労
と
思
わ
れ
て
も
、
そ
の
ま
ま
無
理
に
運
動
を
続
け
、

熱
疲
労
の
病
態
が
さ
ら
に
進
行
す
る
と
、
脱
水
と
血
清
浸
透
圧
上

昇
の
た
め
に
、
皮
膚
血
管
拡
張
や
発
汗
が
抑
制
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

熱
放
散
量
が
減
少
し
、
蓄
熱
量
が
よ
り
増
加
し
、
体
温
が
さ
ら
に
上

昇
す
る
悪
循
環
に
陥
り
、
40
℃
以
上
の
高
体
温
（
脳
の
オ
ー
バ
ー

ヒ
ー
ト
）に
至
る
。
そ
の
た
め
、
脳
の
機
能
が
障
害
さ
れ
、
意
識
障

害
や
体
温
調
節
機
能
不
全
（
発
汗
停
止
）
を
来
た
し
た
も
の
が
熱

射
病
で
あ
る
。
な
お
、
熱
疲
労
の
病
態
（
脱
水
）
を
経
ず
に
、
短

じ
ゃ
っ
き

け
っ
し
ょ
う
り
ょ
う
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を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
高
温
に
な
る
と
発
汗
（
蒸
発
性
熱
放
散
）

が
お
き
る
。
こ
れ
ら
は
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
く
自
動
的
に
働

く
の
で
、
自
律
性
体
温
調
節
と
呼
ば
れ
る
。
皮
膚
血
管
拡
張
と
発

汗
は
ど
ち
ら
も
血
液
を
材
料
と
し
て
い
る
た
め
、
循
環
血
漿
量
の

減
少
（
脱
水
）
を
生
じ
る
。
適
切
な
水
分
補
給
が
さ
れ
な
い
中
で
、

長
時
間
の
運
動
を
継
続
す
る
と
、「
脱
水
」
の
増
強
と
そ
の
結
果
生

じ
る
体
温
調
節
反
応
（
発
汗
、
皮
膚
血
管
拡
張
）
の
抑
制
に
よ
り
、

「
過
度
の
体
温
上
昇
」
が
惹
起
さ
れ
、
熱
射
病
の
発
症
に
至
る
。
こ

の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
に
よ
り
「
脱
水
」

を
防
ぐ
こ
と
が
、
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
維
持
と
同
時
に
熱
中
症

の
予
防
に
も
つ
な
が
る
。

3
　熱
中
症
予
防
運
動
指
針
と

　
　現
場
で
の
W
B
G
T
計
の
活
用

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が
高
く
な
る
ほ
ど
熱
中
症
の
発
生
は
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
。
運
動
の
現
場
で
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
を
測
定
し
、［
表
１
］
に
示
し

た
運
動
指
針
を
目
安
に
、ど
の
よ
う
に
運
動
し
た
ら
よ
い
か
を
判
断

す
る
。
学
校
管
理
下
の
熱
中
症
死
亡
事
故
の
解
析
か
ら
は
、
原
因

と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
種
目
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
持
久
走
や
ダ
ッ

シ
ュ
の
繰
り
返
し
な
ど
継
続
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
多
く
発
生
し
て

い
る
。
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が
高
い
場
合
に
は
、
身
体
へ
の
熱
負
荷
が
大
き

い
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
避
け
、
よ
り
技
術
的
で
熱
負
荷
の

小
さ
い
運
動
に
変
更
す
る
、
休
憩
・
飲
水
時
間
を
多
く
取
る
、
集

合
や
説
明
は
日
陰
で
行
う
な
ど
の
配
慮
が
望
ま
れ
る
。
近
年
、
小

型
・
携
帯
型
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
が
か
な
り
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に

普
及
し
て
き
た
。
し
か
し
頻
繁
に
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
こ
と
を
嫌
っ

て
か
、
日
陰
に
設
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。「
黒
球
」

で
太
陽
の
輻
射
熱
の
強
さ
を
計
測
す
る
た
め
に
は
、
必
ず
、
直
射

日
光
の
当
た
る
「
日
な
た
」
に
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

4
　熱
疲
労
か
ら
の
熱
射
病
へ
の
進
展
の
防
止

軽
い
熱
疲
労
と
思
わ
れ
て
も
、
そ
の
ま
ま
無
理
に
運
動
を
続
け
、

熱
疲
労
の
病
態
が
さ
ら
に
進
行
す
る
と
、
脱
水
と
血
清
浸
透
圧
上

昇
の
た
め
に
、
皮
膚
血
管
拡
張
や
発
汗
が
抑
制
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

熱
放
散
量
が
減
少
し
、
蓄
熱
量
が
よ
り
増
加
し
、
体
温
が
さ
ら
に
上

昇
す
る
悪
循
環
に
陥
り
、
40
℃
以
上
の
高
体
温
（
脳
の
オ
ー
バ
ー

ヒ
ー
ト
）に
至
る
。
そ
の
た
め
、
脳
の
機
能
が
障
害
さ
れ
、
意
識
障

害
や
体
温
調
節
機
能
不
全
（
発
汗
停
止
）
を
来
た
し
た
も
の
が
熱

射
病
で
あ
る
。
な
お
、
熱
疲
労
の
病
態
（
脱
水
）
を
経
ず
に
、
短

じ
ゃ
っ
き

け
っ
し
ょ
う
り
ょ
う

103



時
間
（
１
時
間
以
内
）
に
体
温
が
過
度
に
上
昇
し
、
熱
射
病
に
至

る
こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
（［
図
１
］
の
右
端
）。
熱

射
病
で
は
特
に
意
識
障
害
の
有
無
が
重
要
で
、
昏
睡
だ
け
で
は
な

く
、
応
答
が
鈍
い
、
何
と
な
く
言
動
が
お
か
し
い
、
日
時
や
場
所

が
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
軽
い
も
の
も
意
識
障
害
と
し
て
扱
う
。

本
稿
前
半
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
一
旦
熱
射
病
を
発
症
す
る
と
、

的
確
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
救
急
救
命
処
置
を
行
っ
て
も
救
命
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
と
に
か
く
熱
疲
労
か
ら
熱

射
病
へ
の
進
展
を
妨
げ
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
熱

疲
労
は
無
理
な
運
動
を
避
け
る
た
め
の
防
衛
反
応
と
み
な
す
こ
と

も
で
き
、
熱
疲
労
の
段
階
で
運
動
を
中
止
す
れ
ば
、
生
命
に
関
わ

る
重
篤
な
熱
射
病
に
な
る
危
険
性
を
回
避
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
自
身
が
熱
疲
労
の
症
状
を
よ
く

理
解
し
、
暑
い
中
で
の
運
動
中
に
、「
頭
痛
、
め
ま
い
、
吐
き
気
」

を
感
じ
た
ら
、「
あ
っ
、
熱
疲
労
に
な
っ
て
い
る
」
と
考
え
、
①

ペ
ー
ス
を
落
と
す
、
②
も
っ
と
ド
リ
ン
ク
を
飲
む
、
③
身
体
を
冷
や

す
、
な
ど
の
対
応
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
は
、
選
手
が
い
つ
で
も
、
一
々
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
気

軽
に
水
分
補
給
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
ま
た
、
練
習
や
試
合
に

お
い
て
、
常
に
選
手
の
発
す
る
サ
イ
ン
に
目
を
配
り
、「
大
丈
夫

か
」
と
声
を
か
け
、
必
要
に
応
じ
て
休
ま
せ
る
等
の
対
応
を
と
り

た
い
。

5
　運
動
時
の
水
分
補
給

上
述
の
よ
う
に
、
熱
中
症
の
発
生
に
は
「
脱
水
」
が
大
き
く
関

与
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
で
脱
水
を
防
ぐ

こ
と
が
、
熱
中
症
の
予
防
に
つ
な
が
る
。
高
温
環
境
下
で
運
動
す

る
と
、
ヒ
ト
の
発
汗
量
は
１
時
間
に
2.5
ℓ
に
も
及
ぶ
。
こ
の
よ
う

な
大
量
発
汗
に
よ
っ
て
、
体
重
が
２
％
減
る
よ
う
な
脱
水
状
態

（
２
％
脱
水
）
に
な
る
と
、
運
動
能
力
も
低
下
し
、
熱
中
症
の
リ
ス

ク
も
生
じ
て
く
る
。
一
方
、
胃
か
ら
十
二
指
腸
へ
の
内
容
物
の
移

送
は
１
時
間
に
1.5
ℓ
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
量
を
ま
と
め
て

飲
ん
だ
と
し
て
も
胃
内
に
貯
留
し
て
し
ま
う
。
こ
ま
め
な
水
分
補

給
が
必
要
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

発
汗
量
は
個
人
差
が
大
き
く
、
運
動
強
度
や
環
境
条
件
に
よ
っ

て
も
変
わ
る
た
め
、
ど
れ
だ
け
飲
め
ば
よ
い
か
、
一
概
に
は
言
え

な
い
。
ま
た
、
海
外
の
市
民
マ
ラ
ソ
ン
で
は
飲
料
の
飲
み
過
ぎ
に

よ
る
低
ナ
ト
リ
ウ
ム
血
症
（
脳
浮
腫
）
に
よ
る
死
亡
例
も
報
告
さ

れ
て
お
り
、
む
や
み
に
多
く
飲
む
こ
と
も
薦
め
ら
れ
な
い
。
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
熱
中
症
予
防
ガ
イ
ド
ブ
ッ
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ク
」
で
は
、「
の
ど
の
渇
き
」
に
応
じ
て
自
由
に
飲
む
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
。
自
由
飲
水
の
結
果
、
多
少
の
脱
水
が
生
じ
る
が
、
そ

の
程
度
は
お
よ
そ
２
％
以
内
に
お
さ
ま
る
。

補
給
す
る
飲
料
の
必
要
条
件
は
、
0.1
～
0.2
％
の
塩
分
と
糖
分
を

含
ん
だ
糖
質
・
電
解
質
溶
液
で
あ
り
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の

組
成
が
こ
れ
に
合
致
す
る
。
１
０
０
㎖
あ
た
り
ナ
ト
リ
ウ
ム
40
㎎

が
0.1
％
の
塩
分
に
相
当
す
る
。
飲
料
は
常
温
で
あ
っ
て
も
、
脱
水

の
予
防
・
補
正
に
は
有
効
で
あ
る
が
、
低
温
で
あ
る
ほ
ど
物
理
的

な
身
体
冷
却
効
果
（
冷
た
い
物
が
体
内
に
入
る
こ
と
で
体
温
が
下

が
る
）
も
期
待
で
き
る
。
た
だ
し
、
あ
ま
り
冷
た
い
と
下
痢
に
な

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
一
般
に
は
５
～
15
℃
く
ら
い
の
温
度
が
推

奨
さ
れ
る
。

6
　暑
熱
順
化
の
重
要
性

繰
り
返
し
暑
さ
に
曝
露
さ
れ
る
、あ
る
い
は
暑
熱
下
で
の
運
動
を

繰
り
返
す
と
、
発
汗
量
が
増
加
す
る
暑
熱
順
化
が
生
じ
る
。
一
定

の
運
動
負
荷
に
対
す
る
体
温
上
昇
が
小
さ
く
な
り
、
心
拍
数
も
低

く
抑
え
ら
れ
、
暑
さ
に
よ
り
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
わ
が
国

の
よ
う
な
明
瞭
な
四
季
の
あ
る
地
域
で
は
、
毎
年
夏
に
向
け
て
短

期
暑
熱
順
化
（
季
節
順
化
）
を
繰
り
返
す
。
暑
熱
順
化
し
て
い
な

い
６
月
に
は
、
暑
熱
順
化
の
成
立
す
る
７
月
に
比
べ
約
３
℃
低
い

気
温
で
熱
中
症
が
発
生
す
る
。
同
様
に
、
梅
雨
明
け
な
ど
で
気
温

が
急
に
上
昇
し
た
時
や
部
活
動
の
合
宿
初
日
や
休
み
明
け
は
、
暑

熱
順
化
が
欠
如
し
て
お
り
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
い
。

お
わ
り
に

熱
中
症
死
亡
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、

熱
中
症
の
４
病
型
の
病
態
生
理
、
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
察
し
た
。

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
は
、
熱
中
症
の
中
核
を
な
す
が
一
般
に
命

に
関
わ
る
こ
と
の
な
い
熱
疲
労
と
、
死
に
至
る
リ
ス
ク
の
高
い
熱

射
病
と
の
病
態
生
理
や
症
状
の
相
違
に
つ
い
て
の
理
解
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
熱
射
病
が
疑
わ
れ
た
場
合
の
現
場
で
の
身
体
冷
却

法
と
し
て
、
氷
水
浴
（
冷
水
浴
）
法
、
水
道
水
散
布
法
（
扇
風
機

も
併
用
）
を
紹
介
し
た
。
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稿寄

1
　錯
視
研
究
の
現
状

「
私
立
大
学
の
ミ
ラ
イ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
の
原
稿
依
頼
を
頂

い
た
。﹇
図
１
］
は
「
黒
と
赤
と
橙
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
錯
視
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
種
の
画
像

に
つ
い
て
語
り
た
い
。

筆
者
は
錯
視
の
研
究
者
な
の
で
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
「
錯
視
の

応
用
と
社
会
へ
の
貢
献
」
で
あ
る
。
期
待
さ
れ
て
い
る
執
筆
内
容

は
、
社
会
に
役
立
っ
て
い
る
錯
視
研
究
の
応
用
の
レ
ビ
ュ
ー
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
そ
の
よ
う
な
例
を
知
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、

化
粧
に
錯
視
の
知
見
が
役
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
お

そ
ら
く
す
べ
て
は
個
々
の
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
造

に
よ
る
も
の
で
、
実
験
心
理
学
的
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見

を
応
用
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
道
路
に
だ
ま
し
絵
立
体
（
イ

メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
と
い
う
）
を
描
い
て
ク
ル
マ
の
速
度
を
抑
え
る
試

み
に
つ
い
て
は
錯
視
の
応
用
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
あ
の

種
の
だ
ま
し
絵
（
ア
ナ
モ
ル
フ
ォ
ー
シ
ス
）
は
特
定
の
一
点
か
ら

見
た
時
に
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
実
際
に

ク
ル
マ
で
走
行
し
て
観
察
す
る
と
効
果
が
少
な
い
。

そ
れ
で
は
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
と
し
て
見
え

る
錯
視
画
像
は
な
い
の
か
と
い
う
と
、
既
に
私
は
提
案
し
て
い
る
。

﹇
私
立
大
学
の
ミ
ラ
イ
ー
研
究
編
ー
﹈ 

錯
視
の
応
用
と
社
会
へ
の
貢
献

北
岡 

明
佳

立
命
館
大
学
総
合
心
理
学
部
教
授

［図1］黒と赤と橙のコンポジション
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﹇
図
２
］
が
そ
れ
で
あ
る
。
ど
こ
か
ら
見
て
も
幅
の
狭
い
領
域
が
凸

に
見
え
る
の
で
、
衝
撃
を
回
避
し
よ
う
と
ク
ル
マ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

速
度
を
落
と
す
こ
と
が
大
い
に
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、
今
の
と

こ
ろ
採
用
例
は
な
い
。
私
の
広
報
不
足
、
技
術
的
な
困
難
性
、
需

要
の
少
な
さ
が
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

2
　既
存
の
錯
視
デ
ザ
イ
ン
で
事
業
の
魅
力
化
を

基
礎
研
究
を
し
て
い
る
と
そ
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
問
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
そ
れ
は
何
の
役
に
立
つ
の
で
す
か
？
」
と
聞

か
れ
る
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
錯
視
を
用
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
提

案
を
用
意
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
本
稿
で
は
錯
視
自
体
の
特
性

を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
提
案
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。「
観
光
へ
の
応

用
」
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、ま
ず
錯
視
自
体
の
特
性
と
は
何
か

に
つ
い
て
説
明
す
る
。
錯
視
と
は
視
覚
性
の
錯
覚
で
あ
る
。
錯
覚

と
は
対
象
の
知
覚
と
そ
の
「
客
観
的
な
」
性
質
の
知
識
に
不
一
致

の
あ
る
知
覚
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
間
違
っ
た
」
知
覚
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
知
識
と
の
不
一
致
の
あ
る
視
知
覚

の
う
ち
、
お
も
し
ろ
い
も
の
、
美
し
い
も
の
、
魅
力
の
あ
る
も
の

が
錯
視
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
錯
視
の
作
り
方
を
知
っ
て
い
れ

ば
、
あ
る
事
業
で
使
い
た
い
状
況
に
合
わ
せ
て
錯
視
の
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
事
業
の
魅
力
度
や
集
客
力
を
高
め
ら

れ
る
と
期
待
で
き
る
。
そ
れ
を
「
観
光
へ
の
応
用
」
と
表
現
し
て

み
た
。

１
つ
の
方
法
と
し
て
は
、
既
存
の
錯
視
デ
ザ
イ
ン
を
装
飾
と
し

［図2］イメージハンプに使える錯視画像の提案例
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て
採
用
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
20
世
紀
に
お
い
て
は
、
錯
視

デ
ザ
イ
ン
で
不
動
の
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
、
１
９
０
８
年
に
学

術
誌
に
発
表
さ
れ
た
「
フ
レ
ー
ザ
ー
の
渦
巻
き
錯
視
」[

図
３]

で

あ
っ
た
。
同
心
円
に
配
置
し
た
縞
模
様
が
渦
巻
き
に
見
え
る
と
い

う
錯
視
で
あ
る
。

錯
視
デ
ザ
イ
ン
の
現
在
の
人
気
の
動
向
に
つ
い
て
は
情
報
源

と
な
る
も
の
が
な
い
の
で
、
自
分
の
作
品
に
限
定
し
て
紹
介
す

る
。
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
断
ト
ツ
で
「
蛇
の
回
転
」[

図
４]

で
あ
る
。
円
盤
が
ひ
と
り
で
に
動
い
て
見
え
る
錯
視
の
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
。
ナ
ン
バ
ー
ツ
ー
は
「
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
畑
」[

図
［図3］フレーザーの渦巻き錯視

［図4］蛇の回転
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５]

で
あ
る
。
市
松
模
様
が
波
打
っ
て
見
え
る
錯
視
の
デ
ザ
イ
ン
で

あ
る
。
ナ
ン
バ
ー
ス
リ
ー
は
「
水
色
と
黄
緑
の
渦
巻
き
」[

図
６]

で
あ
る
。
渦
巻
き
に
は
水
色
の
も
の
と
黄
緑
色
の
も
の
が
あ
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
ど
ち
ら
も
同
じ
色
で
あ
る
と
い
う
色
の
錯
視
の

デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

3
　錯
視
画
像
を
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
も
一
手

一
方
、
こ
の
よ
う
な
既
存
の
作
品
を
利
用
す
る
と
い
う
の
も
手

だ
が
、
自
分
で
錯
視
デ
ザ
イ
ン
を
制
作
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

も
あ
る
。
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
に
は
錯
視
に
つ
い
て
の
知
識
が

必
要
な
の
で
見
か
け
よ
り
も
難
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
比
較

的
簡
単
な
錯
視
工
作
が
あ
る
。「
並
置
混
色
技
法
」
で
あ
る
。
赤
・

緑
・
青
の
３
つ
の
原
色
が
あ
れ
ば
、
色
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
豊
か
な
色
を
表
現
で
き
る
。
そ
の
中
で
も
、
原
色
を
異
な

る
位
置
に
並
べ
る
方
式
を
並
置
混
色
と
呼
ぶ
。
た
と
え
ば
、
テ
レ

ビ
、
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ホ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
並
置
混
色
を
採
用
し
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
で
は
原
色
の
画
素
は
弁
別
で
き

な
い
ほ
ど
小
さ
い
。
一
方
、
原
色
の
画
素
を
弁
別
で
き
る
ま
で
大

き
く
し
た
場
合
で
は
、
画
像
は
劣
化
す
る
（
解
像
度
は
下
が
る
）

が
、
元
の
画
像
が
何
で
あ
る
か
は
あ
る
程
度
わ
か
る
。[

図
７]

は

［図5］サクラソウの畑［図6］水色と黄緑の渦巻き
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す
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［図5］サクラソウの畑［図6］水色と黄緑の渦巻き
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［図7］赤緑青を原色とした並置混色変換後の画像

［図8］オストワルト表色系的並置混色変換後の画像
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こ
の
状
態
で
表
し
た
花
の
写
真
で
あ
る
。
こ
の
時
、
彩
度
の
高
い

原
色
も
知
覚
さ
れ
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
が
、
画
像
の
魅
力
度
は

あ
る
程
度
上
昇
す
る
（
筆
者
の
主
観
比
）。

こ
こ
で
お
す
す
め
な
の
が
、
筆
者
が
開
発
し
た
「
オ
ス
ト
ワ
ル

ト
表
色
系
的
並
置
混
色
変
換
」
で
あ
る
。
オ
ス
ト
ワ
ル
ト
表
色
系

で
は
、
色
を
黒
色
・
白
色
・
純
色
に
分
解
す
る
。
こ
の
方
法
で
変

換
し
て
得
ら
れ
た
画
像
が[

図
８]

で
あ
る
。
赤
・
緑
・
青
の
３
つ

の
原
色
に
並
置
混
色
分
解
す
る
と
平
均
輝
度
（
画
像
の
明
る
さ
）

が
元
の
画
像
の
約
３
分
の
１
に
な
っ
て
し
ま
う[

図
７]

の
だ
が
、

オ
ス
ト
ワ
ル
ト
表
色
系
的
並
置
混
色
変
換
で
は
平
均
輝
度
は
変
わ

ら
な
い[

図
８]

。
冒
頭
で
示
し
た[

図
１]

も
そ
の
よ
う
に
し
て

作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

[

図
１]

や[

図
８]

の
よ
う
な
画
像
を
作
る
筆
者
作
の
ツ
ー
ル

は
、
左
記
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
任
意
の
画
像

を
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
研
究
用
の
自
作
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の

で
使
い
勝
手
に
難
は
あ
る
と
思
う
が
、
お
試
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

https://w
w
w
.psy.ritsum

ei.ac.jp/akitaoka/JavaScript-O
stw

ald01f.htm
l
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こ
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あ
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私の授業実践 ～教育現場の最前線から～

は
じ
め
に

経
済
学
部
生
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
経
済
学
に
興
味
が
あ
る
と
は

限
ら
な
い
―
―
経
済
学
の
先
生
な
ら
こ
ん
な
言
葉
に
実
感
を
持
つ

で
あ
ろ
う
。
他
の
学
部
と
比
べ
て
、
経
済
学
部
は
経
済
学
と
い
う

学
問
に
興
味
を
持
っ
て
進
学
し
て
き
た
学
生
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

「
な
ん
と
な
く
、
就
職
に
有
利
そ
う
だ
か
ら
」「
潰
し
が
利
き
そ
う

だ
か
ら
」
そ
ん
な
理
由
で
進
学
し
て
く
る
学
生
が
多
い
。

そ
ん
な
「
経
済
学
に
興
味
の
な
い
」
学
生
に
、
ど
う
や
っ
て
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
か
。
本
稿
で
は
、
い
か
に
し
て
学
生
の
興
味

を
ひ
き
、
学
習
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
っ
て
も
ら
う
か
に
つ
い

て
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
反
省
と
今
後
の
課
題
を
記
す
。
具
体
的

に
は
、
１
年
生
向
け
の
必
修
科
目
で
あ
る
「
マ
ク
ロ
経
済
学
Ｉ
」

の
講
義
経
験
を
通
じ
て
得
た
反
省
点
や
課
題
な
ど
を
取
り
上
げ
る
。

こ
の
科
目
は
マ
ク
ロ
経
済
学
と
い
う
学
問
の
基
礎
知
識
を
教
授

す
る
講
義
で
あ
り
、
受
講
生
は
１
０
０
名
程
度
、
９
割
以
上
が
経

済
学
の
知
識
を
持
た
な
い
１
年
生
だ
。
ち
な
み
に
、
マ
ク
ロ
経
済

学
は
国
や
世
界
全
体
の
意
思
決
定
を
扱
う
分
野
で
あ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

や
財
政
・
金
融
政
策
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ス
で
見
聞
き
す
る
ト
ピ
ッ
ク

と
の
関
わ
り
も
多
い
一
方
で
、
学
生
の
身
の
回
り
の
生
活
か
ら
乖

離
し
た
印
象
を
抱
き
や
す
く
、
親
し
み
に
く
い
科
目
で
も
あ
る
。

筆
者
は
昨
年
４
月
よ
り
拓
殖
大
学
政
経
学
部
経
済
学
科
助
教
に

着
任
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
に
在
籍
し

て
い
た
が
、
教
育
経
験
は
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
み

で
非
常
勤
講
師
の
経
験
も
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
昨
年
１
年
間

は
学
生
に
「
教
え
る
」
こ
と
の
困
難
さ
と
奥
深
さ
に
右
往
左
往
す

る
日
々
で
あ
っ
た
。
依
然
と
し
て
筆
者
は
教
育
歴
２
年
目
、
雛
の

よ
う
な
教
員
で
あ
る
が
、
少
し
で
も
は
じ
め
て
教
壇
に
立
つ
方
々

の
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

昨
年
１
年
間
の
反
省
を
踏
ま
え
、
筆
者
な
り
に「
学
生
の
興
味
を

ひ
く
た
め
に
必
要
な
３
つ
の
要
素
」
と
い
う
も
の
を
考
え
た
。
そ

の
３
つ
と
は
、「
わ
か
り
や
す
い
授
業
展
開
」「
学
習
の
意
義
づ
け

や
魅
力
を
伝
え
る
」「
学
生
の
参
加
感
を
高
め
る
」
で
あ
る
。

学
生
に
授
業
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は

―
教
歴
1
年
目
の
反
省
と
課
題
―

山
田 

春
菜

拓
殖
大
学
政
経
学
部
経
済
学
科
助
教
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1
．
わ
か
り
や
す
い
授
業
展
開

は
じ
め
て
教
員
と
し
て
学
生
と
接
し
、
最
初
に
発
見
し
た
こ
と

は
「
学
生
は
“
わ
か
ら
な
い
”
と
思
う
と
容
易
に
匙
を
投
げ
る
」
と

い
う
こ
と
だ
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
粘
り
強
く
挑
戦
す
る
の
が
生

業
の
研
究
者
と
違
い
、
学
生
は
疑
問
点
に
ぶ
つ
か
る
と
考
え
る
こ

と
を
や
め
、
授
業
へ
の
集
中
度
も
低
下
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
大

学
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
本
学
の

学
生
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、
学
生
の
興

味
を
ひ
く
た
め
に
は
、
ま
ず
わ
か
り
や
す
い
授
業
を
心
が
け
る
こ

と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
「
学
生
の
疑
問
点
」
を
教
員
が
理
解

し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
昨
年
の
私
は
そ
れ
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
。「
こ
れ
く
ら
い
わ
か
る
だ
ろ
う
」
と
安
易
に
考
え
て
い
た
が
、

前
期
の
期
末
試
験
の
悲
惨
な
結
果
に
、
愕
然
と
し
た
。
学
生
は
想

像
以
上
に
、
初
歩
的
な
と
こ
ろ
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
。

前
期
の
失
敗
を
踏
ま
え
、
後
期
か
ら
は
学
生
と
よ
り
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
に
活
用

し
た
の
が
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
「
掲
示
板
」
機
能
だ
。
学

生
が
自
由
に
質
問
や
感
想
を
投
稿
で
き
る
も
の
で
、
匿
名
で
の
投

稿
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
掲
示
板
に
、
授
業
中
に
設
け
て
い
る
３

分
間
休
憩
や
授
業
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
質
問
な
ど
を
投
稿
し
て
も

ら
い
、
授
業
内
で
回
答
す
る
こ
と
に
し
た
。

掲
示
板
に
は
、毎
回
３
～
５
通
ほ
ど
の
質
問
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。
１
０
０
名
程
度
の
受
講
生
に
対
し
て
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
れ
た
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も

筆
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
収
穫
が
得
ら
れ
た
。
思
っ
て
も
み
な
い

と
こ
ろ
で
学
生
が
理
解
に
つ
ま
ず
い
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
学
生

間
で
理
解
度
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

以
上
の
経
験
か
ら
、
月
並
み
で
は
あ
る
が
、
今
後
は
よ
り
一
層

講
義
に
お
い
て
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
た
い
。
本
学
は
入
試
で
数

学
を
課
し
て
い
な
い
た
め
、
中
学
校
・
高
校
レ
ベ
ル
の
数
学
が
怪

し
い
学
生
が
多
い
。
高
校
ま
で
の
知
識
を
前
提
と
せ
ず
、
適
宜
復

習
を
入
れ
な
が
ら
丁
寧
に
説
明
し
た
い
。
ま
た
、
引
き
続
き
学
生

と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
学
生
の
理
解
度
を

確
か
め
た
い
。
本
年
度
は
掲
示
板
に
加
え
て
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
も
導
入
し
、
学
生
と
密
な
関
係
を
築
い
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。

2
．
学
習
の
意
義
づ
け
や
魅
力
を
伝
え
る

冒
頭
で
記
し
た
通
り
、
マ
ク
ロ
経
済
学
と
い
う
科
目
は
学
生
に

さ
じ
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「
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と
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と
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度
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も
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で
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こ
と
、
そ
し
て
学
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間
で
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解
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に
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な
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が
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る
こ
と
が
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た
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以
上
の
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ら
、
月
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で
は
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る
が
、
今
後
は
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一
層
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に
お
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を
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た
い
。
本
学
は
入
試
で
数

学
を
課
し
て
い
な
い
た
め
、
中
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・
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の
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が
怪

し
い
学
生
が
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ま
で
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前
提
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ず
、
適
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な
が
ら
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に
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た
、
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と
積
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的
に
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、
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と
っ
て
親
し
み
に
く
く
、
学
習
の
意
義
が
見
え
な
く
な
り
が
ち
だ
。

昨
年
度
の
反
省
と
し
て
、
も
っ
と
授
業
全
体
で
学
問
の
魅
力
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
す
べ
き
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
初
回
授
業
で
マ
ク
ロ
経
済
学
の
意
義
や
魅
力
を
伝
え
て
い
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
だ
っ
た
と
感
じ
た
。

マ
ク
ロ
経
済
学
の
わ
か
り
や
す
い
魅
力
と
し
て
は
、
様
々
な

ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
今
後
は
、
具
体
的
な
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
な
ど
の
事
例
を
適
宜

盛
り
込
み
、
学
生
が
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
学
習
で
き
る

よ
う
に
努
め
た
い
。

ま
た
学
問
的
な
魅
力
と
し
て
、
特
に
理
論
的
な
議
論
で
は
、
複

雑
な
経
済
現
象
を
シ
ン
プ
ル
に
捉
え
、
経
済
変
数
間
の
関
係
を
明

ら
か
に
で
き
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
理
論
に
は
、
と
き
に
思
わ
ぬ

関
係
や
結
論
を
明
ら
か
に
で
き
る
面
白
さ
が
あ
る
。
し
か
し
、
経

済
学
の
理
論
を
学
ぶ
に
は
数
式
を
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
が
多

く
、
学
生
に
は
非
常
に
と
っ
つ
き
に
く
い
。
理
論
の
面
白
さ
を
学

生
に
伝
え
る
に
は
、
地
道
に
身
近
な
例
か
ら
少
し
ず
つ
学
び
始
め

て
、
難
解
な
議
論
に
慣
れ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
ち
ょ
っ
と
し
た
成
功
例
が
あ
る
。
後
期
の

「
マ
ク
ロ
経
済
学
Ⅱ
」
の
講
義
で
「
最
低
賃
金
制
度
は
雇
用
を
守
る

か
」
と
い
う
点
を
、
理
論
モ
デ
ル
を
用
い
て
説
明
し
た
時
の
こ
と
だ
。

数
式
や
グ
ラ
フ
を
多
用
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
丁
寧
に
、
複
雑

な
と
こ
ろ
は
繰
り
返
し
説
明
す
る
よ
う
試
み
た
。
す
る
と
、
前
述

の
掲
示
板
に
学
生
か
ら
「
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
結
論
が
得
ら
れ

て
面
白
い
！
」
と
コ
メ
ン
ト
が
つ
い
た
。
難
解
な
議
論
を
理
解
し
、

理
論
の
面
白
さ
に
触
れ
て
く
れ
た
と
信
じ
て
い
る
（
ち
な
み
に
こ

の
理
論
モ
デ
ル
で
の
帰
結
は
「
最
低
賃
金
制
度
が
あ
る
場
合
と
な

い
場
合
で
は
、
前
者
の
方
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
の
賃
金
水
準
は

高
く
な
る
が
、
失
業
者
は
増
え
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
）。

3
．
学
生
の
参
加
感
を
高
め
る

基
礎
知
識
を
教
授
す
る
科
目
は
、
教
員
が
一
方
的
に
学
生
に
話

す
講
義
ス
タ
イ
ル
が
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

あ
ま
り
に
教
員
が
一
方
的
に
話
し
す
ぎ
て
い
て
は
、
学
生
の
集
中

力
も
落
ち
て
し
ま
う
。
実
際
、
筆
者
の
講
義
で
も
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
受
講
者
数
が
減
っ
て
い
き
、
教
室
に
い
て
も
居
眠
り
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
い
じ
る
学
生
が
増
え
て
い
っ
た
。

学
生
を
授
業
に
引
き
込
み
、
参
加
感
を
高
め
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
。
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
上
で
非
常
に
参
考
に
な
っ
た

の
が
、
佐
藤
浩
章
編
著
（
２
０
１
７
）『
講
義
法
（
シ
リ
ー
ズ
大
学
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の
教
授
法
２
）』（
玉
川
大
学
出
版
部
）
だ
。
こ
の
本
に
は
、「
マ

ク
ロ
経
済
学
Ｉ
」
の
よ
う
な
大
人
数
科
目
で
も
実
践
で
き
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
例
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

今
後
実
践
し
た
い
と
思
っ
た
も
の
が
、
受
講
生
に
質
問
を
投
げ

か
け
、
近
く
に
座
る
人
と
２
人
１
組
で
話
し
合
い
を
さ
せ
る
取
り

組
み
だ
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
眠
気
も
吹
き
飛
ぶ
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
「
マ
ク
ロ
経
済
学
Ⅰ
」
は
１
年
生
向
け
の
科
目
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
学
生
の
友
人
づ
く
り
に
一
役
買
う
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。
私
も
話
し
合
い
の
時
間
中
に
教
室
内
を
一
周
し
て

学
生
ら
に
話
し
か
け
、
指
名
し
た
何
人
か
に
は
回
答
し
て
も
ら
う

な
ど
し
て
、
授
業
へ
の
参
加
感
を
さ
ら
に
高
め
た
い
。

ま
た
興
味
深
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
学
生
の
「
同
期
行
動
」
を

促
す
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
発
言
し
た
学
生
に
対

し
て
受
講
生
皆
で
拍
手
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
授
業
へ
の
参

加
感
を
高
め
る
も
の
と
し
て
有
効
な
の
だ
そ
う
だ
。『
講
義
法
』
に

は
他
に
も
数
多
の
工
夫
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
興
味
を
持
た
れ
た

方
に
は
是
非
一
読
を
お
す
す
め
し
た
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
記
し
た
も
の
以
外
に
も
、
大
小
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

例
え
ば
、
学
習
方
法
、
そ
れ
以
前
に
自
分
の
不
明
点
が
わ
か
っ
て

い
な
い
学
生
へ
の
対
応
だ
。
学
生
間
の
理
解
度
の
大
き
な
差
に
ど

う
対
処
す
る
か
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
実
社
会
で
直
接
的
に
役
立

つ
学
び
を
重
視
し
、
求
め
る
学
生
や
世
の
中
に
対
し
て
「
筆
者
は

何
を
ど
う
教
え
る
べ
き
か
」
と
い
っ
た
問
い
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

学
問
、
そ
し
て
大
学
教
育
の
根
本
に
関
わ
る
大
切
な
も
の
だ
。
筆

者
だ
け
で
な
く
、
所
属
や
分
野
を
問
わ
ず
、
様
々
な
経
験
を
持
つ

先
生
方
の
知
見
も
拝
聴
し
つ
つ
、
今
後
も
こ
う
し
た
様
々
な
課
題

に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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れ
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介
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以
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。
学
生
間
の
理
解
度
の
大
き
な
差
に
ど

う
対
処
す
る
か
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
実
社
会
で
直
接
的
に
役
立

つ
学
び
を
重
視
し
、
求
め
る
学
生
や
世
の
中
に
対
し
て
「
筆
者
は

何
を
ど
う
教
え
る
べ
き
か
」
と
い
っ
た
問
い
も
あ
る
。
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。
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験
を
持
つ

先
生
方
の
知
見
も
拝
聴
し
つ
つ
、
今
後
も
こ
う
し
た
様
々
な
課
題

に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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は
じ
め
に

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
は
、
２
０
２
５
年
４
月
よ
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
を
軽
や
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
知
識
と
知
恵
と
ス

キ
ル
を
備
え
た
女
性
を
輩
出
す
べ
く
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
」

を
新
設
し
た
。
従
来
の
文
学
部
、
国
際
交
流
学
部
、
音
楽
学
部
を

１
学
部
に
発
展
的
に
再
編
し
、
３
学
科
９
専
攻
体
制
を
展
開
す
る
。

「
国
際
社
会
学
科
」
に
は
、〈
国
際
関
係
専
攻
〉〈
地
球
社
会
・
環
境

専
攻
〉〈
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
専
攻
〉
が
あ
り
、「
心
理
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」
に
は
、〈
心
理
専
攻
〉〈
メ
デ
ィ
ア
専
攻
〉

〈
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
専
攻
〉が
あ
る
。「
文
化
表
現
学
科
」
に

は
、〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
専
攻
〉〈
日
本
・
ア
ジ
ア
専
攻
〉

〈
音
楽
・
身
体
表
現
専
攻
〉
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
概
要

1１
、
２
年
生
で
は
、
導
入
ゼ
ミ
、
基
礎
ゼ
ミ
、
英
語
、
初
習
外

国
語
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
入
門
、
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
基
礎
、
キ
リ
ス
ト
教
概
論
、
キ
リ
ス
ト
教
学
が
必
修
科
目
と

な
っ
て
お
り
、
語
学
、
情
報
、
学
術
的
技
法
の
基
礎
の
習
得
を
学

生
全
員
に
求
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
語
学
に
は
５
コ
ー
ス
を
用
意

し
、学
生
個
人
の
意
欲
に
応
じ
た
選
択
を
可
能
に
し
て
い
る
。
イ
ン

テ
ン
シ
ブ
・
コ
ー
ス
は
、
週
に
５
～
６
コ
マ
の
語
学
の
授
業
を
用

意
し
て
い
る
が
、
他
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
コ
ー
ス
や
２
か
国
語
履

修
コ
ー
ス
も
選
択
可
能
で
あ
る
。
必
修
以
外
で
は
、
学
科
を
横
断

す
る
科
目
群
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
コ
ア
科
目
）
か
ら
、
学
生
一
人
一
人
の
関

心
に
従
っ
て
選
択
的
に
16
単
位
取
得
す
る
。
幅
広
い
学
び
、
実
践

的
で
主
体
性
が
育
つ
よ
う
な
学
び
を
用
意
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
３
年
生
に
な
る
時
に
、
専
攻
と
３
、
４
年
生
を
通

じ
て
参
加
し
、
卒
論
指
導
を
受
け
る
専
門
ゼ
ミ
を
決
定
す
る
。
同

自
分
ら
し
く
輝
く
こ
と
が
、誰
か
の
力
に
な
る

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部

　・
　小
檜
山 

ル
イ 

﹇
学
長
﹈

明日への試み
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時
に
３
年
生
か
ら
は
、
よ
り
フ
ォ
ー
カ
ス
を
狭
め
た
専
門
科
目
を

取
得
し
て
い
く
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

2ま
ず
、
１
学
部
に
す
る
こ
と
で
、
学
科
・
専
攻
間
の
垣
根
を
一

層
低
く
し
た
。
各
学
生
が
、
自
分
の
関
心
と
適
性
に
で
き
る
だ
け

沿
っ
た
形
で
大
学
で
の
学
び
を
組
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
。
選
択
の
自
由
の
幅
を
拡
大
し
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
教

育
を
目
指
す
。
そ
の
狙
い
は
、
多
様
な
特
性
と
関
心
を
持
つ
学
生

一
人
一
人
が
、
大
学
で
の
学
び
を
通
じ
て
、
自
信
と
自
尊
心
を
養

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
社
会
に
出
て
行
く
基
盤
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

第
二
に
、
第
一
の
特
徴
を
支
え
る
た
め
に
、
全
学
年
で
少
人
数
ゼ

ミ
を
展
開
す
る
。
少
人
数
の
環
境
で
発
表
、
討
議
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
経

験
を
繰
り
返
し
、
失
敗
や
成
功
を
積
み
重
ね
、
自
分
の
関
心
、
長
所
、

短
所
を
見
極
め
て
い
く
。
ま
た
、
学
生
が
選
択
に
迷
っ
た
際
、
教

職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
２
０
２
５
年

度
か
ら
「
フ
ェ
リ
ス
カ
ル
テ
」
を
学
生
一
人
一
人
に
用
意
し
、
大

学
で
の
学
び
の
目
標
や
関
心
の
変
化
を
各
学
年
の
開
始
時
に
記
録

し
、
ゼ
ミ
担
当
者
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
確
認
し
、
コ
メ
ン
ト
す

る
制
度
を
始
め
た
。

第
三
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
３
学
部
が
や
や
高
踏
的
な
学
問

に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
修
正
し
、
各
学
科
に
一
つ
ず
つ
、

明
確
に
実
学
と
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
た
専
攻
を
配
置
し
た
こ
と
で

あ
る
。
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
専
攻
、
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

専
攻
、
音
楽
・
身
体
表
現
専
攻
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

実
務
家
教
員
を
増
や
し
、
学
外
の
自
治
体
、
企
業
等
と
の
連
携
を
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時
に
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年
生
か
ら
は
、
よ
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フ
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カ
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を
狭
め
た
専
門
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い
く
。
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ず
、
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に
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る
こ
と
で
、
学
科
・
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間
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垣
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く
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た
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で
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る
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選
択
の
自
由
の
幅
を
拡
大
し
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
教

育
を
目
指
す
。
そ
の
狙
い
は
、
多
様
な
特
性
と
関
心
を
持
つ
学
生

一
人
一
人
が
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大
学
で
の
学
び
を
通
じ
て
、
自
信
と
自
尊
心
を
養

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
社
会
に
出
て
行
く
基
盤
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

第
二
に
、
第
一
の
特
徴
を
支
え
る
た
め
に
、
全
学
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で
少
人
数
ゼ

ミ
を
展
開
す
る
。
少
人
数
の
環
境
で
発
表
、
討
議
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
経

験
を
繰
り
返
し
、
失
敗
や
成
功
を
積
み
重
ね
、
自
分
の
関
心
、
長
所
、

短
所
を
見
極
め
て
い
く
。
ま
た
、
学
生
が
選
択
に
迷
っ
た
際
、
教

職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
２
０
２
５
年

度
か
ら
「
フ
ェ
リ
ス
カ
ル
テ
」
を
学
生
一
人
一
人
に
用
意
し
、
大

学
で
の
学
び
の
目
標
や
関
心
の
変
化
を
各
学
年
の
開
始
時
に
記
録

し
、
ゼ
ミ
担
当
者
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
確
認
し
、
コ
メ
ン
ト
す

る
制
度
を
始
め
た
。

第
三
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
３
学
部
が
や
や
高
踏
的
な
学
問

に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
修
正
し
、
各
学
科
に
一
つ
ず
つ
、

明
確
に
実
学
と
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
た
専
攻
を
配
置
し
た
こ
と
で

あ
る
。
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
専
攻
、
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

専
攻
、
音
楽
・
身
体
表
現
専
攻
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

実
務
家
教
員
を
増
や
し
、
学
外
の
自
治
体
、
企
業
等
と
の
連
携
を
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強
化
し
つ
つ
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
タ
イ
プ
の
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
専
攻
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
で
あ
ろ
う
が
、
共

生
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
専
攻
は
非
常
に
新
し
い
試
み
で
あ
る
。
神

奈
川
県
で
も
増
え
て
い
る
、
そ
し
て
今
後
さ
ら
に
増
え
る
で
あ
ろ

う
、
外
国
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
な

ぐ
仕
事
が
で
き
る
人
を
育
て
る
。
具
体
的
に
は
地
方
公
務
員
、
日

本
語
教
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
を
想
定
し
て
い
る
。
音
楽
・
身
体
表
現

専
攻
で
は
、
従
来
の
演
奏
技
能
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
作
曲
も
視

野
に
入
れ
、
ホ
ー
ル
の
運
営
、
音
楽
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
、
演
奏
家
の
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
広
く
音
楽
お
よ
び

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
担
う
人
を
養
成
す
る
。

キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
た
教
育
展
開
の
中
で
、
資
格
取
得
の
強
化

は
当
然
視
野
に
入
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学

部
で
は
、
従
来
か
ら
あ
る
各
種
教
育
職
員
免
許
状
、
認
定
心
理
士
、

公
認
心
理
師
（
大
学
で
取
得
す
べ
き
単
位
の
充
足
）、
社
会
調
査
士

の
資
格
に
加
え
、
日
本
語
教
員
の
国
家
認
定
資
格
を
目
指
せ
る
課

程
を
準
備
し
た
。
本
学
は
、
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
。

新
し
い
実
務
志
向
の
専
攻
か
ら
刺
激
を
受
け
て
、
他
の
専
攻
も

学
生
た
ち
の
生
涯
の
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
た
教
育
展
開
―
例
え
ば

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
一
層
の
強
化
等
―
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
女
性
も
生
涯
に
わ
た
り
働
く
時
代
の
要
請
に
合
っ

た
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
実
現
を
目
指
す
。

第
四
の
特
徴
は
、
副
専
攻
の
設
置
に
よ
る
複
眼
的
な
学
び
の
実

現
で
あ
る
。
こ
れ
は
２
０
２
３
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

で
あ
る
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
キ
ャ
リ
ア
」、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」、

「
デ
ザ
イ
ン
と
表
現
」
に
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
は
「
音
楽
」
の
副

専
攻
も
加
わ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
副
専
攻

と
す
れ
ば
、
大
好
き
な
源
氏
物
語
を
専
攻
し
な
が
ら
、
こ
の
技
能

の
習
得
を
目
指
せ
る
。
あ
る
い
は
、
国
際
社
会
学
科
国
際
関
係
専

攻
で
学
ぶ
学
生
が
、
音
楽
を
副
専
攻
と
し
て
活
動
の
幅
を
異
次
元

の
分
野
で
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
の
特
徴
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
に
は
、
全
学
に
音

楽
を
学
ぶ
機
会
が
あ
る
点
を
挙
げ
た
い
。
音
楽
学
部
に
あ
っ
た
学

び
は
、
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
メ
デ
ィ
ア
専
攻
と
文
化

表
現
学
科
音
楽
・
身
体
表
現
専
攻
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学

部
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
音
楽
副
専
攻
を
他
専
攻
の
学
生
に

も
提
供
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
紹
介
し
た
が
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ア
ー
ツ（
Ｐ
Ａ
科
目
）と
い
う
演
奏
や
創
作
を
学
ぶ
科
目
が
学

科
を
横
断
す
る
科
目
群
の
中
に
あ
る
。
誰
で
も
履
修
で
き
、
卒
業
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要
件
単
位
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
趣
味
と
し
て
音
楽
を
学

ぶ
人
か
ら
プ
ロ
の
演
奏
家
を
目
指
す
人
ま
で
、
技
能
に
応
じ
た
訓

練
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
は
、
実
学

と
キ
ャ
リ
ア
に
注
力
し
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
趣
味
、
特
技
を
大
切
に
し
、
学
生

が
豊
か
な
人
生
を
構
築
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。
本
学
に
は
専
門

性
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、「
開
か
れ
た
音
楽
」
が
あ
る
。

学
び
の
場
を
広
げ
る
試
み

3そ
の
他
、
本
学
は
、
小
規
模
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
多
様
な
学

び
の
機
会
を
学
生
に
提
供
す
る
努
力
を
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年

に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
」（
通
称
Ｇ
ｅ
ｍ
）
を

開
設
し
た
。
本
学
に
は
す
で
に
多
く
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
の
授
業

が
あ
る
が
、
学
長
と
し
て
は
、
今
後
、
女
子
大
学
な
ら
で
は
の
リ

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
在
り
方
を
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
、
女
性
を
中
心
に
し
た
学
問
体
系
で
作
る
Ｃ
Ｌ
Ａ
コ
ア
科

目
の
開
設
で
、
Ｇ
ｅ
ｍ
が
こ
の
試
み
の
一
端
を
担
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
他
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
単
位
互
換
や
共
同
企
画
も
精

力
的
に
推
し
進
め
て
い
る
。
従
来
か
ら
横
浜
市
内
12
大
学
間
の
単

位
互
換
協
定
に
参
加
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
横
浜
国
立
大

学
、
女
子
美
術
大
学
、
明
治
学
院
大
学
と
は
包
括
連
携
協
定
を
結

び
、
よ
り
積
極
的
な
協
力
関
係
を
構
築
す
る
。
２
０
２
４
年
に
本

学
の
学
生
が
行
っ
た
「
生
理
の
歴
史
」
の
展
示
の
刺
激
を
受
け
、

２
０
２
５
年
４
月
に
横
浜
国
立
大
学
で
も
生
理
を
巡
る
展
示
が
行

わ
れ
た
。
連
携
を
通
じ
、
女
子
大
学
の
関
心
を
共
学
の
国
立
大
学

に
共
有
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
２
０
２
５
年
４
月
か
ら
明
治

学
院
大
学
提
供
の
公
務
員
試
験
対
策
講
座
を
、
本
学
学
生
も
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
女
子
美
術
大
学
と
は
、
今

後
芸
術
の
分
野
で
の
協
働
が
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
開
設
と
と
も
に
、
他
大
学
と
の
単
位
互
換

制
度
で
は
、
男
子
学
生
も
本
学
に
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
、
地
方
大
学
と
も
連
携
を
進
め
、
学
生
の
日
本
国
内
「
留

学
」
を
拡
充
す
る
。
従
来
か
ら
あ
る
同
志
社
女
子
大
学
と
の
交
換

留
学
に
加
え
、
沖
縄
、
仙
台
、
福
岡
等
の
大
学
と
の
交
換
留
学
計

画
が
進
行
中
で
あ
る
。
横
浜
と
地
方
と
の
双
方
向
の
人
的
交
流
に

よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
に
お
け
る
学
び
は
、
一
層
幅
広
い

も
の
に
な
る
。

む
ろ
ん
、
海
外
留
学
先
の
拡
充
も
進
め
て
い
る
。
現
在
、
南
イ
ン

ド
に
あ
る
複
数
の
大
学
と
の
連
携
協
定
締
結
と
交
流
事
業
を
進
め
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位
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趣
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、
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、
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も
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に
な
っ
た
。
女
子
美
術
大
学
と
は
、
今

後
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野
で
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協
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が
で
き
れ
ば
、
と
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て
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な
お
、
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開
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と
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も
に
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他
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と
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位
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度
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は
、
男
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も
本
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に
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こ
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と
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た
。

さ
ら
に
、
地
方
大
学
と
も
連
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を
進
め
、
学
生
の
日
本
国
内
「
留

学
」
を
拡
充
す
る
。
従
来
か
ら
あ
る
同
志
社
女
子
大
学
と
の
交
換

留
学
に
加
え
、
沖
縄
、
仙
台
、
福
岡
等
の
大
学
と
の
交
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留
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計

画
が
進
行
中
で
あ
る
。
横
浜
と
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方
と
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双
方
向
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り
、
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に
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は
、
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も
の
に
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、
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外
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先
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携
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流
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進
め
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て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
と
も
と
本
学
は
、
小
規
模
大
学
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
海
外
の
大
学
と
提
携
し
て
い
る
が
、
今
後

は
、
主
に
ア
ジ
ア
の
諸
大
学
と
の
連
携
を
推
進
し
、
学
生
の
留
学

先
、
研
修
先
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
特
に
イ
ン
ド
で
は

英
語
を
用
い
た
高
等
教
育
が
高
い
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

大
変
有
望
な
連
携
先
だ
と
考
え
て
い
る
。

輝
く
、輝
か
せ
る

4グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
開
設
に
当
た
り
、
大
学
全
体
と
し
て
の

特
徴
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
女
性
を
育
て
た
い
の
か
、

よ
り
明
確
に
言
語
化
す
る
作
業
も
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
点
に

つ
い
て
、
学
内
の
共
通
理
解
を
深
め
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
進
む
べ
き
方
向
を
定
め
る
作
業
で
あ
る
。

本
学
が
輩
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、〈
自
ら
が
活
き
る
舞
台

を
見
つ
け
、
表
現
の
よ
ろ
こ
び
を
育
み
、
周
囲
を
活
き
活
き
さ
せ

る
女
性
〉
で
あ
る
。
自
分
の
価
値
を
認
め
、
可
能
性
を
信
じ
ら
れ

る
女
性
。
そ
れ
を
土
台
に
他
者
の
心
に
寄
り
添
い
、
そ
の
背
中
を

そ
っ
と
押
す
力
を
持
て
る
女
性
を
育
て
て
い
く
。
自
分
ら
し
く
輝

く
こ
と
が
、
誰
か
の
力
に
な
る
―
本
学
か
ら
巣
立
っ
て
い
く
の
は

そ
う
い
う
女
性
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
本
学
は
３
つ
の
舞
台
を
用
意
す
る
。
①
安
心
し

て
挑
戦·

失
敗
で
き
る
舞
台
：
少
人
数
制
の
明
る
く
自
由
な
雰
囲
気

の
授
業
や
ゼ
ミ
の
中
で
、
教
員
や
仲
間
と
じ
っ
く
り
対
話
を
重
ね

て
、
自
己
表
現
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供
し
、
学
生
が

自
分
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
て
い
く
こ
と
を
期
す
る
。
②
異
な

る
文
化
と
つ
な
が
る
横
浜
の
舞
台
：
本
学
は
、
海
外
と
の
交
流
を

担
っ
て
き
た
横
浜
と
い
う
開
か
れ
た
港
町
で
１
５
５
年
に
わ
た
っ
て

女
子
教
育
を
担
っ
て
き
た
。
こ
の
町
の
特
性
を
背
景
に
、
学
生
た

ち
は
語
学
力
を
磨
き
な
が
ら
国
内
外
の
幅
広
い
提
携
大
学
や
留
学

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
多
様
な
文
化
に
触
れ
、
異
な
る
価
値

観
を
吸
収
す
る
。
③
社
会
で
活
き
る
実
践
の
舞
台
：
本
学
は
、
主

に
横
浜
地
域
の
企
業
や
行
政·

組
織
と
連
携
し
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決
型
学
習
）
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

る
。
ま
た
、
音
楽
な
ど
の
芸
術
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
た
実
践
的

な
授
業
、
イ
ン
タ
ー
ン
や
起
業
な
ど
の
学
外
活
動
を
通
じ
て
、
自

分
の
想
い
や
ア
イ
デ
ア
を
的
確
に
言
語
化
し
、
創
造
力
と
伝
え
る

力
を
高
め
て
い
く
教
育
を
展
開
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
大
枠
の
指
針
を
基
に
、
今
後
さ
ら
な
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
充
実
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
。
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［写真２］緑園キャンパスCLA棟渡り廊下にて（小檜山）

お
わ
り
に

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
は
、そ
の
学
科
、
専
攻
の
編
成
を
社
会
状

況
に
応
じ
て
変
え
る
機
敏
性
を
特
徴
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
３
学

部
体
制
を
１
学
部
に
し
た
最
大
の
理
由
は
、
意
思
決
定
が
し
や
す

い
、
小
回
り
が
利
く
と
い
う
点
で
あ
る
。
全
体
を
見
渡
し
な
が
ら
、

学
科
に
お
い
て
学
部
に
劣
ら
な
い
内
容
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
、
大
学
全
体
の
改
革
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
い

の
で
、
小
規
模
大
学
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
考
え
て
い
る
。

121



［写真２］緑園キャンパスCLA棟渡り廊下にて（小檜山）
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部
体
制
を
１
学
部
に
し
た
最
大
の
理
由
は
、
意
思
決
定
が
し
や
す

い
、
小
回
り
が
利
く
と
い
う
点
で
あ
る
。
全
体
を
見
渡
し
な
が
ら
、

学
科
に
お
い
て
学
部
に
劣
ら
な
い
内
容
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
、
大
学
全
体
の
改
革
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
い

の
で
、
小
規
模
大
学
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
考
え
て
い
る
。
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1   

本
館
時
計
の
経
緯

立
教
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え

る
本
館
（
１
号
館
／
モ
リ
ス
館
）
の

中
央
上
部
に
鎮
座
す
る
時
計
は
、
実

は
い
つ
設
置
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
完
成
当
時

の
写
真
に
は
そ
の
姿
は
な
く
、
そ
の

数
年
後
、
１
９
２
３
（
大
正
１２
）
年

関
東
大
震
災
被
災
後
の
写
真
に
は
そ

の
姿
が
見
ら
れ
る
た
め
、
建
物
完
成

後
に
外
壁
当
該
部
に
穴
を
あ
け
時
計

が
設
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
館

は
関
東
大
震
災
被
災
後
の
１
９
２
５

（
大
正
１４
）
年
に
中
央
部
を
３
階
建

て
か
ら
２
階
建
て
へ
の
減
築
と
い
う
、

そ
の
姿
を
大
き
く
変
え
る
改
修
が
な

さ
れ
た
。
こ
の
改
修
に
合
わ
せ
、
時

計
は
１
度
取
り
外
さ
れ
、
改
め
て
設

置
さ
れ
現
在
の
姿
と
な
っ
て
い
る
。

2   

本
館
時
計
の
仕
組
み

本
館
中
央
南
北
面
に
見
え
て
い
る
文
字
盤
は
時
計
本
体
で
は
な

く
、
文
字
盤
裏
側
の
屋
根
裏（
２
階
上
部
）北
西
に
位
置
す
る
１
台

の
時
計
本
体
が
文
字
盤
の
指
針
を
動
か
し
て
い
る
。
時
計
本
体
裏

側
か
ら
東
に
向
か
っ
て
１
本
の
軸
が
伸
び
、
中
央
北
側
に
設
置
さ

れ
た
分
配
器
に
よ
り
南
北
方
向
へ
２
本
の
軸
に
分
岐
さ
れ
、
文
字

盤
の
裏
側
か
ら
表
の
指
針
に
直
接
、
接

続
さ
れ
動
く
仕
組
み
で
あ
る
。
時
計
本

体
は
イ
ギ
リ
ス
、
Ｅ
・
デ
ン
ト
社
製
の

機
械
式
時
計
で
あ
り
、
動
力
に
は
分
銅

（
重
り
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
分

銅
は
本
館
に
４
本
あ
る
塔
の
う
ち
北
西

の
塔
内
に
、
屋
根
裏
北
西
に
位
置
す
る

上：完成当時
下：関東大震災被災後南側文字盤裏へ伸びる時計軸

［立教大学］

安部 紀芳　立教学院本部総務部施設課担当課長

後世に繋げたい本学の象徴

南側
文字盤裏

南側へ
伸びる軸
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時
計
本
体
か
ら
２
階
床
ま
で
の
間
に
架
か
っ
て
お
り
、
３
～
４
日

の
間
隔
で
手
動
で
巻
き
上
げ
て
い
る
。
先
の
と
お
り
、
こ
の
時
計

は
３
階
上
部
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
関
東
大
震
災
後
の
修
復
に

よ
り
設
置
場
所
が
低
く
な
り
、
合
わ
せ
て
こ
の
塔
内
の
高
さ
（
長

さ
）
も
お
よ
そ
半
分
に
な
り
、
一
週
間
巻
き
だ
っ
た
も
の
が
現
在

の
間
隔
と
な
っ
た
。

南
側
文
字
盤
へ
の
軸
の
長
さ
は
約
１０
ｍ
と
長
く
、
そ
の
た
め
、
指

針
が
６
時
か
ら
１２
時
へ
動
く
方
向
（
上
り
方
向
と
呼
ぶ
）
で
は
軸

先
端
に
設
置
さ
れ
た
指
針
（
分
針
は
長
さ
４
５
５
㎜
、
太
さ
２8
㎜
、

時
針
は
長
さ
２
８
０
㎜
、
太
さ
35
㎜
）
の
重
さ
か
ら
ス
ム
ー
ズ
な

回
転
が
出
来
ず
軸
に
ね
じ
れ
が
生
じ
、
北
側
文
字
盤
の
指
針
と
比

べ
遅
れ
が
ち
で
あ
る
。
時
折
、
南
北
の
指
針
が
ず
れ
る
＝
同
じ
時

を
刻
ま
な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
の
際
は
振
り
子
を
止
め
一
時
的
に

時
計
を
止
め
、
南
北
指
針
及
び
現
時
刻
と
の
調
整
後
、
改
め
て
時

計
の
振
り
子
を
動
か
す
、
と
い
う
何
と
も
レ
ト
ロ
な
方
法
で
修
正

す
る
。
な
お
１２
時
か
ら
６
時
へ
動
く
方
向
（
同
様
に
下
り
方
向
と

呼
ぶ
）
で
は
遅
れ
は
な
い
。

分
銅
は
３
～
４
日
の
間
隔
を
主
に
月
曜
日
と
金
曜
日
に
固
定
し

て
巻
き
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
年
末
年
始
な
ど
の
長
期
休
業
期
間

も
同
様
で
あ
る
。
も
の
の
数
分
で
終
わ
る
作
業
だ
が
、
時
計
の
動

き
を
維
持
す
る
欠
か
せ
な
い
作
業
で
あ
る
。

時
計
本
体
に
は
鐘
を
鳴
ら
す
た
め
の
時
計
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

鐘
は
分
銅
が
か
か
っ
て
い
る
塔
の
屋
上
、
時
計
本
体
の
直
上
に
設

置
さ
れ
、
鐘
を
鳴
ら
す
た
め
の
時
計
と
鐘
を
叩
く
ハ
ン
マ
ー
と
が

ワ
イ
ヤ
ー
で
結
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
時
計
の
動
き
に
連
動

し
て
ハ
ン
マ
ー
が
鐘
を
叩
き
鳴
ら
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お

現
在
、
ワ
イ
ヤ
ー
は
撤
去
さ
れ
、
こ
の
鐘
は
鳴
ら
し
て
い
な
い
。

3   

史
料
価
値
の
高
い
貴
重
な
時
計

時
計
本
体
の
内
部
機
構
が
記
さ
れ
た
図
面
の
よ
う
な
物
が
な
い

た
め
、
過
去
に
時
計
本
体
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
と
図
面
化
の
相
談

を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
約
１
年
以
上
か
か
る
と
提
示
さ
れ
断

念
し
た
こ
と
が
あ
る
。
最
近
、
時
計
本
体
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て

時
計
の
専
門
家
に
ご
確
認
い
た
だ
い
た
が
、
劣
化
な
ど
は
見
ら
れ

ず
比
較
的
問
題
な
く
動
い
て
い
る
と
教
え
ら
れ
た
。

こ
の
型
式
と
同
じ
時
計
は
東
京
で
は
本
学
に
残
る
の
み
で
大
変

貴
重
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
本
学
に
関
係
す
る
全
員
の

方
々
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
時
計
で
も
あ
り
、
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
も
考
え
て
い
る
。
今
後
も
長
き
に
わ
た
り
使
い
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
大
切
に
維
持
し
て
い
き
た
い
。
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大
阪
学
院
大
学
の
歴
史
は
、
１
９

４
０
年
に
初
代
総
長
・
白
井
種
雄
に

よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
「
関
西
簿
記
研

究
所
」
に
端
を
発
す
る
。
戦
時
下
で

も
、
実
践
的
な
学
び
を
求
め
て
研
鑽

を
続
け
た
こ
の
研
究
所
は
、
や
が

て
「
関
西
経
理
専
門
学
校
」
へ
と
歩

み
を
進
め
、
１
９
５
９
年
に
は
高
等

学
校
を
開
校
し
た
。
１
９
６
２
年
に

は
、
短
期
大
学
（
現
在
の
大
阪
学
院

大
学
短
期
大
学
部
の
前
身
）
を
開
学

し
、
１
９
６
３
年
に
は
「
大
阪
学
院

大
学
」
を
創
立
す
る
に
至
る
。
こ
う

し
て
、
多
様
な
学
部
・
学
科
お
よ
び

大
学
院
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
発

展
し
て
き
た
背
景
に
は
、「
教
育
と
学

術
の
研
究
を
通
じ
、
広
く
一
般
社
会

に
貢
献
し
、
且
つ
人
類
の
福
祉
と
平

和
に
寄
与
す
る
視
野
の
広
い
実
践
的

な
人
材
の
育
成
を
目
的
と
す
る
」
と

い
う
建
学
の
精
神
が
、
開
学
以
来
一
貫
し
て
揺
る
ぎ
な
く
貫
か
れ

て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

本
学
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
実
学
教
育
を
基
盤
と
し
な

が
ら
も
、
国
際
社
会
や
高
度
情
報
化
が
急
速
に
進
む
時
代
の
要

請
に
応
え
る
た
め
の
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
育
環
境
の
整

備
で
あ
る
。
創
設
期
か
ら
、
公
認
会
計
士
や
税
理
士
な
ど
、
実

務
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
材
を
数
多
く
輩
出
し
て
き
た
実
績

は
、
経
営
・
法
律
・
語
学
・
情
報
と
い
っ
た
多
彩
な
分
野
の
学

び
へ
と
広
が
り
、
今
な
お
当
初
の
理
念
を
継
承
し
つ
つ
、
社
会

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
総
合
的
な
教
育
体
制
を
築
き

上
げ
て
い
る
。
実
際
、
本
学
の
学
び
の
場
で
は
、
学
生
が
自
ら

の
関
心
を
深
め
な
が
ら
専
門
知
識
を
磨
き
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
見
据
え
て
成
長
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
サ

ポ
ー
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
象
徴
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
に
そ
び
え
る
時
計
塔
で
あ

る
。
初
代
総
長
の
時
代
に
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
構
想
・
設
置

さ
れ
た
「
時
計
台
」
は
、
拡
充
整
備
の
中
で
再
建
さ
れ
た
現
行
の

時
計
塔
と
は
別
の
建
造
物
だ
が
、
い
ず
れ
も
学
生
や
教
職
員
が

日
々
の
時
を
確
認
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
同
時

に
、
学
び
へ
の
姿
勢
を
体
現
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
実

［大阪学院大学］

宮原 秀明　大阪学院大学事務長

時を刻む学びのシンボル
―大阪学院大学が刻む実践的な人材の育成―
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際
、
本
学
で
は
チ
ャ
イ
ム
や
壁
掛
け
時
計
が
な
い
た
め
、
学
生
た

ち
は
時
計
塔
を
見
上
げ
て
時
間
を
意
識
し
な
が
ら
、
学
業
や
研
究

に
打
ち
込
ん
で
き
た
。
ま
た
、
本
学
の
広
報
誌
は
「L’horloge

」

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
大
時
計
」）
と
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時

計
塔
が
放
つ
象
徴
性
を
強
く
物
語
っ
て
い
る
。

か
つ
て
、
あ
る
教
員
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
門
を
く
ぐ
る
た
び
に

時
計
台
を
見
上
げ
、
自
身
の
腕
時
計
と
時
刻
を
合
わ
せ
て
い
た

姿
を
、
周
囲
の
人
々
が
「
時
計
台
に
向
か
っ
て
礼
を
し
て
い

る
」
と
受
け
取
っ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
実
際
は
授
業
に
遅

れ
な
い
よ
う
確
認
す
る
行
動
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
「
礼
を
尽

く
す
」
と
い
う
美
徳
の
姿
と
し
て
評
価
し
た
の
は
、
本
学
特
有

の
〝
自
主
性
を
重
ん
じ
る
気
風
”
が
根
付
い
て
い
た
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
、
国
際
化
や
情
報
化

に
対
応
す
る
た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
拡
充
整
備
年
次
計
画
が
推
し

進
め
ら
れ
る
な
か
で
も
、
こ
の
時
計
塔
は
変
わ
ら
ぬ
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
存
在
感
を
放
ち
、
学
生
や
教
職
員
の
帰
属
意
識

を
支
え
続
け
て
き
た
。

現
在
、
本
学
は
、
商
学
部
、
経
営
学
部
（
経
営
学
科
・
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
学
科
）、
経
済
学
部
、
法
学
部
、
外
国
語
学

部
、
国
際
学
部
、
情
報
学
部
の
７
学
部
８
学
科
、
大
学
院
、
短

期
大
学
部
に
加
え
、
法
人
内
にA

ST
 C

ollege

（
関
西
経
理
専

門
学
校
、
関
西
医
科
専
門
学
校
）
お
よ
び
高
等
学
校
を
擁
す
る

一
大
総
合
学
園
と
し
て
、
更
な
る
発
展
を
続
け
て
い
る
。
豊
か

な
教
育
環
境
の
も
と
、
学
生
た
ち
は
自
ら
の
夢
を
育
み
な
が
ら
、

社
会
に
羽
ば
た
く
た
め
の
力
を
着
実
に
養
っ
て
い
る
。
そ
の
歴

史
と
理
念
を
、
物
理
的
か
つ
象
徴
的
に
示
し
て
き
た
の
が
時
計

塔
で
あ
り
、
時
代
の
変
遷
を
経
て
も
〝
大
学
の
時
を
刻
む
”
こ

の
姿
は
、
数
多
の
人
々
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
き
た
。
か
つ
て

大
学
生
活
を
送
っ
た
卒
業
生
が
懐
か
し
み
、
見
上
げ
た
当
時
の

記
憶
を
鮮
明
に
思
い
起
こ

す
の
は
、
そ
こ
に
築
か
れ
た

学
び
の
姿
勢
や
仲
間
と
の

絆
が
、
確
か
な
形
で
根
付
い

て
い
る
証
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
こ
う
し
て
、
時
計
塔
と

い
う
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、
本

学
の
歩
み
と
希
望
を
映
し

出
す
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
今

な
お
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
守

り
続
け
て
い
る
の
だ
。

校舎から時計塔を望む
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際
、
本
学
で
は
チ
ャ
イ
ム
や
壁
掛
け
時
計
が
な
い
た
め
、
学
生
た

ち
は
時
計
塔
を
見
上
げ
て
時
間
を
意
識
し
な
が
ら
、
学
業
や
研
究

に
打
ち
込
ん
で
き
た
。
ま
た
、
本
学
の
広
報
誌
は
「L’horloge

」

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
大
時
計
」）
と
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時

計
塔
が
放
つ
象
徴
性
を
強
く
物
語
っ
て
い
る
。

か
つ
て
、
あ
る
教
員
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
門
を
く
ぐ
る
た
び
に

時
計
台
を
見
上
げ
、
自
身
の
腕
時
計
と
時
刻
を
合
わ
せ
て
い
た

姿
を
、
周
囲
の
人
々
が
「
時
計
台
に
向
か
っ
て
礼
を
し
て
い

る
」
と
受
け
取
っ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
実
際
は
授
業
に
遅

れ
な
い
よ
う
確
認
す
る
行
動
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
「
礼
を
尽

く
す
」
と
い
う
美
徳
の
姿
と
し
て
評
価
し
た
の
は
、
本
学
特
有

の
〝
自
主
性
を
重
ん
じ
る
気
風
”
が
根
付
い
て
い
た
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
、
国
際
化
や
情
報
化

に
対
応
す
る
た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
拡
充
整
備
年
次
計
画
が
推
し

進
め
ら
れ
る
な
か
で
も
、
こ
の
時
計
塔
は
変
わ
ら
ぬ
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
存
在
感
を
放
ち
、
学
生
や
教
職
員
の
帰
属
意
識

を
支
え
続
け
て
き
た
。

現
在
、
本
学
は
、
商
学
部
、
経
営
学
部
（
経
営
学
科
・
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
学
科
）、
経
済
学
部
、
法
学
部
、
外
国
語
学

部
、
国
際
学
部
、
情
報
学
部
の
７
学
部
８
学
科
、
大
学
院
、
短

期
大
学
部
に
加
え
、
法
人
内
にA

ST
 C

ollege

（
関
西
経
理
専

門
学
校
、
関
西
医
科
専
門
学
校
）
お
よ
び
高
等
学
校
を
擁
す
る

一
大
総
合
学
園
と
し
て
、
更
な
る
発
展
を
続
け
て
い
る
。
豊
か

な
教
育
環
境
の
も
と
、
学
生
た
ち
は
自
ら
の
夢
を
育
み
な
が
ら
、

社
会
に
羽
ば
た
く
た
め
の
力
を
着
実
に
養
っ
て
い
る
。
そ
の
歴

史
と
理
念
を
、
物
理
的
か
つ
象
徴
的
に
示
し
て
き
た
の
が
時
計

塔
で
あ
り
、
時
代
の
変
遷
を
経
て
も
〝
大
学
の
時
を
刻
む
”
こ

の
姿
は
、
数
多
の
人
々
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
き
た
。
か
つ
て

大
学
生
活
を
送
っ
た
卒
業
生
が
懐
か
し
み
、
見
上
げ
た
当
時
の

記
憶
を
鮮
明
に
思
い
起
こ

す
の
は
、
そ
こ
に
築
か
れ
た

学
び
の
姿
勢
や
仲
間
と
の

絆
が
、
確
か
な
形
で
根
付
い

て
い
る
証
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
こ
う
し
て
、
時
計
塔
と

い
う
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、
本

学
の
歩
み
と
希
望
を
映
し

出
す
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
今

な
お
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
守

り
続
け
て
い
る
の
だ
。

校舎から時計塔を望む
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加盟校の幸福度ランキングアップ 《時計台・時計塔編》

1  

愛
知
大
学
の
誕
生

愛
知
県
豊
橋
市
の
市
街
地
に
南
接

す
る
丘
の
上
に
旧
制
「
愛
知
大
学
」

が
豊
橋
予
備
士
官
学
校
の
施
設
跡
地

に
認
可
開
設
さ
れ
た
の
は
、
終
戦
直

後
の
１
９
４
６
年
１１
月
１５
日
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
全
く
の
新
設
で

は
な
く
、
終
戦
ま
で
大
陸
上
海
に
あ
っ

た
旧
制
「
東
亜
同
文
書
院
大
学
」
を

ル
ー
ツ
校
と
し
、
文
部
省
（
当
時
）

の
誘
導
も
あ
っ
て
、
大
陸
各
地
や
日

本
の
植
民
地
で
終
戦
に
よ
り
学
校
を

失
っ
た
旧
帝
大
や
大
学
、
高
専
校
な

ど
の
学
生
た
ち
も
受
け
入
れ
、「
愛
知

大
学
」（
以
下
、
愛
大
）
と
し
て
開
学

し
た
。
入
学
者
は
書
院
生
が
最
も
多

か
っ
た
が
、
出
身
校
は
８０
余
校
に
及
び
、

ま
さ
に
「
引
揚
げ
総
合
大
学
」、「
ア

ジ
ア
文
化
大
学
」
の
様
相
を
示
し
た
。
そ
の
た
め
入
学
生
は
編
入
生

が
多
く
、
予
科
３
年
、
学
部
３
年
、
計
６
学
年
分
の
授
業
を
一
斉
に

開
講
し
た
。
さ
ら
に
空
襲
で
焼
け
野
が
原
に
な
っ
た
東
海
地
方
の
各

都
市
で
、
学
ぶ
機
会
を
失
っ
て
い
た
市
民
、
勤
労
者
の
た
め
に
全
教

員
が
各
都
市
に
出
向
き
「
土
曜
講
座
」
を
開
講
。
受
講
生
が
す
ぐ
に

１
万
人
を
超
え
、「
修
了
証
書
」
の
発
行
依
頼
が
大
学
へ
殺
到
し
た

こ
と
か
ら
、
大
学
は
正
規
の
夜
間
部
を
豊
橋
、
名
古
屋
両
キ
ャ
ン
パ

ス
に
増
設
し
た
。
こ
う
し
て
愛
知
大
学
は
、
昼
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

旧
制
大
学
生
か
ら
、
夜
は
市
民
、
勤
労
学
生
ま
で
、
幅
広
く
、
多
種

多
様
な
多
く
の
学
生
を
相
手
に
授
業
を
展
開
し
た
。
そ
こ
に
愛
知
大

学
の
誕
生
の
原
点
、
そ
し
て
特
徴
が
あ
っ
た
。

2  「
自
由
・
受
難
の
鐘
」の
登
場

そ
し
て
こ
の
多
く
の
授
業
の
終
始
時
刻
を
伝
え
た
の
が
、物
資
不

足
の
折
柄
、
本
部
事
務
棟
に
隣
接
し
、
各
教
室
等
に
近
い
松
の
木

に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
鐘
で
あ
っ
た
。
用
務
員
さ
ん
が
毎
授
業

時
間
ご
と
に
そ
の
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
。
そ
の
音
色
は
全
学
生
、
教

職
員
の
胸
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
折
、第
４
回
卒
業
生
た
ち
が
そ
の
鐘
の
姿
に
寂
し
さ
を
覚
え
、

愛
大
の
時
計
台
に
す
べ
く
２
本
の
柱
と
屋
根
を
寄
贈
し
、
そ
の
柱
に

［愛知大学］

藤田 佳久　愛知大学名誉教授・同東亜同文書院大学記念センター元センター長

学生たちの願いが生んだ時を刻む塔
―愛知大学に響く「自由・受難の鐘」とその由来―

お
り
か
ら
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「
自
由
・
受
難
」
の
文
字
を
刻
ん
だ
。
そ
れ
は
当
時
学
監
で
あ
っ
た

小
岩
井
淨
先
生
の
「
観
取
命
運
自
在
」
の
書
か
ら
の
ヒ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
は
、
こ
の
寄
贈
代
表
の
藤
田
稔
氏
に
よ
れ
ば
、「
自

由
を
求
め
れ
ば
、
苦
難
は
必
然
避
け
ら
れ
な
い
も
の
だ
」
と
い
う
こ

と
で
、
改
め
て
「
愛
大
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
真
の
鐘
を
鳴
ら
し
て

ゆ
き
た
い
」
と
い
う
卒
業
生
た
ち
の
願
い
と
学
園
の
志
が
あ
っ
た
。

3  

愛
大
に
と
っ
て
の「
自
由
・
受
難
」史

当
時
の
愛
大
に
は
書
院
生
た
ち
の
雰
囲
気
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は

上
海
の
書
院
生
時
代
、
日
中
友
好
と
連
携
へ
の
強
い
志
を
持
っ
て

い
た
が
、
１
９
４
３
年
、
政
府
の
学
徒
出
陣
や
勤
労
に
動
員
さ
れ
、

そ
の
志
へ
の
理
不
尽
さ
を
抱
え
、
戦
場
へ
赴
か
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
本
間
喜
一
学
長
・
院
長
は
内
地
の
学
長
と
は
違
い
、「
生
き
て

帰
っ
て
こ
い
」
と
書
院
生
を
送
り
出
し
た
。
学
長
も
書
院
生
も
「
自

由
」
へ
の
距
離
と
自
由
の
価
値
を
嚙
み
し
め
た
に
違
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、戦
後
の
１
９
４
９
年
の
大
学
学
制
改
革
で
新
制
大
学
が
各
地

に
誕
生
す
る
が
、地
元
名
古
屋
大
学
は
文
科
系
学
部
新
設
に
当
た
り
、

人
材
不
足
か
ら
愛
大
の
人
材
を
求
め
、愛
大
と
の
合
併
案
を
提
案
し

て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、愛
大
で
は
教
員
と
学
生
が

数
回
に
わ
た
る
集
会
で
の
議
論
の
結
果
、そ
の
提
案
を
断
って
い
る
。そ

の
大
き
な
理
由
は
、戦
時
下
で
行
っ
た
政
府
に
よ
る
大
学
への
干
渉
への

懸
念
で
あ
り
、「
私
学
」の「
自
由
」の
価
値
を
選
択
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
「
自
由
・
受
難
の
鐘
」
の
塔
が
で
き
た
翌
１
９

５
２
年
、
深
夜
の
構
内
に
不
法
侵
入
し
て
き
た
不
審
者
２
人
組
が
い

た
。
こ
れ
に
気
づ
い
た
寮
生
が
取
り
押
さ
え
た
ら
、
警
察
官
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
逆
に
彼
が
、
そ
し
て
寮
生
の
一
部
ま
で
も
が
逮

捕
さ
れ
る
と
い
う
理
不
尽
な
事
件
が
発
生
し
た
。「
愛
大
事
件
」
で

あ
る
。
詳
細
は
省
く
が
、
折
し
も
最
高
裁
事
務
総
長
か
ら
愛
知
大
学

学
長
に
復
帰
し
た
本
間
喜
一
は
、
あ
く
ま
で
も
学
生
の
立
場
を
信
じ
、

擁
護
し
た
こ
と
で
、
学
生
た
ち
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
、
そ
れ
に
よ

り
、
新
生
愛
大
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
。
ま
さ
に
「
自
由
・
受
難
」

の
精
神
は
、
全
愛
大
学
園
関
係
者
に
強
く
響
い
た
に
違
い
な
か
っ
た
。

今
で
も
「
自
由
・
受
難
の
鐘
」
は
、
学
内
を
見
続
け
、
そ
の

精
神
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

手前が「愛知大学設立趣意
書（抄）碑」、奥は「亜細亜友
好記念碑」、そして中央が「自
由・受難の鐘」（豊橋校舎にて。
名古屋校舎にも建てられてい
る）
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「
自
由
・
受
難
」
の
文
字
を
刻
ん
だ
。
そ
れ
は
当
時
学
監
で
あ
っ
た

小
岩
井
淨
先
生
の
「
観
取
命
運
自
在
」
の
書
か
ら
の
ヒ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
は
、
こ
の
寄
贈
代
表
の
藤
田
稔
氏
に
よ
れ
ば
、「
自

由
を
求
め
れ
ば
、
苦
難
は
必
然
避
け
ら
れ
な
い
も
の
だ
」
と
い
う
こ

と
で
、
改
め
て
「
愛
大
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
真
の
鐘
を
鳴
ら
し
て

ゆ
き
た
い
」
と
い
う
卒
業
生
た
ち
の
願
い
と
学
園
の
志
が
あ
っ
た
。

3  

愛
大
に
と
っ
て
の「
自
由
・
受
難
」史

当
時
の
愛
大
に
は
書
院
生
た
ち
の
雰
囲
気
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は

上
海
の
書
院
生
時
代
、
日
中
友
好
と
連
携
へ
の
強
い
志
を
持
っ
て

い
た
が
、
１
９
４
３
年
、
政
府
の
学
徒
出
陣
や
勤
労
に
動
員
さ
れ
、

そ
の
志
へ
の
理
不
尽
さ
を
抱
え
、
戦
場
へ
赴
か
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
本
間
喜
一
学
長
・
院
長
は
内
地
の
学
長
と
は
違
い
、「
生
き
て

帰
っ
て
こ
い
」
と
書
院
生
を
送
り
出
し
た
。
学
長
も
書
院
生
も
「
自

由
」
へ
の
距
離
と
自
由
の
価
値
を
嚙
み
し
め
た
に
違
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、戦
後
の
１
９
４
９
年
の
大
学
学
制
改
革
で
新
制
大
学
が
各
地

に
誕
生
す
る
が
、地
元
名
古
屋
大
学
は
文
科
系
学
部
新
設
に
当
た
り
、

人
材
不
足
か
ら
愛
大
の
人
材
を
求
め
、愛
大
と
の
合
併
案
を
提
案
し

て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、愛
大
で
は
教
員
と
学
生
が

数
回
に
わ
た
る
集
会
で
の
議
論
の
結
果
、そ
の
提
案
を
断
って
い
る
。そ

の
大
き
な
理
由
は
、戦
時
下
で
行
っ
た
政
府
に
よ
る
大
学
への
干
渉
への

懸
念
で
あ
り
、「
私
学
」の「
自
由
」の
価
値
を
選
択
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
「
自
由
・
受
難
の
鐘
」
の
塔
が
で
き
た
翌
１
９

５
２
年
、
深
夜
の
構
内
に
不
法
侵
入
し
て
き
た
不
審
者
２
人
組
が
い

た
。
こ
れ
に
気
づ
い
た
寮
生
が
取
り
押
さ
え
た
ら
、
警
察
官
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
逆
に
彼
が
、
そ
し
て
寮
生
の
一
部
ま
で
も
が
逮

捕
さ
れ
る
と
い
う
理
不
尽
な
事
件
が
発
生
し
た
。「
愛
大
事
件
」
で

あ
る
。
詳
細
は
省
く
が
、
折
し
も
最
高
裁
事
務
総
長
か
ら
愛
知
大
学

学
長
に
復
帰
し
た
本
間
喜
一
は
、
あ
く
ま
で
も
学
生
の
立
場
を
信
じ
、

擁
護
し
た
こ
と
で
、
学
生
た
ち
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
、
そ
れ
に
よ

り
、
新
生
愛
大
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
。
ま
さ
に
「
自
由
・
受
難
」

の
精
神
は
、
全
愛
大
学
園
関
係
者
に
強
く
響
い
た
に
違
い
な
か
っ
た
。

今
で
も
「
自
由
・
受
難
の
鐘
」
は
、
学
内
を
見
続
け
、
そ
の

精
神
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

手前が「愛知大学設立趣意
書（抄）碑」、奥は「亜細亜友
好記念碑」、そして中央が「自
由・受難の鐘」（豊橋校舎にて。
名古屋校舎にも建てられてい
る）
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C L O S E  U P   I N T E R V I E W

大櫃 直人さんに聞く
株式会社みずほ銀行 エグゼクティブアドバイザー（2025年3月現在）

［聞き手］ 外川 智恵さん　大正大学表現学部教授 
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おおひつ・なおと

1964年生まれ。1988年、関西学院大学卒業後、富士銀行に入行。2016
年イノベーション企業支援部設立に伴い、同部の部長に就任。執行役員、イ
ノベーション企業支援部長などを経て、2024年よりみずほフィナンシャル
グループみずほ銀行エグゼクティブアドバイザーを務める。スタートアップ
の成長支援をライフワークとし、自ら意欲的に企業・経営者の元に足を運び、
年間約1,000社と面談を行っている。（2025年3月現在）

スタートアップ企業の
支援事業を立ち上げ
日本経済の活性化を目指す
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人 

さ
ん

若
手
経
営
者
た
ち
と
の

出
会
い
が
き
っ
か
け
に

外
川

　本
日
は
、
み
ず
ほ
丸
の
内
タ
ワ
ー
に
来
て
い
ま
す
。
み
ず

ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
本
社
機
能
が
集
約
さ
れ
た
こ
の

ビ
ル
で
お
話
を
お
伺
い
す
る
の
は
、
み
ず
ほ
銀
行
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
大
櫃
直
人
さ
ん
で
す
。
そ
の
仕
事
ぶ
り
か
ら
、

〝
伝
説
の
バ
ン
カ
ー
〟
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
大
櫃
さ
ん

の
学
生
時
代
や
現
在
の
お
仕
事
、
そ
し
て
将
来
の
目
標
ま
で
お
話

を
伺
い
た
く
思
い
ま
す
。
初
め
に
、
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
な
さ
っ

て
い
る
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

大
櫃

　２
０
１
６
年
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
企
業
支
援
部
が
設
立
さ

れ
て
部
長
に
就
任
し
て
以
来
、
約
10
年
に
わ
た
り
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
支
援
事
業
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

外
川

　担
当
さ
れ
る
に
至
る
き
っ
か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
櫃

　私
は
大
学
卒
業
後
、
１
９
８
８
年
に
み
ず
ほ
銀
行
の
前
身

で
あ
る
富
士
銀
行
に
入
行
し
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
に
渋
谷
１
０

９
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
渋
谷
中
央
支
店
の
支
店
長
に
就
任
し
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
業
績
が
伸
び
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

お
付
き
合
い
が
長
い
、
歴
史
あ
る
企
業
の
お
客
さ
ま
は
す
で
に
成

長
・
安
定
の
軌
道
に
乗
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
若
い
行
員
か
ら
は

「
銀
行
に
入
っ
て
世
の
中
の
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、

な
か
な
か
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
知
人
の
紹
介
で
渋
谷
に
オ
フ
ィ
ス
を
持
つ
若
手

経
営
者
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
彼
ら
と
話
し
て
み
る
と
非

常
に
優
秀
で
、「
こ
ん
な
人
た
ち
が
い
る
ん
だ
」
と
驚
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
彼
ら
と
対
話
を
重
ね
る
う
ち
に
、
事
業
展
開
上
い
ろ
い

ろ
と
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
課

題
を
解
決
す
る
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
、
銀
行
の
新
し
い
仕
事
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
た
こ
と
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

企
業
支
援
部
を
設
立
し
た
き
っ
か
け
で
す
。

外
川

　当
時
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
が
抱
え
て
い
た
課
題
と
は
何
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

大
櫃

　こ
れ
ま
で
日
本
企
業
の
多
く

は
階
段
を
上
る
よ
う
に
成
長
し
て
き

ま
し
た
。
資
金
を
集
め
、
人
を
教
育
し
、

設
備
を
増
強
す
る
こ
と
で
踊
り
場
を

作
り
、
そ
の
上
で
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

踏
み
出
す
と
い
う
の
が
従
来
の
成
長

外川 智恵さん
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直
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さ
ん

の
形
で
す
。
し
か
し
、
技
術
進
歩
の
ス
ピ
ー
ド
が
ど
ん
ど
ん
早
く
な
っ

て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
日
本
型
経
営
ス
タ
イ
ル
は
徐
々
に
時
代

に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
現
在
で
は
海
外
の
Ｉ
Ｔ
企
業
等

の
よ
う
に
、
た
と
え
赤
字
が
続
い
て
い
て
も
と
に
か
く
市
場
を
面
で

お
さ
え
る
と
い
う
戦
い
方
が
主
流
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
成
長
戦
略
も
変
化
し
、
赤
字
か
ら
の

急
成
長
を
目
指
す
「
Ｊ
カ
ー
ブ
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
主
流
に
な
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
業
歴
の
浅
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
場
合
、
銀
行
が
融
資
で
き
る
額
に
限
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私

は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
株
式
資
本
で
資
金
調
達
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

外
川

　大
手
銀
行
と
い
う
大
き
な
組
織
に
お
い
て
新
規
事
業
を
立

ち
上
げ
る
の
は
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
社

内
理
解
を
得
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
櫃

　多
く
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
中
か
ら
数
年
の
間
に
急
成
長
し
、
世
の
中
に
名
前
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
企
業
が
い
く
つ
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
企
業

を
実
績
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
こ
と
で
、
行
内
で
も
こ

の
事
業
に
取
り
組
む
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

運
が
良
か
っ
た
と
い
う
面
も
大
い
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

上
司
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

人
や
企
業
を
見
る

判
断
力
の
基
盤
に

外
川

　大
櫃
さ
ん
に
こ
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
な
ら
支
援
し
た
い
、
成

長
す
る
と
思
わ
せ
る
要
素
は
ど
こ
に

あ
り
ま
す
か
。

大
櫃

　こ
れ
ま
で
支
援
し
て
き
た
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
中
で
大
き
く
成
長
し
た
会
社
に
共
通
す
る

の
は
、
社
長
が
若
い
な
が
ら
も
人
間
的
な
魅
力
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
大
学
の
学
園
祭
で
屋
台
を
出
そ
う
と
な
っ
た

と
き
、
良
い
仲
間
が
集
ま
る
と
お
店
に
も
活
気
が
生
ま
れ
て
お
客

さ
ん
も
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
会
社
で
も
起
き
る

の
で
す
。
魅
力
的
な
社
長
の
周
り
に
は
応
援
団
が
で
き
て
、
そ
れ

が
顧
客
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
経
営
者
の
人
間
性
は
お
会

い
し
て
１
時
間
ほ
ど
話
す
と
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
企
業
を

支
援
す
る
と
き
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
技
術
だ
け
で
な
く
、
人

を
見
る
こ
と
も
と
て
も
大
切
で
す
。

外
川

　人
を
見
る
、
企
業
を
見
る
。
そ
の
観
察
力
や
判
断
力
は
、ど 大櫃 直人さん
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の
よ
う
に
し
て
磨
か
れ
た
の
で
す
か
。

大
櫃

　若
い
頃
、
当
時
の
支
店
長
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。「
こ
の
案
件
に
つ
い
て
、
自
分
が
課
長
だ
っ
た
ら
、
支

店
長
だ
っ
た
ら
ど
う
判
断
す
る
か
考
え
て
み
る
と
い
い
。
き
っ
と
半

年
後
、
１
年
後
に
そ
の
判
断
の
結
果
が
出
て
く
る
。
支
店
長
の
判
断

が
正
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
れ
ば
、
君
の
判
断
が
正
し
か
っ
た
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
に
『
な
ぜ
そ
の
結
果
が
出
た
の
か
』
と
考
え

る
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
う
す
る
こ
と
で
自
分
が
そ
の

立
場
に
な
っ
た
時
に
正
し
い
判
断
が
で
き
る
確
率
が
上
が
っ
て
い
く

は
ず
だ
」。
ず
っ
と
こ
の
教
え
を
意
識
し
、
習
慣
化
し
て
仕
事
を
し

て
き
た
こ
と
で
、
判
断
力
が
磨
か
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

外
川

　企
業
を
支
援
す
る
熱
意
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
か
ら

湧
い
て
く
る
の
で
す
か
。

大
櫃

　興
味
や
好
奇
心
に
動
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
支
援
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
ラ
フ

な
服
装
と
は
裏
腹
に
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
方
を
持
っ
た
若
手
経

営
者
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
実
際
に
彼
ら

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、
50
代
の
私
が
20
代
の
経
営
者
た
ち
か
ら

毎
日
の
よ
う
に
何
か
を
教
え
ら
れ
る
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

外
川

　し
か
し
な
が
ら
、
日
本
で
は
若
手
経
営
者
の
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
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大
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直
人 

さ
ん

ブ
な
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
い
う
話

を
聞
き
ま
す
。

大
櫃

　私
は
世
界
各
地
を
回
り
、
各
地
域
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
若
手
経
営
者
た
ち
と
話
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
感
と
し
て
日
本
も

海
外
も
経
営
者
の
層
は
厚
く
、
皆
さ
ん
と
て
も
優
秀
で
す
。
で
は
、

な
ぜ
日
本
で
は
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
企
業
が
出
て
こ
な
い
の
か
と
い

う
と
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
支
援
す
る
社
会
の
仕
組
み
が
ま
だ

確
立
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
気
付
い
て
か
ら
は
、
使
命

感
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
産
業
の
新

陳
代
謝
を
促
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
強
く

な
っ
て
、
社
会
を
築
き
上
げ
て
い
く
よ
う
な
形
が
必
要
な
の
だ
と
。

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
が
協
働
し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス

テ
ム
※
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

失
敗
を
糧
に
前
へ
進
む

今
は
恩
返
し
の
時

外
川

　ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に

大
櫃
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
櫃

　若
者
た
ち
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か

け
を
作
る
た
め
の
講
義
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
大
学
で
も
た

く
さ
ん
講
義
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
は
高
校
を
回
っ
て
講
義
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
こ
の
く
ら
い
の
偏
差
値
な
ら
こ
の
大

学
」
と
志
望
校
を
決
め
る
高
校
生
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
自
分

が
描
い
た
目
指
す
世
界
観
や
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
こ
の
大

学
、
こ
の
学
部
に
進
学
し
よ
う
」
と
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
大
事

な
の
で
す
。
志
を
持
っ
た
高
校
生
に
一
人
で
も
多
く
成
長
し
て
ほ

し
い
。
そ
の
た
め
に
、
自
ら
高
校
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
講
義

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

外
川

　ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

前
の
段
階
か
ら
種
を
ま
い
て
育
て
て
い
る
の
で
す
ね
。

大
櫃

　自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

各
種
委
員
会
の
委
員
に
選
ば
れ
た
ら
引
き
受
け
て
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
し
、
取
材
を
依
頼
さ
れ
た
ら
全
力
で
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
必

要
性
を
伝
え
る
。
そ
う
し
て
、
想
い
が
広
が
っ
て
い
け
ば
誰
か
に

伝
わ
っ
て
仲
間
が
増
え
て
い
く
と
思
う
の
で
す
。

外
川

　大
櫃
さ
ん
の
強
い
信
念
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
原
動
力
は
ど

こ
か
ら
湧
い
て
く
る
の
で
す
か
。

大
櫃

　私
は
入
社
当
初
、
運
良
く
良
い
成
績
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
が
、
あ
る
時
大
き
な
失
敗
を
し
て
、
多
く
の
人
に
迷
惑

133



C
LO

S
E

 U
P

 IN
T

E
R

V
IE

W

大
櫃 

直
人 

さ
ん

ブ
な
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
い
う
話

を
聞
き
ま
す
。

大
櫃

　私
は
世
界
各
地
を
回
り
、
各
地
域
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
若
手
経
営
者
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、
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と
し
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日
本
も
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外
も
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営
者
の
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は
厚
く
、
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さ
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も
優
秀
で
す
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で
は
、
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で
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企
業
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の
か
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い

う
と
、
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企
業
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す
る
社
会
の
仕
組
み
が
ま
だ

確
立
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い
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い
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ら
で
す
。
そ
れ
に
気
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か
ら
は
、
使
命

感
を
持
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仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
産
業
の
新

陳
代
謝
を
促
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ス
タ
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ト
ア
ッ
プ
企
業
が
強
く

な
っ
て
、
社
会
を
築
き
上
げ
て
い
く
よ
う
な
形
が
必
要
な
の
だ
と
。

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
が
協
働
し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス

テ
ム
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を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

失
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を
糧
に
前
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進
む

今
は
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の
時

外
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ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
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を
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に
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ん
は
ど
の
よ
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活
動
を
行
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い
る
の
で
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に
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て
考
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も
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き
っ
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た
め
の
講
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を
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い
ま
す
。
こ
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ま
で
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で
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く
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ん
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を
し
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き
ま
し
た
が
、
今
は
高
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を
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て
講
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を

す
る
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に
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ま
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た
。「
こ
の
く
ら
い
の
偏
差
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な
ら
こ
の
大

学
」
と
志
望
校
を
決
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る
高
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生
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
自
分

が
描
い
た
目
指
す
世
界
観
や
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
こ
の
大

学
、
こ
の
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に
進
学
し
よ
う
」
と
自
分
で
考
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る
こ
と
が
大
事

な
の
で
す
。
志
を
持
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た
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生
に
一
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で
も
多
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成
長
し
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ほ

し
い
。
そ
の
た
め
に
、
自
ら
高
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に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
講
義

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

外
川

　ス
タ
ー
ト
ア
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プ
企
業
を
支
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す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

前
の
段
階
か
ら
種
を
ま
い
て
育
て
て
い
る
の
で
す
ね
。

大
櫃

　自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

各
種
委
員
会
の
委
員
に
選
ば
れ
た
ら
引
き
受
け
て
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
し
、
取
材
を
依
頼
さ
れ
た
ら
全
力
で
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
必

要
性
を
伝
え
る
。
そ
う
し
て
、
想
い
が
広
が
っ
て
い
け
ば
誰
か
に

伝
わ
っ
て
仲
間
が
増
え
て
い
く
と
思
う
の
で
す
。

外
川

　大
櫃
さ
ん
の
強
い
信
念
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
原
動
力
は
ど

こ
か
ら
湧
い
て
く
る
の
で
す
か
。

大
櫃

　私
は
入
社
当
初
、
運
良
く
良
い
成
績
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
が
、
あ
る
時
大
き
な
失
敗
を
し
て
、
多
く
の
人
に
迷
惑
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直
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さ
ん

を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
回
避
す
る
方
策
は
あ
っ

た
の
で
す
が
、
周
囲
の
評
価
を
気
に
し
て
失
敗
の
報
告
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
。
そ
ん
な
私
を
心
配
し
た
お
客
さ
ま
か
ら
、
と
に
か
く
自

分
と
向
き
合
う
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
誰
と
も
話
さ

ず
、
一
日
一
食
、
滝
行
を
す
る
日
々
を
過
ご
す
中
で
自
分
自
身
と
の

対
話
を
続
け
た
の
で
す
が
、
い
か
に
自
分
が
見
栄
を
張
り
、
つ
ま
ら

な
い
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
の
か
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
自
分

を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
は
会

社
を
辞
め
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
す
が
、「
こ
こ
で
辞
め
た
ら
、
一

生
失
敗
を
背
負
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
若
い
時
に
は
み
ん

な
失
敗
す
る
の
だ
か
ら
、
き
ち
ん
と
み
そ
ぎ
を
し
て
ま
た
頑
張
れ
ば

い
い
」
と
支
店
長
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
も
う
一
度
頑
張

る
気
力
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
苦
悩
し
て
い
た
時
期
に
仕
事
や
人
生

の
先
輩
方
が
、
私
に
懸
命
に
リ
カ
バ
リ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
打
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
今
が
あ
り
ま
す
。
今
は
そ
の
恩
を
、
若
い

世
代
に
返
す
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

外
川

　現
代
社
会
は
失
敗
を
許
さ
な
い
風
潮
が
あ
り
、そ
れ
を
恐
れ

て
若
者
が
挑
戦
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
時
代
を
生
き
る
若
い
方
々
に
は
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
ま
す
か
。

大
櫃

　子
ど
も
の
頃
に
熱
い
も
の
を
触
っ
て
「
ア
チ
チ
！
」
と
感

じ
る
経
験
を
誰
し
も
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
経
験

が
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
得
た
感
覚
を
生
か
す
こ
と
で
大
や
け
ど
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
経
験
を
経
ず
に
大
人
に

な
る
と
、
大
や
け
ど
を
し
て
社
会
的
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
は
若
い
う
ち
か
ら
積
極
的
に

挑
戦
し
て
失
敗
も
経
験
し
、「
ア
チ
チ
！
」
の
感
覚
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
と
伝
え
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
か
ら
の
相
談
で
気
付
い
た

学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

外
川

　と
こ
ろ
で
、
大
学
時
代
の
大
櫃
さ
ん
は
ど
ん
な
学
生
生
活

を
送
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
櫃

　私
は
、
４
年
次
の
段
階
で
卒
業
の
た
め
に
必
要
な
単
位
が

た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
、
留
年
寸
前
の
ダ
メ
な
学
生
で
し
た
。
し

か
し
、
さ
す
が
に
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
い
、
１
年
間
必

死
で
勉
強
し
て
単
位
を
取
っ
て
、
卒
業
論
文
で
は
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
っ
か
り
勉
強
し
た
感
覚
は
１
年
間
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

外
川

　社
会
に
出
て
か
ら
も
勉
強
す
る
機
会
は
あ
り
ま
し
た
か
。
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大
櫃

　〝
勉
強
〟
と
言
わ
れ
る
と
、
今
で
も
苦
手
意
識
が
あ
り
ま
す
。

若
い
頃
、
お
客
さ
ま
か
ら
事
業
に
関
す
る
相
談
を
さ
れ
た
の
で
す
が
、

知
識
が
な
く
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
客
さ
ま

に
と
っ
て
は
一
大
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
本
を
買

い
集
め
て
一
生
懸
命
に
調
べ
、
先
輩
方
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て

自
分
な
り
に
勉
強
し
て
対
応
し
た
と
こ
ろ
、
お
客
さ
ま
に
と
て
も
感

謝
さ
れ
て
大
き
な
案
件
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
勉

強
が
苦
手
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
お
客
さ
ま
に
「
困
っ
た
か
ら
助
け

て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
る
と
、
こ
ん
な
に
も
ス
ラ
ス
ラ
と
本
の
内
容

が
頭
に
入
っ
て
く
る
ん
だ
と
、
そ
の
時
に
初
め
て
気
が
付
き
ま
し
た
。

勉
強
の
た
め
の
読
書
は
苦
手
で
も
、
お
客
さ
ま
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
読
書
は
苦
に
な
ら
な
い
の
で
す
。
今
で
は
、
私
の
自
宅
の
本

棚
に
は
大
量
の
本
が
並
ん
で
い
ま
す
。

外
川

　学
生
に
と
っ
て
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
お
話
だ
と
思
い
ま
す
。

大
櫃

　興
味
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
夢
が
見
つ
か

ら
な
い
、
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
、
就
職
し
た
時
は
銀
行
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
興
味
は
あ
っ
た
の
で
仕
事
に
打

ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
使
命
感
も
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

135



C
LO

S
E

 U
P

 IN
T

E
R

V
IE

W

大
櫃 

直
人 

さ
ん

大
櫃

　〝
勉
強
〟
と
言
わ
れ
る
と
、
今
で
も
苦
手
意
識
が
あ
り
ま
す
。

若
い
頃
、
お
客
さ
ま
か
ら
事
業
に
関
す
る
相
談
を
さ
れ
た
の
で
す
が
、

知
識
が
な
く
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
客
さ
ま

に
と
っ
て
は
一
大
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
本
を
買

い
集
め
て
一
生
懸
命
に
調
べ
、
先
輩
方
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て

自
分
な
り
に
勉
強
し
て
対
応
し
た
と
こ
ろ
、
お
客
さ
ま
に
と
て
も
感

謝
さ
れ
て
大
き
な
案
件
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
勉

強
が
苦
手
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
お
客
さ
ま
に
「
困
っ
た
か
ら
助
け

て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
る
と
、
こ
ん
な
に
も
ス
ラ
ス
ラ
と
本
の
内
容

が
頭
に
入
っ
て
く
る
ん
だ
と
、
そ
の
時
に
初
め
て
気
が
付
き
ま
し
た
。

勉
強
の
た
め
の
読
書
は
苦
手
で
も
、
お
客
さ
ま
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
読
書
は
苦
に
な
ら
な
い
の
で
す
。
今
で
は
、
私
の
自
宅
の
本

棚
に
は
大
量
の
本
が
並
ん
で
い
ま
す
。

外
川

　学
生
に
と
っ
て
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
お
話
だ
と
思
い
ま
す
。

大
櫃

　興
味
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
夢
が
見
つ
か

ら
な
い
、
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
、
就
職
し
た
時
は
銀
行
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
興
味
は
あ
っ
た
の
で
仕
事
に
打

ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
使
命
感
も
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
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大
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直
人 

さ
ん

外
川

　学
生
の
皆
さ
ん
が
今
の
う
ち
に
取
り
組
ん
で
お
く
べ
き
こ

と
が
あ
れ
ば
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
櫃

　二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
失

敗
を
経
験
す
る
こ
と
で
す
。
１
年
間
で
ど
ん
な
失
敗
を
し
た
か
を

書
き
出
し
て
み
て
も
い
い
。
失
敗
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
行

動
を
し
た
こ
と
の
証
で
す
か
ら
。
も
う
一
つ
は
、
新
し
い
技
術
を

否
定
せ
ず
に
使
う
こ
と
で
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
よ
う
な
技
術
も
ま
ず

は
使
っ
て
み
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
世
の
中
を
変
え
る
よ
う
な
新
し
い
技
術
は
、
最
初
は
賛
否
両

論
あ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
技
術
の
進
歩
と
普
及
は
止
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
今
の
世
の
中
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
え
な
い
と

不
便
な
よ
う
に
、
将
来
、
Ａ
Ｉ
を
使
え
な
い
と
不
便
に
な
る
世
の

中
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
自
分
を
補
強
す
る
コ

パ
イ
ロ
ッ
ト
（
副
操
縦
士
）
と
し
て
、
早
い
う
ち
か
ら
新
し
い
技

術
を
取
り
入
れ
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

若
者
た
ち
が
秘
め
た
可
能
性

外
川

　こ
れ
ま
で
に
多
く
の
若
手
起
業
家
を
支
援
し
て
き
た
大
櫃

さ
ん
で
す
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
事
業
・
活
動
を
広
げ
て
い
き

た
い
か
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
櫃

　近
年
、
日
本
人
の
パ
ス
ポ
ー
ト
保
有
率
が
低
下
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
円
安
が
続
き
、
海
外
旅
行
に
行
き
づ
ら
く
な
る
中
で
、
異

文
化
と
触
れ
合
う
機
会
が
減
っ
て
い
く
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
い
れ
ば
、
海
外
に
出
な
く
て
も
あ
る
程
度
豊
か
で
幸
せ
な
暮

ら
し
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
満
足
し
て
い
る
と
、
い
わ
ゆ

る
〝
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
〟
し
て
衰
退
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
も
、
若
い
人
た
ち
が
海
外
経
験
を
積

め
る
機
会
を
増
や
す
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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さ
ん

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
日
本
も
海
外
も
同
様
に
、
経
営
者
た

ち
は
優
秀
で
す
。
た
だ
、
海
外
の
方
が
大
き
な
目
標
を
持
ち
、
目
を

ギ
ラ
ギ
ラ
さ
せ
た
経
営
者
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
日

本
に
帰
っ
て
く
る
と
、
そ
の
ギ
ラ
ギ
ラ
感
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

ギ
ラ
ギ
ラ
し
て
も
仕
方
な
い
、
と
い
う
感
覚
が

ま
ん
延
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ

が
、
利
益
や
効
率
を
重
視
す
る
現
代
の
社
会
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
来
、
も
っ

と
面
白
さ
を
基
準
に
仕
事
を
選
ん
だ
り
、
起
業

し
た
り
し
て
も
い
い
は
ず
で
す
。
今
後
の
会
社

経
営
に
は
、
そ
ん
な
価
値
観
と
持
続
性
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

外
川

　大
櫃
さ
ん
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た

め
に
、
大
学
の
よ
う
な
教
育
機
関
に
で
き
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

大
櫃

　学
生
時
代
か
ら
起
業
を
目
指
し
て
活
動
し
、
若
く
し
て
成

功
し
た
経
営
者
が
日
本
で
も
次
々
と
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
く
と
よ
い
と

思
い
ま
す
。
近
い
年
齢
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
た
方
が
、
学
生
に

と
っ
て
も
良
い
刺
激
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

外
川

　ぜ
ひ
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
大
櫃
さ
ん

の
お
話
も
ぜ
ひ
多
く
の
学
生
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

大
櫃

　「
大
櫃
さ
ん
の
考
え
方
は
も
う
古
い
よ
」
と
若
者
た
ち
か

ら
言
わ
れ
る
ま
で
は
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
若
者
た
ち
と

一
緒
に
新
し
い
仕
事
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
若
者
に
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
世
代
と
は
違
っ
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
機
能
が
登
場
し
、
生
成

Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
そ
う
と
す
る
時
代
が
来
て
い
ま

す
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
経
験
を
積
ん
で
い
く

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
世
代
と
も
言
え
ま
す
。
近
い
将

来
、
す
ご
い
大
人
た
ち
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

外
川

　本
日
は
と
て
も
刺
激
的
な
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
　�

起
業
家
や
大
企
業
、
投
資
家
、
教
育
・
研
究
機
関
、
政
府
と
い
っ
た
産
学
官
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
相
互
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
継
続
的
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
創
出
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
。
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さ
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先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
日
本
も
海
外
も
同
様
に
、
経
営
者
た

ち
は
優
秀
で
す
。
た
だ
、
海
外
の
方
が
大
き
な
目
標
を
持
ち
、
目
を

ギ
ラ
ギ
ラ
さ
せ
た
経
営
者
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
日

本
に
帰
っ
て
く
る
と
、
そ
の
ギ
ラ
ギ
ラ
感
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

ギ
ラ
ギ
ラ
し
て
も
仕
方
な
い
、
と
い
う
感
覚
が

ま
ん
延
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ

が
、
利
益
や
効
率
を
重
視
す
る
現
代
の
社
会
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
来
、
も
っ

と
面
白
さ
を
基
準
に
仕
事
を
選
ん
だ
り
、
起
業

し
た
り
し
て
も
い
い
は
ず
で
す
。
今
後
の
会
社

経
営
に
は
、
そ
ん
な
価
値
観
と
持
続
性
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

外
川

　大
櫃
さ
ん
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た

め
に
、
大
学
の
よ
う
な
教
育
機
関
に
で
き
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

大
櫃

　学
生
時
代
か
ら
起
業
を
目
指
し
て
活
動
し
、
若
く
し
て
成

功
し
た
経
営
者
が
日
本
で
も
次
々
と
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
く
と
よ
い
と

思
い
ま
す
。
近
い
年
齢
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
た
方
が
、
学
生
に

と
っ
て
も
良
い
刺
激
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

外
川

　ぜ
ひ
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
大
櫃
さ
ん

の
お
話
も
ぜ
ひ
多
く
の
学
生
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

大
櫃

　「
大
櫃
さ
ん
の
考
え
方
は
も
う
古
い
よ
」
と
若
者
た
ち
か

ら
言
わ
れ
る
ま
で
は
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
若
者
た
ち
と

一
緒
に
新
し
い
仕
事
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
若
者
に
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
世
代
と
は
違
っ
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
機
能
が
登
場
し
、
生
成

Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
そ
う
と
す
る
時
代
が
来
て
い
ま

す
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
経
験
を
積
ん
で
い
く

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
世
代
と
も
言
え
ま
す
。
近
い
将

来
、
す
ご
い
大
人
た
ち
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

外
川

　本
日
は
と
て
も
刺
激
的
な
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
　�
起
業
家
や
大
企
業
、
投
資
家
、
教
育
・
研
究
機
関
、
政
府
と
い
っ
た
産
学
官
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
相
互
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
継
続
的
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
創
出
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
。
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中
島
滋
前
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
４
月
１
日
付
で
宮
武
利
江

文
学
部
教
授
が
文
教
大
学
第
14
代

学
長
に
就
任
し
た
。

宮
武
新
学
長
は
、
１
９
６
３
年

９
月
、
埼
玉
県
生
ま
れ
。
筑
波
大

学
第
一
学
群
人
文
学
類
卒
業
、
筑

波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
文
芸
・

言
語
研
究
科
単
位
取
得
満
期
退
学

（
文
学
修
士
）。
東
京
成
徳
短
期
大

学
講
師
、
助
教
授
を
経
て
文
教
大

学
に
着
任
し
、
２
０
１
２
年
よ
り

教
授
。
教
務
委
員
長
、
文
学
部
長
、

付
属
図
書
館
長
等
を
歴
任
。
専
門

領
域
は
日
本
語
学
（
日
本
語
史
）

で
、
中
古
仮
名
文
学
作
品
に
お
け

る
語
彙
の
用
法
や
、
語
義
の
変
遷

な
ど
を
研
究
し
て
い
る
。
主
要
論

文
に
「
古
語
「
得
」
と
現
代
語
「
得

る
」
の
用
法
に
つ
い
て
―
「
罪
を

得
る
」
の
違
和
感
を
解
く
」（
北
京

大
学
『
日
本
語
言
文
化
研
究
』
第

11
号
・
２
０
１
７
年
）、
な
ど
が

あ
る
。

文
教
大
学
の
建
学
の
精
神
は

「
人
間
愛
」
で
あ
り
、
他
者
を
尊
重

し
、
あ
た
た
か
い
思
い
や
り
の
心

を
は
ぐ
く
む
教
育
を
重
視
し
て
い

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
多
様
性
が

重
視
さ
れ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、

在
籍
す
る
学
生
も
教
職
員
も
皆
が

お
互
い
を
尊
重
し
認
め
合
う
、
そ

し
て
誰
も
が
個
人
の
特
性
を
生
か

し
て
活
躍
で
き
る
「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
大
学
」
と
し
て
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
、
新
学
長
の
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。

文
教
大
学

文
教
大
学 
学
長

宮み
や

武た
け 

利と
し

江え

２
０
２
４
年
４
月
１
日
付
で
福

岡
女
学
院
大
学
・
同
短
期
大
学
部

学
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
２
０

２
４
年
４
月
１
日
か
ら
２
０
２
７

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。

副
島
雄
児
学
長
は
１
９
８
６
年

３
月
に
九
州
大
学
理
学
研
究
科
博

士
課
程
を
修
了
。
同
年
２
月
か
ら

旧
西
ド
イ
ツ
の
ザ
ー
ル
ラ
ン
ド
大

学
研
究
員
、
１
９
８
７
年
に
九
州

大
学
理
学
部
助
手
と
し
て
着
任
。

そ
の
後
、
同
学
部
助
教
授
、
基
幹

教
育
院
教
授
を
経
て
２
０
２
３
年

３
月
定
年
退
職
に
よ
り
35
年
間
の

九
州
大
学
勤
務
を
終
え
た
。
こ
の

間
、
総
長
特
別
補
佐
、
副
理
事
を

兼
務
し
た
。

理
学
博
士
。
専
門
は
結
晶
物
理

学
で
、
Ｘ
線
・
電
子
線
・
中
性
子

線
回
折
を
手
段
と
し
た
結
晶
構
造

解
析
、
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
を
利

用
し
た
異
常
分
散
効
果
の
構
造
解

析
へ
の
応
用
研
究
を
進
め
て
き
た
。

教
育
業
務
で
は
、
九
州
大
学
が
２

０
０
１
年
に
開
始
し
た
学
部
横
断

型
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
21
世
紀

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
担
当
し
、
新
し

い
タ
イ
プ
の
高
等
教
育
の
実
践
と

そ
の
成
果
の
検
証
に
当
た
っ
た
。

福
岡
女
学
院
は
２
０
２
５
年
に

創
立
１
４
０
年
を
迎
え
る
。
学
長

と
し
て
、
こ
の
歴
史
と
伝
統
を
守

り
な
が
ら
、
現
代
に
求
め
ら
れ
る

魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。

福
岡
女
学
院
大
学

福
岡
女
学
院
大
学 

学
長

副そ
え

島じ
ま 

雄ゆ
う

児じ
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曄
道
佳
明
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
２
０
２
５
年
４
月
１
日

付
で
杉
村
美
紀
教
授
が
学
長
に
就

任
し
た
。
上
智
大
学
創
立
以
来
、

初
の
女
性
学
長
で
あ
る
。

杉
村
新
学
長
は
、
１
９
６
２
年

生
ま
れ
。
１
９
８
５
年
お
茶
の
水

女
子
大
学
文
教
育
学
部
卒
業
、
１

９
８
７
年
東
京
大
学
大
学
院
教
育

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
１
９

９
２
年
同
大
学
院
教
育
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、

１
９
９
８
年
博
士
（
教
育
学
）。

２
０
０
２
年
に
上
智
大
学
専
任

講
師
に
着
任
。
２
０
１
３
年
上
智

大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科

教
授
、
２
０
１
４
年
学
術
交
流
担

当
副
学
長
、
２
０
１
７
年
グ
ロ
ー

バ
ル
化
推
進
担
当
副
学
長
等
を
歴

任
し
、
２
０
２
４
年
よ
り
上
智
大

学
ユ
ネ
ス
コ
チ
ェ
ア
ホ
ル
ダ
ー
に

就
任
中
。
専
門
は
比
較
教
育
学
、

国
際
教
育
学
、
多
文
化
教
育
論
。

本
学
の
教
育
精
神
で
あ
る
「
他

者
の
た
め
に
、
他
者
と
共
に
」
に

掲
げ
る
他
者
と
は
、
社
会
的
弱
者

か
ら
危
機
や
困
難
に
苦
し
む
人
々

ま
で
地
球
上
の
す
べ
て
の
人
の
こ

と
。
豊
か
な
人
間
性
を
有
し
、
社

会
課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
む

「
他
者
に
寄
り
添
う
」
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
目
指
す
。

上
智
大
学

上
智
大
学 

学
長

杉す
ぎ

村む
ら 

美み

紀き

河
野
訓
前
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年

４
月
１
日
付
で
齋
藤
平
文
学
部
教

授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

齋
藤
新
学
長
は
１
９
９
０
（
平

成
２
）
年
皇
學
館
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修

了
。
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
博

士
（
文
学
）。
１
９
９
２
（
平
成

４
）
年
に
皇
學
館
大
学
助
手
。
そ

の
後
、
講
師
、
助
教
授
、
准
教
授

を
経
て
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
教
授
。
こ
れ
ま
で
に
、
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
長
、
学
生
部
長
、
副

学
長
を
務
め
た
。

専
門
分
野
は
、
日
本
語
学
・
社

会
言
語
学
で
、
１
９
３
３
（
昭
和

８
）
年
三
陸
地
震
津
波
記
念
碑
に

関
す
る
伝
承
の
研
究
、
三
重
県
方

言
の
記
述
的
研
究
な
ど
を
テ
ー
マ

と
す
る
。
研
究
面
の
み
な
ら
ず
小

学
校
校
歌
の
作
詞
や
三
重
県
民
手

帳
の
付
録
「
三
重
弁
辞
典
」
の
制

作
な
ど
、
地
域
文
化
の
発
信
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。

本
学
は
、
来
る
２
０
３
２
（
令

和
14
）
年
に
は
創
立
１
５
０
周
年

を
迎
え
る
。
神
道
を
基
盤
と
し
て
、

神
職
養
成
、
教
員
養
成
や
地
域
自

治
体
と
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
点
で
も
定
評
が
あ

る
。
神
宮
御
鎮
座
の
伊
勢
と
い
う

土
地
で
歴
史
と
伝
統
を
紡
い
で
き

た
風
格
を
保
ち
な
が
ら
、
現
代
的

課
題
の
解
決
に
も
果
敢
に
取
り
組

む
学
風
が
、
皇
學
館
大
学
に
は
備

わ
っ
て
い
る
。

皇
學
館
大
学

皇
學
館
大
学 

学
長

齋さ
い

藤と
う 

平
た
い
ら
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曄
道
佳
明
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
２
０
２
５
年
４
月
１
日

付
で
杉
村
美
紀
教
授
が
学
長
に
就

任
し
た
。
上
智
大
学
創
立
以
来
、

初
の
女
性
学
長
で
あ
る
。

杉
村
新
学
長
は
、
１
９
６
２
年

生
ま
れ
。
１
９
８
５
年
お
茶
の
水

女
子
大
学
文
教
育
学
部
卒
業
、
１

９
８
７
年
東
京
大
学
大
学
院
教
育

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
１
９

９
２
年
同
大
学
院
教
育
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、

１
９
９
８
年
博
士
（
教
育
学
）。

２
０
０
２
年
に
上
智
大
学
専
任

講
師
に
着
任
。
２
０
１
３
年
上
智

大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科

教
授
、
２
０
１
４
年
学
術
交
流
担

当
副
学
長
、
２
０
１
７
年
グ
ロ
ー

バ
ル
化
推
進
担
当
副
学
長
等
を
歴

任
し
、
２
０
２
４
年
よ
り
上
智
大

学
ユ
ネ
ス
コ
チ
ェ
ア
ホ
ル
ダ
ー
に

就
任
中
。
専
門
は
比
較
教
育
学
、

国
際
教
育
学
、
多
文
化
教
育
論
。

本
学
の
教
育
精
神
で
あ
る
「
他

者
の
た
め
に
、
他
者
と
共
に
」
に

掲
げ
る
他
者
と
は
、
社
会
的
弱
者

か
ら
危
機
や
困
難
に
苦
し
む
人
々

ま
で
地
球
上
の
す
べ
て
の
人
の
こ

と
。
豊
か
な
人
間
性
を
有
し
、
社

会
課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
む

「
他
者
に
寄
り
添
う
」
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
目
指
す
。

上
智
大
学

上
智
大
学 
学
長

杉す
ぎ

村む
ら 

美み

紀き

河
野
訓
前
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年

４
月
１
日
付
で
齋
藤
平
文
学
部
教

授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

齋
藤
新
学
長
は
１
９
９
０
（
平

成
２
）
年
皇
學
館
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修

了
。
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
博

士
（
文
学
）。
１
９
９
２
（
平
成

４
）
年
に
皇
學
館
大
学
助
手
。
そ

の
後
、
講
師
、
助
教
授
、
准
教
授

を
経
て
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
教
授
。
こ
れ
ま
で
に
、
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
長
、
学
生
部
長
、
副

学
長
を
務
め
た
。

専
門
分
野
は
、
日
本
語
学
・
社

会
言
語
学
で
、
１
９
３
３
（
昭
和

８
）
年
三
陸
地
震
津
波
記
念
碑
に

関
す
る
伝
承
の
研
究
、
三
重
県
方

言
の
記
述
的
研
究
な
ど
を
テ
ー
マ

と
す
る
。
研
究
面
の
み
な
ら
ず
小

学
校
校
歌
の
作
詞
や
三
重
県
民
手

帳
の
付
録
「
三
重
弁
辞
典
」
の
制

作
な
ど
、
地
域
文
化
の
発
信
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。

本
学
は
、
来
る
２
０
３
２
（
令

和
14
）
年
に
は
創
立
１
５
０
周
年

を
迎
え
る
。
神
道
を
基
盤
と
し
て
、

神
職
養
成
、
教
員
養
成
や
地
域
自

治
体
と
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
点
で
も
定
評
が
あ

る
。
神
宮
御
鎮
座
の
伊
勢
と
い
う

土
地
で
歴
史
と
伝
統
を
紡
い
で
き

た
風
格
を
保
ち
な
が
ら
、
現
代
的

課
題
の
解
決
に
も
果
敢
に
取
り
組

む
学
風
が
、
皇
學
館
大
学
に
は
備

わ
っ
て
い
る
。

皇
學
館
大
学

皇
學
館
大
学 

学
長

齋さ
い

藤と
う 

平
た
い
ら
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日
比
野
英
子
前
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
２
０
２
５
年
４
月
１

日
か
ら
学
長
に
就
任
。

１
９
５
４
年
富
山
県
高
岡
市
に

生
ま
れ
、
京
都
大
学
経
済
学
部
を

卒
業
後
、
同
大
学
院
経
済
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
で
所
定
の
研
究

指
導
認
定
を
受
け
た
後
、
岐
阜
経

済
大
学
（
現
・
岐
阜
協
立
大
学
）

助
教
授
、
京
都
大
学
経
済
学
部
お

よ
び
同
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教

授
を
経
て
、
２
０
１
９
年
４
月
か

ら
京
都
橘
大
学
教
授
に
就
任
。
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
長
等
を
歴
任
。

専
門
は
、
地
域
経
済
学
、
地
方

自
治
論
、
近
現
代
日
本
経
済
史
で

あ
り
、
日
本
地
域
経
済
学
会
会
長
、

自
治
体
問
題
研
究
所
理
事
長
を
務

め
た
。
主
著
に
『
地
域
づ
く
り
の

経
済
学
入
門
』
等
が
あ
る
。
経
済

学
博
士
。

橘
女
子
大
学
を
前
身
と
す
る
京

都
橘
大
学
は
、
今
や
９
学
部
15
学

科
５
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学

へ
と
発
展
、
来
年
４
月
に
は
さ
ら

に
１
学
部
３
学
科
の
新
設
を
予
定

し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら
、
総
合
大
学
の
良
さ
を
生

か
し
、
本
学
の
教
学
理
念
で
あ
る

「
自
立
・
共
生
・
臨
床
の
知
」
を
よ

り
進
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

京
都
の
地
に
根
差
し
た
京
都
橘
ら

し
い
大
学
づ
く
り
に
励
む
所
存
で

あ
る
。

京
都
橘
大
学

京
都
橘
大
学 
学
長

岡お
か

田だ 

知と
も

弘ひ
ろ

２
０
２
５
年
４
月
１
日
付
で
小

西
聖
子
教
授
が
新
学
長
に
就
任
し

た
。
小
西
新
学
長
は
１
９
５
４
年

愛
知
県
生
ま
れ
。
１
９
７
７
年
東

京
大
学
教
育
学
部
教
育
心
理
学
科

卒
業
、
１
９
８
８
年
筑
波
大
学
医

学
専
門
学
群
卒
業
、
医
師
免
許
取

得
。
１
９
９
２
年
筑
波
大
学
大
学

院
博
士
課
程
医
学
研
究
科
修
了

（
博
士
（
医
学
））。
１
９
９
３
年

東
京
医
科
歯
科
大
学
（
現
・
東
京

科
学
大
学
）
で
日
本
初
の
犯
罪
被

害
者
相
談
室
を
設
立
。
１
９
９
９

年
武
蔵
野
女
子
大
学
（
現
・
武
蔵

野
大
学
）
人
間
関
係
学
部
教
授
に

就
任
。
武
蔵
野
大
学
人
間
科
学
部

長
、
同
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科

長
、
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
長
、
副

学
長
を
歴
任
。

学
外
で
は
精
神
科
医
と
し
て
臨

床
に
従
事
。
性
犯
罪
の
刑
法
改
正

に
係
る
法
制
審
議
会
臨
時
委
員
を

二
度
務
め
、
内
閣
府
の
女
性
に
対

す
る
暴
力
に
関
す
る
専
門
調
査
会

会
長
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
会

議
議
員
も
務
め
る
。
主
な
研
究
分

野
は
被
害
者
支
援
、
外
傷
後
ス
ト

レ
ス
障
害
の
治
療
に
関
す
る
研
究
。

著
書
『
コ
コ
ロ
医
者
、
ホ
ン
を
診

る 

本
の
カ
ル
テ
10
年
分
か
ら
』
は

第
８
回
毎
日
書
評
賞
を
受
賞
。

学
校
法
人
武
蔵
野
大
学
は
昨
年

法
人
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

新
学
長
の
も
と
、
よ
り
一
層
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
社
会
へ
の
貢

献
を
目
指
す
。

武
蔵
野
大
学

武
蔵
野
大
学 

学
長

小こ

西に
し 

聖た
か

子こ
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入
澤
崇
前
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
４
月
１
日
付
で
安
藤
徹
文

学
部
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

安
藤
学
長
は
１
９
６
８
年
岐
阜

県
生
ま
れ
。
１
９
９
０
年
名
古
屋

大
学
文
学
部
卒
業
、
１
９
９
２
年

同
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
修
了
、
１
９
９
７
年
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
１

９
９
８
年
博
士（
文
学
）学
位
取
得
。

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

を
経
て
、
２
０
０
０
年
龍
谷
大
学

文
学
部
専
任
講
師
と
し
て
着
任
し
、

２
０
１
０
年
に
教
授
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
、
図
書
館
長
、
文
学
部
長
、

副
学
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
て

い
る
。

専
門
は
日
本
古
典
文
学
、
特
に

『
源
氏
物
語
』
を
中
心
と
し
た
平

安
朝
文
学
。
著
書
に
『
源
氏
物
語

と
物
語
社
会
』、『
日
本
文
学
か
ら

の
批
評
理
論
：
亡
霊
・
想
起
・
記

憶
』（
共
編
著
）
な
ど
が
あ
る
。

龍
谷
大
学
で
は
２
０
２
０
年
度

よ
り
、
創
立
４
０
０
周
年
を
迎
え

る
２
０
３
９
年
度
の
「
龍
谷
大
学

の
あ
る
べ
き
姿
」
を
到
達
点
と
し

て
設
定
し
た
20
年
間
に
及
ぶ
長
期

計
画
「
龍
谷
大
学
基
本
構
想
４
０

０
」
を
展
開
し
て
い
る
。「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
『
旅
』
― 

変

革
の
加
速
へ
―
」
と
い
う
副
題
の

も
と
、
昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
第

２
期
中
期
計
画
で
は
、
今
年
度
も

含
め
て
さ
ら
に
３
年
間
に
わ
た
っ

て
諸
事
業
を
意
欲
的
に
推
進
し
て

い
く
。

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学 

学
長

安あ
ん

藤ど
う 

徹
と
お
る
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山田 泰子 氏
日本郵便株式会社 切手デザイナー
インタビュー全文はこちらから

大学時報では毎号、著名人のインタビューを掲載しています。取材では、プロフェッショナルとして
の仕事に対する思いや、大学時代のご様子、教育に対する考えなども時に交えた熱いトークを展
開。メッセージ動画も公開中ですのでぜひご覧ください！

クローズアップ・
インタビュー

Pick
 Up！

メッセージ動画は
こちらから
ご覧ください。

鈴木 俊貴 氏
動物言語学者、東京大学 准教授
インタビュー全文はこちらから

入
澤
崇
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期
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９
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９
０
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９
９
２
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１
９
９
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位
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得
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期
退
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学
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位
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得
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日
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学
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と
し
て
着
任
し
、
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１
０
年
に
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に
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た
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の
後
、
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、
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、

副
学
長
等
の
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特
に
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を
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と
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平
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に
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と
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日
本
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ら

の
批
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論
：
亡
霊
・
想
起
・
記

憶
』（
共
編
著
）
な
ど
が
あ
る
。

龍
谷
大
学
で
は
２
０
２
０
年
度

よ
り
、
創
立
４
０
０
周
年
を
迎
え

る
２
０
３
９
年
度
の
「
龍
谷
大
学

の
あ
る
べ
き
姿
」
を
到
達
点
と
し

て
設
定
し
た
20
年
間
に
及
ぶ
長
期

計
画
「
龍
谷
大
学
基
本
構
想
４
０

０
」
を
展
開
し
て
い
る
。「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
『
旅
』
― 

変

革
の
加
速
へ
―
」
と
い
う
副
題
の

も
と
、
昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
第

２
期
中
期
計
画
で
は
、
今
年
度
も

含
め
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さ
ら
に
３
年
間
に
わ
た
っ
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大
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長
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ん

藤ど
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D
iana Khor

（
ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー
）

法
政
大
学
総
長・グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
教

授
。
’94
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
社
会
学
研

究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士（
社
会
学
）。
’25
３
月

よ
り
現
職
。

金
山 

愛
子
（
か
な
や
ま 

あ
い
こ
）

敬
和
学
園
大
学
学
長
。
’89
米
国
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了（M

.A. in G
reek

）。
専
門

は
英
文
学
。
敬
和
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
を
経

て
’23
よ
り
現
職
。

音 

好
宏
（
お
と 

よ
し
ひ
ろ
）

上
智
大
学
文
学
部
教
授
。
’90
上
智
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
専
門

は
メ
デ
ィ
ア
論
。
主
著『
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
現
代
的

展
開
』ほ
か
。

藤
野 

圭
（
ふ
じ
の 

け
い
）

上
智
学
院
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ・サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

推
進
室
長
。
’15
上
智
学
院
入
職
、学
事
局
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
推
進
室
、総
務
局
総
務
グ
ル
ー
プ
を
経

て
、’24
よ
り
現
職
。

髙
橋 

武
（
た
か
は
し 

た
け
る
）

甲
南
大
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
職
員
。
’18

甲
南
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
’18
甲
南
大
学
入
職
よ

り
現
職
。

佐
野 

竜
平
（
さ
の 

り
ゅ
う
へ
い
）

法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
教
授
。
チ
ェ
ン
マ
イ
大

学
大
学
院
芸
術・メ
デ
ィ
ア・技
術
学
院
修
了（
博

士：知
識
創
造
論
）。
研
究
テ
ー
マ
は「
ア
ジ
ア
の
障

害
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
国
際
協
力
」。

齋
藤 

智
（
さ
い
と
う 

と
も
）

東
京
大
学
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
チ
ー

フ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。
’17
放
送
大
学
大
学
院
文
化
科

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
修
士（
学
術
）。JSPS 

London

副
セ
ン
タ
ー
長
を
経
て
、’24
よ
り
現
職
。

山
咲 

博
昭
（
や
ま
さ
き 

ひ
ろ
あ
き
）

広
島
市
立
大
学
教
育
基
盤
セ
ン
タ
ー
講
師
。
’24
同

志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
修
了
。
博
士（
政
策
科
学
）。
関
西
大
学
事

務
職
員
を
経
て
、’23
よ
り
現
職
。

田
中 

正
弘
（
た
な
か 
ま
さ
ひ
ろ
）

筑
波
大
学
准
教
授
。
’04Institute of Education, 

U
niversity of London

修
了
。
最
終
学
位：PhD

 
in Education

。
主
著：Student Engagem

ent 
and Q

ualityAssurance in Higher Education

廣
田 

り
ょ
う
（
ひ
ろ
た 

り
ょ
う
）

学
校
法
人
福
岡
女
学
院
理
事
長
。
’79
早
稲
田
大
学

政
治
経
済
学
部
卒
業
。
’16
九
州
大
学
大
学
院
医
学

系
学
府
医
療
経
営
管
理
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

銀
行
、学
校
法
人
久
留
米
大
学
等
を
経
て
現
職
。

河
村 

由
紀
彦
（
か
わ
む
ら 

ゆ
き
ひ
こ
）

龍
谷
大
学
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
室
部
長
。

中
峯 

秀
之
（
な
か
み
ね 

ひ
で
ゆ
き
）

慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
長
。

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
。

志
鷹 

英
男
（
し
た
か 

ひ
で
お
）

学
校
法
人
金
沢
工
業
大
学
企
画
部
次
長
。
富
山
大

学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
退
学
。

甲
野 

純
正
（
こ
う
の 

よ
し
ま
さ
）

Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
教
育
開
発
部
部
長
。
’96
関
西
学
院
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
修
了
。

修
士（
地
理
学
）。

松
本 

孝
朗
（
ま
つ
も
と 

た
か
あ
き
）

中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授
、医
師
。
ほ
か
環

境
省
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
要
職
を
務
め
る
。
’83

長
崎
大
学
医
学
部
卒
業
。
’96
博
士（
医
学
）。
愛
知

医
科
大
学
医
学
部
助
教
授
を
経
て
’05
よ
り
現
職
。
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北
岡 

明
佳
（
き
た
お
か 

あ
き
よ
し
）

立
命
館
大
学
総
合
心
理
学
部
教
授
。
’91
筑
波
大
学

大
学
院
博
士
課
程
心
理
学
研
究
科
修
了
。
教
育
学

博
士
。
専
門
は
知
覚
心
理
学
。
主
著『
錯
視
入
門
』。

山
田 

春
菜
（
や
ま
だ 

は
る
な
）

拓
殖
大
学
政
経
学
部
経
済
学
科
助
教
。
一
橋
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
同

大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師
を
経
て
現
職
。

小
檜
山 

ル
イ
（
こ
ひ
や
ま 

る
い
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
学
長
。
国
際
基
督
教
大
学

大
学
院
比
較
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

博
士（
学
術
）。
’24
よ
り
現
職
。
近
著
に『
明
治
の

「
新
し
い
女
」』『
帝
国
の
福
音
』な
ど
著
書
多
数
。

安
部 

紀
芳
（
あ
べ 

き
よ
し
）

立
教
学
院
本
部
総
務
部
施
設
課
担
当
課
長
。
’94
日

本
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
前
期

課
程
修
了
。
民
間
設
計
会
社
を
経
て
’08
８
月
学
校

法
人
立
教
学
院
に
入
職
。

宮
原 

秀
明
（
み
や
は
ら 

ひ
で
あ
き
）

大
阪
学
院
大
学
事
務
長
。

藤
田 

佳
久
（
ふ
じ
た 

よ
し
ひ
さ
）

愛
知
大
学
名
誉
教
授
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
理
学
博
士（
東
京
教
育

大
学
、地
理
学
）。
主
著『
東
亜
同
文
書
院
生
が
記

録
し
た
近
代
中
国
の
地
域
像
』。

大
櫃 

直
人
（
お
お
ひ
つ 

な
お
と
）

’88
関
西
学
院
大
学
卒
業
後
、富
士
銀
行
に
入

行
。
’24
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
み
ず

ほ
銀
行
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
支
援
事
業
を
手
掛
け
る
。

（
’25
３
月
現
在
）

外
川 

智
恵
（
と
が
わ 

ち
え
）

大
正
大
学
表
現
学
部
教
授
。
同
大
学
卒
業
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
臨
床
心
理
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
山
梨

放
送
を
経
て
フ
リ
ー
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
巻
頭

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、新
語・流
行
語
大
賞
の
総
合
司
会
な
ど
。
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東
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）。
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東
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書
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が
記
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の
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像
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お
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）
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。
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え
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Ｔ
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い
た
し
ま
し
た
。



題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
他
、
私
立
大
学
を
巡
る
諸
課
題
に

つ
い
て
共
通
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

● 
５
月
９
日
㈮

「
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す
る
産
学
協

議
会
」
に
出
席

● 

５
月
13
日
㈫

第
２
回
常
務
理
事
会
、
第
２
回
理
事
会
に
出
席

● 

５
月
21
日
㈬

全
私
学
連
合
代
表
者
会
議
に
出
席

● 

５
月
27
日
㈫

第
３
回
常
務
理
事
会
、
第
３
回
理
事
会
に
出
席

● 

６
月
９
日
㈪

補
欠
理
事
選
考
委
員
会
に
出
席
、記
者
懇
談
会

に
出
席

● 

６
月
17
日
㈫

第
１
回
総
会
に
出
席

会
長
の
動
き

私大連TOPICS

令
和
７
年 

春
の
叙
勲
・
褒
章 

（
私
大
連
事
業
関
係
者
）

◆ 

瑞
宝
中
綬
章

	

北
川	

薫

	
	

（
中
京
大
学
名
誉
教
授
）

	

進
士	

五
十
八

	
	

（
東
京
農
業
大
学
元
学
長
）

	

油
井	

雄
二

	
	

（
成
城
大
学
元
学
長
）

◆ 

瑞
宝
小
綬
章

	

山
野	

博
史

	
	

（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）

私
大
連
役
員
と
報
道
関
係
者
と
で
意
見
交

換
を
行
う
記
者
懇
談
会
を
、
令
和
７
年
６
月

９
日
㈪
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
私
大
連
が
と
り
ま
と
め
た
『
文

理
横
断
教
育
の
実
践
と
推
進
』
並
び
に
『
成

長
分
野
へ
の
構
造
転
換
を
見
据
え
取
り
組
む

べ
き
施
策
―
私
立
大
学
理
工
農
系
分
野
の
量

的
・
質
的
充
実
と
持
続
的
発
展
―
』
を
題
材

に
、
私
立
大
学
が
果
た
す
役
割
や
今
後
の
課

記
者
懇
談
会
を
開
催

詳細は、私大連Webサイトを 
ご覧ください。

https://www.shidairen.or.jp/
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私 大 連 ニ ュ ー ス 　2 0 2 5 . 0 5 - 0 6

Vol.12 獨協大学
前沢 浩子 学長（専門：英文学）
＜2025年2月公開＞

Vol.10 中京大学
梅村 清英 学長（専門：経済学）
＜2024年11月公開＞

Vol.9 武蔵野美術大学
樺山 祐和 学長（専門：絵画）
＜2024年10月公開＞　

Vol.11 立命館アジア太平洋大学
米山 裕 学長（専門：アメリカ史、日系移民史）
＜2025年1月公開＞

私大連Presents 学長インタビューシリーズ

学長 ときどき 私
YouTubeで
配信中!

１
日
の
終
わ
り
は
レコ
ー
ド
を

聴
い
て
過
ご
し
ま
す

変化の早い時代を、
しなやかに生き抜く
たくましさが必要

学生時代は図書館で
色々な本と出合うのが楽しかった

世
界
の
分
断
が
強
ま
る
中
、

違
い
を
乗
り
越
え
て
平
和
の
架
け
橋
に

｢自由であること」の意味や
価値を心に刻んで
生きてほしい

小
学
校
の
頃
は

漫
画
家
に
な
り
た
か
っ
た
ん
で
す

学長の学生時代、研究の道に進んだきっかけ、プライベート
の過ごし方や高等教育への思いなど、学長という一人の人間
を通して私立大学で学ぶことの魅力を浮き彫りにします。

人の魅力が、
私立大学をつくる。

｢ほんとうの自分」は
見つけるものではなく
つくるもの

学長 ときどき 私 「一問一答編」

4学長が並ぶバラエティ豊かな番外編も!4学長が並ぶバラエティ豊かな番外編も!

趣味・特技を教えてください
人生で一度は行きたい場所は?
これから挑戦してみたいことは?
過去と未来、どちらに行ってみたいですか？
これだけは欠かせない「我が相棒」は?
若者たちにお薦めしたい本は?
大切にしている言葉、信条は?

乗馬やピアノは練習して
成長できるのがうれしい
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※内容は変更になる場合があります。次号予告 2025.9
NO.424

座談会「未来を創る、食のイノベーション」
特　集「未来の自分を描く低年次キャリア教育」
小特集「多様な分野における博士人材の活躍」

編集後記

だいがくのたから 仙台白百合女子大学 大学点描 国際武道大学
クローズアップ・インタビュー

青戸 慎司さん（中京大学スポーツ振興部副部長、ソウル・バルセロナ五輪陸上短距離代表、長野冬季五輪ボブスレー代表）

◆
本
号
で
は
大
学
に
お
け
る
学
生
参
加
を

特
集
し
た
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
を

企
画
・
推
進
す
る
学
生
職
員
、
学
生
募
集

広
報
を
担
う
学
生
、
語
学
学
習
と
地
域
貢

献
を
結
び
つ
け
た
新
た
な
学
び
の
創
出
、

さ
ら
に
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
支
援
を
通

じ
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
構
築

に
貢
献
す
る
学
生
の
取
り
組
み
や
学
生
視

点
を
取
り
入
れ
た
学
生
参
画
型
質
保
証
の

実
践
を
紹
介
し
た
。
い
ず
れ
も
、
学
生
が

主
体
的
に
関
与
す
る
好
例
で
あ
る
。
学
生

に
と
っ
て
も
実
践
的
な
課
題
解
決
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
学
び
や

気
づ
き
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

学
生
は
単
な
る
受
益
者
で
は
な
く
「
質
保

証
活
動
の
当
事
者
で
あ
る
」
と
の
認
識
は
、

大
学
関
係
者
の
間
で
も
十
分
に
浸
透
し
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
加
え
て
、
大
学

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
意
思
決
定
と
い
っ
た

ガ
バ
ナ
ン
ス
領
域
へ
の
学
生
参
画
に
は
、

な
お
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
と
は
い
え
、ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
か
ら
、
先
進
的
な
事
例
が
す
で

に
存
在
す
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
お
り
、
注

目
に
値
す
る
。
本
特
集
が
大
学
関
係
者
の

意
識
変
革
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報
分
科
会

委
員
・
慶
應
義
塾
広
報
室
長 

河
越
英
代
〉

◆
24
時
間
利
用
が
で
き
る
施
設
を
運
営
し

て
い
る
大
学
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
特
に
利
用
者
の
様
子
な
ど
を
知

る
機
会
は
少
な
く
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か

は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。

今
回
の
小
特
集
で
は
、
24
時
間
利
用
で

き
る
施
設
の
概
要
に
加
え
、
設
置
の
経
緯

や
利
用
の
様
子
、
展
望
な
ど
に
も
触
れ
て

い
た
だ
き
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
在
り
方
を
検

討
す
る
各
大
学
に
と
っ
て
、
大
変
参
考
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ど
の
大

学
に
お
い
て
も
社
会
や
学
生
の
気
質
の
変

化
に
あ
わ
せ
た
運
用
を
心
が
け
て
お
り
、

決
し
て
、
24
時
間
開
放
し
て
い
る
だ
け
で

は
な
い
。
通
学
や
食
環
境
の
課
題
解
決
も

視
野
に
入
れ
運
用
し
て
い
た
り
、
空
間

的
・
時
間
的
制
約
を
取
り
払
い
、
情
報
技

術
を
活
用
し
な
が
ら
学
び
を
効
率
化
さ
せ

て
い
た
り
と
運
用
の
目
的
も
多
様
化
し
て

い
る
。
本
小
特
集
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学

が
抱
え
る
課
題
に
応
じ
て
、「
24
時
間
施
設

を
利
用
す
る
こ
と
」
も
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学

時
報
分
科
会
委
員
・
法
政
大
学
多
摩
事
務

部
多
摩
事
務
課
課
長 

須
藤
智
徳
〉

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
株
式
会
社
み
ず

ほ
銀
行
の
大
櫃
直
人
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ

た
。
若
手
経
営
者
と
の
出
会
い
を
き
っ
か

け
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
を
立
ち

上
げ
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
構
築
や
次
世
代
の
経
営
者
育
成
を
通
じ

て
、
日
本
経
済
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
て

い
た
。
誰
に
対
し
て
も
真
摯
な
そ
の
姿
勢

と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
行
動
力
は
、
ま

さ
に
“
リ
ア
ル
半
沢
直
樹
”
で
あ
り
、
と

て
も
刺
激
的
で
あ
っ
た
。

覆
面
形
式
で
実
施
し
た
座
談
会
で
は
、

異
な
る
業
界
か
ら
大
学
へ
転
職
し
て
き
た

中
途
採
用
職
員
の
方
々
に
ご
登
壇
い
た
だ

い
た
。
大
学
業
界
の
組
織
風
土
や
文
化
な

ど
に
関
す
る
ギ
ャ
ッ
プ
や
戸
惑
い
に
つ
い

て
率
直
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
前
職
の
経

験
を
活
か
し
て
新
た
な
視
点
で
大
学
に
変

革
を
起
こ
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
同
じ
大

学
職
員
と
し
て
学
ぶ
点
が
多
か
っ
た
。

今
後
、
激
変
す
る
大
学
業
界
に
お
い
て
、

未
来
を
切
り
拓
く
鍵
と
な
る
の
は
、
伝
統

と
規
範
を
尊
重
し
つ
つ
も
失
敗
を
恐
れ
な

い
行
動
力
と
多
様
な
意
見
を
取
り
入
れ
る

柔
軟
さ
を
も
つ
大
学
職
員
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。〈
日
本
私
立
大
学
連
盟
事
務

局
・
梅
村
学
園
出
向 

𠮷𠮷
田
匡
孝
〉
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一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧
※ 大学名ＡＢＣ順　／　※  ｝は同一学校法人

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福岡女学院大学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学習院女子大学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学
金 沢 星 稜 大 学

⎫
｜
⎬
｜
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 學
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
九 州 産 業 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学

ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大阪医科薬科大学
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白百合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園 田 学 園 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 国 際 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

編集人 音　好 宏（上智大学文学部教授）
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東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東 京 女 子 大 学
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東 京 国 際 大 学
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東 京 情 報 大 学
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